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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夏休み。

　生徒会の仕事の帰りに、友達三人揃そろって神社の涸かれ井い戸どに落っこちたと思ったら、見知らぬ河原にいた。

「ここは……？」

　下校中で高校の制服に身を包んだままの天てん持もち東ひがしは、おかっぱ頭を不安げに震ふるわせて、おそるおそる辺りを見回した。

　目に入るのは、透とう明めいな水の流れる涼すずしげな川。河原に転がる無数の石ころ。岸辺に生える青々とした草と、夏の日差しに葉を茂しげらせる鬱うつ蒼そうとした森。その奥おくには、緑なす山々が幾いく重えにも連なっているのが見える。

　山やま奥おくだ。

　近くに人が住んでいそうな気配はない。

「ど、どこなんだろここ……」

　東ひがしが改めて不安げな声で呟つぶやくと、すぐ隣となりで、深い溜ため息いきと共に声がした。

「賽さいの河原かわらって奴やつじゃないの？」

　声の主は、東ひがしと一いつ緒しよに井い戸どに落ちた、親友の増ます永なが南みなみ。やれやれと、細く長い二つお下げを後ろに払はらう。南みなみは基本的に大体いつも適当な調子のマイペースガールなのだが、死んだかもしれない時でさえ適当だ。

　南みなみの言葉を聞いて、一いつ緒しよに落ちた最後の一人が声を上げた。

「ちょちょちょ、ちょっと待ってください！　賽さいの河原かわらって、それじゃ私たち死んでるって事じゃないですか！」

　一つ後こう輩はいの西にし村むら千ち秋あき。いかにも優等生じみた眼鏡を掛かけ直しながら取り乱す。普ふ段だんの千ち秋あきはとても落ち着いていて、先せん輩ぱいの東ひがしや南みなみよりも優ゆう秀しゆうだったりするのだけれど、さすがにこの異常事態には慌あわてふためいた。

　南みなみは千ち秋あきとは対照的にまるで動じる様子もなく、手をかざして頭上を見上げた。

「そりゃまー、あんな深い井い戸どに真っ逆さまに落ちたんだから、死んでもおかしくないんじゃない？」

　晴はれ渡わたった眩まぶしい青空には、自分たちが落ちてきたはずの井い戸どの口などどこにも見えない。それほどの高みから落ちてきたとあれば、死ぬのも已やむなしである。

　千ち秋あきは両手で頰ほほを挟はさむと、泣なき叫さけんだ。

「そんな！　南みなみさんと違ちがって私まだ高校一年生なのに！　いくら何でも早すぎますよ！　せめて異世界に転生とかにしといてくださいよ！」

「アンタ後一年長く生きてたら満足して死ねんの……？」

　やれやれといった顔でツッコむ南みなみ。

　そんな二人を見て、東ひがしは思わず抱だきついた。

「良かったー！　二人とも無事だったんだねー！」

　気が優やさしくてお人ひと好よしの東ひがしとしては、ここがどこかなんて事より二人の安否が大事である。一いつ緒しよに井い戸どに落っこちた二人がこうしてピンピンしているのを見て、ホッと大きく安あん堵どした。

「まぁ、死んだんだとしたら全然無事じゃないけどね」

「生きてるとしても、こんな山やま奥おくに突とつ然ぜん着の身着のまま放り出されてしまって、何一つ良くないですよ！」

　南みなみはやれやれと肩かたを竦すくめ、千ち秋あきはヒステリックに泣きわめく。

　そう。

　三人とも無事だったとはいえ、安心出来る材料は何一つ無いのだ。

　井い戸どに落ちたと思ったら山やま奥おくにいたという事からしてわけが分からないが、それ以上に、どこだか分からない山やま奥おくに突とつ然ぜん放り出されてしまっているというこの状じよう況きようがとにかくヤバい。

　三人は学校から帰る途と中ちゆうで、登山の準備など全くない。靴くつも登山靴ぐつじゃなく学校指定のローファーだし、服も学校の夏服、地図もなく方位磁石もなくナイフすらなく、テントや寝ね袋ぶくろなども当然ない。

　要するに、何の装備もないまま遭そう難なんしてしまったのである。

　今現在無事だからといって、将来も無事である保証は全くない。むしろ、今後無事でいられる可能性は極きわめて低いのだ。

　ようやくその事に思い至った東ひがしは、再び青ざめた。

「これからどうしよう……？」

「まー、とりあえずは現在地の確かく認にんかしらね」

　マイペースな南みなみが腰こしに手を当てて辺りを見回す。

　千ち秋あきがハッとして叫さけんだ。

「そうだ！　ＧＰＳで緯い度ど経度見て、警察か消防に連れん絡らくすれば、救助なんてすぐ……！」

　そう言いながら服のあちこちをまさぐる千ち秋あき。だがすぐに、あっと呟つぶやいて固まった。

「……しまった。スマホ、鞄かばんの中です」

「私も……」

「私だわ」

　東ひがしと南みなみもそう言って顔を見合わせる。三人とも、スマホを入れた鞄かばんは井い戸どの脇わきに置いてきてしまった。

　千ち秋あきの動どう揺ようがピークに達した。

「ちょっと！　どーすんですか！　位置確かく認にんの手段も通信手段もないまま、着の身着のままこんな山やま奥おくにほっぽり出されて！」

「どうしよう……」

　千ち秋あきに釣つられてますます青くなる東ひがし。

「スマホがないだけですぐパニックになるんだから。これだから今時の若者は」

　南みなみが年寄りみたいな事を言いながらやれやれと首を振ふる。

「そういう話じゃないですよ！　南みなみさん、状じよう況きよう分かってるんですか？　学校で先生に没ぼつ収しゆうされたとかじゃないんですよ！」

「携けい帯たいなんかあったって、こんな山の中で電波入るかどうか分かんないし、ここが死後の世界とか異世界だったらどっちみちＧＰＳも使えないのよ？　スマホくらいあってもなくても大して変わんないわよ」

　東ひがしが不安そうな声で割わり込こんだ。

「でも、ホントにどうする!?　私たち、どうやって帰ればいいのかな……？」

　千ち秋あきが眼鏡を光らせながら叫さけんだ。

「とりあえず、人を探しましょう！　まずはそこからですよ！　こんな山やま奥おくに、道具も何もない女子高生三人で放り出されたって、何も出来っこないんですから！　人にさえ会えたら何とかなりますよ！」

　だが、南みなみが即そく座ざに却きやつ下かする。

「いや。こういう場合、人捜さがしより拠きよ点てん確保が優先ね」

　東ひがしがキョトンとおかっぱ頭を傾かしげる。

「拠きよ点てん確保？」

「私は親の仕事の関係で小さい頃ころからジャングルやら無人島やら連れ回されてたから、遭そう難なんした時の心得も散々教えられてるわ」

　それを聞いて、千ち秋あきが目をぱちくりさせた。一いつ瞬しゆんパニックを忘れ、不思議そうに尋たずねる。

「親の仕事の関係で？　でも南みなみさんちって、確か動物園じゃなかったですか？　南みなみさんも確か園内のゴリラに育てられたとかって聞いた事が……」

「園長継つぐ前に両親揃そろってあちこちで動物の生態調査とかやってた時期があんのよ」

　南みなみはそう言うと、ゴリラに育てられた事は否定せずに話を戻もどした。

「とにかくこういう場合、人を探したってすぐ見つかるかどうか分からないし、仮に見つかったって言葉が通じるかどうかも分からない。相手が友好的だって保証もない。人里離はなれた山やま奥おくに隠かくれ住んでるなんて、犯罪者かもしれない。だからこういう時ってのはまず、動ける体力がある内に、自分たちだけで当面しのげる準備をするのが優先なの。探たん索さくはその後」

「ですからその、当面しのげる準備をどうやってするってんですか！　何一つ道具らしい道具も持ってない私たちが！」

　再びパニックを再発させ、頭を搔かきむしる千ち秋あき。

　東ひがしがそんな千ち秋あきをよしよしと宥なだめ、改めて南みなみに尋たずねる。

「それで、まずは何をしたらいいの？」

「まずは火の確保よ。暗くなってからじゃ間に合わないからね」

「確かに、暗くなってからじゃ何にも出来ないもんね」

　うなずく東ひがし。

　その隣となりで千ち秋あきはパニックを通とおり越こして今度はメソメソと泣き出した。

「そう言われても、火を起こす道具なんて何もないんですよ私たち……。ライターもマッチも……。無理ですよ、火を起こすなんて……」

「喚わめいたり泣いたり忙いそがしいわね～……」

　南みなみはしゃがみこんで泣く千ち秋あきを見て溜ため息いきを漏もらした。

「アンタこないだ理科室の備品使ってこっそり火薬作って遊んでて生徒会長に[image: 叱]しかられてたくらいなんだし、火についちゃ詳くわしいんじゃないの？　火の起こし方くらい考えてみなさいよ」

「そ、そりゃ、時間と材料さえあれば黒色火薬くらい作れますけど……。火薬さえあれば、簡単な摩ま擦さつ熱でも燃えますけど……。でも一から硝しよう石せき作ろうと思ったら年単位でかかりますし……」

「別に火薬にこだわる必要ないでしょ。他の方法は？」

「他には……たとえば、黄鉄鉱でも拾って火打ち石にするとか……。普ふ通つう、火打ち石って鋼はがねの火打ち金を叩たたいて火花出しますけど、黄鉄鉱でも代用出来ますから、それを乾かわいた草を細かく裂さいた火ほ口くちに移せば……」

「すごい千ち秋あきちゃん！　さすが学年一位だね！」

　東ひがしが感心して手を叩たたいた。千ち秋あきは入学試験の成績も一番、定期テストでも学年一位の優等生なのだ。

　千ち秋あきと一いつ緒しよに足元に転がる川原の石ころを眺ながめながら尋たずねる東ひがし。

「……私は石の違ちがいとか良く分かんないけど、どう千ち秋あきちゃん？　黄鉄鉱、ありそう？」

「そんな都合良く転がってないですよ……」

　千ち秋あきはどんよりした表情で首を横に振ふる。

　南みなみが煽あおるようにわざとらしく肩かたを竦すくめた。

「まったく、使えないわねぇ。最近の若いモンは学校の勉強ばっかり出来て、現実に生きていくための知ち恵えがまるで身に付いてないんだから」

　千ち秋あきと違ちがって南みなみは学校の成績はお世辞にも良よいとは言えない。それどころか一つ下の学年の千ち秋あきに宿題を教えてもらう事すらあるような大馬ば鹿か野や郎ろうである。そんな南みなみに小こ馬ば鹿かにされて、千ち秋あきはメソメソ泣くのも忘れて歯は軋ぎしりをした。バカからバカにされる以上に腹の立つ事はないのだ。

「じゃあ聞きますけど、南みなみさんは火を起こせるんですか？」

　ムッとした顔で南みなみを睨にらむ千ち秋あき。

　だが南みなみは、待ってましたとばかりに尊大な態度で千ち秋あきを見返した。

「当然。人は火を手に入れる事で初めて人になったのよ。私も人類の端はしくれとして、火の起こし方くらい知ってるわ」

「知ってるんなら今すぐ起こしてみてくださいよ！」

　挑ちよう発はつし返すように迫せまる千ち秋あき。

「いいわ。それじゃとりあえず、その顔にかけてる眼鏡貸しなさい」

　南みなみは余よ裕ゆうぶった表情を崩くずさず千ち秋あきに向かって手を伸のばした。

「は？　何するんです？」

「レンズで火を起こすから」

「何言ってんですか！　これ、近視用ですから凹おうレンズですよ！　凸とつレンズじゃないから日光なんて収しゆう斂れんしませんよ！」

「へこんだところに水張ったら凸とつレンズになるでしょうが。この日差しの強さなら、そのくらいの大きさのレンズでも充じゆう分ぶん火は点つくわ！」

　ジリジリと照りつける暑い真夏の太陽を指さして笑う南みなみ。

「その手があったかぁ……！」

　千ち秋あきはハッとして固まった。

「……確かジュール・ヴェルヌの『神秘の島』の冒ぼう頭とうでも、懐かい中ちゆう時ど計けいのカバーガラスに海水を張って凸とつレンズにして火を起こすエピソードがありましたよね……。島しま田だ覚かく夫おさんの『私は魔ま境きように生きた』でも、伊達だて眼鏡のレンズに水を入れて火を起こした体験談があったような……」

　知識としては知っていたはずなのに、言われるまで思い出せなかった事が悔くやしくて歯は軋ぎしりをする千ち秋あき。

　だが、すぐさまハッと我に返ると慌あわてて眼鏡を押おさえた。

「いや、でもダメですよ！　そんな川の水なんか入れたらあっという間に眼鏡は汚よごれて曇くもって見えなくなっちゃいます！　私、眼鏡が無かったら舗ほ装そうされた道路ですら歩けないんですから！」

「拭ふけばいいじゃん」

「意外と拭ふいても落ちないんですよ！　かえって汚よごれを広げるばっかりになって！　ちゃんと専用の眼鏡拭ふき使わないと！」

　脇わきからお人ひと好よしの東ひがしも口を挟はさんだ。

「みなみん、目が悪い人の眼鏡を使うのは可哀かわい想そうだよ～。こんな山の中で目が見えなくなったら大変だよ」

「いやまぁ、私だって数少ない千ち秋あきの個性を本気で奪うばうほど残ざん酷こくじゃないわよ。ちょっと遊んでみただけ。大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと本命の別のやり方があるから」

　本気で心配する東ひがしを見て、すぐからかうのをやめる南みなみ。

　そして、素に戻もどると言った。

「それじゃ、眼鏡は最後の手段って事にして、二人で乾かわいた枯かれ木きとか枯かれ草くさなんかを集めてきて。その間に私は川で食べられそうなもの探してるから」

「分かった」

　東ひがしはうなずくと、千ち秋あきを引っ張って薪たきぎを拾いにいく。

　そして南みなみは二人を見送ると、靴くつと靴くつ下したを脱ぬぎ、スカートの裾すそを腰こしにからげて川の中へ入っていった。
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　南みなみの指示で、火を起こす事に決まってから十数分後。

「意外とあるもんだね～、枯かれ木きの類」

「枯かれ草くさもいっぱい集まりましたね」

　東ひがしと千ち秋あきは、両りよう腕うでいっぱいに木や草を抱かかえて南みなみの下へと戻もどっていた。

「河原にこんなに折れた枝が転がってるなんて、ちょっと予想外でした」

「大雨で増水した時なんかに結構流されてくるのかな～」

「多分そうでしょうね。表面に土つち埃ぼこりっぽい汚よごれが付いてますけど、多分これ、泥どろ水みずが乾かわいた跡あとですよね」

「森の中と違ちがって木こ陰かげがないから、お日様に照らされてしっかり乾かわいてて良かったよね～」

「そうなんですよ。河原って湿しめってそうなイメージだったから、ちょっと意外でした。乾かわいた枯かれ枝えだなんて、そんな簡単に見つからないと思ってたんで」

　千ち秋あきはそう言ってから、ふと不安げな顔になった。

「ところであの、ホントに別のやり方なんてあるんですかね……？　火が起こせなかったら困るのは私だって同じですし、必要なら眼鏡を提供するくらい……」

　だが東ひがしは千ち秋あきの不安を吹ふき飛とばすようにニッコリ笑う。

「みなみんが他の方法があるって言ってるんだから、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　絶対的な信しん頼らい感と共にそう言い切る。東ひがしは南みなみとは幼おさな馴な染じみで付き合いも長く、その分信しん頼らいも厚いのだ。

「言ってるのが南みなみさんだから心配なんですけどね……」

　千ち秋あきとしては、付き合いが長いはずなのに何でそんなに南みなみを信しん頼らい出来るんだろうと内心首を傾かしげる。

　そんな会話をしながら戻もどると、南みなみは大きな岩の上にのんびり寝ね転ころがって、濡ぬれた足を乾かわかしていた。二人の声に気付いてゆっくりと上体を起こす。

「お。戻もどってきたわね。ご苦労ご苦労」

「みなみん、ただいま～。枯かれ枝えだ、いっぱいあったよ～」

　笑え顔がおで報告する東ひがし。

　南みなみも川のほうを親指で指しながら、岩から飛び降りる。

「待ってる間にエビとか魚とか捕つかまえといたわよ。石で囲って生いけ簀すにして放ほうり込こんどいた」

　それを聞いて驚おどろく東ひがし。

「すごい！　網あみも釣つり竿ざおもないのに、魚なんてどうやって捕つかまえたの？」

「棒で水面叩たたきながら岸に追い上げたり、岩の下に隠かくれたところで岩にでっかい石をぶつけて衝しよう撃げきで気絶させたりね。やり方は色々あるのよ」

　南みなみはフフンと得意気に胸を張る。

　千ち秋あきが、抱かかえていた枝を南みなみの足元にぶちまけた。

「じゃ、さっさと火を起こしてみせてください」

　南みなみが本当にちゃんと火起こしなんて出来るのか、まだ半信半疑である。

　しかし、南みなみは余よ裕ゆう綽しやく々しやく。

「よっし。じゃあ始めるか」

　南みなみは二人が集めてきた木を物色すると、一ひと摑つかみほどの太さのある流木を選んで、石の破は片へんでグリグリと微かすかな窪くぼみを作る。

「これが火切り臼うすね」

　続いて再び枯かれ枝えだを物色し、自分の人差し指ほどの太さの真まっ直すぐな物を一本選ぶと、足で押おさえながら三十センチほどの長さに折った。

「コイツが火切り杵ぎね」

　それを見た千ち秋あきが顔を引きつらせた。

「火を起こす方法は知ってるって、まさか、原始人みたいに木を擦こするって事ですか……？」

「そうだけど？」

　平然と答える南みなみ。

　それを聞いた千ち秋あきは大声を上げた。

「そうよって、そんなやり方なら小学生だって知ってますよ！　でも、出来るわけないじゃないですか！　原始人じゃあるまいし！　体力無む駄だに消しよう耗もうするだけですよ！」

　再びパニック状態だ。

「落ち着いて千ち秋あきちゃん。きっと何か上手うまい方法があるんだよ」

　慌あわててフォローに入る東ひがし。

　南みなみは体を起こすと、ニヤリと笑って千ち秋あきを見下ろした。

「原始人如ごときにすら出来る事が、現代人たるこの私に出来ないわけがないでしょーが」

　得意気な顔で笑うと、今度は少し曲がった木の枝を一本選び出す。

　そして、すぐ側の崖がけからうじゃうじゃと垂れ下がっている葛くずの蔓つるを引きちぎると、それを張って弓を作った。

　それを見た千ち秋あきがハッとした。

「……弓切り法ですか！」

　東ひがしが小首を傾かしげる。

「弓切り法って？」

「原始時代の火起こしの方法の一つで、弓の弦つるを火起こし棒に巻き付けて前後に動かすと、棒が回転するんです。その摩ま擦さつで火を起こすんですよ。どっちかっていうと北の方で発達してた技術らしくて、日本国内の遺い跡せきだとそのやり方でやったと確実に言える痕こん跡せきは見つかってなかったと思いますけど」

　優等生っぽく眼鏡を光らせながら説明する千ち秋あき。

　東ひがしが期待に満ちた表情で確かく認にんする。

「それだと普ふ通つうに擦こするより火起こししやすいって事？」

「はい。無人島に漂ひよう流りゆうした十四歳さいの少年がたった一人で四七日も生き延びて救い出された『孤こ島とうの冒ぼう険けん』ってノンフィクションがあるんですけど、その中でもこの弓切り法を知識として知っていたお陰かげで火が起こせたって話がありました。初心者でも結構ちゃんと起こせるらしいんですよ」

　南みなみがその千ち秋あきの言葉に満足げにうなずいた。

「そう。これが一番簡単に出来るのよ。こうやって蔓つるを棒にぐるっと一巻きして、窪くぼみを付けたところに棒の先を当てて、棒の上を、短くて太めの枝とかに石で窪くぼみを付けて押おさえて……」

　説明しながら着々と準備していく南みなみ。

　その迷いのない手て際ぎわに、千ち秋あきも少しは信用したのか、黙だまって様子を見守る。

「……こうやって巻いた蔓つるに引っ張られて棒が倒たおれないように、上からしっかり押おさえながら、後はこの弓を前後に動かせば、棒がぐるぐる回り出すって寸法よ。さあ、行くわよ！　アンタたちは枯かれ草くさ裂さいて丸めて火ほ口くちの用意しといて！　あと、薪たきぎも今の内に組んどきなさいよ！」

　東ひがしが慌あわてた様子で尋たずねた。

「火ほ口くちってどうしたらいいの？」

　南みなみの代わりに千ち秋あきが答える。

「とにかく細かく裂さけばいいはずですよ。細かくなればなるほど表面積が増えて燃えやすくなりますから。後は火種を中に入れやすいような形に丸めておけばオッケーです」

「分かった！　じゃあ私、準備するね！」

「お任せします！　私は薪たきぎを組みますね！」

　東ひがしは立たち枯がれている枯かれ草くさを細かく裂さいて、ふわふわした鳥の巣のようなものを作っていく。

　その隣となりで、テキパキと石で囲いを作ってから小枝を組み、その上に太い枝を順に組み上げていく千ち秋あき。

　そして南みなみは足で地面に置いた太い枝を押おさえた。弓を握にぎった手が動き出す。

「頑がん張ばってみなみん！」

　東ひがしが火ほ口くちを作りながら声せい援えんを送った。

　千ち秋あきも薪たきぎを積みながら、南みなみの手元に視線をやる。

　ところが。

「あれ？」

　南みなみの動きが止まった。

　棒が回らない。

　何かに引っかかったように、弓も棒もびくともしない。

「おかしいわね……！　固い……！」

「どうしたのみなみん？」

　心配そうに尋たずねる東ひがし。

　南みなみは顔をしかめながら途と切ぎれ途と切ぎれに答える。

「いや、なんか……、全然回らない……。くそ……、どうなってんの……！」

　無理矢理弓を引くと、軸じくがぶれた。押おさえが外れた棒は巻いた蔓つるに引っ張られ、無様にも斜ななめになる。

　失敗。

　誰だれがどう見ても失敗だ。

　あれだけ偉えらそうな態度を取っておいて、これ以上ないほど明確に失敗である。

「……」

　何とも言えない沈ちん黙もくが、三人に訪おとずれた。

　川沿いを、ひゅ～っと冷たい風が吹ふき渡わたる。

　千ち秋あきの目が俄にわかに疑ぎ惑わくの眼まな差ざしに変わった。

「あの南みなみさん……、それで火起こしした事、あるんですよね……？」

　冷たい声で問とい質ただす千ち秋あき。

　南みなみは冷ひや汗あせを浮うかべつつ、まだ虚きよ勢せいを張って答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。親父おやじがやってるのを見た事あるから」

「え!?　見た事あるって、実際にやった事は……？」

「今のは焦あせってちょっと力が入りすぎただけよ。もうちょい慎しん重ちように……」

「いや、あの、ちゃんと答えてくださいよ！　自分でやった事はあるんですか？」

　薪たきぎを組むのもほっぽり出して、南みなみの襟えり元もとを摑つかむ千ち秋あき。

「だから見た事はあるっつってんでしょ！　私に言えるのはそれだけよ！」

　何とか千ち秋あきを振ふり払はらうと、再び棒を立てて押おさえ、ゆっくりと弓を動かす南みなみ。

　ジリッと、棒が回った。

　東ひがしが歓かん声せいを上げる。

「あっ！　動いた！　動いたよみなみん！」

　今度はちゃんと先せん端たんがくぼみに収まったまま、ジリジリとゆっくり棒が回る。

「ほら！　いけそうよ！」

　南みなみが歓かん声せいを上げ、少しずつ弓を動かす速度を上げていく。

　グリッ、グリッ、グリッ……。

　回るほどに先せん端たんのささくれが潰つぶれて均ならされていき、回転は少しずつスムーズになっていく……かに見えた。

　だがその時。

　ブチッ！

　派手な音が響ひびいた。

　弓の弦つるが千切れたのだ。

「あ……」

「いっ!?」

「え……っ？」

　三人は同時に声を上げて再び固まった。

「今度はいけそうだったのに～……」

　ガックリ肩かたを落とす東ひがし。

　千ち秋あきが、千切れた蔓つるを見ながら首を傾かしげた。

「葛くずじゃ弱いんですかね……」

「でも葛くずの繊せん維いってかなり強い方のはずなんだよ～。昔は葛くずの蔓つるで荷物縛しばったりしたって言うし……」

　東ひがしが、千ち秋あきから蔓つるを受け取りつつ残念そうに呟つぶやく。

　一方南みなみは、棒の先がほんのり温かい程度にすらなっていないのを指で確かく認にんしながら顔をしかめた。

「っていうか蔓つるの強度がどうこう以前に、私が見た時はもっと軽快に回ってたはずなのよね。いくら何でも抵てい抗こうが強すぎるわ。これじゃ無理よ」

「棒の回転が悪いから摩ま擦さつが大きくなって蔓つるが千切れちゃったのかな？」

　東ひがしが小首を傾かしげた。千切れた蔓つるを見ると、引っ張られて千切れたというよりも、こすれて擦すり切きれたような感じに見える。弓の張りに耐たえられなかったのではなく、棒との摩ま擦さつが原因のようだ。

　千ち秋あきが南みなみから火切り杵ぎねの棒を受け取って、両りよう端たんを観察する。

「でも、今のでささくれはほぼ平らに均ならされてますし、充じゆう分ぶん滑なめらかになっているように見えますけど……」

　足あし下もとに置いた火切り臼うすのほうも見てみたが、こちらも押おし込こまれて、最初に石で削けずったよりも大きな窪くぼみが出来ている。触さわってみるとツルツルになっていて、これ以上滑なめらかにする余地はなさそうだ。

　上手うまく回らない原因が分からず考かんがえ込こむ三人。

　またしても沈ちん黙もくが続く。

　やがて南みなみが、やけになったように叫さけんだ。

「えぇい、面めん倒どうくさい！　こうなったら弓なんか使わずにやってやるわ！」

　そういうと、両手の平で火切り杵ぎねを挟はさんで擦こするように回し始める。

「ちょっと南みなみさん！　さすがにそれは無理ですよ！」

　千ち秋あきが呆あきれ半分で声をかける。

　ところが。

　棒は、さっきまでより遙はるかにスムーズに回り出した。それどころか、しばらくやっている内に、ほんのりと焦こげ臭くさいような匂においも漂ただよい始めてきたではないか。弓を使うより、遙はるかに良好な手応えだ。

　千ち秋あきはそれを見て目を輝かがやかせた。

「ちょっと南みなみさん！　いけるんじゃないですかこれ！」

　素す早ばやい手の平返しである。

「頑がん張ばってみなみん！」

　東ひがしも応おう援えんする声に力が入る。

　しかし。

「……やっぱ無理だわ。……体力続かん」

　火種が出来るよりも前に、南みなみの手が止まってしまった。ゼエゼエと息を切らし、地面に手を突ついて喘あえぐ。その手の平も大たい概がい痛い。

　千ち秋あきが地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「あぁもうだらしない！　あと一息っぽいのに！」

「でも、さっきよりずっと綺き麗れいに回ったよね。何でだろ？」

　不思議そうに首を傾かしげる東ひがし。

　南みなみがゼェゼェと息を切らしたまま言った。

「理由は分かんないけど……引っかからないっていうか……軽いっていうか……とにかく回しやすかったのは確かね……」

　その言葉に考かんがえ込こむ千ち秋あき。そして、ポツリと言った。

「あの、もしかして、棒の先って削けずるんじゃないですか……？」

「え？」

「削けずる？」

　南みなみと東ひがしが同時に振ふり向むく。

　東ひがしが先にハッとした。

「あっ！　そっか！　手で回した時に引っかからなかったのは、棒の片方しか接せつ触しよくしてなかったからって事で……！」

　千ち秋あきがうなずいて続ける。

「その分抵てい抗こうも半分だったって事ですよ！　だったら削けずって尖とがらせれば、接せつ触しよく面積が小さくなって摩ま擦さつが減る分、やっぱり回転しやすくなるはずだと思うんです！」

「そういや私が見た時もナイフで尖とがらせてたような気がするわ！」

　南みなみも思わず声を上げる。

　だがそこで、提案者の千ち秋あきがはたと止まった。

「……でもどうやって削けずります？　ナイフなんて誰だれも持ってないですよ？」

「そりゃ、石でも割ってそれで削けずるしかないんじゃない？」

　南みなみは言うが早いか足元から拳こぶし大の石を拾い上げた。
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　大きな掛かけ声ごえと共に、両手で思い切り地面に叩たたきつける。

　石はパキャッと音を立て、派手に破は片へんが飛び散った。投げた石と地面にあった石、どちらも割れて、数センチほどの破は片へんになる。

「割れた！」

　東ひがしが声を上げた。

「意外と簡単に割れるもんですね……」

　千ち秋あきは足元に残った大きめの破は片へんをまじまじと見つめる。

「まあ、何事もやってみれば案外何とかなるもんよ」

　南みなみはそう言いながら鋭えい利りな感じに割れた破は片へんを選んで拾い上げると、棒の先に当てて力を入れた。

「どうです南みなみさん？」

「みなみん、削けずれそう？」

　手元を覗のぞき込こむ千ち秋あきと東ひがし。

　その目の前で、棒からパラパラと削けずりカスが落ちていく。順調に削けずれているようだ。これはいけるかもしれない。

　と思ったら。

　突とつ然ぜん、南みなみの手が止まった。

「……駄だ目めだわ。表面の皮は削けずれるけど、木の本体は全っ然歯が立たない」

「ちょっと貸してみてください」

　千ち秋あきが半ば強ごう引いんに奪うばい取とり、自分で試ためしてみる。そして、すぐに表情が変わった。

「……ホントですね。愕がく然ぜんとするほど使えませんね、これは……」

　そう言って東ひがしに手て渡わたす千ち秋あき。

「……これは、ちょっと無理だね～」

　東ひがしも少し試ためしてみてすぐに諦あきらめた。

　とにかく、刃はが滑すべる。刃は先さきが木に食くい込こむような事はまったくなく、ただただ滑すべるのだ。その上、石の破は片へんが小さいため、指先で持つしかない。そのせいで、全然力が入らない。これでは丸一日かけても削けずれそうな気がしない。

　南みなみが腕うでを組んだ。

「火切り臼うすとか押おさえ用の木に窪くぼみをつけるのはすぐ出来たのに……」

　千ち秋あきが残りの破は片へんを拾い上げてまじまじと眺ながめた。

「石が違ちがうんですかね。石器に向いた石をちゃんと選ばないといけないとか……。さっきの石って多分安山岩でしたけど、これ多分泥でい岩がんですから、柔やわらかすぎるのかも……」

「じゃあさっきの石なら削けずれるって事？」

「いや、あれは形がナイフ向きじゃないですから……」

「よし。じゃあ千ち秋あき、石器向きの石探してナイフ作んなさい」

　南みなみがそう言って千ち秋あきの肩かたを叩たたく。

「へっ？　でも私、石器とか全然詳くわしくないですよ？　それに石だって、地学の体験学習レベルの知識しかないですよ？」

「でもこの中じゃ一番詳くわしそうだし、学年じゃ一番成績優ゆう秀しゆうって事になってんでしょ？　私らは見ても泥でい岩がんとか安山岩とか分からないし。ね、東ひがし」

「うん。千ち秋あきちゃんが一番詳くわしいと思う」

「いやでも、私だってちゃんと分かってるわけじゃないですよ！　石なんてちゃんと観察した事ないですし！　ただ、見たところこの石は気き泡ほうもなくて溶よう岩がんが固まった感じじゃないし、土が重なったような層が見えるから……」

「それだけ分かったら充じゆう分ぶん詳くわしい！　私はその間、あっちのザラザラしたヤスリみたいな大きな岩で擦こすって削けずれないか試ためしてくるから！」

　そう言うと走っていく南みなみ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!!!!!」

　全力で雄お叫たけびを上げながら両手で火切り杵ぎねの棒を握にぎり、全体重をかけて端はしを擦こする。

「それじゃ私、もう一回弓に張る蔓つる草くさ取ってくるね！　頑がん張ばって千ち秋あきちゃん！」

　東ひがしもそう言い置くと走り去る。

「ええ～……」

　一人残された千ち秋あきはその場に佇たたずんだまましばし戸と惑まどっていたが、やがて河原の石を拾い上げては地面に叩たたきつけ始めた。
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「何とか……尖とがらせたわよ……」

　大きな岩の上に仰あお向むけになり、ゼエゼエと肩かたで息をしながら、南みなみは一方の先を尖とがらせた棒を掲かかげて見せた。

　東ひがしがそれを受け取って、指先で先に触ふれる。

「すごーい！　ちゃんと尖とがってるねー！」

　そして、南みなみの隣となりでやはりバテている千ち秋あきのほうを見た。

「ってことは千ち秋あきちゃんの石器作り、上手うまくいったんだね」

「いえ……実は私のほうは全然……」

　うずくまって力無く岩に凭もたれ、ボーゼンとしながら答える千ち秋あき。

「……なかなか鋭するどい刃はになるようには割れてくれないですし、薄うすくて鋭するどい刃はが出来たと思っても、木を削けずろうとしたらちょっと食くい込こんだだけですぐ割れちゃうんですよ……。木に食くい込こむほどの鋭するどさがあると割れて使い物にならないし、かといって割れない角度の刃はだとなまくらすぎて木の表面で滑すべってしまうしで、全く使い物にならなくて……。南みなみさんが河原の岩で擦すってる間中こっちもずっと作業してましたけど、これだけしか出来ませんでしたよ……」

　そう言いながら、２ミリ程度のきざみがついた棒を見せる千ち秋あき。南みなみが削けずった棒とは別の枝を選んで削けずろうとしたらしいが、確かに全然削けずれていない。一方、千ち秋あきの親指と人差し指は、石の破は片へんを握にぎり続けていたせいか血豆だらけで痛々しい事になっている。

「……多分、石で木を削けずったり切ったりなんて不可能なんですよ……。石器時代の復元図で丸木の掘ほっ立たて柱ばしらとか出てきたりしますけど、あんなの全部フェイクですよ……。石で丸木を伐きるとか出来るわけないですよ……。私たちみんな騙だまされてるんですよ……」

　魂たましいの抜ぬけた顔をしながらうつろな声でブツブツと呟つぶやく千ち秋あき。体力の限界まで頑がん張ばった挙げ句、何の成果も得られなかったのだ。疲ひ労ろう感と徒労感が掛かけ合わさって、まさに昇しよう天てん五秒前といった有あり様さまである。

「大変だったんだね～……」

　東ひがしは慰なぐさめるように千ち秋あきの頭をよしよしと撫なでると、改めて先の尖とがった棒を見た。

「じゃあもしかしてこれ、全部みなみんが岩で擦こすって尖とがらせたの？」

　南みなみがぐったりした声で答えた。

「そうよ。あっちの平らで大きな岩で、両手で持って体重かけて擦すったら意外と削けずれたのはいいんだけど、すぐ削けずりカスが石の目に詰つまってツルツルになるもんだから、水で洗い流しながらやったらその方が木が濡ぬれて柔やわらかくなるみたいで削けずりやすくなってね……。まあ何とかなって良かったわ……」

　年がら年中動物たちの遊び相手をしている南みなみは、面めん倒どうくさがりの癖くせにスタミナにかけては抜ばつ群ぐんで、学校内でも一、二を争うタフさを誇ほこる。その南みなみがここまで本気でバテているというのを見るだけで、相当大変な作業だった事が窺うかがえる。

　千ち秋あきが不安げな表情になった。

「でも、火を起こすのに使うのに、濡ぬらしたらマズかったんじゃないですか……？」

「直接水かけたり長時間水中に浸ひたしたわけじゃないから、ちょっと干しときゃ乾かわくでしょ……。どっちみち私も、少し休きゆう憩けいしなきゃ動けないし……」

　喘あえぎながら答える南みなみ。そして、ゴロリと頭だけ動かすと東ひがしの顔を見る。

「……んで、東ひがしのほうはどうなのよ？　葛くずより強そうな蔓つる草くさとか見つかった？」

　東ひがしは思い出したように、手にした蔓つるを差し出した。

「実は、葛くず以外はちょっと見当たらなくて、しょうがないから試ためしに葛くずの皮を剝むいて、縄なわを綯なってみたの。蔓つるのまま使うより、縄なわにしたほうが丈じよう夫ぶになるからと思って」

　そう言って差し出した物を見て、千ち秋あきが驚おどろいて起きあがった。

「東ひがしさん、縄なわなんか綯なえるんですか？」

「あ、うん。二本の束をそれぞれ同じ方向に捻ひねっておいてから、捻ひねったのと逆向きに撚より合わせていけば、それぞれの捻ひねりが元に戻もどろうとする力がぶつかり合って、ほどけなくなるんだよ～」

　そう言って手て渡わたされた物を見ると、太さ八ミリほどのちゃんとした縄なわになっている。手て触ざわりはちょっとざらついて荒あらっぽい感じだが、しなやかで、引っ張ってみても結構強い。

「すごいですね。今時の日本で縄なわを綯なう技術持ってる女子高生なんて、滅め茶ちや苦く茶ちや稀き少しよう種なんじゃないですか？」

　意外そうな目で東ひがしを見る千ち秋あき。少なくとも千ち秋あきの周囲に縄なわの綯ない方を知っている子はいないし、親や祖父母だって多分知らない。最も早はやロストテクノロジーだと思っていた手作業での縄なわ綯ないが出来る人間が、こんな身近にいるとは。正直予想外である。

　南みなみが脇わきから言った。

「東ひがしん家ちは昔からの庄しよう屋やの家だし、お祖母ばあちゃんっ子だったからね。こういう昔の農村の知識はよく知ってんのよこの子」

　それを聞いた東ひがしは慌あわてて謙けん遜そんする。

「べ、別にそんな詳くわしくないよ～。ちょっと前に髪かみ型がたで『ロープ編み』とか流行はやってて、私もそれで覚えただけだし……。やり方一いつ緒しよだから」

　その言葉を聞いて、千ち秋あきと南みなみにショックが走った。

「女子力！」

「女子力だったか！」

　二人とも、世間でロープ編みなるものが流行はやった事すら知らなかったのである。

　不意打ちで予期せぬダメージを喰くらって傷つく南みなみと千ち秋あき。

　東ひがしは二人が傷ついた原因が自分であるとは思いもよらず、ただただ不思議そうに目をぱちくりさせた。

　それはさておき。

「さ～て、それじゃ改めてやるわよ」

　しばらく休んで呼吸の整った南みなみが、改めて蔓つるを弓に張った。そして火切り杵ぎねの尖とがった方を火切り臼うすの窪くぼみにセットして、押おさえ用の木もく片へんで火切り杵ぎねの頭を押おさえる。

　その状態で大きめの岩に腰こし掛かけ、両足で火切り臼うすを押おさえると、弓に張った蔓つるを火切り杵ぎねに巻き付けた。灼しやく熱ねつの太陽に照らされた火切り杵ぎねの先せん端たんは、もう完全に乾かわいている。

　セッティングを終えた南みなみが、感かん触しよくを確かめるように呟つぶやいた。

「さっきより蔓つるがしなやかでいい感じね」

「頑がん張ばってねみなみん！　縄なわ、切れても予備たくさんあるから安心して思い切ってやって！」

　東ひがしが、たくさん綯なっておいた縄なわを両手に掲かかげて見せる。

「よっしゃ、行くわよ！」

　南みなみが弓をゆっくりと引いた。

　火切り杵ぎねが、回った。

　さっきまでの苦労がまるで噓うそのように、実に安定して滑なめらかに回転する。抵てい抗こうらしい抵てい抗こうも、火切り杵ぎねの先が窪くぼみからずれる気配も、微み塵じんもない。

　弓を引ききった南みなみの手が、今度は押おし戻もどす方向に動く。引く時よりも少し早い。だが、火切り杵ぎねは安定して同じ位置で回り続ける。弓を動かす手に余計な力は入らず、火切り杵ぎねの回転はどこまでも滑なめらかでスムーズ。何もかも、全てが順調だ。

　南みなみの手の動きが更さらに加速した。

　火切り杵ぎねの回転速度は更さらに上がり、ブンブンという唸うなりが音高く響ひびく。

「これ、いけそうじゃないですか……!?」

　千ち秋あきが火切り杵ぎねの先をじっと凝ぎよう視ししながら興奮気味に呟つぶやいた。

　五分としないうちに、木が焦こげるような香かおりが漂ただよい始めた。仄ほのかに甘あまく、どこかバニラの香かおりにも似た匂におい。

　いける……！

　三人の胸の内で、張はり裂さけんばかりに期待が膨ふくらむ。

　みんな無意識に息を潜ひそめた。

　心臓が、ドックンドックンと大きく脈打つ。

　南みなみの手の動きはますます速くなり、東ひがしと千ち秋あきの手はギュッと握にぎりしめられた。

　しかしその時。

　ふと千ち秋あきが、怪け訝げんそうな顔で火切り杵ぎねの先を覗のぞき込こんだ。そして、不安そうに東ひがしの肩かたを突つつく。

「あの東ひがしさん、匂においの割りに全然焦こげてなくないですか……？」

「え？」

　東ひがしも、おかしい事に気が付いた。

　間ま違ちがいなく焦こげた匂においが漂ただよい始めているにもかかわらず、尖とがらせた火切り杵ぎねの先も窪くぼみを付けた火切り臼うすも、ほとんど焦こげている様子がないのだ。どう見ても全く黒くない。じゃあ一体この焦こげた匂においはどこから……？

　その次の瞬しゆん間かん。

「ぅ熱っつぁあ！」

　突とつ然ぜん南みなみが声を上げた。そして、火切り杵ぎねを押おさえていた左手を離はなす。その途と端たん、火切り杵ぎねは傾かたむいて窪くぼみからずれた。

「何やってんですか南みなみさん！」

　千ち秋あきが声を上げ、倒たおれそうになる火切り杵ぎねの頭を反射的に摑つかんだ。そして。

「熱っ！」

　千ち秋あきも慌あわてて手を離はなす。

　その直後、三人は見た。

　真っ黒に焦こげた火切り杵きねの頭と、うっすらと煙けむりを立てる押おさえの木もく片へん。

「！」

「！！」

「！！！」

　三人は互たがいに顔を見合わせた。

　そして、全員同時に気付いて叫さけんだ。

「逆だ！」

　東ひがしが火切り杵ぎねを拾い上げると、上下を逆にして弓ゆみ弦づるを巻き直した。

「尖とがってない方を下にするんだよ！」

　千ち秋あきが両の拳こぶしをグッと握にぎった。

「考えてみれば、摩ま擦さつの熱で発火させるんですから、面積の大きい方から熱くなるに決まってますもんね！」

「そうと分かればこっちのモンよ！」

　南みなみが再び準備して弓を動かす。

　弓が動くたび、ブーンブーンと唸うなりを上げて回転する火切り杵ぎね。

　わくわくしながら見守る東ひがしと千ち秋あき。

　今度こそ間ま違ちがいなく成功する。

　棒はスムーズに回せるようになった。

　棒の正しい向きも分かった。

　最も早はや、失敗する要素は何もない。

　期待と確信に満ちた瞳ひとみが見守る中、火切り杵ぎねは安定して回り続ける。

　そして数分後。

　再び、焦こげたような甘あまい香かおりが漂ただよい始めた。

　そして、火切り杵ぎねの先から白っぽい煙けむりが立ち上がり、その脇わきに黒々とした粉が湧わき出すように現れた。

「出たわ！　これが火種よ！」

　南みなみの口から歓かん喜きの叫さけびが上がった。

　真っ黒に焦こげた木の粉が、みるみる内に溜たまっていく。火切り杵ぎねは回転するたび、火切り臼うすに深く穴を空け、その穴からは黒い粉がモリモリと湧わき出してくる。

　たちどころに、大さじ二杯はい分はあろうかという真っ黒い火種が出来た。

　東ひがしが興奮した顔で、細く割さいた枯かれ草くさの玉を南みなみに差し出す。

「はいこれみなみん、火ほ口くちだよ！」

「この粉を、これに移すんですよね？」

「そうよ」

　南みなみはしゃがんだまま二人から枯かれ草くさの玉を受け取ると火種の上に乗せて押おさえた。そのまま火切り臼うすの端はしを持ってひっくり返す。溜たまった火種が枯かれ草くさの中に落ちた。

　すかさず息を吹ふきかける南みなみ。

　フゥ[image: ～][image: ～][image: ～]ッと細く長く息を吹ふき込こむと、枯かれ草くさの玉の中で、黒い粉が赤く輝かがやく。

　それを何度か繰くり返かえす内、やがて焦こげたような匂においが強くなり、もくもくと真っ白い煙けむりが上がってきた。

　東ひがしが歓かん声せいを上げた。

「みなみん！　煙けむり出てきたよ！」

　と、その瞬しゆん間かん、枯かれ草くさの玉からボッと炎ほのおが噴ふき上あがった。

「ぅ熱ちっ！」

　前まえ髪がみが焼けそうになって慌あわてて顔を離はなす南みなみ。

　千ち秋あきが叫さけぶ。

「南みなみさん、こっちです！　枝、組んでありますから、早くこっちに！」

　内側に細い枝、外側に太い枝を、テントのような形に組んである。

　その細い枝の下に、南みなみが火ほ口くちを放ほうり込こんだ。そして、地べたに頰ほおを付けながら、更さらに息を吹ふき込こむ。

　薪まき組みは完かん璧ぺき。乾かん燥そう具合も充じゆう分ぶん。

　火はたちどころに燃え移った。

　パチパチと音を立て、煙けむりを上げながら、見る見るうちに立派な焚たき火びが出来上がる。

　燃える匂におい。煙けむりの匂におい。炎ほのおの熱と、顔の火ほ照てり。

　火だ。

　火が起きたのだ。

　ガスコンロもマッチもライターもない。それどころか道具と呼べそうな物など何一つ無い、ナイフ一本すら無いこの状じよう況きようで、火が起こせたのだ。

　三人はしばし、自分たちの見ているものが信じられないかのように言葉を失った。

「う……」

　誰だれからともなく、喉のどの奥おくから声が漏もれた。

　南みなみが高々と両りよう腕うでを天に突つき上あげ、一番最初に歓かん喜きの雄お叫たけびを上げた。

「うおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっっっっっっ!!!!!!!!」

　続いて、東ひがしが両の拳こぶしをギュッと握にぎりしめてそれに続く。

「やったやったやったやったああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっっっっ!!!!!!!!」

　千ち秋あきも負けじとガッツポーズをしながら大声を上げた。

「点ついたああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっっ!!!!!!!!」

　全力で叫さけぶと三人顔を見合わせる。その顔に、抑おさえても抑えきれない喜びの笑えみが湧わき上あがった。

「やったーみなみん！　すごい！　すごいすごいすごーい！」

　諸もろ手てをあげ、我を忘れて南みなみに抱だきつく東ひがし。

「起きた！　ホントに火が起きましたよ！　すごいですよこれ！　すごくないですか！」
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　炎ほのおの光を眼鏡に反射させながら、子供のように目を輝かがやかせる千ち秋あき。

「どんなもんよ！　ええ!?　どんなもんよこれ！」

　得意気にふんぞり返りつつ、自らも興奮を抑おさえきれない表情の南みなみ。

　そして再び、込こみ上あげてくる歓かん喜きの笑いと共に大声で雄お叫たけびを上げる。

　何分もの間ぶっ通しで叫さけんだ三人は、やがてヘトヘトになって腰こしを下ろした。

　そして、改めてしみじみと目の前の焚たき火びを見つめる。

　東ひがしが、感かん極きわまった声で呟つぶやいた。

「ホントに火が起こせるなんて……」

　南みなみがうなずいた。

「何て言うか、やる前には想像しなかったレベルの達成感ね……」

　千ち秋あきが恍こう惚こつの溜ため息いきを漏もらす。

「なんたってこれ、文字通り、自分たちだけの力ですからね。他人が作ってくれた道具は一いつ切さいなし。木を削けずるのだって河原の石ですし、ロープすら自前ですもんね……」

　それを受けて南みなみが高笑いした。

「ウチの親父おやじとその仲間だって、どっかで買ったナイフ使ってたわけだしね！　私たちはそれ以上よ、それ以上！　何もない状態で、使える物は自分たちの知ち恵えと工く夫ふうと体力だけ。その状態で火を起こせたという事はつまり！　いつどこへ行こうとどんな環かん境きようになろうと、自分たちだけの力で火を起こせるという事！　誰だれかが作ってくれた道具に頼たよらなきゃ火を起こせないような連中にとって、所しよ詮せん火は借り物！　でも私たちは違ちがう！　私たちは今、本当の意味で火を我わが物にしたのよ！」

　勢いよく立ち上がると、ヤバい薬でもキメてそうなテンションで大空を仰あおぐ南みなみ。

　いつもなら大人しく引ひっ込こみ思じ案あんの東ひがしも、今だけはそのテンションに乗っかっていく。

「そうだよね！　私も今までガスレンジとかでしか火を点つけた事なかったけど、あんなの全然火を扱あつかえてるって言えないよね！　火を自分の物にした事にはならないよね！」

　普ふ段だんなら南みなみには厳しい千ち秋あきも、やはり今だけは南みなみや東ひがしと同じハイテンションだ。

「その通りです！　火を使える事こそが人類を人類たらしめた！　なのに現代人にとって火は借り物に過ぎなくなってしまった！　現代の都会にはもう、人間と呼びうる存在はいなくなってしまったんですよ！　絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種なんです！　でも今、私たちは火を取とり戻もどした！　つまり本当の人間になったんです！　私たちこそが真の人間なんですよ！」

　そして三人並んで火を見下ろし、何度も何度も繰くり返かえし込こみ上あげてくる歓かん喜きの笑いに身を委ねる。

　無一物の状態から自分たちだけで火を起こせる。これはすなわち、完全に人間社会から切きり離はなされたとしても、自分たちは自分たちの力だけで生きていけるという事に他ならない。目の前に明々と燃える炎ほのおこそはその証あかし。その熱と輝かがやきがもたらす万ばん能のう感と喜き悦えつは、三人のこれまでの人生を振ふり返かえっても並ぶ物が無いほどの凄すさまじさであった。

「私、無事に帰れたら体験記書きます……。今日のこの感動を本にして、世界中の人々に伝えるんです……。きっと、ロビンソン・クルーソーや十五少年漂ひよう流りゆう記みたいに、子供たちに読み継つがれる本になると思うんですよ……」

「千ち秋あきちゃん、理系だけど実は文学少女だもんね……。生徒会の役員やりながら図書委員もやってたりして……」

「三人力を合わせたお陰かげで火が起こせたんだから、売れたら印税の一部寄よ越こしなさいよね……」

　うっとりしながら自分たちの起こした火を眺ながめる三人。

　その時。

　三人を陶とう酔すいから醒さますように、近くで叫さけび声ごえがした。

　それに続いて、この世の物とは思えないような吼ほえ哮たける声。

　三人はハッと顔を見合わせた。

「人の声だわ！」

「女の子だよ！」

「獣けものっぽい声もしました！」

　人がいる。

　そして恐おそらく、何かに襲おそわれている。

　三人は互たがいに互たがいの目を見ると、即そく座ざにうなずきあった。

「助けに行こう！」

　そしてそれぞれ火の点ついた棒を手に取ると、三人は声のした方へ向かった。

[image: ]







[image: 第二話　怪物と柴犬]







　何の道具もないまま創意と工く夫ふうで火を起こす事に成功した三人のもとに届いた叫さけび声ごえの方向は川下。

　今三人がいるのは川の左岸だが、川はそこから下流に向かって大きく左にカーブしていて、そこに張りだした森のせいで視界が通らない。

　火の点ついた棒を持った三人は、森の際に茂しげった草の陰かげにしゃがみ込こみ、覗のぞき込こむようにして曲がり角の先を見た。

　そして東ひがしはギョッとして息を吞のんだ。

「やっぱり女の子だよ！　怪かい物ぶつと戦ってる！」

　遠くてはっきり見えないが、小こ柄がらな印象の女の子が一人、見た事もない怪かい物ぶつと戦っている。

　怪かい物ぶつは、タマネギのような形の丸い胴どう体たいから大だい蛇じやのような細長い触しよく手しゆが何本も伸のび、その先には剝むき出だしの牙きばが何本も見えている。大きさは、胴どう体たい部分だけでも牡お牛うしほどはありそうだ。

　一方の女の子は手を地面に突つき四つんばいの格好で、怪かい物ぶつの攻こう撃げきを躱かわしながら、必死で反はん撃げきしようとしている様子。だが、怪かい物ぶつの触しよく手しゆは何本もあるので防戦一方に追おい込こまれている。その口から時折発せられる吠ほえるような叫さけび声ごえが、甲かん高だかくキャンキャンと辺りに響ひびく。

　千ち秋あきが冷ひや汗あせを浮うかべた。

「人がいるのは良かったですけど、何なんですかあの怪かい物ぶつ。めっちゃ気持ち悪いんですけど……」

　南みなみは一人、冷静な目で怪かい物ぶつを見つめる。

「見た事のない生き物ね。触しよく手しゆの数は七本……？　左右対たい称しような手足の付き方じゃないわね。ヒトデみたいな感じ。触しよく手しゆの先に口みたいなのが付いてるけど、目や鼻はないからあそこが頭ってわけじゃないのかしら。カニのハサミに近い物とか？　それともイカの吸きゆう盤ばんに鉤かぎが付いてるのと似たような感じ……？」

「南みなみさん、何であんなの見てそんな落ち着いてるんですか」

　千ち秋あきが南みなみの肝きもの据すわりように思わず呆あきれ顔がおになった。

　呆あきれる気持ちは良く分かるとばかりに苦く笑しようする東ひがし。

「みなみん、動物好きだから。知らない生き物見て興きよう味み津しん々しんなんだよ多分……」

「動物っていうより怪かい物ぶつなんですけど……」

「別に好きじゃないわよ。動物なんてみんなバカだしわがままだし不潔だし手間ばっかりかかるし何故なぜか私にばっかり甘あまえてくるから全然自由な時間取れないし」

　南みなみは、不本意そうに反論してから、観察を続ける。

「足が見えない……。あの胴どう体たいじゃヘビみたいな移動方法は無理だけど、カタツムリやナメクジみたいにして移動するのかしら……。それとも、足は胴どう体たいの下に隠かくれてるだけで、怪我けがか何かで体重を支えきれない状態にある……？　どっちにしろ素す早ばやい移動はしそうにないし、いざとなったら逃にげ切きれそうね……」

　そして、意を決したように立ち上がる。

「行くわよ！　何たって私たちには火という人類の武器がある！　火で炙あぶれば多分熱さで怯ひるむはずよ！」

　東ひがしも覚かく悟ごを決めてうなずいた。

「あの子を助けるんだね！」

　千ち秋あきも仕方ないといった調子で腹を括くくる。

「助けてあげた恩人って事になれば、友好的に扱あつかってもらえるでしょうし、この世界の事とか色々聞けるでしょうしね！　それに手記を出す時にも、少しくらいバトル要素があった方が男の子には受けるでしょうし！」

「よし！　行くわよ！」

　南みなみが率そつ先せんして飛びだし、東ひがしと千ち秋あきもその背中に隠かくれるようにして続いた。

「死ねやああああああぁぁあぁぁぁぁぁあぁぁぁ[image: ]　怪かい物ぶつうぅぅぅううううぅうぅうううぅうぅぅうううぅぅぅぅぅっっっっっっっ!!!!」

　ヤクザ映画の真似まねみたいな大声を張り上げながら、火をかざして突とつ進しんする南みなみ。

「っ!?」

　戦っていた女の子がギョッと驚おどろいたように飛びすさる。

　一方怪かい物ぶつは南みなみたちへの反応は鈍にぶく、飛びすさった少女を追いかけるように全ての触しよく手しゆを伸のばした。そのまま鋭するどい歯の付いた口を咬かみ合わせるが、後一歩のところで届かず、空むなしく歯と歯を打ち鳴らす。

　そこへ南みなみが勝かち誇ほこった声と共に、火の点ついた棒を突つき出だした。

「隙すきありじゃあああああああああああああ！」

「あっち行って────────！」

「焼け死んでください！」

　東ひがしと千ち秋あきも、きゃあきゃあ喚わめきながらそれに続く。

　三人の突つき出だした炎ほのおが、怪かい物ぶつの触しよく手しゆの付け根を炙あぶった。

　焦こげた匂においが辺りに漂ただよう。

　怪かい物ぶつの触しよく手しゆが、向きを変えた。南みなみたちを認にん識しきして襲おそいかかる。

　一いつ瞬しゆん早く、南みなみが叫さけんだ。

「離はなれるわよ！」

　火の点ついた棒はそのまま残し、東ひがしと千ち秋あきの手を取って一目散に離り脱だつする南みなみ。

　触しよく手しゆの届かない距きよ離りまで逃にげると振ふり返かえる。

「やっぱり、動けないみたいね……！」

　それを聞いた千ち秋あきが、息を弾はずませながら怪かい物ぶつを見た。

「動けないんなら、この位置からガンガン燃えた木を投なげ込こんで、生きたまま丸焼きにしてやりましょう！　火を操あやつる我々人間の恐おそろしさを、あの醜みにくい体に焼き付けてやるんですよ！」

　放火魔まのような危険な笑えみを浮うかべる千ち秋あき。火を起こした事によるハイなテンションはまだまだ収まってはいない。

「千ち秋あきちゃん、ちょっと怖こわいよ……」

　東ひがしが思わず呟つぶやいた。

　南みなみは淡たん々たんと千ち秋あきに同意する。

「確かに、今の私たちに使える武器って火しかないわけだし、ここから火を投げ入れて焼き殺すくらいしか倒たおす方法ないわね。それで行こう」

　その時。

　怪かい物ぶつの胴どう体たいに、突とつ然ぜん丸い口が開いた。そして、全身を大きく伸のび縮ちぢみさせながら、物もの凄すごい勢いで空気を吹ふいたり吸ったりし始める。ブォーッブォーッという低い音が、辺りに響ひびいた。

　南みなみが目を見張る。

「呼吸してる？　あの丸い穴って鼻の穴？」

　東ひがしが心配そうに言った。

「呼吸って、息で火を吹ふき消けそうとしてるのかな……？」

　千ち秋あきは嘲あざ笑わらうように怪かい物ぶつを見る。

「でもあそこまで火が大きくなってたら、風を送っても吹ふき消けせません。徒いたずらに酸素を供給して、ますます激しく燃えるだけですよ」

　三人は距きよ離りを取ったまま、激しい勢いで呼吸する怪かい物ぶつを見つめた。

　すると。

　突とつ然ぜん、怪かい物ぶつの触しよく手しゆがぽろりと落ちた。地面の草を薙なぎ倒たおしながら、ドサリと重たげな音を響ひびかせる触しよく手しゆ。

「え？」

　思わず声を上げる三人。

　その間にも、触しよく手しゆは次々に落ちていく。

「何か、鹿しかが角を落とす時みたいな……」

　南みなみがそう呟つぶやく間にも全ての触しよく手しゆが落ちて、怪かい物ぶつはまん丸い胴どう体たいだけになった。

　と思ったら、今度は怪かい物ぶつの丸い体がブルブルと音を立てて震ふるえ出す。その震しん動どうが発する音は、さっきまでの呼吸音の何倍も大きく、威い圧あつ感も凄すさまじい。

「今度は何よ!?」

　南みなみが身構えた。

「怒おこってるんじゃ？」

　東ひがしは怯おびえたように南みなみに縋すがる。

「どうします!?　あのまま弾はずんでこっちに跳はねてきたりしたら!?」

　千ち秋あきの腰こしが引けた。

　怪かい物ぶつの震ふるえが止まった。

　次の瞬しゆん間かん。

　いきなり怪かい物ぶつの胴どう体たいの下にニュッと何かが突つきだし、怪かい物ぶつの体が持ち上がった。

「何か生えたよみなみん！」

「足だわ！　偶ぐう蹄てい類っぽい感じの足が六本生えた！　走ったら速そうよ！　あの体重で蹴けられたらヤバいわ！」

「南みなみさん話が違ちがうじゃないですか！　動けないから距きよ離り取れば安全なはずじゃ……！」

　手元に武器はない。

　焚たき火びの場所まで駆かけ戻もどる余よ裕ゆうがあるかどうかも分からない。

　南みなみが咄とつ嗟さにしゃがんで足元の石を拾った。

「アンタたち二人で焚たき火びの火を取って来て！」

「みなみんは一いつ緒しよに逃にげないの!?」

「動物は逃にげたら本能的に追ってくる！　だからそれを足止めする役がいるわ！　とりあえず私がここで石投げて時間を稼かせぐ！　その間に行きなさい！　走らないで、刺し激げきしないようゆっくりと！」

「無理ですよ！　南みなみさん一人でなんて！」

「無理じゃないわ！　人間は他の大型類るい人じん猿えんと違ちがって腰よう椎ついが固定されてないから、足あし腰こしの力を乗せて全身を使った投とう擲てきが出来る！　そのお陰かげで他の動物には真似まね出来ないパワーが出る！　人間は胸きよう郭かくが横長で背中が平へい坦たんだから肩けん胛こう骨こつを百八十度以上開ききって振ふりかぶる事が出来る！　そのお陰かげで他の動物には不可能なスピードが出る！　その上、霊れい長ちよう類の中でも特に数の多い指先の筋肉は繊せん細さいなコントロールを可能にし、狙ねらったところへ確実に投げつける事が出来る！　投とう擲てきは、火と並んで人類の誇ほこる武器なのよ！」

　長々と誇ほこらかに人類の優ゆう秀しゆうさを謳うたい上げながら、全力で振ふりかぶる南みなみ。

「行きましょう東ひがしさん！」

「う……うん！」

　千ち秋あきが東ひがしの手を取り、東ひがしも覚かく悟ごを決めて千ち秋あきと一いつ緒しよに移動を始める。怪かい物ぶつを刺し激げきしないよう、ゆっくり静かな足取りで、でも出来る限り大急ぎで。

　その背後で、南みなみの雄お叫たけびが響ひびいた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおりゃあああああああああああぁぁぁぁぁぁっっっっ!!!!」

　日ひ頃ごろから自宅の動物園で、犬やハイエナやライオンなどと遊ぶ中で鍛きたえられた南みなみの投とう擲てき能力は伊達だてではない。リトルリーグに入っていた経験でもありそうな綺き麗れいな投球フォームで、石は勢いよく怪かい物ぶつに命中した。

　毛の生えていない体表にドスンとぶつかると、ボヨンと跳はねて地面に落ちる石。

　南みなみはそれを見ると一いつ瞬しゆん驚おどろいて目を見張り、得意気に腕うでを突つき上あげた。

「うおお！　当たった！　命中したわ！」

　普ふ段だんは玩具おもちやや棒きれをとにかく遠くへ放り投げる事しかやっていないので、遠投はそれなりに出来ても、実はコントロールには全く自信がなかったのである。それが見事に命中したもんだから、思わず大興奮だ。

　それを見た千ち秋あきが不安そうに叫さけぶ。

「ちょっと南みなみさん！　偉えらそうな事言ってたくせに、命中しただけでそんな大はしゃぎして、ホントに大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

　南みなみは今の一投ですっかり自信満々だ。

「大だい丈じよう夫ぶに決まってるでしょうが！　私を誰だれだと思ってるの？　よく見てなさい！」

　南みなみは石を拾うと自信満々に第二投を投げる。

　一投目と同じく、なかなかにキレのあるフォーム。そしてまずまずのスピード。

　だが、放たれた石は狙ねらいを逸それ、怪かい物ぶつの足元の地面に当たった。カツンと硬かたい音が響ひびく。

「……ホントに大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　冷たく眼鏡を光らせながら再確かく認にんする千ち秋あき。

　ぐぬぬと歯は軋ぎしりをする南みなみ。

「……まっ、まだ二発中一発外しただけ！　命中率は五割よ！　五割もあるのをまぐれとは言わないわ！　っていうか早く行きなさいよ！　何グズグズしてんの！」

「怪かい物ぶつを刺し激げきしないよう、あんまり走るなって言ったの南みなみさんじゃないですか！」

　千ち秋あきはゆっくり移動しながら、焦じれた様子で足を生やした怪かい物ぶつのほうを見る。

　その時、怪かい物ぶつが動いた。

　くるりと向きを変えると、意外にも一目散に逃にげ出だす。

　砂すな煙けむりを上げ、生えてきたばかりの足で重い地じ響ひびきを立てながら走り去っていく怪かい物ぶつ。

「あれ……？」

　突とつ然ぜんの退たい却きやくにポカンとする千ち秋あき。

「逃にげた……？」

　千ち秋あきの後ろで、東ひがしも緊きん張ちよう感が抜ぬけた顔で棒立ちになる。

「逃にげたわね……」

　南みなみもキョトンとして立たち尽つくした。

　しばし、そのまま立たち尽つくす三人。

　東ひがしが最初に我に返ると、無む邪じや気きに歓かん声せいを上げる。

「すごーいみなみん！　足止めどころか追おい払はらっちゃったよ！」

　その声で南みなみも我に返る。そして、得意気な顔を取とり戻もどすと早さつ速そく調子に乗った。

「一いつ般ぱんに動物ってのは、逃にげるか、諦あきらめて反はん撃げきに出るかを決断する距きよ離りってのがあってね。反はん撃げきに踏ふみ切きる距きよ離りの外から攻こう撃げきされると反はん撃げきのスイッチが入らないもんだから、とりあえず逃にげようって事になるケースが多いのよ。遠えん距きよ離りから投とう擲てきが有効な理由は、単に相手の爪つめや牙きばが届かないってだけじゃなくて、相手に反はん撃げきスイッチの入らない距きよ離りから一方的に攻こう撃げき出来るってとこにあるのね。原始人が野や獣じゆうから身を守る方法としても、投石が一番有効だったんじゃないかって言う人もいるわ」

　長い二つお下げをぱさっと後ろに払はらうと、気取った態度でもっともらしく解説する。

「そうなんだ～。なるほど～」

　素す直なおに感心する東ひがし。

「まるで最初からこうなると分かっていたかのような口くち振ぶりですね……」

　千ち秋あきが小声でツッコむ。

　南みなみは聞こえなかったふりをしてスルーすると、怪かい物ぶつが落としていった触しよく手しゆに近寄った。

「それにしても変な怪かい物ぶつだったわね。こんなの見た事ないわ」

　見下ろすと、太さは一番太いところで直径十五センチ近く。長さは三メートルはあるだろうか。かなりの大きさだ。毛は生えておらず、うろこも見当たらない。遠目にはヘビっぽいと思ったが、触さわった感じはそうでもない。

　しゃがみ込こむと、触しよく手しゆの先にある口のようなものを開いて中を見た。

「……口っぽく見えたけど、喉のどとか食道とかないわね。やっぱりカニのハサミとかイカの吸きゆう盤ばん的な物なのかしら……？」

　剝むき出だしの鋭するどい歯と顎がく関節の嚙かみ合あわせを確かく認にんしながら首を傾かしげる南みなみ。

　東ひがしが寄ってきて小首を傾かしげた。

「みなみんでも見た事ないって事は、やっぱり異世界の怪かい物ぶつみたいなものなのかな？　それとも新種？」

　千ち秋あきがそれを聞いて嬉うれしそうにグッと拳こぶしを握にぎる。

「こんな大型動物の新種発見なんて、大ニュースですよ！　標本持って帰ったら、手記を出版するに当たっても、いい宣伝になりますよ！」

　南みなみが肩かたを竦すくめた。

「残念ながらこれは当面の食料にするから標本には出来ないわよ」

「え～？　南みなみさん、食べられそうなエビとか魚とか集めておいたような事言ってたじゃないですか。っていうか、こんな気持ち悪いの食べるつもりなんですか？」

「こんな大量の肉をゲット出来るチャンスが今後どれくらいあるか分からないでしょーが」

「それは大だい丈じよう夫ぶなんじゃないですか？　この怪かい物ぶつと戦ってた子がいたじゃないですか。あの子の命の恩人って事で、当面の生活の面めん倒どうを見てもらえば……」

　千ち秋あきのその言葉に、東ひがしがハッと思い出してキョロキョロと辺りを探す。

　そう。この怪かい物ぶつと一人で戦っていた小さな女の子がいたのだ。怪我けがはしていないだろうか。

　心配しながら見回すと、少し離はなれた場所から、草むらに隠かくれてこちらの事を窺うかがっているのが見えた。

　東ひがしは手を振ふって声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだったー？　怪我けがはないー？」

　その声に女の子は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように小さく後ずさる。

　それを見て少し不安になる東ひがし。そもそも、ここがどういう場所なのかも分かっておらず、言葉が通じるかどうかも良く分からないのだ。もしかしたら、大きな声を出した事で怯おびえさせてしまったかもしれない。

　だが、声の調子で敵意のない事が伝わったのか、しばらくすると女の子はちょこちょこと小走りに近づいてきた。そして、数メートル手前で立ち止まると、元気いっぱいの大声で叫さけんだ。

「助けてくれたんだね！　ありがとう！」

　黄土色と薄うすい赤茶色の中間のような色しき彩さいの毛。息を弾はずませながら、愛くるしい顔に凜り々りしい笑えみを浮うかべてこちらを見つめる。

　それを見て三人は同時に息を吞のんだ。

　そして同時に胸の中で叫さけぶ。

　……かぁぁわぁぁいぃぃいぃぃぃぃぃぃいいいいいいいいぃぃぃぃいいいいいいいいいぃぃぃぃいいいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいいぃいいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃいいいぃぃぃぃいいぃぃいいぃいぃぃいいっっっ[image: ]

　可愛かわいい。

　めちゃくちゃ可愛かわいい。

　造型もすごく可愛かわいいが、それに加えて表情が何とも言えず可愛かわいい。キリッとした顔立ちの中に、無む邪じや気きさと素す直なおさと人ひと懐なつっこさを一つにまとめてそれを擬ぎ人じん化したような、あどけない笑え顔がおとくりっくりの円つぶらな瞳ひとみ。

　それに加えて、身長は低く、三人の中で一番小さい千ち秋あきよりも更さらに小さい。まるで小学生くらいの印象だ。そのせいで、いっそう母性本能をくすぐってくる。

「ちょっとみなみん！　千ち秋あきちゃん！　どうしよう！　すっごく可愛かわいいよ！　お人形さんみたい！」

「確かに！　まるで小学生の頃ころの私みたいだわ！」

「さらっとウソ言わないで下さい南みなみさん。でも、ホント可愛かわいいですね……。何ていうかこう、抱だきしめたくなるというか、甘あまやかしたくなるというか、頰ほおずりしたくなるというか……。母乳出ちゃいそう……」

　ヒソヒソ声できゃーきゃー騒さわぐ三人。何だかんだ言っても三人とも女子である。可愛かわいい物は大好物。今すぐぎゅーっと抱だきしめてなでなでしまくりたいという衝しよう動どうに抗あらがうだけで、三人の理性はもういっぱいいっぱいだ。

　女の子は様子を窺うかがいつつも、愛くるしい表情のまま少しずつ近づいてくる。

　その時、東ひがしはふと奇き妙みような事に気が付いた。

「みなみん、千ち秋あきちゃん……。あの子、耳と尻尾しつぽが……」

　遠目では分からなかったが、お尻しりにはくるんと丸まったふさふさの尻尾しつぽがあり、頭には毛に覆おおわれてピンと立った三角の耳があった。

　その耳をヒクヒク動かしながら、黒目がちの円つぶらな瞳ひとみでじっと三人を眺ながめる女の子。尻尾しつぽを盛さかんに振ふっているところを見ると、どうやら仮装やアクセサリー的な付け耳や付け尻尾しつぽではない。生きた本物の耳と尻尾しつぽだ。

　しかし南みなみはそれに気付いてもさほど関心のない様子。

「あー、あの耳と尻尾しつぽは犬ね。毛色から見て秋田犬か柴しば犬いぬか……」

「あの、そうじゃなくて、あの子、人の姿してるのに犬の耳と尻尾しつぽが……！」

「まー、あんな怪かい物ぶつがいる世界なんだから、獣じゆう人じんみたいなのもいたっていいんじゃないの？」

「え？　そ、そうかな……。でもこれってつまり、私たち現実世界のどこかの山やま奥おくに飛ばされたわけじゃなくて、おとぎ話やファンタジーの世界に来ちゃったって事なんじゃ……」

「どっちだって似たようなもんでしょ。どこだか分からない場所に来ちゃって、帰る方法を探さないといけないって点じゃ、どっちも一いつ緒しよだし。むしろファンタジーなほうが一発で帰れる手段がありそうじゃない？」

「そ、そんなもんかなぁ……」

　東ひがしはまだ納なつ得とく出来ずに首を傾かしげる。確かに、井い戸どに落ちたと思ったら見知らぬ世界にいたという時点で充じゆう分ぶんファンタジーなわけだし、その上あんな怪かい物ぶつまでいるんだから、何が出てきたって不思議じゃない。というか、実際に目の前に存在している以上、受け入れるしかない。とはいえ、南みなみのように簡単に割り切れる胆たん力りよくは東ひがしにはない。現実を受け入れるのに、もう少し気持ちを整理する時間が欲ほしいところである。

　そこへ千ち秋あきが唐とう突とつに割わり込こんだ。

「私はいいと思います！　ファンタジー異世界！」

「えっ？　ち、千ち秋あきちゃん、何？」

「私、小さい頃ころから動物が好きで、可愛かわいい動物と仲良くなって撫なでたり遊んだり抱だきついて寝ねたりしてみたいっていうのがずーっと夢で、動物番組とか見まくってるし写真集なんかも集めまくってるんですけど、実はリアルの動物って超ちよう苦手なんですよ！　生身の動物って何考えてるか分からないし、行動の予測もつかないですし、いきなり嚙かんだりするしで、めっちゃ怖こわいんです！　でも、ファンタジーな世界で、言葉を喋しやべれる獣じゆう人じんなら、意思の疎そ通つうも出来るし全然平気じゃないですか！　可愛かわいい動物と仲良くなって、撫なでたり遊んだりモフモフしまくりたいっていう、長年の夢が叶かなう瞬しゆん間かんが今目の前にあるんですよ！　素す晴ばらしくないですか!?　最高ですよファンタジー異世界！」

　ハイテンションで、やたらと早口にまくし立てる千ち秋あき。

　どうやら、ファンタジーな異世界に来てしまったかもしれない事に慌あわてているのは三人の内で東ひがしだけらしい。もの凄すごいアウェイ感である。

　戸と惑まどう東ひがしの肩かたを、南みなみがポンと叩たたいた。

「まぁ、とりあえず千ち秋あきはほっといて、あの子に挨あい拶さつしときましょ。折角襲おそわれてたとこを助けたんだから、ちゃんと第一印象良くして味方になってもらいなさいよ。帰り方も聞かなきゃいけないし」

　東ひがしはびっくりして自分を指さす。

「え？　わ、私が聞くの？」

「あの子呼んだのアンタでしょ」

「そ、それはそうだけど……」

　責任重大だぁ……と冷ひや汗あせを搔かきながら、恐おそる恐おそる女の子に向き直る東ひがし。引ひっ込こみ思じ案あんな性格とはいえ決して人見知りではないので、これがただ単に初対面の子に出会っただけなら平気なのだが、ここで下手すると三人の今後の運命まで変わってしまうかもしれないと思うとプレッシャーが半はん端ぱじゃない。

「あの、私は天てん持もち東ひがし。はじめまして」

　東ひがしはとりあえず名前を名乗ると、握あく手しゆを求めて手を差し出した。

「はじめまして、てんもちひがしさん！　私は柴しば犬いぬ！」

　大きな声で礼れい儀ぎ正ただしく名乗り返すと、柴しば犬いぬと名乗った女の子は大きな丸い目をぱちくりさせて、差し出された手を不思議そうに見つめる。そしてそっと身を屈かがめ、東ひがしの手の匂においをクンクンと嗅かいだ。と思ったら、いきなり舌を出してペロリと舐なめる。

「ひゃっ!?」

　思わず手を引ひっ込こめる東ひがし。

「!?」

　女の子は東ひがしの反応に驚おどろいて、後ろに飛びすさった。そして、身を低くして警けい戒かいするように見上げてくる。

　東ひがしは慌あわてて謝あやまった。

「ご、ごめんね。くすぐったかったからつい。びっくりさせちゃった？」

　安心させようと自分もしゃがみ込こんで女の子と目の高さを合わせ、微笑ほほえみかける。

　女の子はその様子に再び安心した様子で立ち上がると、今度は東ひがしに顔を寄せ、耳の裏の匂においをクンクンと嗅かいだ。
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　くすぐったくても我が慢まんする東ひがし。ひぃ～っと声を上げそうになるのを必死で堪たえる。

　すると女の子はそのまま後ろに回り込こんで、お尻しりの匂においを嗅かぎ始めた。

「えっ？　ちょ、ちょっと……」

　さすがに東ひがしも赤くなりながら慌あわてて立ち上がる。

　しかし女の子はやめようとしない。むしろ立ち上がってくれて嗅かぎやすくなったとでもいうように、東ひがしのスカートの中に鼻先を突つっ込こんだ。

「ちょ、ちょっと！　ちょっと待って！　ダメだよ～！」

　東ひがしはお尻しりを押おさえたまま逃にげようとするが、女の子は顔を突つっ込こんだままどこまでも付いてくる。

　女の子はひとしきり匂においを嗅かいで満足すると、立ち上がって微笑ほほえんだ。にこにこーっと弾はじけるような満面の笑え顔がお。そこには悪い事をしたつもりも、イタズラをした意識も、全くない。この笑え顔がおがまたズルいほど可愛かわいい。

「てんもちひがしさん、おぼえたよ！」

　どこまでも明るく無む邪じや気きな声でそう言うと、嬉うれしげに尻尾しつぽを振ふる。

　その様子を見た途と端たん、東ひがしの顔もつい緩ゆるんだ。これはもう許すしかない。こんなに可愛かわいいんじゃ、何されたって許す外はない。

　東ひがしはやれやれと苦く笑しよう混じりに微笑ほほえんだ。

　と思ったら。

　女の子はくるりと背を向けた。

「はい！　てんもちひがしさんも、かいでいいよ！」

　弾はじけるような笑え顔がおと共に、東ひがしに向かって自分のお尻しりを突つき出だす。

「え？　えぇ～……？」

　再び困こん惑わくの底に突つき落おとされる東ひがし。

　お尻しりを突つき出だして無む邪じや気きに笑う女の子の顔を見ていると、こっちも匂においを嗅かがないと悪いような気がする。がっかりさせたくないと思ってしまう。

　とはいえ、いきなり初対面の女の子のお尻しりの匂においを嗅かぐなんて、それじゃあまるっきり変態だ。東ひがしはお人ひと好よしで引ひっ込こみ思じ案あんでちょっと内気で真面目なごくごく普ふ通つうの女の子である。そんな彼かの女じよにいきなり変態になれと言ったって、そうおいそれとなれるわけがない。

　東ひがしは赤面したまま目の前に差し出されたお尻しりと尻尾しつぽを見つめ、助けを求めるように南みなみに視線をやった。

　南みなみはそれに気付くと小声で囁ささやいた。

「嗅かいでやんなさい」

　滅め茶ちや苦く茶ちや真顔である。普ふ段だんのふざけたりからかったりしている様子は微み塵じんもない。

「ええ～っ？　で、でもみなみん……」

「郷ごうに入れば郷ごうに従えって言うでしょ。犬にとっちゃ、互たがいの尻しりの穴の匂においを嗅かぎ合うのが自己紹しよう介かいなのよ」
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「犬って、でも……」

　東ひがしはゴクリと唾つばを吞のんだ。

　そして改めて、お尻しりを突つき出だしたまま待っている女の子の、くるりと巻き上がった尻尾しつぽを見つめる。

　……そうだ。みなみんの言う通り。郷ごうに入れば郷ごうに従え。ここは自分が住んでた世界とは違ちがうし、目の前の女の子だって別の世界の住人だ。この世界には、この世界のやり方があるはず。それを自分の常識で測ろうとしちゃいけない。この子は柴しば犬いぬだって名乗った。これは犬にとっての友好の証あかし。折角向こうからお友達になろうといってくれているのに、それを拒きよ否ひするのは失礼だ。そんな事はしちゃダメだ。

　覚かく悟ごを決める東ひがし。

　生来のお人ひと好よしさと生真面目きまじめさが、乙女おとめの羞しゆう恥ち心しんを凌りよう駕がする。

　そして、思い切ってしゃがみ込こむと匂においを嗅かいだ。

　次の瞬しゆん間かん、東ひがしはむせて咳せき込こんだ。

　臭くさい！

　こんなにかわいいのに、お尻しりの穴はやっぱり臭くさい！

　洗ってない犬の匂においと犬の糞ふんの匂においが入り交じったような、そんな臭においがツンと鼻を突ついて脳天まで抜ぬける！

　東ひがしは反射的に顔を背そむけ、立ち上がった。目元からは涙なみだが滲にじむ。

　だがやりきった。

　相手の好意に、きちんと真正面から向き合った。

　その充じゆう実じつ感の前では、尻しりの穴の臭くささも霞かすむというものだ。

　そして東ひがしは立ち上がると、軽くむせながら後ろの二人を紹しよう介かいした。

「この子たちは私のお友達のみなみんと千ち秋あきちゃん」

「みなみんさん！　ちゃーきさん！」

　相変わらず元気よく大声で繰くり返かえす女の子。お尻しりの穴は臭くさくてもやっぱり可愛かわいい。もうそれだけで充じゆう分ぶんだ。

　南みなみが慣れた様子で手ての甲こうを女の子に差し出した。

「いいわよ。お舐なめ」

　女王様か何かのような尊大な態度。

　女の子はその手の匂においを嗅かぎ、手ての甲こうをぺろっと舐なめる。

　南みなみはしばらく好きに舐なめさせておいて、相手が気を許したところで顎あごの下を撫なでた。

　気持ちよさそうに撫なでられる女の子。

　南みなみはそのまま女の子の頭を撫なで、ほっぺたの皮をむにむに揉もんだ。そして首周りを撫なでながら抱だき寄せて横よこ倒だおしにし、そのまま仰あお向むけにしてお腹なかまで撫なで回まわす。女の子はすっかり気を許して撫なでられるがままだ。あっという間にすっかり仲良くなってしまった。

　それを見て東ひがしが感心する。

「やっぱりみなみん、慣れてるね～……」

　家が動物園で生まれた時から様々な動物に囲まれて育ったお陰かげか、南みなみはほとんどの動物の気持ちが直感的に分かる上、大たい抵ていの動物とはすぐに仲良くなれる。ベテラン飼育員たちでさえ、困った時は南みなみに頼たよるほどなのだ。初対面の犬と仲良くなるくらい、朝飯前である。

　結局南みなみはロクに尻しりの臭においの嗅かぎ合いもしないまま、あっさりと仲良くなってしまった。

　……お尻しりの嗅かぎ合いって、本当に必要だったのかな。

　思わず東ひがしはそんな疑問を抱いだく。

　とはいえ、南みなみは特別だ。南みなみが出来たからと言って、誰だれにでも同じ事が出来るわけじゃないのだし、あれはあれできっと必要だったのだ。そう、自分に言い聞かせる東ひがし。

「んじゃ、最後に千ち秋あきの尻しりの穴の臭におい、嗅かがせてもらってきなさい」

　南みなみは、ポンと女の子の頭を叩たたいてけしかけた。

「ちゃーき！」

　女の子はそう声を張り上げると、飛び上がって千ち秋あきに突とつ進しんした。

「へっ!?」

　まだ心構えの出来ていなかった千ち秋あきは驚おどろいて振ふり向むき、小さく悲鳴を上げる。

「きゃっ！」

　女の子は構わず千ち秋あきに飛びついた。

「ちゃーきのおしり！　どんなにおい？」

「ちょっ！　ちょっと待って！　やめてください！」

　慌あわてて手で尻しりをガードしながら、必死で南みなみと東ひがしに救いを求める千ち秋あき。

「南みなみさん東ひがしさん、見てないでやめさせてくださいよ！」

　しかし南みなみの答えは無情である。

「折角相手が友好的な関係を築こうとしてくれてるのに拒きよ絶ぜつするって事は、この中でアンタだけがその子と対立するって事を意味するのよ」

　いかにも面おも白しろがっている様子の南みなみ。

「千ち秋あきちゃん、犬にとっては匂においを嗅かぎ合うのが挨あい拶さつだそうだから……」

　東ひがしも、申し訳ないとは思いつつも手出しは出来ない。

「東ひがしさん……！」

　実際に尻しりの穴を嗅かぎつ嗅かがれつした東ひがしにそう言われたら、千ち秋あきとしても言い返せない。

　千ち秋あきが固まっている隙すきに女の子が飛とび掛かかった。

　そして嫌いやがる千ち秋あきを無理矢理押おし倒たおし、鼻息も荒あらく股こ間かんに頭を突つっ込こむ。

「ああっ！　やめて！　助けて！　お母さん！　おかあさ────────んん!!!!」

　川沿いを渡わたる風が、木々の梢こずえの葉を散らした。

　そのまま女の子はケダモノの如ごとき勢いで千ち秋あきの匂においを堪たん能のうした。

　可愛かわいい動物と仲良く触ふれ合あいたいという千ち秋あきの積年の夢は、かくしてこのような形で実現を果たした。

　ともあれ三人は、この世界の住人との初遭そう遇ぐうを友好的に果たす事に成功したのだった。
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　この世界の住人である柴しば犬いぬ娘むすめと出会い、友好的に互たがいの自己紹しよう介かいを終えたところで、三人は改めてこの世界の事や帰る方法などを尋たずねる事にした。

　最初に口火を切ったのは千ち秋あきである。

「ところで、ええと……しばさん、ここってどういう世界なんですか？」

　しばいぬ、と呼ぶのも何かアレなので、「しばさん」とさん付けで呼ぶ千ち秋あき。

「どういうせかい……？」

　しばさんは質問の意味が分からない様子で、じっと千ち秋あきを見つめて耳を立てながらキョトンと首を傾かしげた。

　慌あわてて言葉を足す千ち秋あき。

「えっと私たち、元々は別の世界にいて、井い戸どに落ちたと思ったらここにいたんです。それで、元の世界に帰りたいんですけど、何か心当たりとか……」

「もとのせかい？　いど？」

　やっぱり意味が分からない様子で、不思議そうに千ち秋あきの言葉を繰くり返かえすしばさん。

　その様子を見て千ち秋あきは困った顔になり、隣となりの二人に小声で囁ささやいた。

「やっぱりいきなり他の世界から来たとか言ったら頭おかしい人扱あつかいされちゃいますよね……」

　南みなみがしばさんの様子を見ながら囁ささやき返す。

「っていうか、そもそも『世界』って概がい念ねんが分かってないのかも」

「え？　どういう意味ですか……？」

「だって、よく考えたら『世界』なんてめっちゃ抽ちゆう象しよう的な概がい念ねんよ。『地面』でも『どこそこの森』でも『誰だれ某それのナワバリ』でもないし、具体的に示しようがないじゃない。私たちは知識として地球だとか外国だとかを知ってるから、そういうのを全部含ふくめた場所として何となく理解出来てるけど、そういう予備知識なしに『世界』とは何か説明しろって言われても無理でしょ？」

　言われてみれば確かにそうだ。普ふ段だん何の気なしに使っている言葉だが、その概がい念ねんを持たない人に意味を説明しろと言われたら非常に難しい。

「で、でも、井い戸どなんかは滅め茶ちや苦く茶ちや具体的じゃないですか。それも分からないのは……」

　千ち秋あきがそう言うと、南みなみは肩かたを竦すくめた。

「それはきっと、見た事がないから知らないんじゃないの」

「それって水道しか知らないって事ですか？　それともまさか……ここは井い戸どすらない世界って事ですか？　およそ文明とは隔かく絶ぜつした野生の王国って事ですか？」

　思わずゾッと青ざめる千ち秋あき。

「さあ、それはまだ分からんけど」

　首を横に振ふる南みなみ。

　千ち秋あきと南みなみがヒソヒソとやり合っていると、しばさんが構ってほしそうな顔で割わり込こんだ。

「何のおはなししてるのー？」

「あの、えっと……」

　言葉に詰つまる千ち秋あき。「世界」も「井い戸ど」も通じないとなると、何をどう質問していいか分からない。

　千ち秋あきが困っていると、東ひがしが代わりに質問に立った。基本的に出しゃばらない性格だが、困っている人を助けるためならすぐに動いてくれる人なのである。

「あのね、しばさん。私たち、穴に落ちたらいつの間にかここにいたんだけど、ここって全然知らない場所で、お家うちに帰れなくなっちゃったの。それで、帰る方法を探してるんだけど……」

　小さい子供に話しかけるように言葉を選び、微笑ほほえみながら優やさしい声で尋たずねる東ひがし。

　しばさんは今度は話が通じた様子で、パッと笑え顔がおになる。そして、東ひがしの顔を見ると元気一いつ杯ぱいに答えた。

「穴のことなら、アナグマがくわしいよ！　アナグマなら、穴のことは何でも知ってるよ！」

　やっと役に立つ答えが返せたと嬉うれしそうなしばさん。

　さすがである。千ち秋あきではまるで会話が嚙かみ合あわなかったというのに、あっという間に手て掛がかりになりそうな情報を引き出してくれた。

　東ひがしは重ねて尋たずねる。

「アナグマさん？　しばさんは、アナグマさんのおうち知ってる？」

「知ってる！　あっち！　ずーっとあっちのほう！」

　しばさんはそう言って、川下のほうを向く。

　東ひがしは、南みなみと千ち秋あきを振ふり返かえった。

「どうする？」

「他に手て掛がかりもないし、とりあえずアナグマを訪ねてみたらいいんじゃない？　穴に落ちたらここに来てたんだから、帰る時も穴を通るってのは筋が通ってるような気もするし」

　南みなみはそう言って軽いノリで同意する。

　千ち秋あきも考えながらうなずいた。

「紹しよう介かいするのが人や魔ま術じゆつ師じゃなくてアナグマって事は、どうやらここは獣じゆう人じんの存在するファンタジー異世界っていうより童話的メルヘンの世界っぽい感じなんですかね？　だったら、『穴に落ちてやってきたんなら帰る時も穴から帰る』みたいな単純なのが正解なのかもしれませんしね……」

　正直、それが本当に正解なのかどうかは分からないが、何の手て掛がかりもない現状では、とにかく色んな話を聞いて情報を集めるしかない。

　二人とも同意したのを見て、東ひがしがしばさんにお願いした。

「しばさん、もし良かったら、私たちをアナグマさんのとこまで案内してもらえないかな？」

「いいよ！　まかせて！」

　大声で返事すると大きく尻尾しつぽを振ふるしばさん。誰だれかの役に立てる事がとにかく嬉うれしいらしく、大張り切りだ。そんなしばさんの様子を見ているだけで、動物好きな千ち秋あきは気持ちがほんわかしてくる。

「いい子ですね……。かわいいし……」

「ホントだね～……」

　和なごんだ表情でしばさんを眺ながめる千ち秋あきと東ひがし。

「それじゃ、出発前に焚たき火びの始末だけしてくるか」

　南みなみはそう言って、さっき起こした火のある川の上流へと向かう。

「あ、待ってみなみん」

　東ひがしも立ち上がると南みなみの後を追った。

　千ち秋あきがしばさんを振ふり返かえる。

「しばさん、私たちちょっと上流の方に用があるので、アナグマさんのところへ向かう前にちょっとだけそっちに寄らせてくださいね」

　そう言って南みなみと東ひがしを追いかけようとする千ち秋あき。

　しばさんはその場に立ち止まったまま、何だか物問いたげな様子で、さっきの怪かい物ぶつが落としていった触しよく手しゆと千ち秋あきの顔を見比べる。

「どうしたんですか？　しばさん」

　千ち秋あきが気付いて尋たずねると、しばさんはその顔を覗のぞき込こむようにして聞き返した。

「食べないの？」

「食べる？　何をです？」

「これ。ぷろびでんす」

　しばさんはよだれを垂らしながら、怪かい物ぶつの触しよく手しゆに目をやった。「ぷろびでんす」というのはこの怪かい物ぶつの事のようだ。

　そこへ、南みなみと東ひがしが引き返してくる。

「どうしたの千ち秋あき？」

「何か問題でもあった？」

「あ、いえ。えっと、しばさんがですね、この怪かい物ぶつの触しよく手しゆ、食べないの？って……」

　千ち秋あきはそう言いながら、気持ち悪そうな顔で触しよく手しゆを見下ろす。

　それを聞いた南みなみがハッとした。

「うっかりしてた！　そうよ！　せっかくゲットした貴重な肉だし、ちゃんと食べとかないと！」

　東ひがしは不安げにしばさんに確かく認にんする。

「食べれるの……？」

　しばさんは満面の笑えみで即そく答とう。

「食べれるよ！　ぷろびでんす、おいしいよ！」

「へー。楽しみね」

　南みなみがそう言って舌なめずりをした。そして尋たずねる。

「……で、ぷろびでんす、って？」

「この怪かい物ぶつの事みたいですけど……」

　千ち秋あきはそう答えてから、血の気の引いた顔で南みなみに尋たずねた。

「……っていうか、ホントにこれ食べるんですか？　もっと普ふ通つうに、パンとかおにぎりとかそういうのはないんですか？　メルヘン世界の擬ぎ人じん化された動物なら、そこら辺は人間と一いつ緒しよでもいいと思うんですけど！」

「さっきからの受け答え見てる限り、そんな火を使って作る食べ物なんてないと思うけどねぇ……」

　そう言いながら肩かたを竦すくめる南みなみ。

　千ち秋あきはしばさんに問とい質ただす。

「しばさん！　パンとかおにぎりはないんですか？」

　案の定しばさんはキョトンとした顔で聞き返した。

「ぱん？　おにぎり？」

　両耳を千ち秋あきに向けて、頭をんーっと傾かたむける。駄だ目めだ。「世界」とか「井い戸ど」とかが分からなかった時と同じ表情である。

　南みなみは肩かたを竦すくめて千ち秋あきを見た。

「……やっぱり、パンやおにぎりが何なのかすら知らないわね」

　千ち秋あきは涙なみだ目めになりながら、尚なおもしばさんに向かって食い下がる。

「それじゃあ普ふ段だん何食べてるんですか？　いくら何でも、食事のたびにこんなでっかい怪かい物ぶつ狩かってるわけじゃないんでしょう？」

　しばさんはそれを聞くと、ぱぁっと笑え顔がおになった。今度は分かる質問だ。嬉うれしそうに大声で答える。

「もっと小さいのをつかまえるよ！」

　それを聞いた南みなみが興味深そうな顔になる。

「小さい奴やつもいるの？」

「いっぱいいるよ！　ぷろびでんすは放っておくとどんどんおっきくなるから、その前にやっつけるの！　そうじゃないと、こっちが食べられちゃうから！　これはホントは大きすぎるから逃にげなきゃいけなかったんだけど、もっと大きくなったらもっとキケンだから、がんばってやっつけようと思ったの！　おなかも空いてたし！」

　そう言いながら怪かい物ぶつの触しよく手しゆを見るしばさん。

「なるほど。メルヘンチックな世界かと思ったら、思ったより食うか食われるかのシビアな世界なのね」

　南みなみは「面めん倒どうな世界に迷まよい込こんじゃったわね……」と呟つぶやきながら頭を搔かいた。

　どうやら他に食べ物はないらしい事を悟さとった千ち秋あきは絶望的な顔でうなだれる。

「つまり、これ食べれなきゃ飢うえ死じにって事ですか……」

　東ひがしが慌あわてて励はげましに入った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ千ち秋あきちゃん。私もちょっと食べるの怖こわいけど、でも例えばカニだってタコだって冷静になって見たら結構グロテスクだけど、食べたらちゃんと美味おいしいし。これもきっと美味おいしいよ。しばさんだって美味おいしいって言ってるんだし。ね？」

　そう言いつつ、東ひがしもちょっと顔が引きつっている。半分は自分に向けているような感じだ。

　半べそ搔かきながら顔を上げる千ち秋あき。

「何か美味おいしい調理法とかあるんですかね……？」

「そうだね。聞いてみよっか」

　東ひがしはそう言うと、急いでしばさんに尋たずねる。

「どうやって食べるの？」

　しばさんは満面の笑え顔がお。

「がぶーって食べるよ!!」

「あ、うん……」

　困った顔で誤ご魔ま化かすように笑う東ひがし。

　千ち秋あきは両手で顔を挟はさんで錯さく乱らんした。

「それってつまり、直接かじりつけって事ですか？　血を滴したたらせながらガツガツと貪むさぼれって事ですか？　こんな怪かい物ぶつ食べるってだけでもキツいのに！　無理無理！　そんなの絶対無理です！　私は都会生まれの都会育ちなんですよ！　お洒落しやれでモダンなアーバンガールなんですよ！」

　南みなみが呆あきれ顔がおで肩かたを竦すくめる。

「血なんて抜ぬきゃいいじゃない。それに私たちには火がある。刺さし身みで食っても美味おいしいかもしれないけど、焼こうと思えば私たちは焼けるのよ」

「火って言ったら南みなみさん、火起こしの準備する前にエビとか魚とか捕つかまえといたって言ってたじゃないですか！　それ食べたらいいじゃないですか！」

「生いけ捕どりにして石で囲っておいただけだったから、これだけ時間経たっちゃったらさすがにもう逃にげ出だしてるわよ」

　南みなみがそう言って肩かたを竦すくめると、千ち秋あきは頭を抱かかえてムッキィィィと泣なき叫さけんだ。

「っていうか、何なんですか！　折角現地の人に出会えてこれで助かったと思ったのに！　今の状じよう況きようってぶっちゃけ、『ある～日　森の中　野の良ら犬いぬに　出会った♪』って程度じゃないですか！　人と出会えてたらとりあえず当面の衣食住は何とかなったはずなのに、犬と出会ったって生活の保障はされないじゃないですか！　結局私たちは帰る方法を見つける前に死ぬしかないって事じゃないですか！」

　それを聞いた南みなみは、何を言うかとばかりに反論する。

「そんな事ないわよ。犬がいれば狩かりも出来るし危険な獣けものの接近も教えてもらえる。水場だって探してくれるし、道に迷っても匂においで帰り道を見つけてくれる。寒い時は抱だっこして寝ねれば湯たんぽ代わりにもなる。こんなに頼たよりになる相手はいないわよ。原始時代からずっと、人は犬と生活を共にする事で生活圏けんを拡大してきたのよ」

「つまり結局は原始時代レベルのサバイバルをしなきゃいけないって事じゃないですか！」

　千ち秋あきが喚わめくと、今度は東ひがしがおずおずと千ち秋あきを慰なぐさめに入った。

「でも、最初から現地の人と遭そう遇ぐう出来ない可能性は覚かく悟ごしてたんだし、ふりだしに戻もどっただけで……」

　千ち秋あきはそれを聞くと、カッと振ふり向むいて東ひがしを睨にらみ付つけた。

「一いつ旦たんぬか喜びしてからふりだしに戻もどされた時が、一番折れやすいんですよ！　人の心ってのはアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァッッッ!!!!」

　とうとう我が慢まんしきれなくなって、大声で叫さけぶ千ち秋あき。人でも殺しそうな眼光が千ち秋あきの眼鏡から発せられ、東ひがしを鋭するどく射貫つらぬく。

「そ、そうだね……」

　ただでさえ引ひっ込こみ思じ案あんの東ひがしである。目からビームでも出そうな千ち秋あきの剣けん幕まくを前にしては、引き下がるしかない。

　南みなみが、それ以上千ち秋あきの泣き言には取り合わず、ちゃっちゃと仕切る。

「まあとにかく、サバイバル生活続行って事なら尚なお更さらちゃんとこの……何だっけ、ぷろびでんすだっけ……とにかくコイツを食わなきゃダメって事で、とりあえず焚たき火びのとこまで運ぶわよ！　ほら千ち秋あき！　そっちの奴やつ持って！　東ひがしもしばさんも！」

　そう言って自ら触しよく手しゆを二本抱かかえる。東ひがしとしばさんもそれぞれ抱かかえると、焚たき火びの場所まで戻もどっていった。

　千ち秋あきは怪かい物ぶつの触しよく手しゆなんて気持ち悪くて触さわりたくもなかったが、仕方がないので泣きべそを搔かきながら、重い触しよく手しゆを一本引きずって、ヒィヒィ言いながらみんなの後に従った。




　一行が戻もどると、焚たき火びはまだまだ盛さかんに燃えていた。

　しばさんが驚おどろいた様子で声を上げた。

「何あれ!?　光ってる！」

　抱かかえていた触しよく手しゆを放り出して、ちょこちょこと小走りに焚たき火びの近くへ駆かけ寄よる。そして、好こう奇き心いっぱいに鼻先を火に近付けてから、びっくりしたように後ずさった。

「あつい！」

　慌あわてて東ひがしたちの元へ駆かけ戻もどってくるしばさん。目を輝かがやかせながら報告する。

「あつい！　あついよ！　『やまかじ』みたい！」

「よしよし、熱かったね～。あれは『火』っていって、山火事の赤ちゃんみたいなものだよ～。火傷やけどしないように気を付けてね」

「やまかじの赤ちゃん？」

　不思議そうに焚たき火びを見るしばさん。そして不安げに東ひがしに尋たずねた。

「大きくなったら、やまかじになっちゃうの？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ～。このまま赤ちゃんのままでいるように、私たちが見張ってるから」

　そんな会話をしている間に、南みなみは川の側に触しよく手しゆをゴロンと転がして、しばさんに尋たずねる。

「しばさん。一応念のため聞くけど、ナイフか包丁持ってる？」

「ないふー？　ほーちょ？」

　不思議そうな顔できょとんと小首を傾かしげるしばさん。

「あー、やっぱりないか。ゴメン。いいわ」

　南みなみはそう言うと河原の石を拾い上げ、両手で力ちから一いつ杯ぱい叩たたきつけた。そして鋭するどく割れた破は片へんで触しよく手しゆの皮をゴシゴシと擦する。

　千ち秋あきが覗のぞき込こんだ。

「そんなんで切れますか……？」

　火切り杵きねを削けずろうとした時は、石ではまるで削けずれなかった。そのイメージが強いので、石なんかでちゃんと切れるんだろうかと疑問に思ってしまう。

　だが南みなみは手応えありそうな表情で答えた。

「木と違ちがって案外行けそうよ」

　そう答える間にも、触しよく手しゆの皮は破れて血が滲しみ出した。木に比べると、皮ははるかに柔やわらかいのだろう。雲うん泥でいの差さだ。

　南みなみは、ぷろびでんすとかいうらしい怪かい物ぶつの触しよく手しゆの端はしから端はしまで切れ目を入れると、皮の下に石を差さし込こんでズルリと剝むく。白い皮ひ下か脂し肪ぼうに覆おおわれた肉が、つるんと出てきた。まるで巨きよ大だいなソーセージのようだ。

　千ち秋あきは手伝おうと思って側で見ていたが、解体なんてした事もないので何をどう手伝えばよいのか良く分からない。

　南みなみがふぅ、と一つ息を吐ついた。

「後はこのまま肉を剝はぎ取とっていけばいいか。内臓ないから処理楽ね」

「内臓あるとやっぱり大変なんですか？」

「ん～、基本的には胸きよう膜まくとか腹ふく膜まくに包まれてるからそのまままとめてゴロッと出せばいいんだけど、直腸と肛こう門もんが繫つながってる辺りをうっかり破いちゃうとね、中身のウンコが飛びだして、肉に臭においが付いちゃうのよ。そうするともう臭においは取れなくて、千ち秋あきみたいなアーバンガールには食えた代しろ物ものじゃなくなるの。ウチの両親やお仲間連中はカレー粉かけて構わず食うけどね」

「はぁ、なるほど」

　千ち秋あきは一いつ旦たんうなずいてから、首を傾かしげる。

「でも、鉄てつ砲ぽうで撃うったりする時って、当たり所が悪くて腸を突つき破やぶっちゃうこととかないんですか？」

「もちろんあるわよ。それに腸に当たらなかったとしても、外傷付けて仕留めたら血があっという間に腐くさって、それも肉の臭においに影えい響きようするし。だからジビエ用の獲え物ものなんかは基本的に銃じゆうは使わず罠わなで獲とるの。生いけ捕どりにすれば、後の処理は家か畜ちくの肉と同じクオリティで出来るから」

　そんな話をしながら、石で肉をちぎっていく南みなみ。皮は意外と楽に切れたが、肉になると脂し肪ぼうや血ち糊のりで滑すべる事もあってなかなか手こずっている様子だ。それでも、切れ目が入ったら後は爪つめを立てて引きちぎるようにして、少しずつ肉にく片へんを取っていく。

　それを眺ながめながら、千ち秋あきは段々気分が悪くなってきた。

　内臓がないので最初はあまり気持ち悪さを感じなかったのだが、南みなみの両手が血ち塗まみれになってくるとなかなかグロい。生なま臭ぐさい血の臭においも嗅かぎすぎると胸が悪くなる。慣れない千ち秋あきには、いささかキツい。

　そこへ東ひがしがやってきて口を出した。

「みなみん、私も手伝おうか」

　南みなみは顔を上げると、首を横に振ふる。

「あー、いい。やめときなさい。野生動物なんてどんな菌きんやウィルスや寄生虫持ってるか分かんないから、素人しろうとは素す手でで血に触さわっちゃダメよ。特にこんな、見た事もない異世界の怪かい物ぶつなんて」

　それを聞いて、千ち秋あきが言う。

「そんな事言ったら南みなみさんだって危ないんじゃないんですか」

「そりゃまあそうだけど、手て袋ぶくろもない以上誰だれかが素す手ででやらざるを得ないんだから。私はガキの頃ころから色々やってて、アンタたちよりは免めん疫えきあるから大だい丈じよう夫ぶな確率高いでしょ。元の世界に戻もどったら自宅ですぐ検査や処置も出来るし」

　日ひ頃ごろはとにかく楽な方楽な方へと流されて生きている感じの南みなみだが、意外とこういうところでは危険な役を率そつ先せんして買って出る。ぷろびでんすに足が生えた時も、東ひがしと千ち秋あきに火を取りに行かせて自分は足止め役を買って出た。それも、いつもなら目立とうとしたり恩を着せようとしたりする癖くせに、本当に危険がある時ほど今みたいに普ふ通つうのテンションで当たり前のように引き受けてしまうのである。学校ではいつも適当でいい加減なお調子者みたいに見えるけど、実は案外責任感があったりするんだろうか。千ち秋あきにはイマイチ南みなみの事が良く分からない。

「まぁ、この手の作業は私に任せて、アンタたちは焼く準備してて」

　南みなみがそう言って、東ひがしに向かってうなずいた。

　東ひがしはうなずき返すと、さっと千ち秋あきの手を摑つかむ。

「分かった。じゃあ私たちは焼く係だね。千ち秋あきちゃん、一いつ緒しよに行こ。しばさんはここでみなみんのお手伝いしてあげてね」

　そう言うと、千ち秋あきの手を引っ張ってその場を離はなれていく。

　……今の一いつ瞬しゆんのアイコンタクトは何だろう。もしかして、私が血を見て気分が悪くなってるのを察した南みなみさんが、ちょっと離はなれさせるようにって東ひがしさんに合図した？　でもまさか、そんなとこまで気が回るような人じゃないと思うんだけどなぁ……。

　千ち秋あきは東ひがしと手を繫つないで歩きながら、やっぱり良く分からない顔で首を傾かしげた。

　しばさんは南みなみの隣となりに座すわり、よだれをたらしながら、肉を切り分ける様子を眺ながめて「食べないで何してるのかな？」と不思議そうに首を傾かしげていた。




　東ひがしに連れられて、河原の近くに生えていた木の近くへやってきた千ち秋あきは、一いつ緒しよになって葉っぱを集め始めた。平らな石の上に敷しいて、お皿にするのである。東ひがしが植物には色々と詳くわしいので、木の枝えだ振ぶりや雰ふん囲い気きを見れば、大きな葉を茂しげらせる木かどうか遠くからでもすぐ見分けられるのだ。

　さっきから集めているのは、幅はばが広く、三つに分かれたような形をしている葉。大きさは千ち秋あきの手の平より一回りくらい大きい。何だか恐きよう竜りゆうの足あし跡あとみたいな形である。時々、両りよう脇わきの尖とがった部分が余り発達していなくて、真ん中だけが尖とがったハート形っぽいものもある。そういう葉っぱが長い葉よう柄へいの先に付いて、僅わずかな風にもサワサワと揺ゆらいでいるのを、無造作にブチブチと引きちぎるのだ。

　この辺りには、同じような葉を付けた木が、狭せまい範はん囲いに固まってあちらこちらに生えている。同じ箇か所しよから数本まとめて生えている物も多い。大半は若い稚ち樹じゆだが、一本だけ直径十センチを超こえるしっかりした感じの木がある。

「これは何ていう木なんですか？」

　千ち秋あきは葉をむしりながら尋たずねた。

「これはね、アカメガシワって言うんだよ～」

「アカメガシワですか。でもカシワの葉っぱって、柏かしわ餅もちでしか知りませんけど、こんな形じゃないですよね？」

「あ、えっとねー。『かしわ』っていうのは昔はお料理を盛る葉っぱの事全部を指してて、柏かしわ餅もちの柏かしわもアカメガシワのカシワもその意味なんだよ。アカメガシワには、『御ご菜さい葉ば』とか『菜さい盛もり葉ば』って別名もあるの」

「へー、なるほど。じゃあお皿代わりに使うのにはぴったりなんですね」

　千ち秋あきが感心してそう言うと、東ひがしは嬉うれしそうに、ちょっぴりはにかんだような笑えみを浮うかべた。そのいかにも人の良いい笑え顔がおに、千ち秋あきは何だかほんわかした気持ちになる。こんなわけの分からない世界に迷まよい込こんで、これから気味の悪い怪かい物ぶつの肉を食べなくちゃいけないという辛つらい時だが、東ひがしの優やさしい笑え顔がおは一いち抹まつの癒いやしである。学校にいる時は気付かなかったが、いつでもどんな時でも優やさしく微笑ほほえんでくれる人というのは、それだけで大きな力だ。人間というものは、不安になると動けなくなるが、安心すると前に進もうという気になれるのだ。

　葉っぱを取り終えると、東ひがしと千ち秋あきはついでにアカメガシワの枝をいくつか折り取った。肉を焼く時に、素す手でで持って火にかざしたら手を火傷やけどしてしまうので、枝に引っかけて炙あぶろうというわけである。

　一通り採集を終えると、二人は南みなみとしばさんの元へ戻もどった。

「戻もどったよ～。みなみん。しばさん」

「そっちはどうですか」

　二人が尋たずねると、南みなみは清流の中で手を洗って岸に上がってきた。

「こっちも一応終わったわ。川の中で絞しぼって血抜ぬきしたから、多少旨うま味みが減ったり水っぽくなったかもしれないけど、臭くさみはそこそこ減ったはず」

　そう言うと、傍かたわらの岩の上を指さす。そこには、洗って広げた皮の上に、千切った肉にく片へんが積み上げてあった。

　一いつ緒しよに手伝ってくれていたらしいしばさんが、改めて不思議そうに尋たずねる。

「お肉、どうして食べないの？」

　その様子を見ると、しばさんもずいぶんと空腹のようだ。

　南みなみが苦く笑しようしながら言った。

「だから食べるって言ってるでしょ。もうちょい待ちなさい」

　千ち秋あきと東ひがしが取ってきた葉っぱを洗って、石の上に敷しくと、みんなでその上に肉を移す。そして、焚たき火びの前に戻もどった。

「それじゃ、焼くわよ！」

　南みなみが音おん頭どを取り、めいめいに肉を枝に引っかけて火で炙あぶり始める。

　その様子を、またしても不思議そうな表情でじーっと眺ながめるしばさん。

「食べないの……？」

　食べるって言ったはずなのに何してるんだろう、と首を傾かしげる。

　東ひがしが微笑ほほえんだ。

「今ね、食べるための準備をしてるの。それが終わったら一いつ緒しよに食べようね」

「じゅんび？」

「そう。何かする時に、ちゃんと準備してからやると、上手に出来るんだよ」

「……？」

　しばさんは、何だか良く分からないといった様子で目をぱちくりさせた。

　千ち秋あきはそんな会話を脇わきで聞きながら、じっと枝先の肉を見つめる。

「とにかく、直じか火びに触ふれたらダメですからね……。炎ほのおの大きさに合わせて枝を動かして、肉に炎ほのおが直接触ふれない距きよ離りを維い持じしてください……。絶対目を離はなさないように……。焚たき火びの炎ほのおはいきなり大きくなったりしますからね……」

　東ひがしと南みなみにそう忠告しながら、自らも慎しん重ちように肉の位置を上下させる。千ち秋あきはインドア派でキャンプもバーベキューも経験は少ないが、火を扱あつかう事に関しては少々得意なほうである。文学少女であると同時に理系女子でもある千ち秋あきにとっては、アルコールランプもガスバーナーもお友達。火は化学反応を起こすためのもっとも基本的なツールの一つであり、千ち秋あきにとっては本来得意分野なのである。火起こしでは南みなみにいいところを取られてしまったが、ここは一つ自分の出番だ。

「……肉を焼くのにそれほど高い温度は要いらないんです。タンパク質は六十度くらいからでも充じゆう分ぶん熱変成しますから、それで充じゆう分ぶん殺さつ菌きんや寄生虫対策も出来ますし。とにかく遠火でじっくりと炙あぶりましょう」

　やがて肉から脂あぶらが滲しみだして、炎ほのおの中に落ちた。その途と端たん、ボウッと燃え上がる炎ほのお。

「持ち上げてください！」

　千ち秋あきは慌あわてて叫さけぶと同時に、自分も肉を引っかけた枝を持ち上げる。

「脂あぶらが落ちるとそれが燃えて一いつ瞬しゆん火力が増しますから、気を付けてください。脂あぶらが落ちそうだと思ったら、互たがいに声かけをして予あらかじめ高く持ち上げてるようにした方がいいかもしれませんね」

　南みなみと東ひがしにそう注意する千ち秋あき。二人は素す直なおにうなずく。

「それにしても暑いわね……」

　南みなみが額にじっとりと脂あぶら汗あせを浮うかべながら独り言のように呟つぶやいた。

　その言葉に東ひがしがうなずく。

「確かに。この真夏の炎えん天てん下かで焚たき火び囲んでるんだもんね……」

「木こ陰かげも何もありませんからね……」

　千ち秋あきも汗あせを垂らしながら、拓ひらけた河原を見回した。

　真上からはジリジリと照りつける太陽、そして目の前からは燃えさかる焚たき火びの熱。二方向から炙あぶられて、肉を焼いているのか自分が焼かれているのか分からなくなってくる。

　南みなみがぼやいた。

「真夏にバーベキューなんかするもんじゃないわね……」

　東ひがしもうなずく。

「冷たい飲み物でもあればまた違ちがうんだろうけどね」

　その時、ふと一いち陣じんの風が河原を吹ふき抜ぬけた。

「ああ、涼すずしい……」

　千ち秋あきの口から思わずうっとりした声が漏もれた。

　全身に搔かいた汗あせが風によって蒸発を促うながされ、皮ひ膚ふ表面から気化熱を奪うばう。暑くて呼吸さえ苦しいような気分だったのが、一いつ瞬しゆんにして天国へ来たかのような心地ここちよさに変わった。

　東ひがしと南みなみも一いつ瞬しゆん動きを止め、千ち秋あきと同じようにうっとりと目を瞑つぶり、心地ここちよい風に安あん堵どを漏もらした。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

　千ち秋あきの鼻を、何か妙みような匂においが掠かすめた。

　ハッとして目を見開く千ち秋あき。

「ヤバい！　肉めっちゃ焦こげてます！」

　南みなみもハッと大おお慌あわて。

「うおお！　真っ黒焦こげだわ！」

　東ひがしも、自分が焼いていた肉を見て絶句した。

「ああ～っ！　やっちゃった～……！」

　風の仕業である。

　空から吹ふき下おろしてきた風は、焚たき火びに新しん鮮せんな酸素を送おくり込こみ、目を閉じた一いつ瞬しゆんの間に炎ほのおを大きくしていたのだ。そして燃え上がった炎ほのおは肉を吞のみ込こみ、肉の脂あぶらに燃え移る。結果、肉は自身の脂あぶらによって焼かれ、真っ黒い炭になってしまった。

　千ち秋あきがガックリと肩かたを落とす。

「風が吹ふいたら火が大きくなるのは当たり前なのに……。何でこんなミスを……」

　涼すずしさのせいで気が緩ゆるんだ。いや、暑さで頭がバカになっていたと言うべきか。

　東ひがしが真っ黒に炭化した肉を見て、しょんぼりと呟つぶやいた。

「どうしよう、これ……」

「まあ、ここまで焦こげちゃったらもう食べらんないし、とりあえずこれは捨てて、残りの肉に関してはもっと注意深く慎しん重ちように焼くしかないんじゃないの」

　そう言って焦こげた肉を焚たき火びの中に落とす南みなみ。いつも割り切りは早いのだ。その代わりというか何というか、あまり反省はしない人でもある。

　だが、とりあえず焦こげた肉は諦あきらめてもう一度焼くしかないのは事実。南みなみの態度に引っ張られるように、千ち秋あきも気持ちを切きり替かえた。そして新たな肉を枝に引っかけようとして、ふといい手を思いつく。

「そうだ！　焼くんじゃなくて、蒸むしたらどうでしょう!?」

　東ひがしが首を傾かしげる。

「蒸むす？　でも蒸むし器きなんてないよ？　どうするの？」

「『石蒸むし』ですよ！　穴掘ほってそこに焼けた石を敷しいて、石の上に肉を葉っぱでくるんで置いて、埋うめ戻もどしてからその上で火を焚たくんです！」

　その千ち秋あきの言葉に、南みなみがポンと手を打った。

「ああ！　言われてみれば、親父おやじもジャングルで鍋なべとか足りない時に似たような事やってたわ！　ちょっと時間かかるけど、直じか火びに当てないから焦こがしにくいんだっつって」

「焦こげないだけじゃなく、蒸むしてる間は火から離はなれている事も出来ますからね！　このクソ暑い時期にはぴったりですよ！」

　グッと手を握にぎる千ち秋あき。

　東ひがしが目を輝かがやかせると、早さつ速そく立ち上がった。

「なるほど！　じゃあ、お肉を包む葉っぱ取ってくるね！」

「あ、それじゃ私も一いつ緒しよに行きます！」

　千ち秋あきも立ち上がった。

「んじゃ、こっちは穴掘ほっとくわ！」

　南みなみは二人を見送りながらそう言うと、薪たきぎ用に集めた枝を一本手に取った。

　しばさんは、そんな三人を眺ながめながら「さっさと食べちゃえばいいのになぁ」という顔をして、一つ大きな欠伸あくびを漏もらすのだった。







[image: 第四話　お肉を蒸した!]







　怪かい物ぶつの肉を焚たき火びで焼こうとしていたら、ちょっとよそ見した隙すきに焦こがしてしまった一行は、なるべく焦こがさず調理出来る方法として、穴を掘ほって蒸むし焼やきに挑ちよう戦せんする事になった。

　東ひがしと千ち秋あきは肉を包む葉っぱを採りに行き、南みなみは残って穴掘ほり係である。

　南みなみは薪たきぎ用に拾い集めた枝を一本手に取り、河原石だらけの場所から少し移動して土の地面の上に来ると、棒で地面を掘ほり始めた。

　とはいえ、先を尖とがらせたわけでもない枝だ。そんなもので地面を掘ほり返かえすのは、容易ではない。

「意外と大変ね……」

　ガツガツと突ついたり、ゴリゴリと横向きに削けずったりと、地面をほぐすだけで四苦八苦する南みなみ。分かっちゃいたが、これはかなりの体力仕事だ。三人の中では一番スタミナのある自分が穴掘ほり役として残って正解だった。

　一いつ緒しよに残っていたしばさんが、南みなみの様子を見ながら目をキラキラと輝かがやかせ始めた。なにやら楽しそうな遊びをしているとでも思ったらしく、尻尾しつぽを振ふりながら南みなみの顔を見上げる。

「穴ほるの？」

　その声に顔を上げる南みなみ。

　そして、しばさんの期待に満ちた目に気付いた。散歩に出かける直前の犬みたいな表情だ。

　瞬しゆん間かん、南みなみはピンといいアイディアを思いついた。そしてしばさんにニッと笑いかける。

「そうよ。穴掘ほり遊び。しばさんも一いつ緒しよにやる？」

「やるー！」

　嬉うれしそうに大声で応えるしばさん。

「よーし！　それじゃ、どっちがたくさん掘ほるか競争よ！」

　南みなみはそう言うと、挑ちよう発はつするように猛もう然ぜんと棒で地面を掘ほり始めた。

　しばさんも負けるものかと、両手で土を搔かき出だしていく。

　そしてしばさんは、あっという間に直径も深さも三十センチほどの穴を掘ほってしまった。

「うひゃ～、さっすが犬ね。負けたわ」

「穴ほり、とくいだから！」

　土まみれの手を腰こしに当て、えっへんと得意気に鼻先を上に向ける柴しばさん。こちらも大満足の様子。

「よーしよしよし、すごいすごい！」

　お礼とばかりに、南みなみはしばさんを撫なでまくる。自分は何もせず穴を掘ほってもらえたのだから、南みなみとしても助かりだ。

　が、しかし。

　穴の底を見ると、水が湧わいてきていた。

　思わず頭を搔かく南みなみ。

「あちゃ～。ちょっと川に近すぎたか」

　川に近い場所は、陸地に見えても地面のすぐ下に水がある。川と同じ水位まで掘ほれば、その水が湧わき出でてくるのだ。蒸むし焼やきにするんだからある程度地面に水分があってもいいだろうけれど、これじゃさすがに多すぎる。

「よ～し。じゃあもう一回競争よ！　今度は負けないわ！」

　南みなみはしばさんを誘さそうと、もう少し小高くなった場所で改めて穴を掘ほり始めた。

　しばさんは完全に遊び気分で、再びバリバリとすごい勢いで土を搔かき出だす。

　今回も、南みなみが表面に生えた草を取り除いたと思った時にはもうすでにしばさんは立派な穴を掘ほり終えた。

「あら～、また負けちゃった」

「すごい？」

「すごいすごい」

「ほめて！　もっとほめて！」

「すごいわ～！　ホントすごい！　しばさんは穴掘ほりの天才ね！」

　得意がるしばさんのほっぺの皮をむにむにしながら、チラリと穴の底を確かく認にんする南みなみ。今度は水は出てこない。これならば良かろう。

　南みなみはしばさんを離はなすと、早さつ速そく穴の底に河原の石を敷しき詰つめる。そしてその上に薪たきぎを置いて火を移した。

　そこへ、東ひがしと千ち秋あきが戻もどってきた。

「葉っぱ取ってきたよ～」

「お待たせしました」

　南みなみが顔を上げた。

　見ると、大体はお皿代わりに使ってたのと同じ葉っぱだが、全然違ちがう形の葉っぱもある様子。縁ふちがギザギザと鋸のこぎりのような感じになっていて、タンポポの葉っぱを巨きよ大だいにしたような感じだ。

「この葉っぱは？」

「これはアキノノゲシっていうキク科の雑草なんだけど、あっちにいっぱい生えてるのを見つけたから、お肉の付け合わせにと思って」

　そう言って笑う東ひがし。

「へ～。お肉の付け合わせにってことは、食べれるの？」

「うん。日本のキク科の草なら基本的に全部食べられるんだよ～。このアキノノゲシも美味おいしいよ。レタスの親しん戚せきなんだって」

「レタスの？　ほう」

「普ふ通つうは春先の柔やわらかい葉っぱを食べるんだけど、夏の葉っぱでもお肉と同じように地面で蒸むしてから、川の水で揉もんで絞しぼってアク抜ぬきしたら大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかと思って。なるべく日ひ陰かげに生えてる柔やわらかそうなのを選んで摘つんできたの」

「なるほどね。じゃ、それはそれだけで蒸むした方がいいわね」

「そうだね。お肉巻いたりしたら、蒸むした後で絞しぼったり出来ないし」

　そんな話をしていると、千ち秋あきが意外そうに会話に割わり込こんだ。

「東ひがしさんってアウトドアなイメージなかったんですけど、結構詳くわしいっていうか慣れてますよね……。ちょっと意外な感じです……」

　確かに、東ひがしは大人しく控ひかえめで、育ちの良よいお嬢じよう様さまといった雰ふん囲い気きを纏まとっている。趣しゆ味みも料理や裁さい縫ほう、手芸などが中心だし、よく知らなければ、野山を歩き回るイメージからは遠いかもしれない。

　だが実際は、庭いじりも好きだし農作業も好きで、土にまみれて汗あせを流す事を厭いとわない一面だってあるのだ。足あし腰こしだって、そんじょそこらの山ガールよりもずっと強い。ほんわかしただけの女の子だと思ったら大間ま違ちがいである。

「火起こしした時も言ったけど、東ひがしん家ちって元々庄しよう屋やだからね。村が飢き饉きんになった時の指導も出来なきゃいけないから、食べられる野草の話とかやたらと知ってんのよ。山菜採りとかで山の中歩く時とか、体力もマタギ並みだしね、この子。ただの箱はこ入いり娘むすめと思ったら大間ま違ちがいよ」

　そう言って東ひがしの肩かたをガッと抱だく南みなみ。二人でいるといつも東ひがしばっかりお嬢じよう様さま扱あつかいで、自分はゴリラみたいに言われているが、本当は東ひがしだって自分と同じ野生児寄りの人種なのだと、ここぞとばかりに力説する。

　千ち秋あきは改めて東ひがしを眺ながめた。

「へ～……。今でもそういう知識をちゃんと受うけ継ついでる家ってあるんですね……」

　やっぱりお嬢じよう様さまなんだなぁ、と感心する千ち秋あき。

　そして東ひがしはうっすら頰ほおを染めながら、慌あわてて謙けん遜そんした。

「そ、そんな立派な志で勉強したわけじゃなくて、ただ、お花も好きだしお料理も好きなほうだから自然と覚えただけで……」

　それを聞いた千ち秋あきは、「やっぱり東ひがしさんは女子力高いなぁ……」という顔でうなずいた。

　そんな東ひがしと千ち秋あきを眺ながめながら、「何で東ひがしは何をやっても女子力アピールになるんだろうなぁ」と納なつ得とくいかない顔をする南みなみだった。

　それはさておき。

　東ひがしが足元の地面を見て、立派な穴が掘ほられているのに気付いた。

「こっちも、すごく立派な穴掘ほれたね～」

　千ち秋あきも地面を見て驚おどろく。

「ホントですね。スコップもないのによく掘ほれましたね」

「ああそれ、しばさんがほとんど一人で掘ほったのよ。犬は穴掘ほり大好きだからね」

　南みなみはそう言って、親指でしばさんを指した。

「もしかして素す手でで掘ほったんですか？」

「しばさんすごいね～！」

　千ち秋あきと東ひがしは揃そろってしばさんを見る。

「すごいよ！　私すごい！」

　しばさんは再び得意満面の表情で、えへんと鼻先を反らした。

　南みなみが腰こしに手を当てる。

「中に石も敷しいといたし、火を焚たいて一応加熱もしたわ。まだ足りないかもしれないけど」

「上で火を焚たくから大だい丈じよう夫ぶですよ。さっさと焼きましょう」

　千ち秋あきはそう言いながら、木の枝を火ひ箸ばし代わりにして穴の中の燃えさしを取り出す。

「じゃあ私はお肉包むね」

　東ひがしは取ってきたアカメガシワの葉で器用に肉を包むと、葛くずの蔓つるを剝むいた皮で縛しばり、穴底の焼け石に乗せた。アキノノゲシも、同じようにアカメガシワの葉にくるんで肉の隣となりに並べる。

　千ち秋あきがその上から更さらに葉っぱを被かぶせる。肉の包みに直接土が付かないようにするための用心だ。かけすぎると焚たき火びの熱が肉に伝わらなくなるので、被かぶせるのは最低限。

　そして、南みなみがその上から土を被かぶせる。

　しばさんがそれを見て不思議そうに首を傾かしげた。そして三人の顔を見回す。

「お肉、隠かくすの？」

　南みなみが振ふり返かえって苦く笑しようした。穴を掘ほって中に肉を埋うめるのは、犬の常識からすれば隠かくしてると勘かん違ちがいするのは当然だ。

「これは隠かくしてるわけじゃなくてね。こうやって蒸むし焼やきにするのよ」

「むしやき？　ぷろびでんすは虫じゃないよ？」

「う～ん、その『虫』じゃなくってね……」

　何と説明したら良よいものか。困って腕うでを組む南みなみ。「蒸むす」も「焼く」もしばさんには通じないだろう。自分たちのいた世界の犬は喋しやべらないからこんな質問もされずに済むが、こっちの犬は言葉が通じる分だけ面めん倒どうだ。

「……まあ要するに、こうするとお肉がもっと美味おいしくて食べやすくなるのよ。その方法が『蒸むし焼やき』っていうの。美味おいしく食べるための準備ってこと」

　ボリボリと頭を搔かきながら適当に説明する南みなみ。まあ、しばさんの関心は「何をやっているのか」だから、「より美味おいしくなるようにしているのだ」という答えで充じゆう分ぶんだろう。何故なぜそうすると美味おいしくなるのか、みたいな突つっ込こんだ事までは聞いてくるまい。

　そう思っていると、千ち秋あきが説明を引ひき継ついだ。

「土の中は結構湿しめってますし、火の熱は上に向かいやすいんで、地面の下は意外と熱くならないんですよ。しっかり土を被かぶせておけば、地中の温度は精々で七〇～八〇度くらいにしか加熱されないんです。つまり、焦こげる心配は全くないんです。この程度の温度でも数十分加熱すれば菌きんや寄生虫はちゃんと殺せますし、ゆっくり時間をかけて熱を通せば、いい感じに蒸むし焼やきの出来上がりという寸法ですよ」

　そんな事を犬に言っても通じまい。どうも千ち秋あきは相手の理解力に合わせて説明のレベルを引き下げるという事が下手くそだ。頭は良いいはずなんだから、その頭を「相手が何を知りたがっていて、そのためには何を伝える必要があるか」という事を推測するのに使えばもっと教え上手になれるだろうに。そう思って、呆あきれ顔がおで肩かたを竦すくめる南みなみ。

「……？」

　案の定しばさんは目をぱちくりさせながら、不思議な呪じゆ文もんでも聞いているかのような顔で、キョトンと首を傾かしげた。
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　焚たき火びをどかし、土を掘ほり返かえすと、湯気と共にいい香かおりが立ち上った。蒸むされたアカメガシワの葉から漂ただよう仄ほのかに甘あまい香かおりと、食欲をそそる肉の匂におい。

「さて、どんなモンかしら」

　南みなみが一つ取りだして、葉っぱを取る。

　再び広がる肉の美味そうな匂におい。

　それを見て千ち秋あきがゴクリと唾つばを吞のむ。

「大だい丈じよう夫ぶそうですね……」

「焦こげてないし、でも生焼けでもないし、ちゃんといい塩あん梅ばいに火が通ってる」

　東ひがしもグッとガッツポーズ。

「ふしぎな匂におい！」

　しばさんもよだれを垂らしながら息を弾はずませる。

　南みなみが、肉にく片へんを摘つまみ上げて口に入れた。

　そして次の瞬しゆん間かん、叫さけんだ。

「うんまああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁああああああぁぁぁぁああぁぁあぁぁああぁぁぁあぁぁああああああいいいいいいいいっっっ!!!!」

　思わず大声が出た。

　耳を塞ふさいで伏ふせる東ひがし、千ち秋あき、そしてしばさん。

「ちょっと南みなみさん、うるさいですよ！」

　千ち秋あきが文句を言ってきたが、南みなみはそんな事にはお構いなく、興奮に目をぎらつかせながらみんなを見る。

「いけるわ、この『ぷろびでんす』とかいう奴やつ！　肉も旨うまいし、そして何より！　火加減が完かん璧ぺきよ!!」

　グッと身を乗り出してまくし立てる。正直、こんなに美味おいしくなるとは期待していなかった。

　東ひがしと千ち秋あきが思わず顔を見合わせる。そして、それぞれ穴の中から葉っぱの包みを取り出した。

　千ち秋あきが恐おそる恐おそる肉にく片へんを口に入れる。そしてもぐもぐと咀そ嚼しやくすると、南みなみと同じように目を見開いた。

「ウッソ!?　美味おいしいですよ！　あんなキモい怪かい物ぶつなのに！」

　東ひがしも一口囓かじると、顔をほころばせる。

「ホントだ！　美味おいしい～！」

「でしょ？　でしょ？　肉自体も臭くさみがなくて香かおりがいいのよね！　野生動物の肉なんて食ってる餌えさで全然味が変わっちゃうけど、これは大当たりよ！」

　二人の反応がいいので、南みなみもますます興奮が募つのる。

　うんうんとうなずく千ち秋あき。

「香かおりだけじゃなくて肉質も柔やわらかいですしね。脂あぶらも何だかオリーブオイルみたいで、香こうばしさが増してる感じです！　味付けも何もしてないのに美味おいしい！」

「焼き加減もばっちりだし、アカメガシワの香かおりも移っていい感じ！」

　東ひがしもそう言って目を輝かがやかせた。

　冷静になってみれば、塩も胡こ椒しようもない蒸むしただけの肉がそこまで美味うまいわけもないのだが、状じよう況きようが状じよう況きようである。まともに食べられる食料が手に入る保証など何もない中で、普ふ通つうに食べられる肉が手に入り、それを普ふ通つうに食べられる状態に調理出来たのだ。これで興奮しないわけがない。よく「空腹は最高の調味料」などと言われるが、飢き餓がに対する危機意識も空腹に次ぐ調味料なのだ。

　興奮してはしゃぐ三人を見ながら、羨うらやましそうによだれを垂らすしばさん。

　東ひがしが、新しい肉を手に取った。

「お待たせ～。はいこれ、しばさんの分」

　フーフーと息を吹ふいて冷ますと、しばさんに差し出す。

　するとしばさんは驚おどろいた様子で、東ひがしとお肉を見比べた。

「でもこれ、私がとったお肉じゃないよ？　なのに私も食べていいの？」

　どうやらしばさん的には、獲とった肉は獲とった者に所有権があるという考えを持っているらしい。野生の動物でも、自分の餌えさを横取りされそうになると単に守ろうとするだけではなく感情的な「怒いかり」を示すし、「自分のもの」「他人のもの」という区別はナワバリに対する意識にも垣かい間ま見みえる。所有権というのは根っこを辿たどると意外と原始的な感覚に根ざしているのかもしれない。

　南みなみがそんな事を思いながら眺ながめていると、東ひがしがしばさんの言葉にキョトンとしながら言った。

「え？　もちろんいいよ～。しばさんだって、穴を掘ほってくれたでしょ？　だったらこれは、みんなで作ったお料理だもん。みんなで一いつ緒しよに食べようね」

　こういう事を自然体で素す直なおに言えるのが東ひがしのいいところだと、南みなみは思う。優やさしさにイヤミがない。下心や打算もなく、変な照てれ隠かくしもなしに、ただ純じゆん粋すいに優やさしく出来る。そしてそれが、声や表情から分かりやすく相手に伝わる。これは一つの才能だ。一いつ緒しよにいるだけでホッと安心出来る。元の世界に戻もどるまでどのくらいかかるか分からないが、東ひがしのこの才能は、ストレスの多いサバイバル暮らしにおいては非常に助けになるはずだ。

　東ひがしの返事を聞いて、しばさんの満面にパァッと笑えみが広がった。

「やったー！　食べるー！」

　大喜びで飛とび跳はねると、包んでいる葉っぱごとかぶりつく。そのまま一口でペロリと平らげてしまった。

「美味おいしい？」

「あつくて、いつもとちがう味……！」

　耳をピコピコ動かしながら、驚おどろいた顔で答えるしばさん。

　南みなみが苦く笑しようした。

「まあ、いつもはそのまま血抜ぬきもしないで生肉食ってんだろうし、慣れてる味とは違ちがうわよね。包んでる葉っぱごと食べたし」

「でも、おいしいよ！　ふしぎな味！」

　そう言うと、しばさんは興奮のあまり勢いよく辺りを走り回る。

「もっと食べる！　もっと！」

　舌を出してハッハッとせがむしばさん。

「はいはい、いい子だからちょっと待ってね」

　東ひがしは穴から新たに一つ包みを取り出すと、今度は葉っぱを丁てい寧ねいに開いていく。

「待つ！　私いい子だから！」

　しばさんはよだれを垂らしながらじっと東ひがしの手元を見つめる。

「はい、お待ちどうさま。ちゃんと待てたね～。えらいえらい」

　東ひがしがニコニコと微笑ほほえみながら、お肉を差し出した。

　しばさんは目の前に焼けた肉が差し出されると、待ちきれないようにそのまま口を近付けて、やっぱり一口で平らげる。

　そして再び走り回るしばさん。
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「おーおー、はしゃいじゃって」

　南みなみはしばさんの様子に苦く笑しようした。

　感情というものは本来体の動きと強く結びついているもので、嬉うれしい時は走り回ったり小こ躍おどりしてしまったりと、じっとしていられないのが自然なのだ。嬉うれしくても顔や声に出すだけでじっと大人しく座すわっているなどという振ふる舞まいは、人でも犬でも長い訓練を経てようやく可能になるのである。

　千ち秋あきがそわそわした様子で東ひがしをうながした。

「東ひがしさん、さっきの、アキノノゲシとかいう草は食べないんですか？」

　ぷろびでんすとかいう怪かい物ぶつの肉が思いの外美味おいしかったせいで、他のものも試ためしに食べてみようという気が湧わいてきたらしい。

「あ、そうだね。ちょっと待って」

　東ひがしは穴からアキノノゲシの包みを取り出すと、川で水に晒さらして何度もよく絞しぼる。そして、ちょっと囓かじって味見をしてから、うんとうなずくと戻もどってきた。

「大だい丈じよう夫ぶそう？」

　南みなみが尋たずねると、東ひがしは笑え顔がおで答える。

「大だい丈じよう夫ぶ。キク科の草は苦みのある物が多いし、夏場の固い葉だと尚なお更さらなんだけど、思ったより苦みも取れてるし柔やわらかいよ～」

　そう言うと、絞しぼったアキノノゲシを広げて肉を包み、南みなみと千ち秋あきに差し出した。

「はいどうぞ」

「ありがと」

「いただきます東ひがしさん」

　そして東ひがしも自分の分を用意すると、蒸むした肉のアキノノゲシ巻きを三人揃そろって一口食べる。

　皆みなの顔が同時にパッと輝かがやいた。

　東ひがしが声を弾はずませる。

「この組み合わせ、美味おいしいかも……！」

　千ち秋あきも驚おどろいた顔でうなずく。

「確かに、美味おいしいですね。この葉っぱも全然癖くせがなくて柔やわらかくて、雑草とは思えない……！　普ふ通つうに食しよく卓たくに並んでても違い和わ感かんないですよこれ……！」

「うん！　脂あぶらが乗ってジューシーな肉の旨うま味みと、アキノノゲシのさっぱり感とが、絶ぜつ妙みようなバランスで口の中でとろけるわね。これは美味うまいわ！」

　満足げな表情の南みなみ。

　アキノノゲシの僅わずかに残ったほろ苦い風味が脂あぶらのしつこさを打ち消して、何とも言えない絶ぜつ妙みようなバランスだ。

　千ち秋あきが、食べかけの肉とアキノノゲシを改めて見つめた。その顔に、沸ふつ々ふつと興奮が湧わき上あがってくる。

「これってもう、充じゆう分ぶんに『ちゃんとした料理』のレベルじゃないですか!?　確かに調味料は無いですけど、素人しろうとのバーベキューよりよっぽど上手に焼けてますし！　グリルもフライパンもないのにこんなの作れちゃうなんて、すごくないですか！」

　その言葉に、南みなみもうんうんとうなずく。

「自分たちで起こした火！　自分たちで掘ほった穴！　自分たちでゲットした肉！　自分たちで摘つんだ草！　これでこそ、本当の自じ炊すいってもんよ！　世間で手料理だの自じ炊すいだの言ったって所しよ詮せん、火も調理器具も食材も、全て誰だれかが用意してくれたもので、それを金で買って最後の仕上げだけちょっと自分の手を加えるだけ！　そんなもの、所しよ詮せんはおままごと！　カップ麵めんにお湯を注ぐのと大差ないわ！　今私わたしたちがやった事こそ、真の手料理！　これこそ真の女子力ってものよ!!」

　火を起こした時よりも更さらに増長した南みなみの高笑いが響ひびいた。

　そんな南みなみに、千ち秋あきも諸もろ手てを上げて賛同する。

「考えてみたら、昔から竈かまどの管理は女の領分！　火を起こすって事自体がそもそも女子力の極きわみですしね！　世間一いつ般ぱんの手料理の女子力を仮に五としたら、火起こしから自力でやってしまった私たちの女子力は五十三万はありますよ!!!!　更さらに変身をあと三回は残してるレベルですよ!!!!」

「その通り！　まさに女子力の権ごん化げ!!　私たちこそが現代に生み落とされた人類最後の女子力モンスターよ[image: ]　自分で自分が恐おそろしい程ほどだわ!!!!」

　ウワハハハハ、と肩かたを組んで笑い合う南みなみと千ち秋あき。

　ひとしきり笑い終えたところで、東ひがしが南みなみに尋たずねてきた。

「これ、しばさんにもあげて大だい丈じよう夫ぶかな……？　犬って肉食だし、あんまり野草とか食べない方がいい……？」

「んー、犬はかなり雑食なんだけど、確かこれってキク科の草なんだっけ？」

「うん」

「じゃあ、一応やめとくか。犬はキク科の野菜でお腹なか壊こわすって話があるから。ウチの犬どもは春しゆん菊ぎくとか結構食うし、加熱した上であんまりたくさんじゃなきゃ大だい丈じよう夫ぶなんだろうけど、無理して食わす必要ないしね」

「そっか。それじゃ一応やめとくね」

　そこへしばさんが駆かけ戻もどってくる。

　葉っぱ無しの蒸むし肉を渡わたしてあげる東ひがし。

　千ち秋あきと南みなみは、自分でアキノノゲシを肉に巻きながら食べる。

　そうして四人は心ゆくまで怪かい物ぶつの肉を堪たん能のうした。




「いや～、食ったわね。満腹だわ」

　ポンポコリンに膨ふくらんだお腹なかを撫なでながら、満足そうにゲップする南みなみ。

「これだけ食べてもまだまだたっぷり余ってるし、当分食料には困らなそうだね～」

　そう言って、まだ山積み状態の肉を眺ながめる東ひがし。

　千ち秋あきが計算を始めた。

「怪かい物ぶつ……ぷろびでんす、でしたっけ。これの触しよく手しゆ、持ってみた感じだと十キロ入りの米こめ袋ぶくろ一つ分くらいでしたよね。それをみんなで二本ずつ、私は一本持ってきてるから、そうすると七十キロ……」

「内臓ないからほぼ丸ごと肉だしね。骨と皮の重量除いたとしても、一本当たり八キロから九キロはあるわ」

　南みなみがそう補足する。

　計算を続ける千ち秋あき。

「って事は、八キロだと見積もっても七しち八は五十六キロ……。歩くとお腹なかが減りますから一回の食事でたっぷり三〇〇グラム前後食べたとして、一日三食で九〇〇グラム。ちょっと多めに一キロと見積もるとして、これを四人が同じだけ食べると仮定すると、一日の消費量は四キログラム。これなら十日以上は食いつなげる計算ですよ」

　そう言って千ち秋あきは顔を輝かがやかせた。少なくとも十日は何とか生きのびられる目め処どが付いた事で、ホッと安あん堵どの表情を浮うかべる。

　だがその時、東ひがしがハッとした。

「あ、でもどうやって運ぼう……？」

　合計七〇キロともなると、相当な荷物だ。しかも、台車どころか肉を入れる容器や袋ふくろすらないのである。

　しかし南みなみは事も無げに言う。

「ちょっと重いけど、皮で包んでみんなで担かつげばいいんじゃないの」

　ちゃんとそこまで考えて、触しよく手しゆの皮はみんな綺き麗れいな一枚皮になるように剝むいておいたのだ。

　その言葉にポンと手を打つ東ひがし。

「あ！　確かに、皮で包めば何とかなるね！」

「まあ、それしかないですよね。重くても、食べられないよりマシですし」

　非力な千ち秋あきも仕方なさそうにうなずく。

　というわけで、食べきれずに余った肉は皮で包み、持ち運べるだけ持っていく事にした。

　ところが。

「ない！　ない！　ない！　ちょっと待って！　ウソでしょ！」

　岸辺の岩まで戻もどった南みなみの絶ぜつ叫きようが川原に響ひびき渡わたった。

　手て頃ごろな岩場の上で肉を取った後、その場に皮を適当に放り投げておいたはずなのに、その岩の上には何もない。

「岩から落ちて流れてっちゃったみたいだね～……」

　東ひがしが岩に残された血や脂あぶらの跡あとを見ながら、あらら、という顔をした。剝はいだばかりの生皮は重いし滑ぬめる。どうやら自重で川にずり落ちてしまったらしい。

　千ち秋あきが川かわ面もを眺ながめながら肩かたを竦すくめた。

「結構急な流れですしね……。残念ながらもう見つからないかと……」

「くっそー！　あれだけ大きな皮が七枚もあったのよ！　全身包くるめるサイズの皮が七枚も!!　荷物包む以外にも、いくらでも使い道があったのに……！」

　ギリギリと歯は軋ぎしりをして悔くやしがる南みなみ。

　東ひがしが慰なぐさめる。

「まあまあ、なくなっちゃった物はしょうがないよみなみん。それより今は、お肉をどうやって運ぶか考えないと」

「まあそうね」

　南みなみは失敗を引きずらない性格だ。過ぎた事をウジウジ悔くやんだところでどうなるものでもない。次に生かすために失敗の内容を検討する事は大事かもしれないが、ただ悔くやむのは時間の無む駄だだし、悪かったと思ってますアピールをするだけならもっと無む駄だである。すぐに気持ちを切きり替かえると、顎あごに手を当てた。

「包むのが不可能になった以上は、棒にでも吊つるして担かついでいくとか……」

　千ち秋あきが賛同した。

「いいかもしれません。その方が天日干しにもなって、腐くさりにくいでしょうし」

「水分が抜ぬければそれだけ軽くなるしね」

　東ひがしもうんうんとうなずく。

　早さつ速そく三人は肉を吊つるして運ぶための枝を探すと、川の水で洗ってから肉を引っかけた。いくつにも分かれた枝に目め一いつ杯ぱいの肉にく片へんをぶら下げると、枝分かれしていない方を肩かたに乗せる。しばさんにも同じように持ってもらって、四人は持てる限りの肉を持つと出発した。せっかくゲットした肉の大半はこの場に置いていく事となったが、それでも何日かは食いつなげそうな量は持っていけた。

　アナグマの巣穴まで何日かかるのかは分からない。アナグマに出会っても帰るための情報が得られる保証はない。だが少なくとも、自分たちは火を起こし、肉を手に入れ、食べられる野草もある。食事さえ取れれば生きていける。肉の大半を置いていくのは心残りだが、この肉だって自分たちで手に入れた物なのだから、この先も手に入れる事はきっと出来るだろう。

　自分たちだけでも、何もないこの世界でなんとか生きていけそうだという確かな手応えに、一行は力強い足取りで出立するのだった。







[image: 第五話　弓弦が切れた!]







　怪かい物ぶつの肉を食って腹ごしらえを終えた一行は、しばさんの案内に従ってしばらくは川沿いに山を下った。

　やがて川を離はなれ、今度は尾お根ね伝づたいに道無き道を進む。

　そうこうする内に、日が傾かたむいてきた。

「太陽、大分傾かたむいてきたね……」

　東ひがしは、空を見て呟つぶやいた。太陽の位置はもうすでに、頭上ではなく横にあるといった方が近い状態だ。あと一、二時間もすれば暮れてしまいそうである。

　南みなみが額の汗あせを拭ぬぐいながら言った。

「夜になる前に火を起こさないとマズいわね……」

「確かに、暗くなってしまってからじゃ、何も見えませんからね。明るい内に起こしておかないと」

　千ち秋あきも賛同する。

　確かに二人の言う通り。ここは山の中。街灯などないし、自分たちは懐かい中ちゆう電灯もランタンも持っていないのだ。

　とはいえ、一刻も早く元の世界に帰る手て掛がかりを摑つかむべきである現状、進めるだけ進んだ方がいいのも事実。あと一時間くらいは歩いてからでもいいような気もする。どうするべきかと悩なやむ東ひがし。
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　すると南みなみが即そつ決けつした。

「それじゃ、今日はここまでで終しゆう了りよう！　野営地探すわよ！」

　こういう時、決断の早い南みなみがいてくれると助かる。優ゆう柔じゆう不ふ断だんな東ひがしだけだと、悩なやんでいるだけで日が暮れてしまうところだ。

　東ひがしは、先頭をずんずんと進むしばさんに声をかけた。

「しばさーん！　今日はもうここで泊とまるってー！」

　その声にしばさんは振ふり向むくと、ぴょこぴょこと小走りに戻もどってきた。

「きょうはもうおわり？」

「うん。みんな、今日はここまでにしようって」

「私、ぜんぜんつかれてないよ！　もっとすすめるよ！」

　大きく尻尾しつぽを振ふりながら、全身でアピールするしばさん。どうやらもっと歩きたいらしい。

「でもそろそろ日が暮れそうだから。夜だと足元が見えなくて危ないでしょ？」

「だいじょうぶ！　くらくても見えるよ！」

　しばさんはなかなか譲ゆずらない。

　南みなみがやれやれと溜ため息いきを吐ついた。

「犬は、っつーか大たい抵ていの哺ほ乳にゆう類るいの目は暗いとこ平気だからねー……」

　東ひがしはしばさんの前に屈かがみ込こみ、目線を合わせて説得にかかる。

「ゴメンね。しばさんと違ちがって私たちは暗くなると見えなくなっちゃうの」

「そうなの？」

　キョトンと小首を傾かしげるしばさん。

「そうなの。だから見える内に泊とまる場所を探さないといけないの。分かる？」

「……わかる」

「ありがとう。しばさんいい子だね～」

　東ひがしは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「まだ歩けるのにな～……」

　しばさんは、しかたないなぁ、といった顔で目を閉じ溜ため息いきを漏もらした。

　そして、ヒクヒクと鼻を動かすと斜しや面めんを下り出す。

「それじゃ、こっち」

　三人を振ふり返かえると、先導するように下っていくしばさん。

　生おい茂しげる草を搔かき分わけながらついていくと、しばさんは木々の生おい茂しげる中を進み、程ほどなくして平らな場所に出た。

　地面にはフカフカした綺き麗れいなコケが生え、すぐ側には透とう明めいな湧わき水みずが岩から勢いよく湧わき出している。頭上は木々の葉に覆おおわれているが、一部、木が倒たおれてぽっかりと空いた穴があり、そこから差さし込こむ木こ漏もれ日びが光の筋を作っていた。空気は澄すんで涼すずしく、何だか森の精でも出てきそうな場所である。

「きょうはここできゅうけい！」

　三人を振ふり返かえって、そう吠ほえるしばさん。そして湧わき水みずに屈かがみ込こむと、舌を出してぺちゃぺちゃと水を飲む。

　東ひがしは思わず感動して声を上げた。

「綺き麗れい！　素す敵てきなところだね～！」

　綺き麗れいなだけじゃなく、水もあり、フカフカしたコケの上なら寝ねころんでも痛くない。野宿するには最適な場所である。

「ここ、しばさんのお気に入りの場所なの？」

　東ひがしがそう尋たずねると、しばさんは顔を上げ、尻尾しつぽを振ふり振ふり元気よく答えた。

「知らないばしょ！　でも水の匂においがしたから！　あと、だれかのなわばりの匂においがないから！」

「知らなくてもいきなりこんな素す敵てきな場所探せちゃうんだ！　すごいね！　しばさんの鼻！」

　感激して思わず拍はく手しゆする東ひがし。

　しばさんは、ムフーと得意気に鼻はな面づらを上げた。そして、東ひがしに抱だきつくように体をすり寄せる。

「ほめて！　もっとほめて！」

「すごいすごい！　しばさんホントにすごいよ～！」

　東ひがしは満面の笑え顔がおを浮うかべて、しばさんを撫なでまくる。南みなみが、サバイバル生活で犬はとても頼たよりになると言っていたけど、本当にその通りだ。

　しばさんはごきげんな表情で東ひがしの顔を舐なめ、尻尾しつぽを振ふった。

　その隣となりで、南みなみが周囲の木々などを見回してうなずいた。

「ま、ここでいいでしょ。雨も風もある程度防げそうだし」

　そう言って、昼間の肉の余りをぶら下げた枝を木に立てかけると、火起こし道具一式を地面に置く。そして湧わき水みずの側にしゃがむと、手で掬すくって口に含ふくんだ。

「ふぃ～っ。冷たい」

　満足そうに息を吐はく南みなみ。

　東ひがしも荷物を置いて南みなみの側にしゃがむと、手を洗って水を飲んだ。

「美味おいしい～！　生き返るね～！」

　岩から湧わき出したばかりの清らかな水は、冷たさと、ほのかな甘あまさを湛たたえて、渇かわいた喉のどを優やさしく癒いやす。

　考えてみれば、川沿いから離はなれて以降、水分補給は全くしていないのだ。水すい筒とうも何もないし、辺りに自じ販はん機きがあるわけでもないので、水の近くから離はなれると途と端たんに水分補給が出来なくなるのである。自分で思っていた以上に喉のどは渇かわいていたようで、一度飲み始めると止まらない。

　千ち秋あきが、心配そうな顔をして二人の後ろから覗のぞき込こんだ。

「飲んで大だい丈じよう夫ぶなんですか……？　殺さつ菌きんも消毒されていない山の中の生水なんて……」

「え？　あ、そういえば……」

　そう言われると不安になる東ひがし。しばさんも南みなみも平気で飲んでいたから自分も深く考えずに飲んだけど、軽けい率そつだっただろうか。菌きんや寄生虫、そして重金属など、素す性じようの分からない水は何が含ふくまれているか分からないのだ。お祖父じいちゃんやお祖母ばあちゃんと一いつ緒しよに山に入って湧わき水みずを飲んだり、湧わき水みずの出る神社で水を汲くんできたりした事はあるけど、ああいうのは長年使われて大だい丈じよう夫ぶだって分かってる水だし……。

　だが、南みなみが千ち秋あきの心配を軽い調子で笑い飛ばした。

「川の水は飲んでた癖くせに、今になって湧わき水みず心配するってどういう事よ」

「いえ、そりゃまあそうなんですけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。川の水より湧わき水みずのほうが安全だって。それに寄生虫か何かいたとしても、水分不足になるほうが体にはずっと悪いわよ。こんな真夏のクソ暑い中、ずーっと歩いてきたんだし。そもそも寄生虫に中あたったとしても影えい響きようが出るのは何週間か経たってからだから、それまでに帰ればいい話だけど、暑い真夏に水分不足になったらあっという間に動けなくなって三日も保たずに死ぬわよ」

　そう言うと、水を掬すくって顔を洗う南みなみ。
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　そんな南みなみの様子を見ていると、東ひがしも今度は何だか大だい丈じよう夫ぶな気がしてくる。元々東ひがしが周囲に流されやすい性格だというのもあるが、南みなみには何故なぜか周囲を巻まき込こむ不思議な雰ふん囲い気きがある。南みなみが大だい丈じよう夫ぶだと言うと、何だかそんな気になってしまうのだ。

　生水を警けい戒かいしていた千ち秋あきも結局東ひがしの隣となりにしゃがみ込こみ、両手で水を掬すくって恐おそる恐おそる口を付けた。

　そして、思わず大きな声を出す。

「……美味おいしい！」

　そのまま千ち秋あきも、貪むさぼるように水を飲み始めた。

　その様子を眺ながめながら、南みなみが勝かち誇ほこった笑えみを浮うかべる。

「どうよ？　ある日森の中、犬に出会った程度でも、結構助かるもんでしょ？」

　まるで自分の手て柄がらのように言いながら、得意気にしばさんを撫なでる。

「確かに……。知らない場所で水場探しとか、私たちだけじゃ絶対無理ですもんね」

　素す直なおに認める千ち秋あき。

　東ひがしもうんうんとうなずく。

「しばさんの鼻のお陰かげだよね」

　しばさんはそれを聞くと、わふーっと得意気に鼻を上げた。

　そして一行は、無心に水を貪むさぼり続けた。




　ひとしきり水を飲んだところで、南みなみが立ち上がる。

「それじゃ、暗くなる前に早さつ速そく野営の支し度たくに取りかかるわよ！」

　東ひがしが手を上げた。

「じゃあ私、薪たきぎ用の枝を集めてくるね。しばさん、一いつ緒しよに行こ」

「行くー！」

　まだ運動し足りない様子のしばさんを誘さそって、薪まき拾いに行く東ひがし。その後ろを追って、ピョンピョンと跳とびはねるように走るしばさん。

「じゃあ私と南みなみさんは、こっちで準備しときますね」

　千ち秋あきが声を掛かける。

「うん。お願い」

　東ひがしは千ち秋あきに手を振ふり、しばさんと共に森の奥おくへと入った。

　日が射ささない森の中では草は育ちにくいので、茂しげった草むらを搔かき分わける必要もほとんどなく歩きやすい。森の中を歩きながら、乾かわいた小枝を探して拾い集める。

　しばさんが東ひがしの隣となりをちょこちょこと小走りに歩き回りながら尋たずねる。

「枝を拾えばいいの？」

「うん。そうだよ。なるべく乾かわいてるのを選んでね」

　風で折れた枝、病気になったり日当たりが悪くなって自然に落ちた枝など、森の中は小枝でいっぱいだ。河原とは比べ物にならない量がある。薄うす暗ぐらい森の地面は湿しめっていて、地べたに落ちた枝も湿しめったり腐くさったりしている事も多いが、曲がっていたりして地面から少し浮ういていれば充じゆう分ぶん乾かん燥そうしている。他の木の枝に引っかかったものなら、乾かわき具合はより完かん璧ぺきだ。あっという間に、両手に抱かかえきれないほどの枝が集まった。

　しばらくして東ひがしとしばさんが戻もどると、地面の苔こけや枯かれ葉はが取り除かれて土が露ろ出しゆつし、その上に乾かわいた石を並べられていた。

　南みなみが振ふり返かえる。

「お帰り。こっちは準備出来てるわよ」

　東ひがしとしばさんが腕うでいっぱいに抱かかえた枯かれ枝えだを置くと、南みなみが早さつ速そく火起こしを始めた。

　弓を前後させて火切り杵ぎねを回転させると、数分としない内に焦こげた匂においが漂ただよい始め、火切り杵ぎねの先からは黒く焦こげた火種がモリモリと湧わき出してくる。

「なんかもう、手慣れた感じだね～」

　東ひがしがそう言いながら、枯かれ草くさを丸めて火ほ口くちを作った。

「まあ、正しいやり方さえ分かれば難しい事じゃないからね」

　南みなみは得意気に笑いながらたっぷりと火種を作る。

「道具も揃そろってますしね」

　枝を組んで焚たき火びの準備を整える千ち秋あき。

　まだ一度しか火起こしの経験はない癖くせに、すっかり三人ともいっぱしの熟練者気取りである。

　そんな三人の様子を「何してるのかな？」と不思議そうに眺ながめながら、辺りに漂ただよう焦こげた匂においをクンクンと嗅かぐしばさん。

　東ひがしはそれに気付いて説明する。

「今ね～、火を起こす準備をしてるんだよ。焚たき火びの赤ちゃん」

「じゅんび……？　たきびの赤ちゃん……？」

　しばさんはちょこっと小首を傾かしげて少し考えてから、ピンと閃ひらめいた顔で嬉うれしそうに吠ほえた。

「分かった！　むしやき！」

「そうだね～。火が起きたら、今度はそれを使ってご飯の準備だね」

「ごはん！　ごはん！」

　しばさんは嬉うれしそうに跳はね回まわる。

　その時、突とつ然ぜんブチッと音がした。

「あっ！」

　南みなみの声が短く響ひびく。

　東ひがしはどうしたのかと振ふり返かえり、次の瞬しゆん間かん悲鳴を上げた。

「切れちゃった！」

　弓の弦つるが、切れたのだ。

　慌あわてて駆かけ寄よる東ひがし。

「どうしたの!?　ケガしたの!?」

　しばさんも一いつ緒しよに駆かけ寄よって、心配そうに南みなみと東ひがしを見比べる。

「あ、ううん大だい丈じよう夫ぶ。そうじゃなくて弓の弦つるが……」

　東ひがしがしばさんに説明していると、千ち秋あきが慌あわてて叫さけんだ。

「二人とも何ボーっとしてるんですか！　火種は起きてるんですから、とりあえず火を点つけないと！」

　その声でハッと我に返る東ひがし。大急ぎで火ほ口くちを差し出した。

　南みなみが足元の火切り臼うすの周りに溜たまった火種を火ほ口くちに移す。そして息を吹ふきかけながら組んだ薪まきの下に入れた。

　幸い、火種の量は足りていたようで、火ほ口くちからはすぐ炎ほのおが上がってきた。南みなみが更さらに息を吹ふき込こむと徐じよ々じよに薪たきぎに燃え移る。

「ギリギリセーフ……ッ！」

「良かった～……」

「間に合いましたね……」

　ホッと胸を撫なで下ろす三人。やれやれと額の汗あせを拭ぬぐう。

　しばさんも、何やらピンチは凌しのいだらしいと見て、みんなの真似まねをするようにホッと溜ため息いきを吐ついた。

　東ひがしが改めて切れた弓の弦つるを見ると、昼間の時とは様子が違ちがう。火切り杵ぎねとの摩ま擦さつで擦すり切きれたのではなく、引っ張りに耐たえきれなくて千切れた感じだ。触さわってみると、弦つるはカラカラに乾かわいて固くなっている。

　千ち秋あきが切れ目をつまみながら首を傾かしげた。

「それにしても、何で切れちゃったんでしょうね」

「強度的に、火起こし二回が限界だとか……？」

　南みなみも切きれ端はしを見ながら唸うなった。

「多分これ、乾かん燥そうして固くなっちゃったから、千切れやすくなったんじゃないかな」

　東ひがしはそう言いうと、昼間余分に作っておいた縄なわを取り出した。うんと力を込こめて引っ張ると、こちらの予備も千切れてきた。東ひがしの力程度で千切れるのだから、相当に強度が落ちている。

　それを見た南みなみが困った顔で東ひがしを見た。

「葛くずって蔓つる草くさの中でもかなり丈じよう夫ぶなほうなんでしょ？　それでも乾かわいたらこんなに弱いとなると、火起こしのたびに毎回皮かわ剝はいで縄なわを綯なう必要があるって事？」

「そうなるとかなり面めん倒どうですね。葛くずの生えてない場所だと火は起こせないって事になりますし……」

　千ち秋あきもそう言って周囲を見回す。この周辺には蔓つる草くさも丈たけの高い草も全く生えていない。コケと、地面に葉を広げた柔やわらかそうな草だけだ。

「水で濡ぬらせば少しはマシにならないかな……」

　千切れた予備の縄なわを触さわりながら言ってみる東ひがし。

　南みなみが即そく座ざに渋しぶい顔をした。

「火を起こす道具だし、出来ればあんまり濡ぬらしたくはないのよね……」

「そっか。そうだよね。火切り杵ぎねを伝って水が落ちてきたら、火なんて起こせなくなっちゃうし……」

　言われてみれば確かにそうだ。東ひがしも困った顔になる。

　南みなみが天を仰あおいで嘆なげいた。

「何て事！　火を自分の物にしたと思ったのは勘かん違ちがいだったのね！　自うぬ惚ぼれていた！　今の私たちは所しよ詮せん、本当は弓ゆ弦づるとしての使用に耐たえる蔓つる草くさがあるところでしか火を起こせない半はん端ぱ者に過ぎなかったんだわ！」

　千ち秋あきが深々と溜ため息いきを漏もらした。

「ちゃんとした紐ひもが一本あればそれで済む話なんですけどね……。その『ちゃんとした紐ひも』ってのが、私たちの置かれた状じよう況きようだとまず無理っていうのが……」

　南みなみが自分の履はいている靴くつを見下ろして肩かたを竦すくめる。

「これが紐ひも靴ぐつだったら、靴くつ紐ひも使えるんだけどねー……」

　学校指定の靴くつは革かわのローファーで、紐ひもは付いていない。

　東ひがしはちょっと考えてから、自分のスカートをつまんだ。

「スカートの布をほぐして糸を取って、それを撚より合わせて紐ひもにしてみたらどうかな……？」

　糸さえあれば、それを撚より合わせて太い紐ひもにする事は出来る。多分、直径五、六ミリ程度の太さがあれば、充じゆう分ぶんに使えるはずだ。

　だが千ち秋あきが慌あわててそれを否定する。

「いや、それはダメですよ！　サバイバルでは服は貴重品なんです！　布なんてまず手に入らないですし、布どころかまともな糸を手に入れる事すらまず不可能ですからね！　布の袋ふくろだとか漂ひよう着ちやくした帆はん船せんの帆ほをほぐして糸や紐ひもを取るってのは漂ひよう流りゆうモノのノンフィクションではよく見ますけど、自分の服を使うのは最後の手段ですよ」

　南みなみも千ち秋あきに同意する。

「確かにね。下手にほつれさせたらそのままダメになっちゃうし、ほつれ止めしたくても針だってないし。っていうかそれ以前に、刃は物ものもないのにスカート破いてほぐして糸を取り出すとか、出来る気がしないし」

「そっかー。確かに……」

　二人に反対されて、東ひがしは素す直なおにうなずいた。言われてみたら確かにその通りだ。ほぐしたら最後、元にはもう戻もどせなくなるし、それ以前にほつれさせる事自体が難しい。

「となると、残る可能性は一つね」

　南みなみが腕うで組ぐみをした。そして、全員の顔を見回す。何だろう。何かいい考えがあるんだろうか。ゴクリと唾つばを吞のむ東ひがし。

　南みなみの口が動いた。

「……何とかして葛くずの皮から糸を取るしかないわ」

　それを聞いた千ち秋あきが、思わず大声を上げた。

「は？　南みなみさん、いきなり何言い出すんですか？」

「何って、昼間火起こしした時に東ひがしが言ってたでしょ。昔は葛くずの皮から糸を取ったりもしてたって。ね、東ひがし」

「え？　い、言ったけど……」

　オドオドしながらうなずく東ひがし。確かに言ったが、自分が糸を取った事があるわけではない。上手うまくやれる自信はない。まさか、余り深く考えずに言った自分の発言がここで拾われるとは思ってもみなかった。どうしよう。これで上手うまくいかなかったら、自分が余計な事を言ったせいだ。

　千ち秋あきが眼鏡を光らせながら割って入った。

「ちょ、ちょっと待って下さい。糸っていったら普ふ通つう、絹とか木も綿めんとか麻あさですよね。どれも蚕を育てたり畑で栽さい培ばいしたりして作られる物で、山の中で簡単に手に入るものじゃあないですし、仮に材料があったとしても、そこから糸を紡つむぐには糸車だとかを回したり何だかんだしないといけないはずですよね？」

　そう言って二人の顔を見比べる。

　うなずく東ひがし。

「うん、普ふ通つうはそうだよね……」

「その糸車も、木を切って丸い車やハンドルやら作らないとダメなわけですよね？　その時点でもうアウトですよ。ノコギリもノミも何もない状態で、糸車なんて作れるはずもないですし。そういうの何も無しで出来るんですか？」

「まあ、出来るかどうかはやってみりゃ分かるわよ」

　気楽な声で言う南みなみ。

　千ち秋あきが厳しい顔で睨にらむ。

「こんなサバイバル生活で、無む駄だな体力を消しよう耗もうしてる余よ裕ゆうは無いですよ！　やってみてダメだった、ってなったらそれだけで滅め茶ちや苦く茶ちや疲つかれて簡単には回復しないんですからね！　体力もメンタルも！」

　火切り杵ぎねを削けずろうとしていくつも石を割り、その挙げ句全てが徒労に終わった千ち秋あきの言葉には、実体験に裏打ちされた重みが伴ともなう。

　南みなみが東ひがしの顔を見た。

「どうなの？　糸車とかないと無理なの？」

　東ひがしは一いつ生しよう懸けん命めいに記き憶おくを辿たどる。発ほつ端たんが自分の発言なのだから、何とかして上手うまくやれる方法を思い出さなくちゃいけない。

「ん～、私はお祖母ばあちゃんに聞いただけでやった事ないけど、特別な道具はなくてもよかったはずだよ……。確か、茹ゆでてから地面に何日か埋うめておくと要いらない外の皮が腐くさるから、それを洗い流すと繊せん維いだけが残るんだとか……」

「え？　それだけでいいんですか？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような顔をする千ち秋あき。

　だが今度は逆に南みなみがう～んと腕うでを組んだ。

「そんなに難しくなさそうだけど、何日も足止めってのはちょっと困るわね……」

　東ひがしも難しい顔でうつむく。

「確かに……」

　自分たちの目的はあくまで元の世界に戻もどる事。そして今は、そのための情報を得るために、アナグマを訪ねる途と上じようだ。こんなサバイバル生活がいつまでも続けられるはずもないし、帰る方法は一刻も早く見つけなければならない。数日も足止めされるのは困るのだ。

　南みなみが腕うでを組んだまま首を傾かしげた。

「もっと早くできる方法ないのかしら」

「外の皮を腐くさらせる時間を短縮すればいいって事なんでしょうけど……」

　千ち秋あきも眼鏡を掛かけ直しながら考かんがえ込こむ。

　東ひがしも別の方法がないかと再び必死で記き憶おくを辿たどった。そしてハッとひらめいて顔を上げる。

「あっ、そうだ！　灰！　灰で煮にたらどうかな！」

「灰で煮にる？」

　南みなみが怪け訝げんそうに聞き返した。

　東ひがしは説明する。

「えっとね、和紙作る時に、原料のコウゾの皮を灰で煮にるって聞いた事があるの！　そうすると柔やわらかくなるんだって！　それで、葛くずの皮も、乾かん燥そうしたら固くなるから折れちゃうわけで、柔やわらかったら折れないし千切れないと思うの！　ちゃんとした糸にはならないかも知れないけど、乾かわく前の皮と同じ程度の柔やわらかさになれば、使えるんじゃないかな！」

　それを聞いた千ち秋あきがパッと顔を上げる。

「それはアリかもしれません！」

　南みなみが東ひがしに確かく認にんした。

「コウゾじゃなくて葛くずでもちゃんと効果出るの？」

「それは大だい丈じよう夫ぶだと思う。植物の体って、繊せん維いを接着剤ざいで固めたような感じになってて、その接着剤ざいの役割をしてる『リグニン』っていう物質がカチカチになる原因だから、それはコウゾも葛くずも一いつ緒しよのはずだし。多分、灰で煮にてコウゾの皮が柔やわらかくなるのはリグニンが溶とけるからだと思うの。それで、リグニンが溶とけるんなら葛くずの皮だって柔やわらかくなるんじゃないかなって」

　おぼろげな知識を必死にたぐり寄せながら推論する東ひがし。

　千ち秋あきが力強くうなずいて、東ひがしの言葉を後あと押おしする。

「リグニンはアルカリで分解出来ますからね！　灰で煮にるっていうのは理に適かなってますよ！　木材からパルプを取って紙を作るのだって、強アルカリでリグニン分解してセルロースの繊せん維いだけにしてるわけですし、原理は一いつ緒しよです！」

「灰ってアルカリなの？」

　尋たずねる南みなみ。

　千ち秋あきは即そく答とうする。

「そうですよ！　『アルカリ』ってのはアラビア語で『THE・灰』って意味ですからね！　灰は人類最古のアルカリ剤ざいですよ！」

　さすが優等生。一年生なのに、東ひがしよりもずっと色んな事を知っている。すごいなぁと感心する東ひがし。

　南みなみは顎あごに手を当て、再度確かく認にんするように尋たずねた。

「それって、何日も煮にるわけじゃないのね？」

「多分、数時間程度で大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

　東ひがしは自信なく小声になる。正直、やった事はないのでよく分からない。

　助けを求めるように隣となりの千ち秋あきをチラッと見たが、学業優ゆう秀しゆうな千ち秋あきもそこは分からないようで、困った顔で東ひがしを見返す。

　東ひがしは不安な気持ちを抱かかえながら、決断を仰あおぐように視線を南みなみに戻もどした。

　南みなみは少しの間じっと黙だまって考えていたが、いつものようにすぐ決断すると、勢いよく拳こぶしを突つき上あげた。

「よし！　それじゃあそれで行くわよ！　いつでもどこでも火が起こせるようになるってのは生き延びる上で超ちよう重要だし、そのために試ためせる事なら何でも試ためしていけばいいわ！　ダメだったらダメでその時よ！」

　千ち秋あきもうなずいた。

「そうですね。灰で煮にるだけならそこまで体力使うような作業じゃないですし、とりあえずやってみて、ダメならダメでその時考えましょう」

　東ひがしも二人の態度に勇気づけられて、やってみようと前向きな気持ちになる。

「それじゃ、予備に作っておいた葛くずの皮の縄なわがあるから、これを解いて煮にてみよう！」

　意見がまとまり、気持ちも一つに立ち上がる三人。

　だが次の瞬しゆん間かん、東ひがしはふと我に返った。そして呟つぶやく。

「あ、でも、お鍋なべがない……」

　その呟つぶやきに、同じく我に返る南みなみと千ち秋あき。

「あ……」

「そういえば……」

　三人の動きが、同時に止まった。

　そうだ。灰で煮にると言ったって、どうやって煮にればいいんだろう。下校途と中ちゆうにいきなりこの世界へ放ほうり込こまれた自分たちに、鍋なべの用意なんてあるはずがない。そしてこの世界にも恐おそらく、鍋なべなどという文明の利器は無い。

　それに気付いて、三人はがっくりと地面に手を突ついた。そして絶望に項うな垂だれる。

　鍋なべはない。そして鍋なべは作れない。鉄の鍋なべを作ろうと思ったら、鉄鉱石や砂鉄から鉄を精せい錬れんする技術と、それを成型して鍋なべにする技術が必要だ。

　土ど鍋なべを作るにしたって、焼き物に適した粘ねん土どを見つけ、成型し、ひび割れないように乾かん燥そうさせ、割れないように焼き、釉うわ薬ぐすりを掛かけてもう一度一二〇〇度以上で焼しよう成せいするわけである。焼しよう成せいするための窯かまも作らなくてはいけない。

　どちらにしても、今の自分たちには手の届かない代しろ物ものだ。作るためのスタートラインにすら立てない。

　日ひ頃ごろ当たり前のように使っている鍋なべ。どんな家にでも当然のように存在している鍋なべ。だが、その鍋なべ一つがどれだけ貴重な事か。

　煮にるとか茹ゆでるとかいった、普ふ段だん当たり前のように行っている事が、どれだけの文明と技術に支えられている事か。

　千ち秋あきが独り言のように呟つぶやいた。

「……そういえば以前読んだラウイッツっていう人の『脱だつ出しゆつ記』っていう第二次大戦あたりの時代のノンフィクションがありましてね。主人公がソ連の収容所に送られる途と中ちゆうで、シベリア辺りのトナカイ遊牧民が缶かん詰づめをもらうとすごく喜ぶって話があったんですよ。その理由が、缶かん詰づめの中身が目当てじゃなくて、缶かんが鍋なべになるからなんだとか」

「その気持ち、痛いほど分かるわね……」

「私たちも、今ここで空あき缶かんあったらそれだけで大助かりだもんね……」

　しみじみとうなずく南みなみと東ひがし。

　しばし沈ちん黙もくが続いた。

　その様子を見たしばさんが、心配そうに近づいてきた。そして、東ひがしにそっと身を寄せる。

「どうしたの？　おなかいたいの……？」

　くぅ～んくぅ～んと、気き遣づかわしげな声で尋たずねるしばさん。

　東ひがしは心配させまいと慌あわてて作り笑いを浮うかべると、しばさんを撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ～。心配してくれてありがとう」

　しばさんは、まだ心配そうにクンクンと東ひがしの匂においを嗅かぐ。そして、立ち上がると今度は元気な声で吠ほえた。

「ごはん食べようよ！　いっぱいごはん食べたらげんきになるよ！」

　そう言って力ちから一いつ杯ぱい尻しつ尾ぽを振ふる。

　みんなが落おち込こんでいるのを察して、何とか元気づけようとしているのだ。

　そんなしばさんの優やさしさに、微笑ほほえましい気持ちになる三人。

　南みなみが、苦く笑しよう混じりにうなずいた。

「そうね。とりあえず紐ひもの話はおいといて、先にご飯にしよっか」

　千ち秋あきも賛同する。

「食べて落ち着いたら、何かいい知ち恵えも出るかもしれませんしね」

　東ひがしは立ち上がった。

「それじゃ、お昼のお肉、食べよっか。準備するからちょっと待ってて」

　気持ちを切きり替かえ、枝に引っかけた肉を手に取る。

　強い日差しのお陰かげか、肉は思った以上に乾かわいていた。

　このまま焚たき火びで炙あぶって食べるか、それとも昼間のように地面に埋うめて蒸むし焼やきにするか、少し悩なやむ東ひがし。蒸むし焼やきにするなら、一回湧わき水みずで軽く洗って水分を足してやった方がいいかもしれない。

　そんな事を考えながら枝から肉を外していた東ひがしは、突とつ然ぜんハッとした。

　ある考えが、天てん啓けいの如ごとく閃ひらめいたのだ。

「みなみん！　千ち秋あきちゃん！　思いついた！」

　肉を手に握にぎりしめたまま、南みなみと千ち秋あきをガバッと振ふり返かえる。

「何？」

「何をですか？」

　珍めずらしく大声を上げた東ひがしに少し戸と惑まどい気味の二人。

　しばさんも、突とつ然ぜんの大声に一いつ瞬しゆんビクッとする。

　みんなが見つめる中、東ひがしは手に握にぎった肉をグッと前に突つき出だした。

「蒸むせばいいんじゃないかな！　お肉を料理した時みたいに！」

「蒸むす？」

「お肉みたいに……？」

　南みなみと千ち秋あきはポカンとしながら東ひがしの言葉を繰くり返かえす。しばさんも、キョトンとした。

　東ひがしは更さらに語気を強めた。

「糸！　糸の話！　葛くずの皮に、水でドロドロにした灰をまぶして、地面に埋うめて蒸むし焼やきにしたら、煮にたのと大体同じ事になると思うの！」

「そっ……！」

「その手がありましたね……！」

　南みなみと千ち秋あきにも、電流が走った。

　まさに神の如ごとき閃ひらめき。

　要するに、灰のアルカリで皮を固くする成分を分解してしまえばよいのだ。その為ために必要なのは、葛くずの皮を焦こがしてしまわない程度の熱と、灰の成分が皮に溶とけ込こむための最低限の水分。その二つがあればいいはずだ。何も鍋なべで煮にる事にこだわる必要などない。もし、溶とけた葛くずの皮の成分を煮に出だして流し去る必要があるというのであれば、しっかり蒸むした後で湧わき水みずで濯すすげばいい。多分それで行けるはず。

　そうと決まればグズグズしてはいられない。

　早さつ速そく三人は立ち上がった。しばさんも釣つられたようにピョコンと直立不動の姿勢。

　千ち秋あきが叫さけぶ。

「私、灰を作るための枯かれ葉はとか枝とか拾ってきます！」

　それに南みなみが続いた。

「よっしゃ私も！」

　東ひがしはそれを聞くと、森の入り口を指さす。

「じゃあ私、森に入る前のところに葛くずいっぱい生えてる場所があったから、戻ってもうちょっと採ってくるね！」

　かくして千ち秋あきと南みなみは枯かれ葉はや枝を取りに行き、東ひがしは葛くずを取りに走った。

「ごはんはー？」

　これからごはんタイムだと思っていたしばさんは「あれ～？」と首を傾かしげたが、走るものを追いかけたくなる本能に抗あらがえず、東ひがしの後を追って自分も駆かけ出だした。
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「それではしばさん、お願いします」

　そう言って、三人はしばさんに頭を下げた。

　葛くずの皮を蒸むすための準備に立ち上がってからおよそ一時間後。

　灰はすでにこんもりと山になり、葛くずの皮も剝むかれて束になっている。

　後は穴を掘ほって蒸むし焼やきにするだけだ。

「まかせてー！」

　みんなに頼たよられてやる気満々になったしばさんは、ムフーっと鼻を鳴らすともの凄すごい勢いで土を搔かき出だしていく。

「ほれたー！」

　直径五十センチほど、深さ三十センチほどの穴を、あっという間に掘ほるしばさん。

「いや～、何度見てもさすがね～」

　南みなみが腰こしに手を当てながら、満足げに穴を見下ろす。

「ほめて！　もっとほめて！」

　そう言いながら、得意気に三人の顔を見上げるしばさん。その無む邪じや気きな様子を見ると、東ひがしはもうじっとしていられなくなる。

「ありがとうしばさん！　すごいすごい～！」

　しばさんを抱だきしめて、これでもかとばかりに撫なでる東ひがし。しばさんは大喜びで顔や体を東ひがしに擦なすりつけながら、尻尾しつぽをブンブンと振ふった。

　そんな二人を、少し離はなれて羨うらやましげに眺ながめる千ち秋あき。

「いいなぁ……」

　それを聞いた南みなみが言う。

「アンタも褒ほめてあげたらいいじゃない」

「ほ、褒ほめたら私にもあんなふうにじゃれてくれますかね」

「そりゃそうよ。犬なんて褒ほめられたら喜ぶ生き物なんだし」

「それじゃ……！」

　千ち秋あきは意を決すると、自分も穴を見下ろして褒ほめてみた。

「いやーホント、しばさんがいて助かりましたよね！　私たちだけじゃ、この程度の穴を掘ほるにもどれだけかかるか分かりませんし！　道案内、水場探し、そして穴掘ほりと、本当にしばさん様々ですよ！」

　そして、チラチラとしばさんの様子を窺うかがう千ち秋あき。ほら、私も褒ほめましたよ！　今度はこっちに撫なでてもらいに来てください！　こっちはいつでも準備オーケーですよ！　みたいな下心を宿した目で、しばさんを盗ぬすみ見みる。

　それを見ながら、駄だ目めだこりゃと首を振ふる南みなみ。

　千ち秋あきの褒ほめ方はいちいち遠回り過ぎるしクドすぎる。もっと直接的に「すごい」とか「えらい」とか言って笑え顔がおを見せなければ、犬には伝わらない。

　案の定、しばさんはチラリと一いつ瞬しゆん千ち秋あきを見ただけで完全にスルー。

　がっかりする千ち秋あきを、しばさんではなく東ひがしが一いつ生しよう懸けん命めい慰なぐさめる結果となった。

　それはともかく。

「よーし、それじゃ始めるわよ」

　南みなみが葉っぱの付いた木の枝を箒ほうき代わりに使って、灰を穴に落とした。そして、葛くずの皮を灰の中に埋うめる。

　そこへ、東ひがしと千ち秋あきが湧わき水みずを手で汲くんできて、上からかけた。

　何度か水をかけると、灰はドロドロの泥どろのようになる。

　南みなみが木の枝を使って何度か灰を搔かき混まぜると、葛くずの皮は完全に灰に埋うもれた。

「よし。こんなもんでしょ」

　そう言うと枝を引ひき抜ぬき、軽く振ふって枝先の灰を落とす南みなみ。

　千ち秋あきが尋たずねる。

「これはどうします？」

　その手には、葛くずの皮を剝むくと出てきた中身。白っぽくて、鞘さやのようになっていて、その内側に柔やわらかい髄ずいを包つつみ込こんでいた物だ。

　東ひがしは即そく座ざに言った。

「それも一いつ緒しよに蒸むしてみない？　もし柔やわらかくなって折れなくなれば、その分使える紐ひもが増えるわけだし」

　この鞘さやみたいなものは、湿しめっている時は凄すごく丈じよう夫ぶだったのに、乾かわいた途と端たんにちょっと曲げただけでポキンと折れてしまうようになった。でも湿しめっている時の丈じよう夫ぶさを考えると、このまま打ち捨ててしまうのはちょっともったいない。それに、この鞘さやのようなものも、見ようによっては皮と呼べなくもない。糸を取る「内側の皮」というのは、もしかしたらこれの事かもしれないという可能性もある。

「そうね。思ったより灰もたくさん出来たし、入れても大だい丈じよう夫ぶでしょ」

　南みなみが同意して、一束摑つかむと放ほうり込こむ。

　東ひがしと千ち秋あきもそれに倣ならい、残りを穴の中に投げ入れた。

　そうしたら後は、肉を蒸むす時と同じように土避よけとして薄うすく葉っぱを被かぶせ、更さらに土を被かぶせると土を戻もどして、その上で火を焚たく。

「これで後は待つだけね」

　南みなみがパンパンと手の土を払はらった。

　千ち秋あきは、穴の上の焚たき火びに木の枝を加えながら言った。

「もう暗いですし、こっちはこのまま火が消えるまでほっといて、続きは明日の朝にしましょうか」

　東ひがしがうなずき、湧わき水みずで手を洗う。

「そうだね。それじゃ、今度こそご飯にしよっか」

　その言葉に、しばさんの耳がピコンと動いた。続いて体全体で飛び上がる。

「ごはん！　ごはんごはんごはん！」

　大はしゃぎで跳はね回まわるしばさん。

「はいはい。すぐ準備するからもうちょっとだけいい子で待っててね」

「待つー！　いい子だから！」

　しばさんははしゃいだ声でそう言うと、ちょこんとお行ぎよう儀ぎ良く座すわり込こんだ。そして、その場にじっとしながら、よだれをダラダラ垂らす。

　それを見て、可愛かわいいなぁと微笑ほほえみながら食事の支し度たくをする東ひがし。

　この暑い中、常温のままだと肉が傷いたむんじゃないかと少し心配だったけれど、木の枝にぶら下げて運んだお陰かげで干し肉のようになっており、傷いたんだ様子はなかった。

　調理方法は、昼間と同様に大きめの葉っぱに包んで蒸むし焼やきにしたり、もう一度直じか火びで炙あぶるのに挑ちよう戦せんしたりした。相変わらず塩も胡こ椒しようもない食事だけれど、焚たき火びを囲んでみんなでわいわい言いながら食べるとキャンプでもしているような気分になって美味おいしかった。みんなでキャンプで定番の歌を歌ったり、それを聞いたしばさんが歌に合わせるように遠とお吠ぼえをしたりと、食事の時間は賑にぎやかに楽しく過ぎていった。

　みんなお腹いっぱい食べてもまだ残った肉が後一食分くらいあったので、それらは遠火で炙あぶりながら焚たき火びに生木をくべて煙けむりを増やし、薫くん製せいっぽいものを作ってみたりして、和わ気き藹あい々あいと夜は更ふけていった。見知らぬ山に飛ばされて遭そう難なん中という現実を束つかの間ま忘れさせてくれる、和なごやかな一時だった。




　葛くずの皮を蒸むしたり、夕食を取ったりしている間に、とっぷりと日が暮れた。

　山の上のためか思ったよりも夜は冷えるが、それでも夏である。近くで火を焚たき、三人互たがいにぴったり寄より添そえば、枯かれ草くさを集めただけの掛かけ布ぶ団とんでも何とかしのげそうだ。周囲を囲む木々が風を阻はばんでくれるので、夜風もそれほど感じない。

　東ひがしは、一人離はなれたところで立っているしばさんに声をかけた。

「しばさんも、こっちで一いつ緒しよに寝ねない？」

　しばさんも一いつ緒しよに寄より添そってくれればもっと暖かいし可愛かわいいしと嬉うれしい事だらけである。

　だがしばさんは背を向けて仁に王おう立だちのまま、顔だけ振ふり返かえって答えた。

「ねないー！　みはりしてるからー！」

　そう答える間も、耳だけがピコピコ動いて注意深く周囲を探さぐる。

「そっか。確かに、何があるか分からないし、見張りは必要だよね」

　東ひがしはしばさんに言われて初めて、夜は危険だという事に気が付いた。そして、南みなみと千ち秋あきを見る。

「私たちも順番に起きて、交こう替たいで見張りしよっか」

　しばさん一人に見張りを任せるのは申し訳ない。しばさんだって睡すい眠みんは必要なはずだ。

　しかし千ち秋あきが自信なさげに言う。

「でも、私たちが見張りしたところで、役に立つんですかね……。これだけ暗いと何も見えませんし、耳や鼻だって大して鋭するどいわけじゃないですし……」

　そう言われると、その心配ももっともだ。

　灯あかり一つない山の中は、文字通り何も見えない。木々の奥おくなど、まるでべったりと墨すみで塗ぬりつぶされたかのようだ。東ひがしたち人間にとっては、僅わずかに焚たき火びの周囲だけが見る事の出来る世界の全てである。

　しばさんが振ふり返かえると、不思議そうにみんなの顔を見た。

「ぜんぜん見えないの？」

　東ひがしは不安な声で答える。

「火の近くは見えるけど、森の奥おくなんて全部真っ暗で、何にも見えないよ～」

　南みなみが呟つぶやいた。

「この暗さで、あの『ぷろびでんす』とかいう怪かい物ぶつが来たら、さすがにちょっとヤバいわね」

　そう言いながら、枕まくら元もとに集めておいた石を手て探さぐりで確かく認にんする。

　それを聞いたしばさんは、安心させるように吠ほえた。

「だいじょうぶ！　ぷろびでんすは、くらいとあんまりうごかないから！」

「そうなの？　じゃあ安心だね」

　東ひがしはそう言って微笑ほほえんでから、ふと首を傾かしげた。

「……でも、それじゃあしばさんは、何をそんなに警けい戒かいしてるの？」

　あの怪かい物ぶつの他にも、何か怖こわいものがいるんだろうか。それも、夜に徘はい徊かいするようなものが。そう思って、不安になる東ひがし。

　しばさんが、真しん剣けんな表情に戻もどった。

「……もっと怖こわいのがいるから」

　そう言って空を見上げるしばさん。

「空を飛ぶの？」

「うん。とおくでずっとうなり声がきこえてる。ちょっとずつ近づいてきてる……」

　しばさんの声が、緊きん張ちよう感で張りつめる。

　思わず体を起こす東ひがし。

　千ち秋あきと南みなみも起きあがり、棒や石を手に取った。

　じっと息を潜ひそめ、周囲の物音に集中する。

　だが、三人の耳には唸うなり声など聞こえない。

　聞こえるのは、湧わき水みずが流れる涼すずしげな音と、焚たき火びの中で時折枝が爆はぜる音、そして風に揺ゆれる木々のざわめき。それだけだ。

　見えもせず、聞こえもしない脅きよう威い。

　三人はゴクリと唾つばを吞のみ、神経を尖とがらせる。

　その時。

　突とつ然ぜん、頭上で雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　ゴロゴロと大きな音が夜空を震ふるわせる。

「きゃあ！」

　東ひがしは思わず隣となりの南みなみにしがみついた。雷かみなりはちょっと苦手なのだ。

「来た！」

　しばさんはキッと夜空を睨にらみ付つけると、大声で吠ほえだす。

「あっちいけカミナリー！　あっちいけー！」

　千ち秋あきがそれを見てポカンとした。

「空から来る怖こわい奴やつって、雷かみなりの事ですか？」

　拍ひよう子し抜ぬけした声で呟つぶやく。

　しばさんは振ふり向むくと、怯おびえる東ひがしを励はげました。

「だいじょうぶだよ！　私、カミナリに負けた事ないから！　いつも勝ってるから！　みんなに助けてもらったから、こんどは私が守るばんだから！」

　南みなみがしばさんを見て苦く笑しようする。

「無理しなくていいわよ。尻尾しつぽ巻いてるじゃん」

　見ると、しばさんの尻尾しつぽはすっかり両足の間に挟はさみ込こまれ、お腹なかのほうまで巻まき込こまれている。怯おびえた時、犬の尻尾しつぽはこうなるのだ。

　しばさんは南みなみの言葉を聞いて、慌あわてたように言い訳をする。

「ちっ、ちがうよ！　カミナリにしっぽをかまれたら危ないから！　私のほうが強いけど、ゆだんはキンモツだから！」

　そこへ電光が閃ひらめいた。

　続いてゴロゴロゴロと、さっきよりも大きな音。

「きゃああっ!!」

　その迫はく力りよくにもう一度ギュッと南みなみにしがみつく東ひがし。

　しばさんもビクッと身を竦すくめ、反射的に向きを変えて縮こまる。やっぱり、本音ではしばさんも怖こわいのだ。

　一いつ瞬しゆん、東ひがしとしばさんの目が合った。

　震ふるえる東ひがしを見るしばさん。

　その途と端たん、怖こわがっていたはずのしばさんは再び夜空を見上げた。そして東ひがしを背に庇かばうように立ち上がる。

「あっちいけー！　来るなー！　あっちいけー！　あっちいけー!!」

　声を振ふり絞しぼり、必死になって何度も何度も吠ほえるしばさん。

　怯おびえる東ひがしを、守ろうとしているのだ。

　しばさんは多分、雷かみなりが何なのかは知らない。正体不明の巨きよ大だいな怪かい物ぶつが、空の上からもの凄すごい唸うなり声を上げているのだと思っているのだろう。だとしたらその怖こわさ恐おそろしさは、東ひがしの比ではないはずだ。

　それでもしばさんは、怯おびえる東ひがしを守るために必死で雷かみなりに向かって吠ほえ続けている。あんな小さな体で、一いつ生しよう懸けん命めい雷かみなりの前に立ちはだかっているのだ。

　思わず胸がジンとなる東ひがし。

　やがて、雷かみなりの音は少しずつ遠ざかり始めた。

　しばさんはそれを追いかけるように、吠ほえながら森から出る。

「出てけー！　出てけー！　戻もどってくるなー！」

「あっ！　しばさん！」

　東ひがしが声をかけたが、しばさんは止まらず走っていく。その小さな姿は夜の闇やみに紛まぎれてあっという間に見えなくなった。

　東ひがしは焦あせって南みなみと千ち秋あきの顔を見る。

「どうしよう！　しばさん行っちゃった！　追いかけなくちゃ……！」

　だが南みなみが真面目な顔で制止した。

「ダメよ。下手に動いて迷子になって、あの子が戻もどってきた時に誰だれもいないなんてほうがマズいわ」

　千ち秋あきも南みなみに賛同する。

「そうですね。私たちが追いかけたところで、この暗さじゃどこにしばさんがいるかも分かりませんし……」

「でも……」

　東ひがしだって、二人の言い分が正しいのは分かる。けど、それでもやっぱりいいのかなと思ってしまう。追おい払はらったつもりになっているのが勘かん違ちがいとはいえ、東ひがしたちを守ろうと一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってくれているのだ。それをほったらかしで、ここでのんびり座すわっているというわけにはいかない。

　東ひがしがそんな事を思っていると、それを見み透すかしたように南みなみが言った。

「とりあえず私たちがするべき事は、ちゃんとここでしばさんが帰るのを待って、帰ってきたら『雷かみなり追おい払はらってくれてありがとう』ってお礼を言って、『雷かみなりに勝つなんてすごいわね』ってたくさん褒ほめてあげる事よ」

　その言葉に千ち秋あきが首を傾かしげる。

「でもそんな事したらしばさん、これからも雷かみなりが鳴るたびに同じ事しませんか？　私たちの事も守ろうとしてくれたみたいですから感謝しなきゃいけないでしょうけど、それで無む駄だに体力消しよう耗もうするのを助長する事になったらちょっと……」

「まあそこら辺は、何か適当な『雷かみなり避よけのお守り』みたいなのを作っといて、次に雷かみなりが鳴ったらそのお守りがあるから大だい丈じよう夫ぶって言い聞かせちゃえばいいでしょ。それでもじっと出来ないようなら、その時は『あんたはお守りを誰だれかに盗ぬすまれないようしっかり見張ってて』とかそんな感じで仕事与あたえておけば大人しくしてるわよ」

「なるほど。お守りかぁ。いいアイディアかも」

　さすがみなみん、と素す直なおに感心する東ひがし。

　千ち秋あきは少し懐かい疑ぎ的。

「そんなんで大だい丈じよう夫ぶですかね……」

　南みなみは自信たっぷりにうなずく。

「柴しばって犬種はマイペースだったり頑がん固こなとこもあるけど、信しん頼らいしてる人の言う事は割と素す直なおに聞く子が多いわ。大だい丈じよう夫ぶかどうかは、こっちがどれだけ信しん頼らいを得られるか次し第だいね」

　そう言うと、元の場所に戻もどってゴロリと仰あお向むけに寝ねころんだ。

　東ひがしは、遠くでまだ聞こえるしばさんの声を聞きながら呟つぶやいた。

「それにしてもしばさん、雷かみなりに負けた事がないっていうのは一体どういう意味なんだろ……。雷かみなりと戦うとか、出来ないよね……？」

　南みなみが肩かたを竦すくめて苦く笑しようする。

「いつも雷かみなりが止やむまでああやってずっと吠ほえてるんでしょ。それで雷かみなりが止やむと、自分の声に恐おそれをなして逃にげたと思ってるのよ」

「まあ、雷かみなりはいずれ止やみますからね……」

　千ち秋あきが半分呆あきれたような声を出した。

「なるほど。そういう事かぁ」

　改めて感心する東ひがし。南みなみは生まれた時から動物に囲まれて育ってきたからか、喋しやべれない動物たちの気持ちを読み取るのは元々とても上手だけど、喋しやべれるしばさんの言葉の理解という事でも、三人の中では頭一つ抜ぬきん出でている。

　南みなみは頭の下で手を組むと、愉ゆ快かいそうに笑えみを浮うかべた。

「まあ、ウチの犬たちなんてみんな雷かみなりが鳴るとテーブルの下に隠かくれてキュ～ンキュ～ンって情けない声出してばっかだから、それに比べたらあの子が勇ゆう敢かんなのは確かだわ。少なくとも雷かみなりに負けてはいないわね」

　そう言うと、夜空を見上げる南みなみ。そして、ホッとしたように呟つぶやく。

「……まだ遠くで雷かみなり鳴ってるようだけど、どうやら雨が降ったりはしないみたいね。星がよく見えるわ」

　そう言われて、東ひがしも南みなみの側に寝ねころび、夜空を見上げた。

　茂しげった木々の間にぽっかり空いた穴から見上げた空には、無数の星が瞬まばたいている。木々の葉影かげの塗ぬりつぶしたような暗さとは裏腹に、空は星明かりで意外なほど明るい。

　東ひがしは思わず歓かん声せいを上げた。

「すごい！　夏の大三角もはっきり見えるね～！」

　千ち秋あきも二人の隣となりに横になると星を見上げて、感動した声を上げた。

「ホントですね！　綺き麗れい！　あの光る雲みたいなのがずーっと続いてるのって、あれもしかして天あまの川がわですか!?　私、実物ちゃんと見たのって初めてですよ」

　そう言ってからふと、千ち秋あきは不思議そうに呟つぶやく。

「……っていうか、ここって異世界の割りに、星は私たちの世界と変わらないんですね」

　言われてみればその通りだ。

　東ひがしもうなずいた。

「そういや草とか木もおんなじだよね。普ふ段だん見かける植物ばっかりで。葛くずにアキノノゲシにアカメガシワに……」

「魚やエビだって日本に生息してるのと同じだったし、セミの鳴き声だって一いつ緒しよだったじゃない。ミンミンゼミにヒグラシに……」

　何を今いま更さら、といった調子で言う南みなみ。

　千ち秋あきが不思議そうに続ける。

「言われてみたらこの世界って、自然環かん境きよう的には私たちの元いた世界とあんまり変わらないんですね……。だけど、ぷろびでんすとかいう怪かい物ぶつがいて、しばさんみたいな人の姿に近くて言葉を話す動物もいる……。どういう世界なんでしょうね……？」

　それを聞いた南みなみは、興味なさそうに欠伸あくびをすると寝ね返がえりを打った。

「別にどんな世界だろうとどうでもいいんじゃないの？　私らの目的は元の世界に帰る事だし」

「でも仮にですよ？　仮に地形も日本と同じなら、植物や動物の分布具合とか地質の特とく徴ちようとかで、今私わたし達たちがどの山にいるのかも大体分かるかもしれませんし……」

「目星がついたところで意味ないでしょ。しばさんに私たちの知ってる地名を言ったって通じないし、現在地が分かったところで帰るための道がどこにあるか分かるわけでもないし」

「そりゃそうですけど……。でも、役に立つ立たないは別として、気になりませんか？」

「いや全然。生きて帰れたらそれでいいし。この世界の謎なぞとかどうでもよすぎるわ」

　さっぱり興味を示さない南みなみ。

　千ち秋あきが焦じれたように声を上げた。

「でも、元の世界に戻もどってから手記を書く時に、その辺曖あい昧まいなままだと読者がモヤモヤするじゃないですか！　編集者だってきっとそこら辺はっきりさせましょうって言いますよ！」

　聞いていた東ひがしは慌あわてて仲ちゆう裁さいに入る。

「千ち秋あきちゃんが書く予定なのってノンフィクションなんだから、分からないものは正直に『分かりません』でいいんじゃないかな～……？」

　その言葉に、我わが意を得たりとうなずく南みなみ。

「そうそう、東ひがしの言う通り。実話系怪かい談だんなんかでも、良く分からないまま終わってる方が怖こわいでしょ。全部説明され尽つくしてるといかにも作り物っぽくて萎なえるのよ」

「確かに、何だか分からないままの要素が残ってる方がリアルですけど……」

　千ち秋あきはそう言って口ごもった。そして、思い出したように呟つぶやく。

「……さっき言ったラウイッツの『脱だつ出しゆつ記』にも、チベットの山中でイエティっぽい謎なぞ生物を見た話が出てくるんですけど、それも結局何だか分からないまま放置されてるんですよね。イエティって言葉すら出ないで。そこがかえってリアリティを感じさせるというか、妙みような迫はく真しん性があるというか……」

　南みなみは一つ大あくびをすると、むにゃむにゃと言った。

「まあそういう事よ。それより私は葛くずの皮でちゃんとした紐ひもが作れるかどうかの方がずっと気になるわ……」

　もう、眠ねむる体勢である。

　東ひがしも、南みなみのあくびが伝染うつって思わず大きな口を開けた。そして、もにょもにょと同意する。

「そうだね～。いつでも火を起こせるようになるかどうかは、ちゃんとした紐ひもが手に入るかどうかで決まるもんね……」

「私はアナグマさんが本当に帰る方法を知ってるのかどうかのほうが気になりますよ……。改めてよく考えたら、私たちがこっちの世界に来た時、近くに穴はなかったわけですし……」

　千ち秋あきも眠ねむそうな声を出す。

　色んな事がありすぎて思った以上に疲つかれていたのか、急激に眠ねむ気けが襲おそってきた。

　しばさんが戻もどってきたらお礼を言って褒ほめてあげなきゃいけないんだから、それまで頑がん張ばって起きてなくちゃ、とは思うものの、瞼まぶたを開けていられない。

　やがて誰だれからともなく寝ね息いきが漏もれ始め、いつの間にか三人は静かに眠ねむりに就ついた。そのまま朝まで泥どろのようにぐっすりと眠ねむり続ける三人だった。




　しばさんは夜よ更ふけに戻もどってくると、眠ねむっている三人を見た。

　確かく認にんするように一人ずつ匂においを嗅かぐ。

　ふと、昔の記き憶おくが甦よみがえった。

　ずっとずっと昔。しばさんが今よりずっと小さかった頃ころ。まだ兄弟たちと一いつ緒しよにお母さんのおっぱいを吸っていた頃ころ。そんな遠い昔の、おぼろげな記き憶おく。

　──あなたもいつか、自分の「かいぬしさん」に出会うのよ。

　お母さんはそう言って、優やさしくしばさんの体を舐なめてくれた。

　──そうしてあなたは、「かいぬしさん」と新しい家族になるの。それはとても素す敵てきで幸せな事なのよ。

　おぼろげな思い出をうっすらと脳のう裏りによぎらせながら、しばさんは三人の顔を眺ながめた。

　……もしかして、この中の誰だれかが「かいぬしさん」だったりしないかな。

　そんな事を、ふと考えた。

　大きいぷろびでんすと戦ってピンチだった時に、助けに来てくれた。

　ごはんもくれた。

　いっぱい褒ほめてくれた。

　その一つ一つが、自分の中のおぼろげな「かいぬしさん」の記き憶おくに、似ている気がした。

　……でも。

　しばさんはそこで思い直す。

　この三人は、「さんぽのやつ」を持っていない。自分が知っている「かいぬしさん」なら必ず持っているはずの物。それを、持っていないということは。

　……やっぱり、「かいぬしさん」じゃないのかな。

　しょんぼりした顔で三人を眺ながめる。

　しばさんはそれでもまだ諦あきらめきれない様子でしばらくの間じっとしていたが、やがて思い直したように小さな溜ため息いきを漏もらした。

　そして三人から少し離はなれると、バリバリと地面を搔かいて、その上にうつぶせになって眠ねむった。

　眠ねむったら雷かみなりが戻もどってくるんじゃないかと、しばらく耳をそばだてて警けい戒かいしていたが、結局朝まで戻もどってこなかった。
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　翌朝。

　ようやく空がうっすらと明るくなったかどうかという早朝に、三人は猛もう烈れつなかゆみで目を醒さました。

「ぐわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!　かゆいかゆいかゆいかゆいかゆいかゆいかゆいかゆいかゆいかゆいかいかいかいかい!!!!」

　大きな叫さけび声ごえを上げながら体中を搔かきむしる南みなみ。

　蚊かである。

　夜の間に大量の蚊かに刺さされたのだ。

　起きあがって焚たき火びを見ると、すっかり消えている。

「くっそ！　火が消えてる！　それでか！」

　燃もえ尽つきた灰と消し炭を見て舌打ちをする南みなみ。

　そこら中にわんわん飛び回っている蚊かを必死で叩たたいたり追おい払はらったりしながら、東ひがしが言う。

「蚊か取とり線せん香こうじゃなくても、煙けむりがあると虫って寄ってこないんだっけ……」

　千ち秋あきがやはり全身を搔かきながら泣きそうな声で言った。

「じゃあ早く火を起こしましょうよ！」

　止まった蚊かを叩たたき潰つぶすと、その全てからたっぷりの血が噴ふき出だしてくる。千ち秋あきの腕うでは蚊かの返り血で真っ赤に染まり、まるで怪我けがでもしたかのようだ。もちろんこの血は元はと言えば千ち秋あきたちから吸われた血だから、これだけの血が体から失われた事に変わりはない。

「火を起こそうにも弓ゆみ弦づるがないのよ！　昨日全部蒸むしたから！」

　南みなみはそう言って、葛くずの皮を埋うめた地面を掘ほり返かえす。

　その間に、東ひがしが近くに生えていたドクダミの葉をいっぱい取ってきた。

「みなみん！　千ち秋あきちゃん！　これ揉もんで潰つぶして汁しるを塗ぬったら効くってお祖母ばあちゃんが言ってた！」

「おお！　ナイスお祖母ばあちゃんの知ち恵え袋ぶくろ！」

「助かります！」

　南みなみと千ち秋あきは東ひがしからドクダミの葉を受け取ると、大急ぎで揉もんで汁しるをなすりつけた。

「おお、臭くさい汁しるがスーッと効いて、かゆみが消えていく……」

「……ような気がしますね」

　東ひがしも刺さされたところ全てにドクダミの汁しるをすりつけた。

　しばらくすると、ドクダミの汁しるの臭においに虫むし除よけ効果もあるのか、それとも近くにいる蚊かはあらかた叩たたき潰つぶしたのか、耳元で唸うなるプ～ンという羽音が聞こえなくなってきた。かゆみも何となく治まってきたような感じがする。

　やれやれと安あん堵どする三人。起きたばかりでいきなり疲つかれてしまった。

　そこへしばさんが起きてきた。

「……しゅっぱつする？」

　すでに起きている三人を見て、むにゃむにゃと呟つぶやくしばさん。まだ眠ねむそうだ。昨晩は何時くらいまで見張りをしていたんだろうか。

　東ひがしがよしよしとしばさんを撫なでた。

「まだもう少し寝ねてていいよ。私たち、まだこれからちょっとやる事があるから」

　そう。出発前に、昨日灰をまぶして蒸むし焼やきにした葛くずの皮を処理しなければならない。これはしばさんには無理だろうし興味もないだろうから、その間は寝ねていてもらっても構わない。

　だがしばさんは、眠ねむそうな目をしたまま立ち上がる。

「……おきるー」

　三人揃そろって何かやるらしいのに、自分一人だけ仲間外れになるのは嫌いやなようである。体を起こすと、大きな口を開けて欠伸あくびをした。そして、地面に突ついた両りよう腕うでをいっぱいに伸のばし、グッとお尻しりを突つき上あげて上半身をストレッチ。続いて今度は両足を伸のばしながら腰こしを反らして下半身のストレッチ。それが済むと、夜よ露つゆで濡ぬれた毛を乾かわかそうとするように、ブルブルと全身を震ふるわせた。

「んじゃ、とりあえず葛くずの皮を掘ほり出だすわよ」

　南みなみがそう言って昨日葛くずを埋うめた場所を掘ほり返かえす。

　東ひがしと千ち秋あきも一いつ緒しよになって土を掘ほる。一度掘ほって埋うめ戻もどしているので、軟やわらかくなってるんじゃないかと期待したが、焼いたせいかところどころ意外と固い。

　棒を使ってガリガリと掘ほっていくと、土つち避よけに被かぶせた雑草が現れた。良く蒸むされてクタッと柔やわらかくなっている。そしてその下に、湿しめらせた灰と、灰に埋うもれた葛くずの皮や鞘さやっぽいのを輪にしてまとめたものが現れた。

　南みなみがそれを取り出しながら確かく認にんする。

「よーし。焦こげたりはしてないわね」

　千ち秋あきが表面の灰を擦こすり落おとしながら首を傾かしげた。

「でも見た感じ、特に変化はありませんね……」

　灰の力で繊せん維い以外が溶とけたりするのかと思ったが、剝むいた皮も、鞘さやのような物も、どちらも見た目に変わりなし。千ち秋あきとしては少し期待外れである。

　東ひがしが灰を落としながら言った。

「とりあえず水でちゃんと灰を洗ってみよっか」

　というわけで、みんなで葛くずの皮と鞘さやっぽいのを持って、湧わき水みずのほとりへ移動する。

　そして、輪にしてまとめてあった皮を解いて流水で洗った。

「外側の粗あらい皮に結構灰がこびりついてて、簡単に取れないね～」

　そう言いながら、東ひがしが外側を爪つめで擦こする。

　その途と端たん、ズルッと手応えがあった。

　そして、表面だけがツルリと剝はがれる。

「あっ！」

　東ひがしが思わず声を上げた。

「どうしたの!?」

「何かマズい事でも!?」

「なになにー？」

　南みなみと千ち秋あき、そしてしばさんも駆かけ寄よって覗のぞき込こむ。

　そして、目を見張った。

「おお!?」

「これは……！」

　表皮が剝はがれたその下から、透とう明めいな繊せん維いが現れたのだ。

　その繊せん維いは、透とう明めいな水の中で薄うす緑みどり色に輝かがやいている。

　繊せん維いそれ自体も透すき通とおっているようで、まるで絹糸のようだ。皮を剝むく前からは想像も出来ないほど、綺き麗れいな繊せん維い。

　日ひ頃ごろ大人しい東ひがしが、興奮して大声になった。

「すごい！　これ、糸だよ糸！　ホラ見て！　光ってる！」

「ちょっとこれ！　思ってた以上にちゃんとした繊せん維いじゃない！　噓うそみたい！」

「こんな綺き麗れいな糸が取れるんですか!?　邪じや魔まな雑草として駆く除じよされてるだけの厄やつ介かい物の葛くずから!?」

　南みなみと千ち秋あきも目を輝かがやかせた。

　しばさんは三人が何故なぜ興奮しているのか良く分からずキョロキョロしたが、とりあえず何やらみんな喜んでいるようなので自分も何だか興奮し、空に向かってワオーンと遠とお吠ぼえしてみる。

　葛くずの表皮はほとんど溶とけるように剝はがれて流れ去り、柔やわらかく綺き麗れいな、そして丈じよう夫ぶな繊せん維いがどんどんと出てくる。

　皮の剝むけた繊せん維いが現れてくるたびに、三人の興奮も止めどなく高まっていく。

　あっという間……と言うには少々時間がかかったが、それでも体感としてはほとんどあっという間に、二メートルほどの綺き麗れいな繊せん維いが取れた。

　東ひがしがそれに指先で縒よりを掛かけて、適当に折り取った枝に巻き取る。

「取れたよ！　糸！」

　東ひがしは糸を巻き付けた小枝を高らかに天にかざした。

　太さ一ミリほどの糸。

　糸は水から上がってもやはり薄うす緑みどり色に光ひかり輝かがやいている。

　千ち秋あきがゴクリと生なま唾つばを飲んだ。そして、まだ濡ぬれている糸に触ふれてみる。

「これ……！　完全に糸ですよ！　最も早はや蔓つる草くさの皮なんかじゃなく、私たちの知ってる、丈じよう夫ぶで強くてしなやかで柔やわらかい、あの糸ですよ！　縫ぬい物ものしたりたこ揚あげしたりする、あの糸ですよ！」

　南みなみも試ためしに引っ張ってみてから、興奮気味に叫さけんだ。

「強い！　強いわこれ！　蔓つるの時は手で千切れたくせに、糸になったら全然千切れない！　何で!?」

　元々は蔓つる草くさの状態で生えていた物を手で千切り取ってきたはず。それなのに、皮だけにして更さらに外の皮まで取って、うんと細くなったはずの糸が、引っ張っても容易には千切れそうにない。しなやかな糸になったと同時に、明らかに強さが増している。

「何か、普ふ通つうの木も綿めん糸より強い感じするよね！　ナイロンとか、ああいうのに近い感じ！」

　東ひがしも頰ほおを上気させた。

　完かん璧ぺきである。

　予想を遙はるかに上回る、完かん璧ぺきなる糸。

　皮が柔やわらかくなって千切れなくなれば御おんの字じだ、くらいに思っていたのに、それどころの話じゃない。

　ホームセンター辺りで売られていても全く違い和わ感かんのないレベルの、美しく強きよう靱じんな糸が、今、三人の手の中にあった。

　千ち秋あきが恍こう惚こつとした表情で、半ば呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「昨晩も言いましたけど、糸を入手するってすごくハードル高いんですよ……。私、漂ひよう流りゆう物とか残留日本兵の本とかそれなりに読んでますけど、糸を自分で作れた人なんてほとんどいないんですよ……。大たい抵ていは帆ほ布ぬのとかをほぐして手に入れてるんですよ……。二十八年グァムに潜せん伏ぷくしてたあの有名な横よこ井い庄しよう一いちさんは布を織って服まで仕立ててましたけど、あれだって皮を剝むいて洗えばいいだけのパゴの木っていう都合のいい木が生えてたからなんですよ……。それに横よこ井いさんの場合、もともと兵隊の装備がありますから、道具は色々恵めぐまれてるんですよ……。なのにこんな、何の道具もない状態の私たちが、こんなちゃんとした糸を手に入れられるなんて、思いもしませんでしたよ……」

　南みなみがズイと一歩前に出た。

「いいや、違ちがうわ千ち秋あき。手に入ったという言い方は正しくない。作り出したのよ。そこら辺に無造作に生えている葛くずから、私たちの創意と工く夫ふうによって、この世界には存在しなかったはずの立派な糸を作り上げたのよ！　私たちは何も無いところから火を起こし、灰を作り、そして作り出したのよ！　糸という、新たな素材にして道具でもある物を！」

　跪ひざまずいて、輝かがやく葛くずの糸を仰あおぐ南みなみ。

　千ち秋あきも頰ほおを紅潮させて糸を仰あおぎ見みた。

「確かに……！　素材を加工して新たな物を作り出す……！　これこそが人類の人類たる所以ゆえん……！」

　初めて火を起こした時のようなおかしなテンションになってきた。だが、それもむべなるかな。誰だれだって、そこら辺に生おい茂しげって駆く除じよしてもすぐまた生えてくる迷めい惑わくものの葛くずから、こんな綺き麗れいな糸が取れるだなんて思わない。いや、仮に糸が取れる事を知っていたとしても、鍋なべすらない状じよう況きようでちゃんと加工出来るとは思わない。それがまさかの完かん璧ぺきな仕上がりなのだから、興奮するなという方が無理だ。

　南みなみが俄が然ぜん元気の出てきた声で叫さけんだ。

「それじゃ、みんなで残りも全部皮かわ剝むくわよ！」

　千ち秋あきがそれに負けない勢いで応じる。

「やりましょう！」

「頑がん張ばろう！」

　東ひがしも拳こぶしを突つき上あげた。

　そして三人は一いつ斉せいに川辺にしゃがみ込こみ、それぞれに葛くずの表皮を剝むき始めた。しばさんはウロウロしながらその様子を興味深そうに眺ながめたり、飽あきて辺りを走り回ったりしながら、作業が終わるのを待った。




　一時間もしない内に、全ての外皮を剝むき終わった。

　薄うす暗ぐらかった朝ぼらけの空はすっかり明るくなり、山の稜りよう線せんの上に太陽がはっきり姿を現す。

　最初の内に処理した糸はもう完全に乾かわいていた。

「乾かわいたらツルツルで結構固くなったね～」

　東ひがしがそう言いながら巻き取った糸を触さわる。

「何だかデンタルフロスみたいですね。歯の隙すき間まを掃そう除じする奴やつ……」

　千ち秋あきも自分で処理した糸を見ながら呟つぶやく。見た目や質感はデンタルフロスにそっくりだ。ツルツルしていて、繊せん維い同士はほぐれずくっついていて、でも指で転がしていると割と簡単にほぐれてくる。

　千ち秋あきは、小枝に巻き取った糸を改めて満足げに見つめると、楽しげに言った。

「……それにしても、皮を剝むくっていうよりも、指でよじっただけで崩くずれていきましたね。何か、溶とけてるみたいな。これなら思ったほど大した作業じゃないですし、これから毎日作ってもいいかも」

　それを聞いた南みなみが不満げに肩かたを竦すくめる。

「こっちはやたら固かったわよ。何度も爪つめで擦こすってやっと剝はがれるって感じだったわ」

「物によって灰のかかり方が違ちがったのかな～？」

　東ひがしは不思議そうに南みなみの手元を見る。

　南みなみの取った糸は最初のものとは違ちがって、薄うす黄緑ではなく金色っぽい。そして、ところどころ黒くてゴワ付いた毛が絡からんでいる。

　千ち秋あきも覗のぞき込こみながら首を傾かしげた。

「皮の乾かん燥そう具合も影えい響きようしてるかもしれません。乾かわききってた方が灰の汁しるの吸収が良いいはずですから、その分効きも良かったりとか」

「そう言われてみれば、千ち秋あきちゃんが剝むいたのって、初めて火起こしした時に予備として縄なわにしといた分だったもんね。一番良く乾かわいてるはず」

「それと多分、太すぎる蔓つるは古いから表皮も固くなってて、少々の灰じゃ崩くずれるとこまでいかなかったんだと思うわ」

　南みなみがそう言って、剝むいた皮の一部をつまみ上げた。東ひがしや千ち秋あきが処理した皮と違ちがい、こちらは溶とけて流れる事なく、しっかりと皮らしい状態を残したままである。

「処理の手間を考えたら、あんまり欲張って太い蔓つるを取るのは良くないかもですね」

　千ち秋あきがそう言うと、南みなみは大きくうなずいた。

「そう。あとこれ、内側の繊せん維いが赤黒っぽくなってて千切れやすいのよ。このゴワゴワして黒い奴やつがその残ざん骸がいなんだけど。コイツをきちんと取り除かないとさっきの東ひがしみたいな綺き麗れいな糸にならなくて、取り除いたら結局取れる太さは若い蔓つるを剝むいたのとそれほど大差ないのよね」

「手間がかかる上に取れる繊せん維いの量は変わらないって、クズみたいな葛くずですね」

　そう言って肩かたを竦すくめる千ち秋あき。

　南みなみと東ひがしは駄だ洒落じやれなのかどうなのか判断しかねて一いつ瞬しゆん顔を見合わせる。

「そ、それじゃ、糸も取れた事だし、早さつ速そくだけど紐ひも作ってみよっか」

　東ひがしが露ろ骨こつに話題を変え、当初の目的通り、取れた糸を撚より合わせて紐ひもを作る事になった。火起こし用の弓ゆみ弦づるである。

　作るのはもちろん東ひがし。縄なわを綯なう方法は説明してもらったので南みなみと千ち秋あきも知っているが、実際に綯なう技術を身に付けているのは現時点では東ひがしだけだ。

　南みなみと千ち秋あきの見ている前で、東ひがしは葛くずの糸を両手で揉もむようにして、あっという間に紐ひもを縒より上げてしまうと、端はしがほつれてこないように結んだ。

「はい。これでどうかな」

　そう言って、両手で紐ひもを広げてみせる東ひがし。

　紐ひもの太さは目測でおよそ六、七ミリほど。長さは東ひがしが両りよう腕うでを広げた状態で少し余るから、一・六メートルか一・七メートルくらいだろうか。元々は２メートルほどありそうだったが、縒よりを掛かけた分だけ少し縮んだらしい。

　南みなみは手で紐ひもを触さわりながら、おおっと目を見張った。

「柔やわらかい……！　出来たてのあのツルツルして固い感じがなくなって、すっかり普ふ通つうの紐ひもの感かん触しよくだわ……！」

「縒よってる時にほぐれてきたみたい。使ってる内にもっと柔やわらかくなるかも」

　そう言って微笑ほほえむ東ひがし。

　千ち秋あきも紐ひもに触ふれ、感動に打ち震ふるえる。

「繊せん維いが取れた時も感動しましたけど、これもう完全に普ふ通つうの紐ひもですよ……！　滑なめらかな手て触ざわりといい、綺き麗れいな縒よりのかかり方といい、普ふ通つうにお店で売れるクオリティじゃないですか……！」

　その言葉にうなずく南みなみ。

「元の世界に戻もどったら紐ひも作りで小こ銭ぜにが稼かせげるわね……！」

「しかも葛くずなんてそこら中に生えてますから、元手ゼロですよ！　ボロ儲もうけですよ！」

　興奮する千ち秋あき。

　東ひがしは盛り上がる二人を前に思わずツッコむ。

「ろ、労力考えたら、ちょっと割に合わないんじゃないかな～……」

　それを聞いてハッと我に返る二人。

「……確かに、葛くずを取って皮を剝はぐだけでも多分一時間以上かかってるし、蒸むした後で一番外の皮を取るのにも結構かかったはず」

「……蒸むしてる最中は休んでますから作業時間に数えないにしても、この紐ひも一本作るのに二時間はかかってますよね。それだけかけて、出来たのは二メートルに満たない紐ひも一本だけ……」

「十メートル巻きの紐ひもの束一つが大体六百円くらいだと見積もって、二メートルなら一二〇円……」

「二時間で一二〇円って事は時給六十円ですよ。小学生のお手伝いのお駄だ賃ちんのほうがまだマシなレベルです……」

「っていうか何で私らの世界じゃ紐ひもがそんな安く買えちゃうわけ？　一体何をどうしたらそんな事が可能なわけよ？」

「産業革命の賜たま物ものですよ。紡ぼう績せき機マジ偉い大だいですよね……」

「偉い大だいすぎてヤバい……。最も早はや怖こわい……」

　南みなみと千ち秋あきはしばし、打ちのめされたようにボーゼンとしていたが、やがて千ち秋あきが顔を上げるとギュッと拳こぶしを握にぎった。

「いや、この紐ひもを売ったらいくらになるかなんてどうだっていいんですよ！　それよりも大事な事は！　この綺き麗れいでしなやかで丈じよう夫ぶで、市し販はん品と比べても何ら遜そん色しよくのない品質の紐ひもを！　私たちはたった今、自分たちだけで作ったんだって事なんですよ！　一から十まで！　この紐ひもが出来るまでの間に、一いつ切さい他人の手は入ってないんです！　私たちだけで必要なもの全てを調達して、私たちだけで必要な処理を全て行い、私たちだけで美しくて丈じよう夫ぶな繊せん維いを取りだし、私たちだけでこの完かん璧ぺきな紐ひもを作り上げたんです！　それってつまり、これから先も必要とあればいつでもいくらでも同等の品質の紐ひもが作れるって事じゃないですか！　いくらでも手に入れ放題って事じゃないですか！」

　南みなみが千ち秋あきに劣おとらぬテンションの高さで言葉を引ひき継つぐ。

「その通り！　そもそもの話、この紐ひもが売ったら六十円程度だと言うけれども、だったら今ここに六十円あったら火起こし用の弓に張るための紐ひもの代わりになるのかって事よ！　五十円玉一枚と十円玉一枚持ってたら、あるいは十円玉六枚持ってたら、今この場で火が起こせるのかって話よ！　そんな事は出来っこない！　百万円あったって、お札を焚たき付つけには使えても、火種そのものを生み出すのは不可能よ！　でも、この紐ひもがあれば私たちは火を起こし放題！　この紐ひもは、お金なんかじゃ量れない価値があるのよ！」

「火だけじゃありません！　紐ひもがあれば、弓矢だって作れるでしょうし、投石紐ひもだって作れるはず！　くくり罠わなや投と網あみだって出来るかもしれません！　他にも、物と物を結び合わせる事で色んな道具が作れるはず！　紐ひもが作れるって事はそういう事なんです！　私たちが手に入れたのは六十円程度にしかならないこの短い紐ひもじゃなく、無限の可能性なんですよ！」

　代わる代わる声こわ高だかに訴うつたえながら、ジリジリと東ひがしに迫せまってくる二人。

「え、え～っと……そうだよね……」

　そもそも店で売れるとか小こ銭ぜにが稼かせげるとか言い出したのは南みなみと千ち秋あきの二人なのに、何で自分が怒おこられてるんだろうと困こん惑わくしながら、東ひがしは曖あい昧まいな笑えみを浮うかべた。

　ともあれ、葛くずの皮から糸を取って紐ひもを作るという計画は、無事成功である。言い出しっぺの東ひがしとしては、上手うまくいかなかったらどうしようと不安だったが、一安心だ。これで今後、蔓つる草くさが全くないような場所でもいつでも火が起こせるようになった。

　ちなみに、葛くずの皮を剝むいた時に中にあった鞘さやっぽい白い筋のほうも、灰で蒸むす事によって柔やわらかくなり、乾かわいても折れたり千切れたりしにくくなった。手て触ざわりや固さは麦わらに近く、皮から取った糸と比べるとしなやかさには欠けるが、一応普ふ通つうに縄なわとして使えそうである。ただこれも仕上がりにはムラがあり、物によっては千切れやすかったり折れやすかったりする物もあった。それが乾かん燥そう具合のせいなのか灰のかかり方のムラが原因なのか成長しすぎた太い蔓つるのせいなのか、イマイチ判然としなかったが、とりあえず今後は皮の表面が固くなってきた葛くずは取らない事にした。




　その時、退たい屈くつしてチョウチョを追っかけていたしばさんが、トコトコと戻もどってきた。

　気付いた東ひがしが振ふり返かえる。

「あ、しばさん。お待たせ。そろそろ出発出来るよ～。ほら、これが完成した紐ひも。これ作ってたの」

　しばさんは立ち止まり、東ひがしの手に握にぎられた紐ひもを見る。

　その瞬しゆん間かん、しばさんは弾はじかれたように飛び上がった。

「それ知ってる！　『さんぽ』のやつ！」

　激しく尻尾しつぽを振ふりながら、東ひがしの持つ紐ひもを見るしばさん。

「え？　さんぽのやつ……？」

　キョトンと首を傾かしげる東ひがし。

　しばさんはそんな東ひがしにはお構いなしに、ハッハッと興奮に息を弾はずませる。

「やっぱり、ひがしさんはかいぬしさんなの？」

「え……？　飼い主……？」

　東ひがしは思わずまた聞き返した。

　しばさんは愛くるしい瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて、紐ひもを持つ東ひがしの手をギュッと握にぎった。そして、確信に満ちた表情で言い放つ。

「かいぬしさんだよね！　だってごはんもくれるし、さんぽのやつももってるもん！」

　紐ひもを見て、散歩用のリードと思ったのだろうか。リードにしてはちょっと細い気もするが、犬にとって紐ひもといえば散歩用のリードに決まっているのかもしれない。

　でもそんな事より、「かいぬしさん」ってどういう事？　この世界には、しばさんみたいな子を飼ってるような人がいるって事？　しばさんの様子を見る限り、「かいぬしさん」は悪い人じゃなさそうだけど……。

　戸と惑まどう東ひがし。

　だがしばさんは、そんな東ひがしの戸と惑まどいにはお構いなく、無む邪じや気きで素す直なおな顔を幸せいっぱいにほころばせながら、期待に溢あふれるまなざしでじっと見上げてくる。完全に、散歩に連れて行ってもらう時の犬の顔だ。

　ものすごくかわいい。

　見ているだけで、ついつい頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　かいぬしさんとは何者か、なんて疑問はどうでも良くなってしまう可愛かわいさだ。

　人の姿をして、人の言葉を喋しやべる相手に対して、『飼う』だのなんだのというのは何だかマズいような気がビンビンするけれど、こんな目で迫せまられたら拒きよ否ひ出来ない。本当にペットとして扱あつかうわけじゃなければ、とりあえず今だけでも話を合わせてあげるくらいはいいんじゃないか……。しばさんだってそのほうが喜ぶだろうし……。

　東ひがしはだらしなく表情を弛ゆるませながら、しばさんの頭を撫なでた。

「そ、そうだね～。もしかしたら、飼い主さんかもしれないね～。うふふ……」

　その途と端たん、しばさんは喜びを爆ばく発はつさせた。

「やっぱりかいぬしさん！　かいぬしさんだー！」

　ぎゅーっと東ひがしにしがみつくしばさん。そしてゴロンと転がってお腹なかを見せたかと思うと、じっとしていられない様子ですぐまた立ち上がり、東ひがしに飛びつくと顔を舐なめた。そして激しく尻尾しつぽを振ふりながら辺りを飛び回り、そしてまた戻もどってくると東ひがしに飛びつくと、東ひがしの顔を舐なめまくる。更さらには、東ひがしの体の中に入はいり込こもうとでもするような勢いで、グイグイと頭を押おしつけてくる。

　嬉うれしすぎて一いつ瞬しゆんたりともじっとしていられないしばさん。

　東ひがしはそんなしばさんの様子に少々呆気あつけに取とられつつも、しばさんに懐なつかれ甘あまえられる幸福に、デレデレと顔がとろける。

「それじゃ、しばさんのために、リードだけじゃなくて首輪も作ってあげなくちゃね～」

　ふにゃふにゃの笑え顔がおを浮うかべながら、東ひがしは辺りに咲さいている花で花輪を作り、しばさんの首に付けてやるのだった。




　キャッキャウフフと戯たわむれる東ひがしとしばさんを眺ながめながら、南みなみは呆あきれた目で呟つぶやいた。

「あんなほぼ完全に人の姿してる相手に首輪と紐ひも付けたりしたら、さすがに完全アウトなんじゃないかしらね……」

　その隣となりで千ち秋あきが大おお慌あわてで頭を抱かかえる。

「っていうか、飼い主って概がい念ねんを知ってるって事はつまり、この世界にしばさんみたいな子をペット扱あつかいしてる何かが存在してるって事ですか!?　童話チックな世界かと思ってたのに、そんなインモラルな世界なんですかここ!?　困るんですけど！　私の手記、親子で楽しめる健全なノンフィクション冒ぼう険けん物になる予定だったんですけど！　文科省の推すい薦せんもらって、夏休みの感想文コンクールの課題図書になるはずだったんですけど！」

　南みなみはそんな千ち秋あきの態度にもう一度呆あきれた目で肩かたを竦すくめた。

「……っていうか、この世界にしばさんみたいな子を『飼う』存在がいるんだとしたら、アナグマなんかよりそっちのほうがよっぽど有益な情報持ってそうだし、ちょっと詳くわしく聞いてみる必要があるんじゃないの」

「そ、それは確かに……。紐ひもを見て『かいぬしさん』だと思ったって事は、その人は少なくとも紐ひもを作れるか、紐ひもを入手出来るって事ですからね。しばさんよりは確実に文明度は上でしょうし……」

　南みなみと千ち秋あきはうなずき会うと、しばさんの側に行って尋たずねた。

「しばさんしばさん。さっきから東ひがしのことを『かいぬしさん』って言ってるけど、『かいぬしさん』って何なの？」

　南みなみの問いに、しばさんは振ふり向むき様ざま満面の笑えみで答えた。

「かいぬしさんは、ごはんをくれて、ほめてくれて、あそんでくれるんだよ！　あと、なめるのがとってもじょうずできもちいいんだよ！」

「舐なめるのが上手……？」

　顔を見合わせる南みなみと千ち秋あき。東ひがしも不思議そうな顔をする。

「舐なめるって事は、『かいぬしさん』は人じゃないんでしょうか……？」

「いやでも、私らの世界でもペットを舐なめたりキスしたりする飼い主結構いるしね……」

　戸と惑まどっていると、しばさんは身み振ぶりを交えながら説明した。

「ひがしさんとみなみさんも、なめるのじょうずだよ！　こうやってなめるの！」

　手を動かして、撫なでる仕草をするしばさん。

　ポンと手を打つ南みなみ。

「ああ、『舐なめる』じゃなくて『撫なでる』ね」

「なでるー……？」

　しばさんは小首を傾かしげた。

「手を使ってやる時は、舐なめるじゃなくて撫なでるって言うんだよ～」

　東ひがしがそう言いながらしばさんのアゴの下を撫なでる。

「手でなめる……？」

　再び小首を傾かしげるしばさん。

　千ち秋あきが説明に入る。

「えっと、舐なめるっていうのはベロを使ってやる場合で、手を使う場合は撫なでるって言うんですよ」

　そう言いながら、舌を出してレロレロさせる千ち秋あき。

　しばさんはまだ釈しやく然ぜんとしない顔だ。

「……でも、手って口だよね？　だからなめるときはベロになるんじゃないの？」

「え……？」

　何だか妙みような事を言い出した。思わず顔を見合わせる千ち秋あきと東ひがし。

　南みなみがすぐにピンと来て、二人に解説をする。

「犬って物を保持する時には口で咥くわえるしかないから、しばさんは物を保持する部位は全部口って思ってるのよ、きっと」

「手は物を摑つかめるから口の一種って事？」

「多分ね」

「じゃあやっぱり、しばさんの言う『かいぬしさん』ってのは人間の可能性があると思っていいんでしょうか」

「それはまだ何とも言えないけど……」

　南みなみはそう言うと、改めてしばさんに尋たずねる。

「しばさんは、これまでに他のかいぬしさんと一いつ緒しよにいた事はあるのかしら？」

　しばさんはすぐに答える。

「私が小さいころ、お母さんのかいぬしさんといっしょにいたよ！」

「お母さんは今どこにいるの？」

「分かんない……」

　きゅ～ん、と寂さびしそうにうつむくしばさん。

「じゃあ、お母さんのかいぬしさんは……」

「それも分かんない……」

　南みなみは千ち秋あきや東ひがしと顔を見合わせて頭を搔かいた。

「これじゃ、飼い主に会いに行くのは難しそうね……」

　千ち秋あきもうなずく。

「とりあえず当面は予定通りアナグマさんに会いに行って、その途と中ちゆうで飼い主さんの情報が手に入ればその時また考えますか……」

　それ以外に選せん択たく肢しは無さそうだ。

「それじゃ、出発前に腹ごしらえだね」

　東ひがしがそう言って、食事の支し度たくにかかる。

　南みなみも話を切り上げると、火を起こしにかかった。

　しっかりした紐ひもに張はり替かえた弓の具合は最高で、千切れる気配は全くなく、これまでにない安心感と共に火を起こす事が出来た。




　かくして、新しい紐ひもを弓ゆみ弦づるとして火を起こし、残り少ない肉を炙あぶって朝の腹ごしらえを済ませた一行は、弓から外した紐ひもをしばさんの首に付け、その端はしを東ひがしが持つという状態で出発した。

　ほとんど人の姿に近いしばさんに首輪を付け、紐ひもで繫つないで歩く姿は、まるでＳＭの露ろ出しゆつ調教プレイみたいだと南みなみと千ち秋あきは思ったが、無む邪じや気きにはしゃぐしばさんと東ひがしはそもそもそんなものについては全く知らないだろうし、清らかな二人にそういう知識を教えて汚けがしてはいけないと思って何も言わなかった。
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　無事に紐ひも作りに成功し、いつでも火が起こせるようになった一行は、アナグマの巣を目指して歩いていた。

　昨日歩いていた尾お根ね道に戻もどり、見晴らしのいい乾かわいた草地をしばらく進むとやがて森に入った。そこから今度は山腹を下り、谷底の小川に出る。今は小川だが雨が降ると増水するのか、川の両岸に大きな木はない。

　そのまま河原の拓ひらけた草原を進んでいたが、ふと前方を見ると、森と草原の境に一本の立派な木が生えている。

　枝には、大きめの梅か小さなスモモくらいくらいのサイズの青い実が、房ふさをなすようにしてたわわに実っているようだ。

　南みなみが最初に気付いて東ひがしに尋たずねた。

「あの木、クルミじゃない？」

　東ひがしが見上げてうなずく。

「あ、ホントだ。オニグルミだね～！」

　千ち秋あきが意外そうに南みなみを見た。

「南みなみさん、良く分かりましたね。植物は専門外なのに」

「動物やってる人でも、餌えさに何食ってるかとか調べる流れである程度は植物の事も覚えるからね」

　南みなみは幼少期から親のフィールドワークに付き合わされてきているので、インドア派の千ち秋あきよりはまだ植物の事は分かるのだ。

　千ち秋あきが、期待に満ちた顔を東ひがしに向けた。

「クルミってことは、食べれるんですよね……？」

「うん。あの青い皮の中は、いわゆる普ふ通つうのクルミだよ～」

「よし。それじゃいっちょ採ってくか」

　南みなみはそう言ってクルミの木を見上げた。

　ぷろびでんすという怪かい物ぶつの肉は、すでにかなり少なくなっている。残り一食分あるかどうかというところだ。食べられる物なら見捨てて通り過ぎる手はない。Ｙ字形の枝でも探せば、クルミの枝を折って実を落とす事くらい出来るだろう。

　意い気き揚よう々ようとクルミの木へ向かう南みなみを、東ひがしが慌あわてて注意する。

「あ、みなみん。青い皮に直接触さわるとかぶれる事があるから気を付けて」

　その時、樹じゆ上じように動く影かげが見えた。

「だれかいるよ！」

　しばさんが吠ほえる。

　南みなみもハッと気付いて足を止めた。

「大きいわ！　私たちの倍くらいあるわよ！」

　遠目ではっきりとは分からないが、大きい。胴どうの長さが皆みなの倍くらいありそうに見える。

「かいぬしさん！　これ外して！」

　しばさんが首に結んだ紐ひもを解くよう東ひがしに要求する。

「う、うん！　ちょっと待って！」

　慌あわてて紐ひもを解く東ひがし。

　千ち秋あきも緊きん張ちようの面おも持もちで樹じゆ上じようを見上げた。

「例の、ぷろびでんすとかいう怪かい物ぶつでしょうか……！」

「だとしたらマズいわね……」

　南みなみは冷ひや汗あせを浮うかべる。

　ぷろびでんすが火に弱そうな事は、昨日の経験で分かっている。石の投とう擲てきが有効な事も知っている。

　だが今この場に火はないし、燃料となる枯かれ木きを集める時間もない。

　足元の地面も土が覆おおい隠かくして、手て頃ごろな石ころもすぐには見つからない。

　抵てい抗こうする手段は一いつ切さいないと言っていい。

　いざとなったら、しばさんに時間を稼かせいでもらっている間に枯かれ枝えだを集めて火を起こすしかないが、果たしてそんな余よ裕ゆうはあるだろうか。下手をしたらしばさんに致ち命めい的な傷を負わせてしまう恐おそれだってある。

　緊きん張ちようしてその場に立たち竦すくむ一行が見守る前で、大きな影かげもこちらに気付いた。ザワザワと木々の葉を揺ゆらしながら、林りん縁えんの木々伝いに近付いてくる。

　距きよ離りが縮まって、姿がはっきり見えるようになった。

　胴どう体たいだと思った物の半分は、巨きよ大だいな尻尾しつぽだ。

　実際の大きさは思ったよりも小さい。

　見た目は大体人間と同じようなもので、小さく尖とがった耳と大きな尻尾しつぽだけが違ちがう。そして、よく目立つ前歯と、目の周りに眼鏡のような白い縁ふち取どり。

　しばさんと同様、動物が人の姿になったものだろうか。恐おそらくはリスの仲間だ。雰ふん囲い気き的にはしばさんよりもかなり大人っぽい。

　その影かげは一行の真上の枝まで来ると、ふさふさした大きな尻尾しつぽを巻き付けて枝に腰こし掛かけた。クルミの実を小さな両手で持ち、小さな耳をピンと立てて、興味深そうにこちらを見下ろす。

「あら？　しばいぬと……だれかしら？　見かけないかおね」

　しばさんは枝の上を見上げて、ホッとした様子で尻尾しつぽを振ふった。

「リスだ！　ニホンリス！」

　上に向かって大声で吠ほえると、木を登ろうとして幹をバリバリと引ひっ搔かく。だが、すぐに滑すべり落おちてしまうしばさん。

　ニホンリスはそんなしばさんを見下ろしながら呆あきれ顔がおで笑った。
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「あいかわらず木のぼりはニガテねぇ」

　千ち秋あきが、ニホンリスを見上げながら気持ち悪い声で絶ぜつ叫きようした。

「リスですか！　道理であの尻尾しつぽ！　そしてくりっとした目！　可愛かわいい！　かわいい！　きゃわいい！　きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁうぃぃぃぃぃぃいぃぃぃぃぃぃぃ！」

　南みなみはそんな千ち秋あきのウザい奇き声せいに耳を塞ふさぎつつ、ピンと尖とがった耳の毛をじっと観察した。

「耳毛が伸のびてるって事は、もう冬毛への換かん毛もう始まってるのね。昨日の夜はそこまで寒いって感じじゃなかったけど、冷える時は冷えそうね……」

「やっぱり山の上だから秋になるのも早いのかな？」

　東ひがしがそう言って少し不安そうな顔。

　ニホンリスは、南みなみたちに視線を寄よ越こした。

「……それで、そっちの三匹びきはだれ？　初めて見るかおだけど、とうとうむれのなかまができたの？」

　好こう奇き心旺おう盛せいな様子で尋たずねるニホンリス。

　しばさんは嬉うれしそうな声で答えた。

「これはかいぬしさんだよ！　あと、みなみんさんとちゃーき！」

「かいぬしさん？」

　ニホンリスは怪け訝げんそうな顔をした。初めて聞く言葉、という反応だ。少なくともニホンリスは、「かいぬしさん」の存在を知らないらしい。

　しばさんは得意気に説明する。

「かいぬしさんは、ごはんをくれたり、あそんでくれたり、なめてくれたりするんだよ！　さんぽのひももつくれるよ！」

「……良く分からないけど、ごはんをくれて毛けづくろいもしてくれるってことはつまり、お母さんってこと？」

　ニホンリスは値ね踏ぶみをするような目で、まじまじと東ひがしの姿を眺ながめる。内気な東ひがしはその視線にモジモジして南みなみの背中に隠かくれた。

　ニホンリスは腑ふに落ちない顔でしばさんに尋たずねる。

「……しばいぬとちがって　しっぽもないし、耳もちがうみたいだけど？　というか、しばいぬはもうおやばなれしてるでしょう？」

「かいぬしさんは、大きくなってもずっとお母さんでいてくれるんだよ！　おっきくなってもごはんくれるし、あそんでくれるし、なでてくれるし、ほめてくれるんだよ！」

　そう言って自じ慢まんげな顔をするしばさん。

　ニホンリスは呆あきれ顔がおで溜ため息いきを吐ついた。

「そんなつごうのいいお母さんがいるわけないでしょ。どんなにやさしいお母さんでも、子どもがいちにんまえになったらお別れして、あたらしい子どもを作らなくちゃいけないのよ」

「でもかいぬしさんは、ホントのお母さんじゃなくてかいぬしさんだから！」

「そう。まあいいわ」

　ニホンリスは苦く笑しようすると、話題を変えた。

「それで、どこへ行くところなの？」

「アナグマのとこだよ！」

「アナグマ？　ずいぶんとおくまでいくのね。イヌのむれがアナグマに何の用？」

「穴のことを教えてもらうの！　かいぬしさんたちが巣にかえるために、変わった穴がないか、ききに行くんだよ！　リスは変わった穴のこと知らない？」

「変わった穴ねぇ……」

　ニホンリスはちょっと首を傾かしげると、思い出したように言った。

「……そういえばちょっと前に、おちばを入れてもクルミを入れても消えちゃうってウワサの木のウロがあったわ。その穴から、このあたりじゃ見かけないふしぎなはっぱが出てきたこともあるとか……」

「……！」

　南みなみ、東ひがし、千ち秋あきの三人は、それを聞いて思わず顔を見合わせた。

　東ひがしが期待の籠こもった声で言う。

「……もしかしてそれって、その穴は別の世界と繫つながっていたって事じゃ？」

　千ち秋あきも明るい表情になった。

「穴に落ちてこの世界に来たんだから帰る時も穴を通るんじゃないか、なんて、正直かなりガバガバな推論でしたけど、意外と正しいのかも……」

「落ち着いて。確かに希望は出てきたけど、鳥か何かの仕業って事も充じゆう分ぶんあり得るわ。まずは実物を見てからよ」

　南みなみは冷静に窘たしなめた。昨日の千ち秋あきの言葉じゃないが、人の心は期待して裏切られた時が一番折れやすい。この世界で生きていくのに、「必ず帰れるはず」という希望は大事だが、過か剰じような期待は禁物だ。

　南みなみはニホンリスに向かって尋たずねた。

「その木のウロってどこにあるか分かる？　ちょっと見てみたいんだけど」

　ニホンリスは肩かたを竦すくめた。

「少し待ちなさい。今、巣づくりと冬にそなえてクルミをかくすのとで忙いそがしいのよ。それがおわってからなら、つれてってあげてもいいわ」

　そう言って少し奥おくにある木の枝に目をやる。その視線を追うと、枝を編んだ鳥の巣のような物が見えた。

　千ち秋あきが意外そうに目を見開く。

「あの鳥の巣みたいなの、リスの巣なんですか？　リスってあんな巣作るんですか」

　そう言って南みなみの顔を見る千ち秋あき。

　南みなみはうなずいた。

「そうよ。鳥の巣と違ちがって、完成すると上も覆おおわれてボールみたいになるのがリスの巣の特とく徴ちよう。サッカーボールくらいの大きさのああいう巣があったら鳥じゃなくてリスの巣だわ。冬場の、葉っぱが落ちた森で探せば意外と見つかるわよ」

　東ひがしが感心したように目を見張って、巣とニホンリスを見比べる。

「すごいね～。手先、器用なんだ」

　ニホンリスは東ひがしの言葉にピクリと耳をそばだてると、一いつ瞬しゆん得意そうな表情を見せた。

「まあ、イヌよりはね」

　しばさんがニホンリスに尋たずねた。

「巣づくりとクルミをかくすのはいつおわるの？」

「そうねぇ。巣のほうは今日中にメドを付けたいところなんだけど……」

　ニホンリスはそう言うと、深々と溜ため息いきを漏もらす。

「……枝もクルミもいちどに一つずつしかはこべないでしょう？　クルミをかくしに行ってかえりに枝を取ってきて、ってかんじでなんどもなんども行ったり来たりしなきゃいけないから、そうカンタンにはおわらないのよ」

　それを聞いた南みなみは、難しい顔で千ち秋あきと東ひがしを振ふり返かえった。

「これじゃ、今日中に不思議な木のウロに案内してもらえるかどうか分かんないわね。どうする？　諦あきらめて先に進む？」

　千ち秋あきが不思議そうに小声で南みなみに尋たずねる。

「どうして一度に一個ずつしか運べないんですか？」

　南みなみが答える前にニホンリスがそれを聞きつけ、信じられないバカを見る目で千ち秋あきを見下ろした。そして、やれやれと頭を振ふると、小さい子供に教え諭さとすような口調で答える。

「あのね、子犬ちゃん。木に上るときはね、両手両足でしっかり爪つめをかけるようにしないといけないの。そうじゃないとおちちゃうかもしれないし、高いところからおちたらケガだってしちゃうかもしれないわ。だからね、手でクルミを持つわけにはいかないの。そうしたら、お口でくわえてはこぶしかないでしょう？　お口は一つしかないから、一度にはこべるのは一つだけになっちゃうのよ。分かるかしら？」

「あ、はい。すみません……」

　口調こそ優やさしいが、その優やさしさは完全に、大人が幼児に接する時のものだ。物理的にも見下ろされ、メンタル的な意味でも見下されて、思わず小さくなる千ち秋あき。

　今度は東ひがしが尋たずねる。

「頰ほお袋ぶくろに入れて運んだり出来ないのかな～？」

　ニホンリスはそれを聞いてキョトンと首を傾かしげた。

「ほおぶくろ……って何かしら？」

　南みなみがすかさず解説に入る。

「頰ほお袋ぶくろがあるのはシマリスよ。いわゆる普ふ通つうのリスには頰ほお袋ぶくろはないわ」

「え？　シマリスとリスって模様が違ちがうだけじゃないの？」

　驚おどろいて尋たずねる東ひがし。

　良くある勘かん違ちがいである。南みなみは肩かたを竦すくめると解説した。

「どっちもリス科だけど別物よ。リス……つまりニホンリスやエゾリスはほとんど木の上で過ごすけど、シマリスは木の上より地上を好むわ。枝とか組んで木の上に巣を作るのもリスのほうで、シマリスの巣は大体地面の穴。それに普ふ通つうのリスはシマリスより倍くらい大きいし、冬とう眠みんもしないし」

　横で聞いた千ち秋あきが意外そうな顔で声を上げる。

「えっ？　普ふ通つうのリスって冬とう眠みんしないんですか？」

「そりゃそうよ。冬とう眠みんするなら食くい溜だめだけして脂し肪ぼう付けときゃいいわけで、冬に備えてあちこちに食べ物隠かくす必要ないじゃん」

「あ、そう言われれば……」

「まあ、冬とう眠みん途と中ちゆうで目が醒さめた時のために貯ためとく動物はいるけど、その場合は巣にまとめて貯食するわけだし。作りかけの巣がすぐそこにあるんだから、クルミはその中に貯ためとけばいいだけで、離はなれた場所に隠かくしに行く意味ないし」

「確かに……」

　千ち秋あきは、言われてみればという顔でうなずいた。

　東ひがしがニホンリスを見上げながら、気き遣づかわしげに呟つぶやく。

「そっか。一度に枝も一本、クルミも一個ずつしか運べないんじゃ、大変だよね。一体何百往復しなきゃいけないんだろ……」

　ニホンリスは大きくうなずいた。

「そうなのよ。ホントたいへんなの。クルミをかくしてるだけでどんどんやせちゃうから、いくら食べてもぜんぜん太れないし。食べたらすぐ太る子がうらやましいわ」

　嘆なげく振ふりをしながら太らない体質自じ慢まんをしてくる女子みたいな事を言いつつ、大おお袈げ裟さな溜ため息いきを吐つく。

「……なんか微び妙みようにイラっときますね、このリス」

　千ち秋あきが妬ねたみと僻ひがみを込こめた声でヒソヒソと南みなみに囁ささやいた。

「でもまあ実際、冬に向けてどれだけ脂し肪ぼう付けられるかってのは死活問題だからね」

　南みなみとしては、姿は人っぽくても相手はあくまでリスだという認にん識しきなので、何とも感じない。命がかかってるんだから、そりゃあすぐ太れる連中が羨うらやましいのは当然だ。野生に生きる者の切実な思いである。

　お人ひと好よしの東ひがしもイヤミだなんだといった受け取り方はせず、ただただ素す直なおにうなずいた。

「そっかー。ホントに大変なんだねー……」

　そして、我わが身みを振ふり返かえるようにしみじみと呟つぶやいた。

「……私たちもバッグとか持ってないから、お肉もほとんど置いてきちゃったし、一度にたくさん運べないのってやっぱり不便だよね」

　それを聞いて、千ち秋あきも思い出したようにぼやく。

「怪かい物ぶつの触しよく手しゆの皮、流されてなかったら良かったんですけどね……。誰だれかさんがぞんざいに放置しとくから……」

　そう言って横目でジトーッと南みなみを見る千ち秋あき。

　南みなみはとぼけながら視線を逸そらす。

「……ホントに誰だれかしらね、まったく」

　その時、東ひがしが作りかけのニホンリスの巣を見て突とつ然ぜん閃ひらめいたように言った。

「そうだ！　今から、みんなでカゴ作らない？」

「カゴ？」

　南みなみはキョトンとして東ひがしの顔を見る。

　東ひがしは手を広げて、周囲を見回した。

「うん。この辺にも蔓つる草くさいっぱいあるし、編んだら作れるよ！」

　そう言えば、何かと女子力高めの東ひがしは手芸も趣しゆ味みだ。カゴ編みなんかも小学生の頃ころからやっている。自分でカゴを編むという発想は正直南みなみにはなかったが、作ってしまえば何かと便利である。

　その時、樹じゆ上じようのニホンリスが怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「カゴ？　カゴってなにかしら？」

「おいしい？　それおいしい？」

　しばさんは食べ物かと思ったらしく、よだれを垂らしながら目を輝かがやかせて東ひがしを見る。

　東ひがしはニホンリスとしばさんを見比べながら答えた。

「えっとね、カゴっていうのは、持ち運べる大きさの巣みたいなのを編んで、中にものが入れられるようにした物なの。その中にたくさんクルミを入れてから運べば、一度にたくさん運べるようになると思って。そうすれば往復する回数も減らせるし」

　ニホンリスは興味深そうに身を乗り出す。

「それはいいわね！　私にも作れるかしら？」

「きっと出来るよ～。だって、あんな立派な巣が作れるんだから」

「おいしいの？」

　説明を聞いてもなお食べ物だと決めつけて尋たずねるしばさん。

「カゴそのものは食べられないけど、カゴがあれば美味おいしいものいっぱい運べて、いつでも食べられるようになるよ～」

　東ひがしはそう言ってニコニコとしばさんを撫なでる。

　そして、もう一度ニホンリスとしばさんを見た。

「教えてあげるから、一いつ緒しよに作る？」

「ええ！」

　大喜びで答えるニホンリス。

「私もー！」

　しばさんも元気よく答えた。

　東ひがしは振ふり返かえって、南みなみたちの意見を確認する。

「みなみんと千ち秋あきちゃんはどう？」

「そうね。確かに、カゴ一つあるだけで随ずい分ぶん違ちがうわよね」

　同意する南みなみ。

　ニホンリスの仕事が終わるまでの待ち時間を減らせるだけじゃなく、自分たち用のカゴも作っておけば何かと役に立つ。東ひがしも言っていたように、カゴ一つあるだけで持ち運べる食料はうんと増えるのだ。それは生き延びる可能性を上げる事に直結する。生き延びる可能性が上がればそれだけ、元の世界に戻もどれる可能性も上がる。

　千ち秋あきも同意した。

「ちょっと足止めにはなりますけど、先々の事を考えたら作る価値はありそうですね」

　決定である。

　そんなわけで、一行はここで少し立ち止まり、ニホンリスと一いつ緒しよにみんなでカゴ作りをする事になった。







[image: 第九話　編めないカゴと偽りの記憶]







　ニホンリスと出会って色々あって、みんなで一いつ緒しよにカゴを編もうという事になった一行。

　言い出しっぺの東ひがしは、先生役としてニホンリスとしばさん相手に指導。

　その間、千ち秋あきと南みなみの二人は先に自分たちだけで編もうという話になった。全員がニホンリスやしばさんと同じペースでカゴ作りをするのは時間がもったいないというわけである。

　千ち秋あきと南みなみにはカゴを編んだ経験はなかったが、ニホンリスやしばさんとは違ちがってカゴくらい見た事はあるし、人間様の知性を以もつてすればカゴ程度の物はどうやって作られているか見ただけで分かる。使えれば良しという程度で、装そう飾しよく的な部分にこだわらなければ、そんなに難しいもんじゃないだろう。東ひがしの指導でニホンリスたちが一つ作る間に、こっちは二つ三つ作ってしまおう。そんな甘あまい考えで、二人とも自分たちだけで先に作っておく事になったのである。

　というわけで二つのグループに分かれ、それぞれ作業を始めてからすでに三十分以上が経過していた。

　東ひがしがニホンリスとしばさんを相手に教えている声が、二人の背後から聞こえてくる。

「それで、これをこうしてこうやって……」

「細ながいツルがぜんぜんちがう形になった！　すごい！」

「なるほど。こうやってこうやって……」

「そうそう。ニホンリスさん、やっぱり上手だね～」

「当たり前よ。巣づくりできたえたうでだもの」

「しばさんはどう？　出来そう？」

「よく分かんない……」

「あいかわらずしばいぬは手がぶきようね。かしなさい。こうしてこうして、こうするのよ」

「えー!?　ニホンリス今どうやったの!?」

「だから、こうしてこうしてこうよ」

　そんなやりとりを背後に聞きながら、千ち秋あきは焦あせった顔で手元を見た。

「マズいですよ南みなみさん……。このままじゃ、私たちリス以下ですよ……」

　そう言う千ち秋あきの手元には、バラバラのままの蔓つるが散らばっている。

　南みなみも同様。

　二人とも、全くと言っていいほど作業が進んでいないのである。

　何故なぜなら、編み方がさっぱり分からないのだ。

　挑ちよう戦せんしたのは一番簡単な「ザル編み」。骨となる蔓つるを何本か真ん中で交差させて、そこへ横に蔓つるを編あみ込こんでいくやり方だ。作り方としてはそれだけの、単純な作業。わざわざ教わるまでもない。交差させた骨を縛しばって仮止めしておくための糸も、自分たちにはすでにある。楽勝だ。そう思っていた。

　しかし、やってみると何故なぜか一向に形にならない。やってもやっても、骨となる蔓つるが横に編あみ込こんだ蔓つるで固定出来ないのである。

　南みなみは半分魂たましいが抜ぬけた顔で、虚うつろな目をしながらブツブツと呟つぶやいた。

「リスが元々器用なのは巣作り見ても分かる事だし……。リス以下って言われたって別に恥はじでも何でもないし……。リスが特別すごいってだけで私たちが劣おとってるわけじゃないし……」

「しっかりしてください南みなみさん！　無む駄だに自信満々なところが良くも悪くも南みなみさんの持ち味じゃないですか！　初めて火起こしした時の事を思い出して下さい！　あれだけ失敗続きでも、自分はやれると最後まで信じ通したあの時の南みなみさんはどこへ行ったんですか！」

　南みなみの両りよう肩かたを摑つかんでガクガクと揺ゆさぶる千ち秋あき。

「分かった！　分かったからちょっと手ぇ離はなしなさい！」

　激しく脳をシェイクされて目が回る南みなみ。

　千ち秋あきは手元の蔓つるに目を落とし、仕切り直すように一つ大きく深呼吸をした。

「……とにかく、確かく認にんしますよ。まずこの、骨になる縦の蔓つるに対して、横の蔓つるを内外内外って具合に互たがい違ちがいになるように通していきながら、ぐるぐると巻いていくわけですよね。そして、一周目が内外内外……って順番なら二周目は外内外内……ってなるようにする事で、縦方向でもやっぱり内外で互たがい違ちがいになるようにする。そうすれば、縦の蔓つるを横の蔓つるが押おさえつけて、しっかりとしたカゴになる。……それで間ま違ちがってないですよね？」

　そう確かく認にんする千ち秋あき。

　それを聞いた南みなみは長々と溜ため息いきを漏もらす。

「間ま違ちがってないはずだと思うんだけど……。でも現実はご覧の有あり様さまだしね……」

　そう言って、何度も繰くり返かえしては失敗している手順をもう一度繰くり返かえした。

　まず、蔓つるを四本ほど取って真ん中で交差させ、縦方向に八本の骨とする。

　続いて新たな蔓つるを取り、交差させた骨の間を内、外、内、外……とくぐらせながら一周させる。

　ここまではいい。

　問題は、二周目に入った時だ。

　そのまま巻いていくと、一周目が内になっているところでは二周目の蔓つるも内側に、一周目が外になっているところでは二周目も外になってしまうのである。

　これではいくら巻いても骨は全く固定されないし、横に巻いた蔓つるも骨に絡からんでいないからすっぽりと抜ぬけてしまうのである。

　南みなみはやっぱり上手うまくいかなかった蔓つるを放り出し、頭を捻ひねる。

「やり方は間ま違ちがってないはずなのに、何で出来ないわけ……？」

「何ででしょうねホント……」

　千ち秋あきも首を傾かしげながら、半ば諦あきらめた気持ちで編みかけのカゴを弄いじくった。

　骨の数が間ま違ちがっているのだろうか。だが、増やしたり減らしたりしたところで、一本の蔓つるを真ん中で交差させるから骨は必ず二本ずつ増える。そして二本ずつ増えるのであれば、結局一周すると内外は一つ前の周と揃そろってしまうのだ。一本だけ増えるなら、そこでズレが生じるから二周目は一周目と内外が逆になる。だが、二本では元に戻もどってしまい、ズレは生じない。四本でも六本でも八本でも同じ事だ。

　そこまで考えたところで、千ち秋あきはハッとした。そして、震ふるえる声で恐おそる恐おそる囁ささやく。

「っていうか南みなみさん。これって、そもそも不可能なんじゃないですか……？」

「不可能って……？」

　目をぱちくりさせる南みなみ。

　千ち秋あきは自分でもまだ自分の気付いた事を信じられない思いで戸と惑まどいつつ、蔓つるを手に取る。そして、周囲を憚はばかるように低い声で言った。

「よく聞いてください。内外内外……って進んでいくと、横の蔓つるは二回に一回の周期で同じ側に来るわけですよね。もし一回目が内なら三回目が内で、その次は五回目が内。もし二回目が内なら四回目が内で六回目も内……って具合に」

　実際に蔓つるを編あみ込こみながら実演する千ち秋あき。

「そりゃそうね。それで……？」

　南みなみはまだ良く分からないといった顔をする。

　千ち秋あきは、まるでノストラダムスの予言の謎なぞでも解いたかのような形相で叫さけんだ。

「って事は、骨が偶ぐう数すう本だと、絶対に蔓つるは同じ骨で同じ側に来ちゃうんですよ！　一周目が内なら二周目も三周目も内、一周目が外なら二周目も三周目も外に！　互たがい違ちがいには絶対にならないんです！」
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「い……言われてみれば……ッ！　確かに……ッ!!」

　南みなみはガーンとショックを受け、目を見開いて手元の蔓つるを見る。

　千ち秋あきはもうじき世界が滅ほろぶんじゃないかというテンションで声を震ふるわせた。

「つまり、縦材が偶ぐう数すうである限り、カゴは編めないんです！　これはもう、技術が足りる足りないの話じゃない！　誰だれだって出来ないんです！　論理的に矛む盾じゆんするんですから！　誰だれがどうやったって、こんなの原理的に不可能なんですよ！　神にだって不可能です！」

　そう。上手うまくいかないのは、千ち秋あきや南みなみが素人しろうとだからではない。初めから、出来るわけがなかったのだ。

　南みなみはしかしそこで怪け訝げんそうな表情を浮うかべた。

「でも待って千ち秋あき。私が知ってるこの手のカゴはみんな、縦は偶ぐう数すう本だったはずよ？」

　その言葉に、グイと身を乗り出す千ち秋あき。

「私もそう思ってました！　だから上手うまくいかなかったんです！　でも、それは間ま違ちがいなんです！　本当は奇き数すうだったのに、偶ぐう数すうだと思おもい込こんでただけなんですよ！」

「でもそんな事ってある？　横から見ただけじゃ確かに勘かん違ちがいもあり得るだろうけど、ひっくり返して底を見たらどうやったって間ま違ちがえようがないじゃない。私は八本を中心で組み合わせたカゴの底の姿を、はっきりと憶おぼえてるわよ？」

[image: ]

　そう言い返す南みなみ。

　だが千ち秋あきはますます顔面蒼そう白はくになり、その口調はますます病的な熱を帯びる。

「私もです！　最初は八本くらいで、途と中ちゆうで幅はばが広がってきたらそれぞれの間に縦材を足して倍にするとか、あるいは最初は四本くらいを一つに束ねた物を八本使って、広がるに連れて束をばらす事で縦材を増やすとか……！」

「だったら……！」

　そう言いかける南みなみを、千ち秋あきが冷ひや汗あせをびっしょり浮うかべた顔で遮さえぎった。

「ですからそれが幻まぼろしだったんです！　騙だまされてたんですよ！　だって、偶ぐう数すう本の縦材でカゴを編むってのは、絶対不可能なんですから！」

「じゃあ、私たちは生まれた時から今までずっと、何者かに幻まぼろしを見せられ続けてきたっていうの……!?　それともカゴに関する記き憶おくが書かき換かえられているとでもいうの!?　そんな馬ば鹿かな事が……」

　南みなみは尚なおも千ち秋あきの言葉を拒こばもうとする。

　だが千ち秋あきの異様なテンションに吞のまれ、その言葉には最初の頃ころほどの確信はない。それに、骨が偶ぐう数すうでは編めない事は間ま違ちがいないのだ。だったら、自分の記き憶おくにある偶ぐう数すう骨のカゴは一体何なのだ。その矛む盾じゆんに答えられない南みなみには、千ち秋あきの言葉を否定する事は出来ない。

　千ち秋あきは、困こん惑わくし怯おびえているであろう南みなみの胸の内を察して、そっと視線を逸そらした。

「確かに馬ば鹿か馬ば鹿かしいと言われるかもしれません。けど、縦材が偶ぐう数すうのカゴなんて不可能であるという厳然たる事実からスタートするなら、私たちの記き憶おくが書かき換かえられていると考えるより他には……」

「でも誰だれが!?　一体何のためにそんな事を!?」

「それは私にも分かりません……。でも、縦材が偶ぐう数すうじゃカゴは作れない以上、私たちがまやかしの世界で生きてきたって事だけは確実なんです……！　そして、私たちの記き憶おくが偽いつわりである事も……！　それを認めて捨て去る勇気を持たない限り、先に進む事は出来ないんです……！」

「何て事……！」

　掠かすれた声で呟つぶやくと、力無くへたり込こむ南みなみ。

「恐おそらく、真実はこうです……」

　千ち秋あきは青ざめた顔のまま、足元の蔓つるを一本拾い上げ、縦材として一本加える。真ん中で交差させるのではなく、骨が奇き数すうになるような形で一本だけを追加するようにする。

　これで縦の蔓つるは九本。

　そして、横方向に蔓つるを編あみ込こみ始めた。

　内、外、内、外、内、外、内、外、内。

　これで一周。

　次の二周目は一周目とは逆に、外からのスタートだ。

　外、内、外、内、外、内、外、内、外。

　二周目が回りきると、やはり内外は入いれ替かわる。三周目の頭はまた内からだ。

　そのまま何周編み進めても、一周するたびごとに内外は入いれ違ちがう。そして徐じよ々じよにカゴらしい姿になってくる。縦も横も互たがい違ちがいになってお互たがいを固定し合う、よく知っているカゴの姿だ。

　その様子を見せつけられては、南みなみとしても認めざるを得ない。縦材を奇き数すうにすればちゃんと出来る以上、そうするのが正しい編み方なのだろう。そしてそうしなければ出来ない以上、偶ぐう数すう本のカゴというのはまやかしだったのだろう。いくら記き憶おくを辿たどっても、奇き数すう本の骨のカゴなど見覚えはないが、それはきっと記き憶おくの方が間ま違ちがっているのだろう。

「私が今まで信じてきた世界は、一体何だったのかしら……」

　千ち秋あきを真似まねして縦材に一本足すと、力のない手つきで編んでいく南みなみ。

「私も、自分の信じていた物が全てウソだったなんて、認めるのは辛つらいです。でも、それでも、世界の真実を知らないまま偽いつわりの世界で生きていくよりも、世界の本当の姿を知って生きる道を選ぶべきだと信じたい……」

　半ば自分自身に言い聞かせるように、嚙かみしめるように言う千ち秋あき。

「そうね……」

　南みなみも、絶望の中それでも何とか前を向こうとうなずいた。

　そこへ、東ひがしがやってきた。

「みなみ～ん。千ち秋あきちゃん。進み具合はどう？　こっちは出来たよ～」

　普ふ段だん通り、どこかはにかみがちな、しかしいかにも人の良さそうな笑え顔がおを浮うかべながら、編み上げたカゴを両手で持って見せる。

　そのカゴの底が、南みなみと千ち秋あきの目に入った。

　そして二人は、有り得ないはずのものを見た。

　同時に二人は凍こおり付つく。

「骨が八本……だと……？」

　南みなみの目が、これ以上ないほどに見開かれた。

「偶ぐう数すう……!?　そんな馬ば鹿かな……！　有り得ません……！」

　千ち秋あきの声が、掠かすれた。

　何たる事か。無む邪じや気きに笑う東ひがしの手にあるカゴの骨は八本。偶ぐう数すうなのだ。

　途と中ちゆうで骨を二度足して、十六本、三十二本と倍々に増えているが、どっちにしろ偶ぐう数すうに変わりはない。

　だが、そんな事は不可能なはずだ。骨を偶ぐう数すうにする限り、編あみ込こんだ蔓つるは上下が必ず同じ側に来てしまう。それは論理的必然なのだ。神ですら抗あらがえない絶対の法則のはずなのだ。

　南みなみは思わずその目を覆おおった。

「やめて！　また私たちにまやかしを見せるというの！　一体どれだけ私たちをもてあそべば気が済むの……！」

　千ち秋あきはわなわなと震ふるえる手で東ひがしの作ったカゴを受け取る。

「一体、どうやったんです……！　一体どんな魔ま法ほうを使ったら、こんな、世界の法則をねじ曲げるような所業が……！」

　異様にオーバーな二人の反応に、キョトンとして困こん惑わくする東ひがし。

「え、えっと……、こうやって骨にする蔓つるを何本かクロスさせたら、蔓つるを二本同時に横に編あみ込こんでいって……」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、千ち秋あきは信じられない言葉を聞いたかのように目を見開いた。

「二本……同時……!?」

「うん。こうやって……」

　お手本を示すように編み始める東ひがし。

　下の蔓つるは内から始めて内、外、内、外、内、外、内、外。

　上の蔓つるは外から始めて外、内、外、内、外、内、外、内。

　千ち秋あきが東ひがしの手元を覗のぞき込こみながら声をわななかせた。

「そっ……そうか！　二本の蔓つるを最初から上下互たがい違ちがいにして、そのまま編んでいけば、一周回ってそれぞれの蔓つるが最初と同じ側に来たとしても、一巻き目は下が内で上が外、二巻き目も同じように下が内で上が外、ってなるから、上下も常に互たがい違ちがいになるわけで……！　むしろ、同じ側に来るからこそ常に互たがい違ちがいの状態がキープ出来るわけで……！」

　そう。これこそが、千ち秋あきや南みなみの記き憶おくにあったカゴの姿。これこそが馴な染じみある伝統的なカゴだったのだ。

　記き憶おくは、書かき換かえられていなかった。

　世界は、偽いつわりではなかった。

　二人のカゴに対する記き憶おくは、正しかったのだ。

　遙はるか先史時代から連綿と伝えられてきたカゴ編みの技法。その歴史のどこかで、こういう事を考えついた人がいたのだ。現代より遙はるかに知識もなく、論理的思考力のトレーニングも未熟だったはずの時代に、現代の若者がいくら頭を捻ひねっても不可能と断ぜざるを得なかった事を可能にした者がいたのだ。それを考案した人の名前はすでに失われて久しいが、その技術だけは今も確かに伝えられ、そして今もなお有効なのだ。これこそまさに偉い業ぎよう。まさに天才の所業である。

「すごい……！」

「こんなものが実際に作れるなんて……！」

　千ち秋あきと南みなみは目を潤うるませながら、感動と感激に手を震ふるわせて、東ひがしが編んだカゴを手に取った。

　東ひがしは何で二人が目を潤うるませて感動に打ち震ふるえているのかイマイチ分からず、過か剰じような反応に半ば照れ、半ばキョトンとした顔で見守る。

　その時、ふと東ひがしは二人の編みかけていたカゴに気が付いた。

「あれ？　これ、骨が九本だね～」

　ハッと赤くなる千ち秋あきと南みなみ。

「あっ、いえ、それは……！」

「ちょっと、偽いつわりの世界に抗あらがおうとしていて……」

　気まずそうに口ごもると、誤ご魔ま化かすように視線を逸そらす二人。

　まさか、偶ぐう数すうの縦材で上手うまく編めない事から記き憶おくが何者かに改かい竄ざんされているという陰いん謀ぼう論に飛ひ躍やくして、どシリアスな顔であーだこーだ言っていたなんて、恥はずかしすぎて口が裂さけても言えない。完全に黒歴史である。

　東ひがしはそんな二人の様子には気付かず、目を輝かがやかせて作りかけの奇き数すう骨のカゴを拾い上げた。

「これなら横に通す蔓つるは一本だけでいいから、しばさんでも出来るかも！　こうして見せられたら簡単なアイディアだけど、全然思いつかなかったよ～！　誰だれが考えたの？　みなみん？　千ち秋あきちゃん？」

　純じゆん粋すいに目をキラッキラさせながら、素す直なおに感心する東ひがし。

　だが、違ちがうのだ。それは、幻まぼろしの世界を打ち破り、真実の世界へ至る道を必死に模も索さくしていた過程なのだ。闇やみに葬ほうむりたい恥はずかしい過去なのだ。
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　何も知らない東ひがしに無む邪じや気きに褒ほめられれば褒ほめられるほど、いたたまれなさが増してくる。純じゆん粋すいな視線が痛い。やめて。お願いだからそんな目で見ないで……。

　両手で顔を覆おおったまま、真っ赤になってうつむく二人。

　不思議そうにキョトンと小首を傾かしげる東ひがし。

　やがて千ち秋あきが顔を伏ふせたまま、自首するように手を上げた。

「……私がやりました」

「千ち秋あき……アンタ、立派な子だわ」

　正直に名乗り出た千ち秋あきの潔いさぎよさに、南みなみは密ひそかに目め頭がしらを熱くする。

「……？」

　東ひがしはそんな二人を見て、一体どうしたのかな……、と不思議そうに目をぱちくりさせるのだった。




　そんな事もありつつ、やがて無事に全員カゴを編み終えた。

　ニホンリスは一ひと抱かかえほどの大きさの手て提さげカゴ。

　東ひがし、南みなみ、千ち秋あきの三人はリュックサック程度の容量で、背中に背負える物にした。背負い紐ひもは蔓つるを束ねた物を三本用意して三つ編みにした。三つ編みの方が普ふ通つうの縄なわ状にするよりも横よこ幅はばが出て、肩かたへの食くい込こみが若じやつ干かん軽いのだ。

　カゴ作りは苦手だったしばさんも、一本だけグルグル編あみ込こんでいけばいい奇き数すうの骨組みのカゴなら何とか編む事が出来て、満足げにわふーと鼻を鳴らした。ただし、半分以上は東ひがしとニホンリスに手伝ってもらっていたりする。

「それじゃ、使いごこちをためしてみるわね」

　ニホンリスは作ったばかりのカゴにいっぱいのクルミを入れると、持ち手の部分を口にくわえてピョンピョンと器用に木の枝を走る。そして、あちらこちらにクルミを隠かくすと、帰りは巣材をカゴに入れて、満足げに戻もどってきた。

「なかなかわるくないじゃない。気に入ったわ」

　東ひがしが嬉うれしそうに笑え顔がおを浮うかべる。

「気に入ってもらえて良かったよ～」

「それじゃあ、少しここで待ってなさい。これさえあれば、クルミをかくすのも枝を取ってくるのもあっという間だわ」

　自信満々に言うニホンリス。

　その時、南みなみがふと思いついて呼び止めた。

「ちょい待った」

「何？」

「私たちのカゴにもクルミ入れて一いつ緒しよに行ってあげるから、その代わりにクルミを隠かくしつつ不思議なウロまで案内してくれない？　そしたらそっちも楽だし、こっちは待たなくて済むし」

「なるほど。それは良いい考えね」

　ニホンリスはうなずいた。

　そして、青いクルミの皮を凄すごい勢いで囓かじって剝むくと、剝むいた先から三人としばさんのカゴに詰つめる。

　三十分と経たたないうちに、全員のカゴがクルミでいっぱいになった。

「それじゃ、行くわよ」

　ニホンリスは自分のカゴの持ち手を咥くわえると、枝伝いに森の奥おくへと入っていった。

　南みなみたち三人としばさんは、クルミでいっぱいのカゴを背負い、ニホンリスの後を追いかけた。







[image: 第十話　不思議な穴と不思議な葉っぱ]







　ニホンリスに案内されながら、不思議な木のウロを目指す三人としばさん。

　ニホンリスは木の枝を伝いながら、時々立ち止まってはカゴのクルミを木の枝に挟はさむ。

　それを見ていた千ち秋あきは、不思議そうに南みなみに尋たずねた。

「丸見えですけど、あれで隠かくした事になるんですか？」

　南みなみは面めん倒どう臭くさそうな顔で答える。

「たとえ丸見えだとしても、木の上ってだけで充じゆう分ぶん効果あるんじゃないの。他にクルミ食べるような連中っていったらイノシシとかアカネズミとかツキノワグマってとこだけど、イノシシは木登り出来ないし、アカネズミも基本的には木登り苦手だし。ツキノワグマは木登り得意だけど、あの大食らいがクルミ一個のためにわざわざ登ったりは普ふ通つうしないし」

「でも鳥なんか簡単に木の上に止まれるじゃないですか。それは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　しつこく尋たずねる千ち秋あき。気になった事は突つき詰つめて確かく認にんしたい性格である。

　南みなみは肩かたを竦すくめた。

「ほとんどの鳥は殻からが割れないから普ふ通つうはクルミなんて食べないし。コンゴウインコとかなら割れるけど、この世界の生態系が私らの世界と基本的に同じって推測が正しけりゃ、この辺にはいないはずだし」

「カラスがクルミを車に轢ひかせて食べるってテレビで見た事ありますけど……」

　千ち秋あきがそう言った時、突とつ然ぜん頭上からニホンリスが下りてきた。

「ひぃっ！」

　思わず悲鳴を上げて東ひがしの後ろに隠かくれる千ち秋あき。

　東ひがしが何事かと尋たずねる。

「どうしたの千ち秋あきちゃん？」

「だって、人の姿で逆さまに迫せまってくるとか、完全にホラーの絵面じゃないですか！　夜中に天てん井じようから逆さかさ吊づりになって下りてくる幽ゆう霊れいとかそっち系のビジュアルじゃないですか！」

　千ち秋あきは心臓をドキドキさせながらニホンリスを指さす。

　南みなみがキョトンとした顔で言った。

「いやー、でもリスなら自然でしょ」

「リスならっていうけど、彼かの女じよの姿ほとんど人じゃないですか！　それにそもそも、何であんなふうに逆さまのまま木にくっついてられるんですか！　爪つめの向き、逆じゃないですか！　普ふ通つうなら滑すべり落おちるはずじゃないですか！　有り得ない事が起きてるじゃないですか！　この世の理ことわりを外れてるじゃないですか！　つまりホラーじゃないですか！」

　千ち秋あきがそう叫さけぶと、南みなみはやれやれと溜ため息いきを吐ついてニホンリスの後ろ足を指さした。

「リスは後ろ足の足首が百八十度回転するから、逆さまになっても爪つめ引っかけておけるのよ。別に不思議でも怖こわがる事でもないわ。普ふ通つうよ普ふ通つう」

「普ふ通つう……ですか……」

　そう言われてもやっぱり、ほとんど人同然の姿が全身逆さまでぶら下がっている様子は何だか不気味だ。そりゃ確かに相手は人ではなくてニホンリスなのだから、人では有り得ない動きをしたって当然なのかもしれないが、しかし見た目はほとんど人なのに人では有り得ない動きをしたら驚おどろいてしまうのだって当然だ。平然と受け入れている南みなみのほうが適応力ありすぎだと思う。

　千ち秋あきがそんな事を考えている間に、ニホンリスは地上に降りて、落ち葉の下に小さな穴を掘ほるとクルミを埋うめた。

　それを指さしながら南みなみがさっきの話の続きをする。

「ほら、ああやって木の枝だけじゃなく地面にも隠かくすのよ。地面に埋うめたら、カラスにはまず見つけられないから」

「なるほど。リスク分散って事ですか……」

　まだ少しドキドキしながら、千ち秋あきは呟つぶやいた。

　素す早ばやく樹じゆ上じように戻もどるニホンリスを眺ながめながら、今度は東ひがしが小首を傾かしげる。

「他のリスに取られたりはしないのかな……？」

「ニホンリスのメス同士って、他のメスとは基本的にナワバリっていうか行動圏けん重ならないから、そこまで心配ないんじゃない？　つっても、行動圏けんが重なる種でもやっぱり同じように隠かくすから、リス同士での取ったり取られたりは折おり込こみ済みなんだろうけど」

　それを聞いて、東ひがしもポンと手を叩たたいた。

「そういえば、リスやネズミが地面に埋うめて隠かくしたまま忘れた木の実が発芽して成長したりもするんだよね。リスやネズミがいないと子孫が増やせない木って結構あって、そういう木だとリスやネズミに美味おいしいって思ってもらえる実ほど運んでもらえて繁はん栄えいするから、美味おいしくなるように進化してきた可能性もあるんだって」

　そんな話をしながら進む事しばし。

　不意に、頭上が明るくなった。

　目の前には、折れて裂さけた木の幹が倒たおれている。枝に残った葉はまだ青々としているから、つい最近倒たおれたばかりのようである。この木が倒たおれたために、頭上を覆おおう枝葉の一部がぽっかり空いて、明るくなったのだ。

　ニホンリスは折れた木を見下ろして、驚おどろいたように声を上げた。

「あら！　折れちゃってるわ。きのうのあらしでやられたのね」

「これが、不思議なウロのある木だったんですか？」

　千ち秋あきがニホンリスを見上げて尋たずねると、ニホンリスはうなずいた。

「そうよ。きのうの夜、すごいカミナリがなって、とても強い風が吹ふいたから。それでたおれちゃったのね」

　しばさんが、しまったという顔をする。

「私が追おい払はらったから、こっちに逃にげてきちゃったのかな……」

　それを聞いたニホンリスは、呆あきれ顔がおでしばさんを見る。

「あなた、カミナリともケンカするの？」

「私、カミナリに負けたことないよ！」

　自じ慢まんげに答えるしばさん。

　ニホンリスは溜ため息いきを漏もらす。

「危ないあいてからは逃にげなさいっていつも言ってるのに、向こう見ずなんだからもう。どうせじぶんより大きなぷろびでんすがいても、逃にげないでたたかってるんでしょう？　いつか食べられちゃうわよ」

「きのうは危なかったけど、かいぬしさんたちが助けてくれたからだいじょうぶだったよ！」

「やっぱりたたかってるのね。ホントにもう……」

　そんなやりとりを他所よそに、千ち秋あきは南みなみや東ひがしと三人で、折れた木に近づいた。

　ちょうどウロの部分から折れたみたいである。穴のせいで折れやすくなっていたのだろう。

　千ち秋あきはウロの中に何かへばりついたり残っている物はないかと覗のぞき込こんだ。

　そしてふと、妙みようなものに気が付いた。

「東ひがしさん南みなみさん、ちょっとこれ！」

「どうしたの千ち秋あきちゃん？」

「何かあった？」

　駆かけ寄よってくる二人。

　千ち秋あきは、ウロの内側にくっついていた、灰色の薄うすい物をつまんで二人に見せた。

「これ、ひょっとして新聞紙じゃないですか……!?」

　張り付いていたのは間ま違ちがいなく新聞紙の小さな切きれ端はし。

「ホントだ！」

「新聞紙だわ！」

　三人は思わず顔を見合わせた。その表情に、俄にわかに希望の笑えみが浮うかぶ。

　紙も活字も印刷技術も、この世界にはまず存在しないだろう。だとすれば、三人が元いた世界からこっちへ来た可能性が高い。この世界と元の世界とを繫つなぐ道が、ちゃんと存在する可能性が高いのだ。

　千ち秋あきは興奮して大きな声を出した。

「これってつまり、元の世界に帰れる可能性が示されたという事ですよね！」

　東ひがしも声を弾はずませる。

「そうだよね！　繫つながってるって証しよう拠こだよね！」

　南みなみもグッと両手を握にぎってガッツポーズ。

「私たちがいた河原、そしてこのウロ。複数の場所に通路があるって事は、きっとまだ他にもあるわ！　ちゃんと私たちが通れるサイズのものを見つければ、絶対に帰れるわ！」

　今までは「穴に落ちたらこの世界に来たんだから帰り道も穴を探そう」なんていうボンヤリした方針で大だい丈じよう夫ぶなんだろうかと正直不安だった。だが、この新聞紙の存在によって、それで間ま違ちがっていなかった可能性が一気に高まった。穴の事に詳くわしいアナグマならきっと、不思議な穴の事もニホンリス以上に知っているだろう。アナグマのところまで無事に辿たどり着つきさえすれば、きっと帰るための手て掛がかりが摑つかめるはずだ。

　三人が盛り上がっていると、ニホンリスとしばさんがやってきた。

「何かいいものでも見つけたの？」

「おいしいものー？」

　千ち秋あきは枝の上のニホンリスを見上げると、手にした新聞紙を振ふりながら礼を言った。

「ありましたよ！　ありましたとも！　ありがとうございます！」

　東ひがしと南みなみも礼を述べる。

「ホントにありがとうニホンリスさん！」

「お陰かげ様さまで、ちゃんと帰れそうだって確信が持てたわ」

　ニホンリスは千ち秋あきの手にした新聞紙を見て不思議そうな顔をする。

「……その変わったはっぱがそんなにだいじなの？　たしかに巣の中にしくのには良さそうだけど」

　そう呟つぶやいてから、ふっと微び笑しようを浮うかべるニホンリス。

「……よく分からないけど、でもまあ、よろこんでるならつれてきたかいがあったわ」

　しばさんは、東ひがしの背中に抱だきつきながら尋たずねる。

「かいぬしさんかいぬしさん！　あのはっぱ、いいものなの？」

「そうだよ～！　とってもいいもの！」

　東ひがしは満面の笑えみを浮うかべながら、しばさんのほっぺを両手でぶるんぶるんさせた。

　南みなみも一いつ緒しよになってしばさんを撫なでる。

「アンタも頼たよりにしてるわよ。しっかりアナグマのところまで案内してね」

「任せて！　私、すっごくたよりになるから！」

　しばさんはそう言って、むふーっと力強く鼻を鳴らした。




　その後一行は、ニホンリスに案内してもらいながら、森の中をアナグマの巣の方角へと進んだ。

　ニホンリスは時折木の上から下りてきては、みんなが背負ったカゴからクルミを取り出してあちこちに隠かくす。

　やがて、森が途と切ぎれた。

「私のナワバリはここまでだから、見おくりもここまでね」

　そう言ってみんなを見下ろすニホンリス。

「送ってくれてありがとうニホンリス！　またね！」

　しばさんがニホンリスに吠ほえる。

「ありがとうニホンリスさん」

「お世話になりました」

「色々助かったわ。ありがと」

　口々にお礼を述べる東ひがし、千ち秋あき、南みなみ。

　南みなみがふと気付いて東ひがしの背負ったカゴを見た。

「そういやまだこっちのカゴにクルミ残ってるんだけど……」

　その言葉をニホンリスが遮さえぎる。

「そのまま持って行きなさい。いいものをおしえてくれたお礼よ」

　そう言って、自分の持っているカゴを見せるニホンリス。

「でも、こんなにいっぱい……」

　東ひがしが自分のカゴを覗のぞき込こんで思わずそう呟つぶやくと、ニホンリスはフッと笑った。

「いいのよ。アナグマの巣はまだまだとおいわ。食べ物がたくさんあって困る事はないはずよ」

「助かるわ。肉ももう残り少なくなってきてたし」

　礼を述べる南みなみ。

　ニホンリスは頭を下にしてスルスルと木から下りてくると、カゴの中からクルミを一つひょいと取って再び枝の上に戻もどる。

「カラをわる時は、合わせ目に沿ってかじるのよ。上の歯は押おさえるだけ。下の歯で削けずっていくの。そうして、すきまがじゅうぶん大きくなったら、ヨコに持ち直して下の歯をこじ入れればきれいにわれるわ」

　枝に腰こし掛かけて、実じつ践せんしてみせるニホンリス。

　想像以上の素す早ばやさで小刻みにアゴを動かしながら、カリカリとクルミの殻からに溝みぞを掘ほると、横に持ち直して咥くわえ、下の前歯を使って真っ二つに割った。

　そして、二つに割れたクルミを重ねて持つと、中身を食べるニホンリス。

「分かった？」

「分かんなかった！」

　即そく答とうするしばさん。

　南みなみがそんなしばさんを撫なでるようにして下がらせる。

　それと入いれ替かわるように東ひがしが慌あわてて言った。

「ありがとう。ちゃんと分かったよ～！」

「それじゃ、おげんきで。日がくれないうちに、早く行きなさい」

　ニホンリスはそう言うと、梢こずえ伝いに森の奥おくへと姿を消した。

　三人としばさんは、その姿が見えなくなるまで手を振ふって見送った。

　そして森を出ると、再びアナグマの巣を目指して歩き始める。

　千ち秋あきがふとニホンリスの去った方を振ふり返かえって呟つぶやいた。

「ニホンリスさんは『暗くても平気』とか言わないんですね……」

　南みなみが答えた。

「あの子らって哺ほ乳にゆう類るいにしては珍めずらしく昼行性で夜はほとんど見えないからね」

「人と一いつ緒しよなんだね～」

　東ひがしが、へ～と感心する。

　そして一行は、カゴいっぱいのクルミを抱かかえ、しばさんを先頭にアナグマの巣への旅路を急いだ。
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　カゴを編んでいて時間を使ってしまった一行は、遅おくれを取とり戻もどすべく早足で先を急いだ。

　草むらを搔かき分わけ、岩場を這はい、森の中を抜ぬける。

　そして昨日と同じように日が暮れる前に止まって、野営の準備をすることにした。

　今日は川の近く。拓ひらけていて木々はまばらだ。

「増水すると嫌いやだから、寝ね場所はもうちょっと上がいいわね」

　南みなみの意見で川沿いの丘おかの上に寝ね床どこを作る事になった。

　本当は川のすぐ側のほうが水が汲くみやすくて楽なのだが、山地で雨が降ると斜しや面めんを下った水が一気に川に流ながれ込こみ、急激に増水して危険なので、敢あえて少し高い場所を選ぶ。特に山の天気は変わりやすく、場所によってまるで異なる場合も多い。自分たちのいる場所は晴れていても上流で大雨が降り、いきなり鉄てつ砲ぽう水みずに襲おそわれる事もある。寝ねている時に増水したらひとたまりもないので、山中の川の近くで野営する時は、小高い場所を選ぶのが安全なのだ。

「寝ね床どこは木の下に作るわよ。雨が降った時、少しでも上に枝があると濡ぬれ方が違ちがうから」

　南みなみがそう指示して寝ね床どこにする木を選ぶ。そしてその根元に、柔やわらかそうな草を千切ってくると敷しき詰つめる。

　また、川まで行き来するルートも歩きやすいよう草をむしっておく。特に、夜になってから川まで下りる必要が出た場合、背の高い枯かれた草があると松明たいまつの火が燃え移りやすい。火事になると大変なので、通路の除草は大切だ。ここでむしった草も、布ふ団とん代わりに使うため寝ね床どこへと運ぶ。草は敷しき布ぶ団とんと掛かけ布ぶ団とん両方に使うので、とにかくたくさんあるに越こした事はない。

　そして最後に焚たき火びのための場所を作る。地面の草を引ひき抜ぬき、土を露ろ出しゆつさせて、石で囲む。そして、拾ってきた枝を組んで、いつでも火が起こせる準備をする。

　そんな事を南みなみの指導の元にあれこれ準備して、ようやく夕食である。

　寝ねる時は増水に気を付けなければならないが、食事の準備は水が近い方が何かと都合がいい。なので、河原でディナータイムにする事にした。上流で増水した場合には音がするから、起きている時ならしばさんの耳で気付いて逃にげられる。

　火起こしはこれまでずっと南みなみが担当していたが、全員が起こせるようになっておくほうがいいという事で、日ひ替がわりで当番を交こう替たいする事にした。今日は千ち秋あきが担当である。

「……もしかしてこれ、ちゃんと弓の格好にしなくても、先だけ結んで手元は適当に巻き付けて手で持ってるだけでいいんじゃないですか？　そうすれば火切り杵ぎねに巻くのも簡単ですし」

　弓ゆみ弦づるを火切り杵ぎねに巻き付けながら、そんな事を思いつく千ち秋あき。

「でもそれだと弛ゆるんでくるでしょ？」

　南みなみがそう疑問を呈ていすと、千ち秋あきは手元を見せた。

「弛ゆるんだ分は手で引っ張ってピンと張れば……。ほら、こんなふうに」

　弓を握にぎる手で弦つるを引っ張ってピンと張る千ち秋あき。

　その状態で弓を動かしても火切り杵ぎねはちゃんとスムーズに回り、やがてどこかバニラに似た甘あまい焦こげた香かおりと共に、黒い煙けむりがモリモリと出始めた。

　千ち秋あきはその様子を見ながら、半ば独り言のように呟つぶやく。

「……なんて言うかこう、ヒキリギネーとヒキリウスってカタカナにしたら、ギリシャやローマの神様の名前にありそうですよね。ヒキリギネーの棒をヒキリウスの穴に突つっ込こんで擦こすると火が生まれるって、神話的なエロスを感じますよね……。火の起源の神話でも、女の胎たい内ないに火が隠かくれてるってモチーフはポピュラーですし……。あ、でもヒキリギネーってどう見ても女性名の語ご尾びですし、ヒキリウスは-usで終わってるってことは男性名の語ご尾びだから、それだと男女が入いれ替かわっちゃいますけど。でも女め神がみのほうに棒があって、それを男お神がみの穴に入れるっていうこの倒とう錯さく感はむしろ神話っぽさが増したとも言えそうな……」

　ブツブツと変態っぽい事を呟つぶやきながら、ニヤニヤとよだれを垂らす千ち秋あき。完全に、他人に見せてはいけない顔になっている。

「何言ってんのこの子……？」

　呆あきれた顔で呟つぶやく南みなみ。

「難しくてよく分かんないね……」

　東ひがしは困こん惑わくしながら首を傾かしげる。

　やがて千ち秋あきは、こんもりと出来た火種を、枯かれ草くさを裂さいて作った火ほ口くちに移した。そっと細く長く息を吹ふきかけ、ちゃんとした火にすると、組んでおいた薪たきぎの下へ放ほうり込こむ。

　その手て際ぎわの良さに、東ひがしが思わず拍はく手しゆした。

「千ち秋あきちゃん、上手～。あんまりアウトドアの経験ないって言ってたのに」

　南みなみが、驚おどろくことはないといった調子で肩かたを竦すくめる。

「まあ、日ひ頃ごろから理科室の備品で火薬を作ったりしてる危ない女だからね。薪たきぎの組み方も言われなくても完かん璧ぺきだったし、火の扱あつかいに関しては慣れたもんなんでしょ」

　千ち秋あきは地面にほっぺたを付けながら更さらに息を吹ふき込こむ。

　それを見た東ひがしが、思い出したように慌あわてて声をかけた。

「あ、そうだ千ち秋あきちゃん！　これ、使ってみて！」

「何ですか？」

　千ち秋あきが顔を上げると、差し出されたのは長さ三十センチ弱の細い枝。見ると、中が空くう洞どうで筒つつ状じようになっている。

「何ですかこれ？　管になってる……？」

　一体どうやってこんな穴を空けたのか。首を傾かしげながら穴を覗のぞき込こむ千ち秋あき。

　東ひがしはニコニコと笑え顔がおで答えた。

「これね、ウツギっていって、中が空くう洞どうになってる木なの。空うつろな木だからウツギ」

　それを聞いて驚おどろく千ち秋あき。

「えっ？　元からこんな穴空いてる木なんですか!?　竹みたいな？」

「そうだよ～。途と中ちゆうで見かけたから、火ひ吹ふき竹だけの代わりになるんじゃないかと思って折っといたの」

　カゴを作ったお陰かげである。これまでは、歩いていて何か役立ちそうなモノを見つけても、両手で持てる以上の物は運べなかったのが、今ならカゴに入る限りは持ってこれるようになったのだ。

「なるほど。確かにこれは便利かも……」

　枝を受け取ると、千ち秋あきは早さつ速そく端はしを咥くわえて火種に向かって吹ふいてみた。

　そして目を見張る。

　小さかった火はたちどころにメラメラと燃え上がり、小枝に燃え移って、メインの薪たきぎまであっという間に火が移った。

　圧あつ倒とう的てき威い力りよく。

　口でフーフー吹ふく時は、どうしても火傷やけどしないよう離はなれた距きよ離りから吹ふきかけるので、遠くなる。当然、風も途と中ちゆうで分散してしまって、火元に届く空気の量はかなり減ってしまう事になる。それを補うために、どうしても全力で吹ふかざるを得ない。更さらに、地面に顔を擦なすりつけるような姿勢を取る必要もあり、それらが重なってかなり疲ひ労ろうする。

　だが、このウツギを使うとどうだ。しゃがんだだけで火のすぐ側まで直接吹ふき込こめる上、細い管を通って勢いを増した風はほとんど分散することなく火元まで届く。そして勢いのある風の流れは周囲の空気を巻まき込こみ、口で吹ふき込こんだ以上の酸素を火元へ届ける。全力でフーフー吹ふかなくても、軽く吹ふき込こむだけで炎ほのおは明々と燃え上がるのだ。桁けた違ちがいの効果である。

　千ち秋あきは感激して東ひがしの顔を振ふり返かえった。

「ウツギ、すごい効果です！　こんな便利な木があったなんて、全然知りませんでしたよ！　最高です！」

　キラッキラと目を輝かがやかせる千ち秋あき。

「ちゃんと役立ってよかったよ～」

　東ひがしはニコニコと嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　かくして無事に火も起き、早さつ速そく食事の支し度たくが始まった。

　メニューは、怪かい物ぶつの肉を干したものの最後の残りと、東ひがしが道中摘つんだ食べられる野草の類。

　ただし、今日の食事は昨日とは少し違ちがう。何が違ちがうかというと、小こ振ぶりのザルに葉っぱを敷しいて、その上に盛られて出てきたのである。東ひがしがカゴを編むついでに小さなザルもいくつか編んでおいたのだ。

　更さらに、お箸はしまで付いている。細い枝を折って、樹皮や端はしのささくれを濡ぬれ石で擦すり落おとしただけのものだが、それでも箸はしは箸はしだ。

　東ひがしがウキウキした顔を浮うかべる。

「お皿とお箸はしが揃そろうと、何だか文化的な暮らしって感じだよね。お皿じゃなくてザルなんだけど」

　それを聞いてうなずく南みなみ。

「そうね。何とか最低限の文化的な生活に戻もどってきたって気がするわ」

　千ち秋あきも満まん更ざらでもない様子で言った。

「将来的にはお椀わんとかちゃんとしたお皿も欲ほしいですよね」

　東ひがしがうんうんとうなずく。

「そうだね～。どうやって作ればいいのか分かんないけど、作りたいよね」

　南みなみは混ぜっ返すように苦く笑しようした。

「私はそんなもん作れるようになる前に元の世界に帰りたいけどね」

　確かにごもっともである。東ひがしと千ち秋あきも釣つられるように思わず苦笑い。

　しばさんが、箸はしを使って食べる三人の様子を不思議そうな顔で眺ながめる。

「かいぬしさんたちは、木のぼうも食べるの……？」

　東ひがしが振ふり返かえって、ニコニコとしばさんを撫なでた。

「木の棒は食べるんじゃなくて、これでお肉とかを摑つかむんだよ。そうすると手が熱くないから、冷めるのを待たなくてもいいの」

「こう……？」

　首を傾かしげながら、真似まねして箸はしを持とうとするしばさん。だが、手を使って細かい作業をする事には不慣れなしばさんである。生まれて初めて持つ箸はしを上手に扱あつかえるはずもない。

「むずかしい～！」

　悪あく戦せん苦く闘とうするしばさんを見て、東ひがしが助け船を出した。

「しばさんのお肉は私がふーってして冷ましてあげるから、お箸はし使わなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そう言って、しばさんのザルに盛られた肉を箸はしでひょいと摑つかむと、自分の口元へ持っていく。

　肉が取られると思ったしばさんはガバッと凄すごい勢いで東ひがしを見上げたが、そのしばさんの顔の前に冷ました肉がスッと差し出されると、大喜びでガブリと食べる。

「熱くないでしょ？」

「あつくないー！」

　キラキラした目で東ひがしを見上げるしばさん。

「もっとやって！　もっとふーってやって！」

「はいはい。ちょっと待ってね」

　残っている肉も全部吹ふいて冷ましてやる東ひがし。

　千ち秋あきがそれを羨うらやましそうに横目で眺ながめる。

「いいですよね、東ひがしさんばっかり懐なつかれて……」

「そう？　自分の食事もゆっくり出来なくて大変なだけよ、ああいうのって」

　南みなみはやれやれと苦く笑しようする。

「そういや南みなみさんは元の世界じゃ動物に囲まれまくりの生活でしたっけ」

　そう言って南みなみにも妬ねたましげな視線を送る千ち秋あき。

「まあね」

　南みなみはうなずくと、思い出したように小さく溜ため息いきを漏もらした。

「……あの子ら、私がいなくてもちゃんといい子にしてるかしら」

　どこかしんみりした、寂さびしそうな表情。

　千ち秋あきは思わず南みなみの顔を見つめた。

「南みなみさんでも寂さびしいとかそういう感情あるんですね……」

　南みなみはハッとすると、慌あわてて否定する。

「別に私は寂さびしくないわよ。むしろ久々に煩わずらわしい奴やつらから解放されて清々してるくらいだわ。日ひ頃ごろはアイツらのせいで漫まん画がすらロクに読めないし寝ねる時間すらない事もあるし」

　それを聞いた千ち秋あきは再び意外そうな顔。

「南みなみさんって動物の扱あつかい得意だって聞いてましたけど、動物の事はそれほど好きでもないんですか？」

「そりゃそうよ。アイツらみんなバカだしわがままだし臭くさいし。向こうはじゃれてるつもりでもこっちは大怪我けがしかねなかったりするし」

「動物って動物好きな人を見分けて懐なつくようなイメージがありましたけど、実際はそうでもないんですかね……」

　東ひがしが聞きつけてクスッと笑った。

「千ち秋あきちゃん千ち秋あきちゃん。ホントに嫌きらいなら寝ねる時間を削けずってまでお世話したりしないよ～」

「あ、確かに……！」

　ポンと手を打つ千ち秋あき。

　南みなみは照れくさそうな顔で黙だまって立ち上がると、あからさまに話題を逸そらす。

「それより、肉も少なかったし今日は昨日より歩いたからまだ食べたりないわ。東ひがし。クルミも出して」

「はいはい。ちょっと待ってね」

　東ひがしは微かすかに赤くなっている南みなみを見てクスクスと笑いながら、ニホンリスにもらったオニグルミが詰つまったカゴを出す。

「ニホンリスさん、いい人だったね～」

「人じゃないけどね」

　南みなみが軽くツッコミを入れる。

　千ち秋あきが東ひがしに同意した。

「冬に備えた大事な食料をこんなにくれるなんて、凄すごくいいリスでしたよね。話してる時は何となくこっちを見下してるような態度の時もありましたけど」

「あー、リスって警けい戒かい心強い割りに好こう奇き心も強めで、相手の手の届かない枝の上から見下ろすのが好きなとこあるからね」

　適当な調子で言う南みなみ。

　千ち秋あきはなるほどと感心する。

「なるほど！　あれはそういうキャラ付けですか！」

「見下ろすのと見下すのは違ちがうんじゃ……」

　東ひがしが小さく呟つぶやいて首を傾かしげた。

　それはともかく。

　千ち秋あきが固い殻からに包まれたクルミを一つ摘つまむと、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「しかしこれ、どうやって割ればいいんですかね……」

「ニホンリスさん、お手本見せてくれたけど……」

　東ひがしがそう言いながら、クルミを口元に持っていく。

「……っていうか、クルミの殻から削けずるのに下の歯使うんだね～。ずっと上の前歯だと思ってた」

　南みなみが解説する。

「アゴって基本的に下アゴしか動かせないのよ。私たちもそうでしょ」

「ホントだ。言われてみれば」

　実際に口を動かして確かめてみる東ひがし。

　南みなみは続ける。

「特に齧げつ歯し類るいは下した顎あごを前に突つき出だすための筋肉が発達してるからね。その力でグリグリ削けずるわけ。下の歯も前に向かって突つき出だすように生えてるし」

　千ち秋あきが自分の下の前歯をクルミに当てながら不安そうに言った。

「私たちでも同じ方法で割れるんでしょうか……？」

　慌あわてて止めに入る南みなみ。

「無理無理やめときなさい。アイツらの前歯は一生伸のび続けるからいいけど、私たちは歯が摩ま耗もうしたらもう二度と再生出来ないんだから。それに、下手したら歯の根元がグラグラになるわよ」

「リスの歯はグラグラにならないんですか？」

　不思議そうに尋たずねる千ち秋あき。

　南みなみは、指で自分の前歯を指した。

「そりゃ、齧げつ歯し類るいの前歯は上も下も根元がずーっとアゴの骨の中を通って、奥おく歯ばより奥おくまで来てるんだもん。表に出てるのなんて、ほんの先っちょだけよ。どれだけ力かけたって、びくともしないわよ」

　そう言いながら、指先を顎あごの関節まで動かす。

「そんなに……」

　びっくりした顔で南みなみを見る東ひがしと千ち秋あき。

　南みなみは更さらに駄だ目め押おし。

「でもそれじゃ、どうやって割ればいいんですかね？」

「石で叩たたいたらいいんじゃない？　そうやって割るニホンザルがいたはずよ」

「叩たたいた程度で割れますかねこれ……」

　千ち秋あきはそう言いながらちょっと大きめの細長い石を拾い上げると、岩の上にクルミを置いた。そして、手に握にぎった石の端はしを持つと、大きく振ふりかぶって振ふり下ろす。

　パキャッという音が周囲に響ひびき渡わたった。

　ところが、クルミはびくともしていない。

　反対に、千ち秋あきの手元の石が真ん中から割れていた。

「ウソでしょ……」

　信じられない思いでクルミを見つめる千ち秋あき。

「……めっちゃくちゃ固いですよこれ。っていうか、こんな固い殻からをあんな簡単に歯で削けずって割ってしまえるとか、リスの歯って凄すごすぎませんか？　マジチートですよ！」

　ニホンリスがお手本として殻からを割って見せた時の様子を思い出して、今いま更さらながら改めてその凄すごさに戦せん慄りつする。

「っていうかこれ、ホントにどうやって割りましょう……」

　途と方ほうに暮れる千ち秋あき。

　東ひがしが思い出して口を出した。

「確かクルミの殻からって、火で煎いると割れるんじゃなかったっけ」

「火？　加熱すればいいんですか？」

「うん。フライパンで乾から煎いりすると割れ目が開くから、うちじゃいつもそうやってから、出来た割れ目に厚手のナイフとか入れて、ナイフの背を棒で叩たたいて割ってたよ」

「なるほど！　やってみましょう！」

　というわけで、早さつ速そくクルミを火の側に並べてみる三人。

　ドキドキしながらしばらく待っていると、やがてパンと爆はぜた音がして、クルミが小さく跳はねた。

　しばさんがビクッとして立ち上がる。

「なに!?　なに!?　なんの音!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。クルミが割れただけだよ」

　東ひがしが、驚おどろくしばさんをよしよしと宥なだめた。

　千ち秋あきが箸はしでクルミを一つ取る。

「割れてる！　ちゃんと割れ目、出来ましたよ！」

「おお！　やった！」

「割れ目、開いたね～！」

　思わず盛り上がる三人。

　だが、問題はここからだ。

　南みなみがクルミをまじまじと見ながら眉み間けんに皺しわを寄せる。

「で、こっから完全に割るにはどうするか……」

　割れたとはいっても真っ二つになったわけではなく、先の方から縫ほう合ごう線に沿って半分ほど薄うすく口が開いたという程度。このままでは食べられない。

「東ひがしさんのお家うちでは、ナイフで割ってたんですよね？」

　千ち秋あきが確かく認にんする。

「うん。ナイフとか鉈なたとか。割れ目にこじ入れられれば、別に刃はが付いてなくても大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

「そうは言っても、この割れ目にこじ入れられる薄うすくて丈じよう夫ぶな物なんてないわよねぇ……」

　南みなみがそう言って頭を搔かいた。

　やはり、何の道具も装備もないというのは厳しい。

　道具が無くても糸や紐ひも、そしてカゴやザルは作れた。だが、それらを駆く使ししてもクルミは割れない。このままでは、せっかくカゴいっぱいもらった貴重な食料が無む駄だになってしまう。

　それに、クルミをいっぱいもらった事で安心して、怪かい物ぶつの肉の残りは全て食べ尽つくしてしまった。明日以降食べ物が確実に手に入る保証もない。何とか今ここで、クルミを確実に食べられる手段を見つけておかないと、明日から困るのだ。

　しばしの沈ちん黙もく。

　やがて、千ち秋あきが思いついて顔を上げた。

「……こっちの世界に来て一番最初に火切り杵ぎねを削けずろうとした時に私、石器のナイフ作ろうとしていっぱい石を割ったじゃないですか。あの時、結構な確率で薄うすい欠片かけらが出来たんですよ。その欠片かけらじゃ火切り杵ぎねを削けずる事は出来ませんでしたけど、クルミを割るのには使えるんじゃないかと思うんです」

　それを聞いて、なるほどと東ひがしがうなずく。

「木を削けずるのは無理でも、隙すき間まにこじ入れて割るのはまた別だもんね……」

　すでに割れ目の入ったクルミを完全に割るだけなら切れ味は必要ない。割れ目にこじ入れてくさびの役目を果たせる物であれば、それで充じゆう分ぶんなのだ。だったら石でも何とかなるかもしれない。

「よし！　やってみよう！」

　南みなみがそう言って、早さつ速そく足元の石を拾うと割ってみた。

　ところが、鋭するどい破は片へんどころか、割れ目は縦横奥おく行ゆきの三軸じく全ての方向にほとんど直角。

「おお。何かめっちゃ綺き麗れいに割れたんだけど……！」

　千ち秋あきが南みなみの手元をチラッと見て言った。

「ああ、それ多分珪けい岩がんですね。その石、そういう割れ方する事が多くて使い物にならないからやめた方がいいですよ。固いから、他の石を割るためのハンマーとして使って下さい」

　東ひがしが感心しながら尋たずねる。

「千ち秋あきちゃんすごい。よく分かるね～。どこで見分けるの？」

「珪けい岩がんは硬かたくて傷が付きにくいんで、表面がツヤツヤすべすべしてる事が多いんです。他の石は大たい抵てい表面が細かく傷ついてザラザラになってるんで、ツヤのない灰色っぽい感じが多いです。水で洗って表面の砂すな埃ぼこりを落とすともっとはっきりしますけど」

「こういうの？」

　東ひがしが、ツヤがあって綺き麗れいな赤い色をした石を拾い上げた。

　そして、灰色っぽい別の石を拾うと、赤い石で叩たたく。

　パキッと音がして、灰色っぽい石と赤い石の両方が割れた。どちらも先さき程ほどの珪けい岩がんとは違ちがって、鋭えい角かくな破は片へんが落ちる。

　千ち秋あきが割れ口を覗のぞいた。

「この赤い石、珪けい岩がんじゃなくてチャートですね」

「チャート？」

「はい。これも硬かたくて傷が付かないんで外見は珪けい岩がんとほとんど区別付かないんですけどね。成分的にはどっちも珪けい酸さんの固まりですし。このチャートが熱を受けて結けつ晶しようが育つと珪けい岩がんになるんです」

　そう言ってさっき割れた珪けい岩がんの断面を見せる。

「比べてみると、チャートの断面は粉っぽいような感じですけど、珪けい岩がんのほうは結けつ晶しようが数ミリ角に育ってモザイク状になってますよね。これが違ちがいです。まあ、割ってみるまでほとんど分からないんですけど」

「チャートの方は鋭するどい破は片へんが取れるから使える可能性あるって事だよね」

「多分。昔は鏃やじりやナイフなんかの材料にもなってたって聞きますし……」

　千ち秋あきはそう答えてから、小さく溜ため息いきを漏もらす。

「……ただ、硬かたい反面脆もろいんですよね。薄うすくて鋭するどい欠片かけらが取れたからって木を削けずろうとしたら、刃はがペチペチ割れて全く使い物になりませんでしたし。肉は切れるのかもしれませんけど、木は切れないんだと思います。クルミ相手にも、期待しすぎると裏切られるかもしれません……」

　そして、もう一方の灰色っぽい石を見る。こちらは、風化した表面は灰色だが真新しい断面を見ると仄ほのかに青っぽい。

「これは多分安山岩だと思います。木を削けずろうとしても滑すべるばっかりでしたけど、チャートよりは丈じよう夫ぶな感じがしましたね」

　千ち秋あきがそう言うのを聞いて、東ひがしはうなずいた。

「じゃあ、なるべくこういう石を選べばいいんだね」

　そして、みんなが何の話をしているのかよく分からない顔でウロウロしていたしばさんに語りかける。

「しばさんしばさん、今からこういう感じの石をみんなで集めるから、しばさんも一いつ緒しよに探してくれる？」

「こういう石？」

　しばさんは差し出された石をじっと見つめ、フンフンと匂においを嗅かいだ。

「分かったー！」

　そう言うと早さつ速そく四つんばいになって河原の石を探し回るしばさん。

「よーし、私たちも探すわよ！　日が暮れるまでになるべくたくさん！」

　南みなみが負けじとしゃがみ込こむ。

　石を割るのは焚たき火びの明かりでも出来るだろうが、石を探すのは太陽が照っている内じゃないと難しい。

　東ひがしと千ち秋あきも一いつ緒しよになって、日が沈しずむまで一いつ生しよう懸けん命めいそれらしい石を拾い集めた。







[image: 第十二話　石が研げるぞ!]







　太陽が山の陰かげに隠かくれ、赤くなった空を背景に稜りよう線せんが真っ白く輝かがやく。

　東ひがしの空はすでに暗い濃のう紺こんに染まった。

　後数分で、空全体が闇やみに包まれる。

　その頃ころ、一行は集めた河原の石をひたすら割っていた。

　クルミの殻からを割れるような石器を作るためである。

　拳こぶし二つ分くらいの細長い石をハンマー石として使い、割ろうとする石に向かって叩たたきつける。

　元から薄うすくて細長い板のような形をした石であれば、縁ふちを鋭するどく叩たたき割わって刃はを付ける。手首のスナップを利きかせて鋭するどく打てば、薄うすい破は片へんが剝はがれるように割れて、断面が刃はになる。

　厚みがあって棒状になった石だとそう簡単にはいかないが、やはり鋭するどくスナップを利きかせて端はしを打つと、たまにまるで両断したかのように真まっ直すぐ割れる事がある。その割れ口が上手うまい具合に斜ななめになっていれば、やっぱり刃はになる。

　更さらに大きな石の場合には、まず地面に別の大きな石を置いて、そこに両手で思い切り叩たたきつける。これもやはりスナップを利きかせるのが肝かん心じんだ。石によって割れ方は様々だが、上手うまく棒状や板状の破は片へんが出来れば、後は同じやり方でいい。

　上手うまく割れてくれるのは十回に一回程度だが、石はいっぱいある。思ったような形が出来るまで、片かたっ端ぱしから割っていけばいい。

　完全に日が暮れた頃ころ、それなりに薄うすくてクルミの殻からの隙すき間まに入れられそうな刃はが付いた石がいくつか出来た。

「よーし。それじゃあクルミの殻からが割れるかどうか、試ためしてみるわよ！」

　南みなみが刃はの付いた石を手に取った。

　まずは、最初のほうで割れたチャートの破は片へんである。

　薄うすく鋭するどい刃はをクルミの殻からの割れ目に差さし込こむと、こじ開けるように捻ひねる。

　固かた唾ずを吞のんで見守る東ひがしと千ち秋あき。よだれを垂らして見守るしばさん。

　だが次の瞬しゆん間かん。

　ペチッ。

　プラスチックが割れたような音が響ひびいた。

「ぎゃあ！　割れた！」

　南みなみは思わず悲鳴を上げる。

　石の刃はは、あっさりと割れてしまった。一方クルミの殻からには何の変化も無い。

　東ひがしが覗のぞき込こんで、困った表情になる。

「割れた破は片へんが隙すき間まに詰つまっちゃってる……。ちょっと取れそうにないね……」

　隙すき間まに石の破は片へんが詰つまってしまい、これでは別の石で再試行する事も無理っぽい。絶望的だ。

　千ち秋あきがやっぱりと言った顔で溜ため息いきを漏もらす。

「ま、チャートは所しよ詮せんはこんなモンですよ……」

「次行くわよ次！」

　南みなみはめげずに、新しいクルミを手に取った。

「次はこれでお願いします」

　千ち秋あきがそう言って新たな石を手て渡わたす。今度の石は、みんなで拾い集めた安山岩っぽい石だ。チャートと比べると若じやつ干かん硬かたさは劣おとる感じがするが、その代わりに薄うすくした時の割れにくさではやや上っぽい印象、という千ち秋あきの評価は、いくつも石を割った今では全員が共有している。これならばという期待を込こめて、皆みなは南みなみの手元を見つめる。

　だが。

　パキッ。

　さっきよりも若じやつ干かん高い音を立てて、こちらも刃はが欠けてしまった。

「安山岩、お前もか……！」

　思わず頭を振ふる南みなみ。そして再度クルミを取り直すと、千ち秋あきに手を差し出す。

「次寄よ越こせ次！」

「それじゃ次はこっちで。多分泥でい岩がんだと思います」

　新たな石を選ぶ千ち秋あき。

　しかし、これもやはりペチッと音を立てて割れてしまった。

　その後も何度も続けて挑ちよう戦せんしたが、どの石も強度が足りず、同じように割れてしまう。クルミの殻からをこじ開ける事が出来たものは一つもない。結局、用意した石全てが割れてしまうという惨さん憺たんたる結果になった。

「はぁ～……………………」

　ぐったりと肩かたを落として黄昏たそがれてしまう南みなみ。

　千ち秋あきもその隣となりで絶望しきった顔を浮うかべながら、自じ嘲ちよう気味に呟つぶやく。

「……チャートに限らず、そもそも石自体が駄だ目めなんですよね……。そりゃそうですよね……。もし石器が優ゆう秀しゆうだったら、こんなに石ころだらけなのに石器時代が終わるわけないですもんね……。鉄に取って代わられるわけないですもんね……」

　東ひがしも抱かかえた膝ひざにアゴを載のせて諦あきらめきった声を漏もらした。

「日本のオニグルミって、クルミの中でも特に殻からが固いっていうからね……。くるみ割り人形でオニグルミを割ろうとしたら、お人形の方が壊こわれたって話も聞くし……」

「改めて、これを軽々と割るニホンリスの歯のヤバさが際きわ立だちますね……」

　千ち秋あきは魂たましいが抜ぬけたように溜ため息いきを漏もらした。そして、刃はが欠けた石を眺ながめる。

　その時、ふと千ち秋あきはある事を閃ひらめいた。思わず刃はが欠けた石を拾い上げると、勢いきおい込こんで南みなみと東ひがしの顔を見る。

「……あのこれ、もしかして刃は先さきが薄うすすぎるから駄だ目めなんじゃないですか？　もうちょっと分厚い刃はにすれば、ここまで脆もろくはないと思うんですけど」

　南みなみと東ひがしはキョトンとして振ふり返かえった。

「そりゃまあそうだろうけど……」

「いい角度に割れるまでもっとたくさん割ってみる……？」

　千ち秋あきは首を横に振ふる。

「いえ。私たちの技術じゃ、どんなふうに割れるかなんて、割ってみないと分かりませんから。思った通りの角度に割れるまで運に任せて割り続けてたら、体力が保ちません。それどころか河原の石が先になくなるかもしれないです。石は鉄と違ちがって打ち直す事も出来ませんからね」

「そっか。そうだね……」

「んじゃ、どうするの？」

　南みなみに問われた千ち秋あきは、半ば不安げに、だが半ば期待の籠こもった声で提案した。

「割るんじゃなくて、研といでみたらどうでしょう……？」

「研とぐ……!?」

　南みなみと東ひがしが同時に声を上げた。

　千ち秋あきはうなずく。

「まず割って大体の刃はを作ってから、研といで形を整えるんです。丸く膨ふくらんだ蛤はまぐり刃ばのような感じの刃はにすれば、耐たい久きゆう性はずっと上がるはずだと思うんですよ」

　そう言って、足元に散らばる石を指さした。

「この辺の石とかこの石とか、結構平らな面があるじゃないですか？　そういう石が砥と石いしに使えるんじゃないかと……」

「なるほど。面おも白しろそうね」

　南みなみが目を見開いた。

　一方東ひがしは不安そう。

「……でも、石ってそんな簡単に研とげるのかな……」

　だが南みなみがそんな東ひがしの不安を一いつ蹴しゆうした。

「んなモン、やってみりゃ分かるわよ」

　そう言うなり、川べりまで行って平らな石を水で濡ぬらす。

　そして、クルミに負けて刃はが欠けた石をその上でガリガリと擦こすりだした。

　少し擦こすってから、擦こすった面を焚たき火びにかざして確かく認にんする南みなみ。

　その口から、大きな声が漏もれた。

「研とげる！　研とげるわよこれ！」

　思わず駆かけ寄よって覗のぞき込こむ東ひがしと千ち秋あき。

「ホントだ！　ツルツルになってる！」

　東ひがしが歓かん声せいを上げた。

　わずか二ミリ幅はば程度だが、石の刃はは研とぎ均ならされてツヤツヤと滑なめらかになっていた。

　千ち秋あきもグッと拳こぶしを握にぎる。

「ほら！　やっぱり研とげばいいんですよ！」

　思った以上に研とげるようだ。これならいけるかもしれない。

　希望が湧わいてきた。

　早さつ速そく、東ひがしと千ち秋あきも砥と石いし用の平らな石を選ぶと川の水で濡ぬらし、欠けた石の刃はを研とぎ始める。地べたに座すわり込こみ、靴くつの裏で砥と石いしをガッチリ押おさえ込こんで、両手で握にぎった石に上半身の体重をかけながらゴリゴリと研といでいく。

　しばさんは石を研とぐ音が苦手な様子で、少し離はなれた場所にちょこんと座すわり、耳をあっちへ向けたりこっちへ向けたりしながら不思議そうにみんなの作業を眺ながめた。

　最初の内は砥と石いしの上を滑すべるだけのような感じなのが、しばらくする内に徐じよ々じよに石が削けずれて粉が水と混じり、灰色をした泥どろのようになる。それと同時に、石が削けずれるスピードが上がってくる。削けずれた石の粉が研とぎ粉になっているらしい。

　だが、これも多すぎると却かえって邪じや魔まになるので、時折灰色の研とぎ粉を払はらい落おとして水を掛かけ直す。

　そうして無心に研とぐ事一時間以上。

　だんだんと体が痛くなってくる。

　全員、腰こしや背中、肩かた、肩けん胛こう骨こつの下などが悲鳴を上げそうになってきた頃ころ、千ち秋あきが立ち上がった。川の水で石についた研とぎ粉を洗い流すと、高らかに掲かかげて叫さけぶ。

「見てください！　どうですかこれ！　ほとんど石いし斧おのですよ！」

　ただ割られただけでガタガタだった部分は、研とぎ落とされて完全に滑なめらかな線を描えがき、鋭するどすぎた刃はは膨ふくらみを帯びている。割りっぱなしの薄うすく鋭するどく繊せん細さいな刃はとは違ちがい、分厚く剛ごう直ちよくな蛤はまぐり刃ば。水に濡ぬれた刃はは、焚たき火びを反射してつやつやと光っている。先せん端たんまでしっかり研とがれた刃は先さきの角度はおよそ五十度ほどだが、それでも充じゆう分ぶんに鋭するどく尖とがり、本当に石いし斧おのとして使えそうな出で来き映ばえだ。

「私も出来たわよ！」

「私も！」

　南みなみと東ひがしも声を上げ、石を洗うと頭上にかざした。どちらもそこそこ刃はが付いていて、千ち秋あきの石に負けない仕上がりだ。

　しばさんが、それを見て驚おどろきの声を上げる。

「石がぴかぴかになった！　すごい！」

　不思議そうな顔で、東ひがしが研といだ石の刃は先さきを触さわったり舐なめたり匂においを嗅かいだりするしばさん。鋭するどく研といだとはいっても、触さわってケガをするほどの鋭えい利りさではないので、東ひがしはそのまま好きなように触さわらせる。

　その間に千ち秋あきがクルミを手に取った。火で炙あぶって出来た割れ目に、磨みがき上あげた刃はを差さし込こむ。

「それじゃ、行きます……！」

　ゴクリと唾つばを吞のみ、こじ開けようとグリグリする。

　呼吸をするのも忘れて、千ち秋あきの手元に見入る東ひがしと南みなみ。そんな二人と千ち秋あきをキョロキョロと見比べるしばさん。

　やはり殻からは固くて簡単には開かないが、石の方も今度はさっきまでのように簡単に欠けたりはしない。何度グリグリやっても、しっかりと耐たえている。

　やがて千ち秋あきは、クルミを挟はさんだまま振ふり上あげると、地面に置いた平らな石に向かって一気に振ふり下ろした。

「ちょっと千ち秋あきちゃん！」

「早まるな！」

　大だい胆たんな千ち秋あきの行動に、東ひがしと南みなみが思わず叫さけぶ。

　さっきまで散々石の刃はが割れるところを見せつけられてきたのだ。石は脆もろくて割れる物。そういうイメージが、脳のう裏りには深く刻きざみ込こまれている。そんな乱暴な扱あつかいをしたら、また割れてしまうんじゃないか。二人の顔に怯おびえが走る。

　だが、勢いよく振ふり下ろされた千ち秋あきの手は、もう本人にも止められない。

　研といだ石の刃は先さきを差さし挟はさまれたクルミは、地面に置いた砥と石いしに叩たたきつけられた。

　パキッと乾かわいた音がした。

　南みなみ、東ひがし、そしてしばさんは、千ち秋あきの手元を凝ぎよう視しする。

　そこには、綺き麗れいに真っ二つになったクルミの姿があった。

「割れた……！」

　千ち秋あきが震ふるえる指先でクルミをつまむ。

「……割れました！　南みなみさん！　東ひがしさん！　割れましたよクルミ！　割れました！」

　もの凄すごい勢いで振ふり返かえると、感かん極きわまった声を上げながら割れたクルミを見せる千ち秋あき。

「われてる！　くるみ、われてるよ！」

　しばさんがはしゃいだ声で吠ほえながら走り回った。

「やった！　やったね千ち秋あきちゃん！」

　東ひがしは千ち秋あきに抱だきついた。

　南みなみは千ち秋あきの手に握にぎられた石の心配をする。

「石は!?　石は無事なの!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　石のほうも無事です！」

　右手に握にぎったままの石を見せながらはしゃぐ千ち秋あき。

　クルミは割れた。石は割れない。

　それが意味するところはつまり、これならいくらでもクルミ割り放題、という事だ。

　あれほど固く丈じよう夫ぶで、いくつもの石の刃はを欠けさせてきた憎にくい憎にくいクルミの殻から。どうすれば割れるのか見当も付かなかったあのクルミの殻から。それが、今後はいつでも割りたい時に割れるのだ。食べたい時に好きなだけむさぼり食えるのだ。

　そして、クルミが食べられるという事はすなわち、今後しばらくはニホンリスにもらったクルミで命をつなげるという事なのだ。

　しばし沈ちん黙もくがあってから、南みなみがガッツポーズをしながら天を仰あおいだ。

「うおおおおぉぉぉおおおおおおおぉぉぉおおおおおおおおおおおおぉおおおおおお!!!!　やっったぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁあぁああぁあぁあああああ!!!!　割ぁぁれぇぇぇたぁぁぁああああぁぁぁぁあああああああぁぁぁあああああああっっっ!!!!」

　東ひがしも千ち秋あきに抱だきついたままそれに続く。

「やったやったやったやったやったぁぁぁぁぁぁぁああああああああぁあぁあぁぁぁあぁぁぁぁぁあぁああああああああぁぁあああああああぁぁあああぁぁあああああああああっっっ!!!!」

　千ち秋あきも大声で勝かち鬨どきを上げた。

「どんなもんです!!!!　やってやりましたとも!!!!　やってやりましたともぉぉぉおぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおお!!!!」

　しばさんも一いつ緒しよになって遠とお吠ぼえだ。

「わおおぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんぉんぉんぉんぉん!!!!」

　肉を食べきってしまった事で感じていた焦あせりと不安。そこから解放されてホッと安あん堵どする気持ちに、あれだけ硬かたかったクルミの殻からをついに割る事に成功した嬉うれしさが掛かけ合わさって、歓かん喜きの情が一気に爆ばく発はつした。

　夜の河原でひとしきり勝利の雄お叫たけびを上げると、南みなみが自分の石とクルミを手に取った。

「私も行くわよ！」

　今度は最初から千ち秋あきの真似まねをして、割れ目に刃はを入れたら振ふり上あげて叩たたきつける。

　またしても、綺き麗れいに割れた。

「おおおおお！　割れた！　割れたわ！　こやつめ、いとも簡単に割れよったわ!!　うわはははははははははははははははははははは!!!!」

　真っ二つに割れたクルミの殻からを見るだけでもう笑いが止まらない。

「じゃあ私も……！」

　東ひがしも二人に倣ならってクルミに石の刃はを差さし込こみ叩たたきつけた。

「かいぬしさんがんばって！」

　しばさんが応おう援えんする。

　こちらは少しパワーが足りなかったようで、一回では割れなかったが、何度も叩たたきつけている内にパカッと真っ二つになる。

「割れた！　割れたよ～！　見て見て！　こんな綺き麗れいに割れちゃった!!!!」

　東ひがしもはしゃいだ声を上げた。

　全員無事、オニグルミの殻からを割る事に成功した。そこで再び皆みなで顔を見合わせると大笑い。苦労が大きかっただけに、喜びもひとしおだ。

　笑いが収まると、皆みなで揃そろって箸はしを使い殻からの中身をほじくり出す。ボロボロと崩くずれながら零こぼれだしてくる実を手の平で受けると、口に入れた。

　カロリー高めのナッツ類の中でもずば抜ぬけて油ゆ脂しの多い、超ちよう高カロリー食材であるクルミ。六割以上が油ゆ脂しで出来たその実の味わいは疲つかれた体に素す晴ばらしく甘かん美びで、ボリボリと嚙かむごとに全身にエネルギーが染しみ通っていくようだ。

「この味……クルミですね……」

　千ち秋あきが当たり前の事を言いながら、しみじみと溜ため息いきを漏もらした。

「クルミだね～……」

　東ひがしも嚙かみしめるように答える。

「クルミだわ……」

　南みなみも懐なつかしそうに目を閉じた。

「これ好き！　おいしい！」

　恐おそらく初めてクルミを食べたであろうしばさんも、飛とび跳はねて喜ぶ。

　かくして一行は心ゆくまでクルミを堪たん能のうし、お腹なかいっぱいの幸せな気持ちでこの日も終える事が出来た。




　そして二日目の夜。

　しばさんは、見張りをするからまだ寝ねないと言って、周辺の偵てい察さつに行った。

　東ひがしと千ち秋あきと南みなみの三人は先に寝ねる事にして、小高い丘おかの上に明るい内に用意しておいた寝ね床どこに向かった。

　千ち秋あきが、集めておいた草の上に寝ね転ころがった途と端たんにスゥスゥと寝ね息いきを立て始めた。かなり疲つかれている様子だ。

　東ひがしはそんな千ち秋あきの上に、冷えないよう草を掛かけてやると、自分も横になる。

　夜空は昨日と同じく素す晴ばらしい美しさだが、眠ねむくて眠ねむくて眺ながめている余よ裕ゆうがない。二日目になって、昨日よりも疲つかれているようだ。しばさんが戻もどってくるまでは起きていようと思いつつ、瞼まぶたが下りてくるのに逆らえない。

　睡すい魔まに負けてウトウトしだした時、不意に隣となりの南みなみが囁ささやきかけてきた。

「東ひがし……起きてる……？」

「ん……みなみん、なぁに？」

　むにゃむにゃと答える東ひがし。

「あのさ……、一つだけ言っときたい事があるの」

　一体何だろう。いつになく真面目な南みなみの声に、緊きん張ちようする東ひがし。振ふり向むいて、南みなみの顔を見つめた。

　すると南みなみは視線を逸そらし、珍めずらしく歯切れの悪い様子で続ける。

「……今私わたしたちが置かれてるような状じよう況きようじゃ、みんな明るく前向きでいられる事が生き延びられるかどうかを左右するし、ギクシャクしたりすると全員にとって命取りだから、一回だけしか言わないけど……」

　そこで言葉を探すように沈ちん黙もくする南みなみ。

　一体何を言おうとしているんだろう。

　前向きな気持ちに水を差すような事？　人間関係をギクシャクさせてしまいかねない事？　それでも、敢あえて言わなきゃいけないような事……？

　東ひがしは息を潜ひそめながら、不安な気持ちで南みなみの続きを待つ。

　やがて南みなみは、思い切ったように言った。

「……飼い主ごっこ、もうやめたほうがいいわ」

「え……？」

　東ひがしは驚おどろいて聞き返す。

「やめろって、どうして……？」

　しばさんが求めてきた事だし、現にしばさんは喜んでくれている。それに、しばさんと仲良くする事は、この未知の世界を案内してもらうためにも役立つはず。なのにどうしてやめたほうがいいなんて言うんだろう。

　やっぱり、しばさんが人に近い姿だからだろうか……？　しばさんは柴しば犬いぬだとはいえ、人とほとんど同じ姿をして、人と同じ言葉を話す。そんな相手に対して、「飼い主」だなんてのは失礼だから……？

　確かに東ひがしだって、そこら辺への抵てい抗こうはないわけじゃない。でも、しばさんは「かいぬしさん」の事を「大きくなってもずっとお母さんでいてくれる」存在だと言っていた。だったらこっちも、しばさんのお母さんになってあげたつもりで接してあげる分にはいいんじゃないのかな。自分たちの世界での「お母さん」が、この世界では「かいぬしさん」と言うんだ、くらいのつもりでいれば、そんなに悪い事じゃないんじゃないのかな……。

　東ひがしが胸の内であれこれ考えていると、南みなみは小さな声で続けた。

「……柴しば犬いぬは、洋犬より独立心の強い子が多いわ。四六時中飼い主にべったりするより自分の時間を持ちたがる子が多いのも確かよ。でもね……」

　南みなみは目を閉じ、言葉を切る。

　話がよく見えない。

　東ひがしはゴクリと唾つばを吞のんだ。

　南みなみの唇くちびるが、言いい淀よどむように開いては閉じ、また開いては閉じる。

　やがて、南みなみはほとんど聞き取れないくらい小さな声で、溜ため息いきと共に言った。

「……それでもやっぱり、柴しば犬いぬだって犬なのよ」

「え……？」

　戸と惑まどう東ひがし。

　分からなくなってしまった。

　東ひがしが想像していたような、人みたいなものだからやめろという理由じゃなかった。

　犬だからこそ、やめたほうがいい？　でもどうして？

　しばさんは人のようでも柴しば犬いぬで、柴しば犬いぬは犬で、そのしばさんが飼い主を求めている。なのにどうしてその気持ちに応えてあげてはいけないんだろう。

　そこへ、しばさんがハッハッと息を弾はずませながら戻もどってくるのが聞こえた。

　南みなみはさっと寝ね返がえりを打つと、東ひがしに背を向ける。

　この話はもうお終しまいという事だ。

　確かに、しばさんに聞こえるところでするべき話じゃない。

　東ひがしは起きあがると、帰ってきたしばさんを迎むかえた。

　しばさんは大喜びで東ひがしの胸に飛とび込こんでくると、尻尾しつぽを振ふる。

「きょうはカミナリもぷろびでんすもいないから、あんしんしてねむれるよ！」

「ありがとう。しばさんがいてくれてホントに助かるよ～」

　お礼を言いながら、よしよしとしばさんを撫なでる東ひがし。

　しばさんは東ひがしの肩かたにアゴを載のせて、幸せそうに抱だきつく。

　その様子を見て自分も幸せな気持ちになりながら、今さっきの南みなみとの会話が心の奥おくに引っかかる東ひがし。

　こんなに好きでいてくれるのに、どうして「かいぬしさん」でいてあげたらダメなんだろう。こんなに喜んでくれているのに、どうして「かいぬしさん」はやめた方がいいんだろう。

　東ひがしは南みなみの幼おさな馴な染じみだから、小さいころから南みなみの事はよく知っている。

　南みなみはお調子者なので人に勘かん違ちがいされやすいが、実はとても気配り屋さんだ。みんなの様子をよく見て、盛り上げる時は率そつ先せんして盛り上げるし、興奮しすぎだと思ったらやる気無い態度でクールダウンさせたりもする。問題があるなと思った時も直接言うんじゃなく、自分が動く事でその場の空気を変え、流れを変えて、問題が大きくなる前にさりげなく対処してしまうのが、南みなみのやり方だ。

　例えば最初の日に怪かい物ぶつの触しよく手しゆを解体していた時、血の臭においで気分が悪くなった千ち秋あきをその場から遠ざけるために、東ひがしと千ち秋あきの二人に肉を焼く準備を頼たのんだように。

　あるいはこっちの世界に来た直後、パニックになる千ち秋あきに火の起こし方を質問する事で、理性的に頭を働かせるよう誘ゆう導どうしたように。そして同時に、敢あえて憎にくまれ役やくとなって挑ちよう発はつする事で千ち秋あきの負まけず嫌ぎらいな気持ちをくすぐり、具体的な行動を起こす元気を引き出したように。

　多分、こっちの世界に来てからの南みなみの言葉、行動の全てに、みんなを元気づけ、勇気づけ、明るく前向きにさせるための配はい慮りよが潜ひそんでいる。「大変な状じよう況きようだけど絶望せずに頑がん張ばろう」なんて直接的な事を言わなくても、いつの間にか絶望を忘れさせ、頑がん張ばろうという気持ちにさせてくれている。それは多分、言葉の使えない動物たちをいつも相手にしてきた暮らしの中で身に付いた能力なのだろう。

　そんな南みなみが、「かいぬしさん」を続けると何かマズい事があると気付いた。しかも、いつものやり方ではなく直接言葉で注意する必要があった。だったらそれは、よっぽど重大な事に違ちがいない。それも、「犬だから」こそ良くないという。

　東ひがしは、南みなみには絶対の信しん頼らいを置いている。その南みなみが真しん剣けんな顔で「犬だから」こそいけないというからには、そこには絶対に何か問題があるのだ。このまま続けていてはいけない何かがあるのだ。

　でも、東ひがしがいくら頭を捻ひねっても、その理由は分からなかった。

　南みなみは自分で言った通り、この話は二度としなかった。

　東ひがしも、蒸むし返かえす勇気はなかった。

　そして、純じゆん粋すいな好意を全開にして無む邪じや気きに甘あまえてくるしばさんを前にして、今いま更さら「かいぬしさん」をやめる事も、心優やさしい東ひがしには出来ない事だった。







[image: 第十三話　カワネズミと木になる怪物]







　三日目の朝。

　一行が目を醒さますと、またしても焚たき火びは消えていた。

　そして、またしても体中を蚊かに刺さされている。

　しばさんだけは平気な顔でまだスヤスヤと眠ねむっていたが、他の三人はかゆくてとても寝ねていられない。

　千ち秋あきがボリボリと腕うでを搔かきながら溜ため息いきを漏もらした。

「拾ってこれるのが細い枝ばっかりなんで、どうしても燃もえ尽つきちゃうんですよね……。そこそこの太さの薪たきぎなら炭になって、灰をかけとけば一晩くらい持つはずなんですけど……」

「太い枝も転がってる事あるけど、重すぎて運べないからね～……。太いと折る事も出来ないし……」

　困った顔でうなずく南みなみ。

　東ひがしが、昨日作ったくるみ割り用に研といだ石を出して眺ながめる。

「これ石いし斧おのとして使って、木を切ったり出来ないかな……」

「石器時代の人は石いし斧おので切ってたはずですから、出来ないって事はないと思いますけど……」

　千ち秋あきはそう言いながら、自分も研といだ石を見つめる。

　南みなみがうなずいた。

「よっしゃ。今度太めの枝が落ちてたら試ためしてみよっか」

　そして、消えた焚たき火びの方を見る。

「とりあえず火を起こし直して、朝食にしましょ」

「そうですね。それじゃ、今日は東ひがしさんが火起こし当番で」

　千ち秋あきが火起こし道具一式を東ひがしに手て渡わたす。

　受け取った東ひがしは、おやっと首を傾かしげた。

「何だかひんやりしてる」

「夜よ露つゆで濡ぬれましたかね」

「濡ぬれてるってほどじゃないけど、何となく湿しめっぽいかも……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　火、起こせそう？」

　南みなみが覗のぞき込こんだ。

　千ち秋あきが火切り杵ぎねを触さわりながら答える。

「……まあ、湿しめってるっていってもほとんど誤差の範はん囲いって感じですし、これくらいなら大だい丈じよう夫ぶじゃないかと思いますけど……」

「とりあえずやってみるね」

　東ひがしはそう言うと、火切り杵ぎねに弓ゆみ弦づるを巻いて押おさえ木で上を押おさえ、先せん端たんを火切り臼うすに当てた。そして、これまで見てきたのを真似まねして弓を前後に動かす。

　ブーンブーンと音を立てながら回転する火切り杵ぎね。

　だが、いつまで経たっても火種が出来ない。

　今までなら数分と経たたないうちに、モクモクと煙けむりが上がって黒く焦こげた粉がモリモリと湧わいてくるはずなのに、いつまで経たっても黒い粉が出ないのだ。微かすかに、焦こげた時に出る甘あまい香かおりが漂ただよってくる程度。

「ダメ……。出来ない……」

　疲つかれてきてギブアップする東ひがし。

「ちょっと交こう替たいしなさい。私がやるわ」

　南みなみがそう言って、東ひがしの代わりに弓を動かす。

　だが、やっぱり火は起きない。白い煙けむりが何とか出てきたが、黒い火種は出てこないのだ。

　やがて南みなみもギブアップして、千ち秋あきに交こう替たいした。

　しかし千ち秋あきもやはり火は起こせず。

「……昨日は朝でも問題なく出来たのに」

　ハァハァと肩かたで息をする千ち秋あき。

　東ひがしが、やはり息を弾はずませながら言った。

「昨日の朝は、葛くず糸を取ったり何だかんだしてたから……」

　南みなみが肩かたを回してストレッチする。

「糸取ってる間に乾かわいたって事かしらね」

　そして、川を見下ろした。

「よし。それじゃ、火切り杵ぎねと火切り臼うすを干してる間に、あっちの様子を見てくるか」

「あっちの様子？」

「何ですか？」

　首を傾かしげる東ひがしと千ち秋あき。

　南みなみはニヤリと笑った。

「昨日の内に、川に筌うけを仕し掛かけといたのよ」

「ウケ？」

　東ひがしが不思議そうに聞き返す。

　南みなみは得意気にうなずく。

「カゴを沈しずめといて魚を捕とる奴やつよ。昨日カゴ編んだ時、筌うけとしても使えるように漏斗じようご形の蓋ふたも作っておいたの。肉も少なくなってたから、魚取れるようにしといたほうがいいと思って」

「へえ～！　すごーい！」

「すごいじゃないですか！　南みなみさんの癖くせにそんな事までちゃんと考えてたんですか！」

　素す直なおに感心する東ひがしと、ナチュラルにトゲのある言い方をする千ち秋あき。

　そこへしばさんも起きてきて、四人揃そろって川まで下りた。




　筌うけを仕し掛かけた辺りにくると、バシャバシャと激しい水音がしていた。

　顔を見合わせる一行。

「おっきい音！　かいぬしさん、おっきい音がするよ！」

　しばさんが音のする方へ両耳を向けながら嬉うれしそうに東ひがしの顔を見上げる。

　東ひがしも期待に満ちた目でそちらを見る。

「大きい魚がかかってるのかな!?」

「淡たん水すいでそれなりに大きな魚……。鯉こいとかですか？」

　首を傾かしげながら南みなみに意見を窺うかがう千ち秋あき。

　南みなみは舌なめずりをしながら足を速める。

「こんな水の綺き麗れいな渓けい流りゆうに鯉こいはいないだろうから、遡そ上じようしてきた鮭さけか鱒ますでもいるのかもよ」

「鮭さけとか鱒ますって秋に遡そ上じようするイメージでしたけど、こんな夏でも遡そ上じようするんですか？」

「産さん卵らん場所が山の上の源流域だから到とう着ちやくするのに時間が掛かかるだけで、遡そ上じよう自体は春とか初夏から始まるわよ」

「そういえば、サクラマスは桜の咲さく時期に遡そ上じようするからサクラマスって名前が付いたって聞いた事があるよ～」

「そうそう。サツキマスだって五月の皐月さつきの頃ころ前後に遡そ上じよう開始するからだし。まあ緯い度どによってバラツキはあるけどね」

　口々にそんな事を言いながら、水音のする場所へと駆かけ寄よる一行。

　だが、筌うけを沈しずめた場所まで来たところで、皆みなは思わずその場で立ち止まった。

「え……？」

「何これ……？」

　そこでバシャバシャともがいていたのは魚ではなく、筌うけに頭を突つっ込こんで抜ぬけなくなった人だった。

　筌うけが流されないよう中に入れておいた石が重くて、筌うけごと水の上に出る事も出来なくなってしまっているのだ。

　しばさんが最初に動いた。

「あれ、カワネズミだ！　たいへん！　助けなきゃ！」

　それを聞いて、皆みなもハッと我に返る。

　南みなみと千ち秋あきがしばさんと力を合わせ、もがいている人の体を水面より上まで持ち上げる。

　そして東ひがしが、返しの付いたフタを結びつけている蔓つるを解いた。

　しばさんが心配そうに声をかける。

「カワネズミ、だいじょうぶ？」

　もがいていた人はブルッと身み震ぶるいして水を払はらうと、ヒクヒクと鼻を動かしてしばさんの匂においを嗅かいだ。

「あれぇ？　しばいぬが助けてくれたの？　ありがとねぇ」

「私だけじゃないよ！　かいぬしさんと、みなみんさんとちゃーきもいっしょだよ！」

　そう言って三人を紹しよう介かいするしばさん。

　どうやら顔見知りらしい。という事は、この世界の住人。カワネズミと呼んでいたから、それが元の動物だろうか。

　落ち着いてよく見てみると、お尻しりから細くネズミのような尻尾しつぽが生えている。かなり長い。全身と同じくらいありそうだ。尻尾しつぽの下側にだけ、びっしりと毛が生えている。

　髪かみの毛けの色は暗い灰色。毛は短いが、密度が濃こいのか毛量は多い印象を受ける。

　耳は小さいようで、短い毛に完全に隠かくれて形は分からない。

　目も毛に隠かくれ気味であまりはっきり分からない。

　ただ、ピンと張った細くて長いヒゲが、アザラシのように口周りに生えている。

　東ひがしがじっと眺ながめていると、カワネズミが近づいてきた。

「カワネズミっていいます。みっともないところをお見せしちゃって。助けてくれてありがとねぇ」

　そう言って、鼻をヒクヒクさせながら匂においを嗅かぐ。

「どういたしまして、っていうか、ごめんなさい。あの罠わな、私たちが仕し掛かけたものだったの。無事で良かったよ～」

　頭を下げる東ひがし。

「溺おぼれる前に見つけられて、ホント良かったですよ」

　千ち秋あきもホッとした顔で言う。

「魚の代わりに食うわけにもいかないしね」

　南みなみが軽口を叩たたきながらやれやれと苦く笑しようした。

　カワネズミは恥はずかしそうな素そ振ぶりで、筌うけとして沈しずめてあったカゴを見る。

「あれ、中にいっぱいサカナが入ってたから、こりゃいいと思ってアタマ突つっ込こんだら抜ぬけなくなっちゃってねぇ。いやもうびっくりびっくり。どうしようかと思っちゃった」

　しばさんが不思議そうに尋たずねた。

「カワネズミのナワバリはもっと下じゃないの？　こんなとこで何してたの？」

　するとカワネズミは急に表情を曇くもらせた。

「いや、それがねぇ。きいてくれる？　じつは困った事になっちゃって」

「困った事？」

　首を傾かしげるしばさん。

　カワネズミは鼻をヒクヒクさせながら、思い出して小さく身み震ぶるいした。

「そうなのよぅ。実はウチの巣の上にねぇ。ぷろびでんすが根をはっちゃって」

「ぷろびでんすが!?　大きいの!?」

「今はまだそれほどじゃないけど、でもあれ、すぐに大きくなるからねぇ……。早いウチにあたらしい巣とナワバリをさがさなくちゃと思って」

　しばさんは話を聞いて心配そうな目をすると、助けを求めるように東ひがしの顔を見上げた。

「かいぬしさん、どうしよう……」

「え……」

　一いつ瞬しゆん返答に詰つまる東ひがし。

　お人ひと好よしの東ひがしとしては、何か手助け出来る事があればしてあげたい。だけど今は、とにかくアナグマの巣を目指す事が優先だ。しかも、ぷろびでんすといえば例のあの怪かい物ぶつ。ただでさえ旅路は大変なのに、わざわざ危険を冒おかしに行くような真似まねは避さけるべきでもある。もし東ひがし一人なら、とりあえず様子を見に行こうと言うところだが、南みなみや千ち秋あきに迷めい惑わくをかける可能性を考えると即そく答とうは出来ない。

　東ひがしはおずおずと南みなみと千ち秋あきに目をやった。

「みなみん、千ち秋あきちゃん。どうしよう……」

　千ち秋あきが難色を示す。

「いや、まぁその、そちらの方も困ってるんでしょうけど、私たちも今現在苦境の真まっ只ただ中なかなわけで、人助けをするほどの余よ裕ゆうがあるかと言われると正直結構苦しいところがあるのも事実ですし……。どう思います南みなみさん？」

　憎にくまれ役やくになるのは嫌いやなので、はっきりとは断らずに遠回しな言い方をする千ち秋あき。そして、決断を丸投げするように南みなみの顔を窺うかがった。

　だが南みなみはそんな千ち秋あきの思おも惑わくを知って知らずか、実に軽い調子で言った。

「まあ、様子見るだけ見に行けばいいんじゃない？」

　思わず千ち秋あきは大おお慌あわて。

「ええっ!?　ちょっと待って下さいよ南みなみさん！　わざわざ危険な怪かい物ぶつのいる場所へ寄り道してる暇ひまなんてないでしょう！　きっちり断って下さいよ！」

「いや、だって丁度あの怪かい物ぶつの肉が尽つきたところでまた遭そう遇ぐう出来るなんて、グッドタイミングじゃない？　魚も獲とれなかった事だし、何かしらタンパク質摂とれる物ゲットしておかないと、クルミだけじゃ栄養バランス悪いわよ」

「そっ、それはそうですけど……」

「それに、あの怪かい物ぶつが『根を張った』ってのがどういう状態なのか、ちょっと見ておきたいしね。今後の怪かい物ぶつ対策も兼かねて」

　そう言われると、千ち秋あきとしても反論しがたい。怪かい物ぶつの特性について少しでも多く知っておく事が、安全確保に繫つながるのは間ま違ちがいないのだ。

　可能なら助けに行きたいと思っていた東ひがしが、パッと明るい表情になった。

「それじゃ、決まりだね」

　そしてしばさんとカワネズミに顔を向ける。

「カワネズミさんの巣まで、案内してくれる？　私たちに何かお手伝いできることがないか、見てみたいから」

　それを聞いて、しばさんが大喜びで尻尾しつぽを振ふった。

「良かったね、カワネズミ！　かいぬしさんが何とかしてくれるって！」

「えぇ～、ホントにぃ？　いいのかなぁ……」

「だいじょうぶ！　かいぬしさんたちは、ふしぎな事がいっぱい出来るから！　やまかじの赤ちゃんをつれてきたり、はなれたとこからバーンって叩たたいたりして、こーんなおっきなぷろびでんすでもやっつけちゃうんだよ！」

　気き兼がねするカワネズミに得意気な顔で説明するしばさん。

　かくして一行は、カワネズミの巣へと向かう事になった。




　川沿いの岩場をピョンピョンと身軽に越こえていくカワネズミ。

　シュタシュタと敏びん捷しような足取りでぴったり付いていくしばさん。

　ヒィヒィ言いながら必死で両者を追いかける東ひがしと千ち秋あき。

　アウトドア慣れしている南みなみが最後こう尾びに付く。

　そうしてしばらく進むと、傾けい斜しやが急になってきた。

　川の流れも急になり、小さな滝たきがあちらこちらに出来ている。

「ほら見て。あれだよぅ」

　カワネズミが、川岸の巨きよ大だいな岩に目をやった。

　見ると、岩の上に木が一本生えている。

　近寄ってみると、まだ若木で、幹の太さは精々で五、六センチ程度。だが高さは五メートルくらいありそうだ。根っこが岩に絡からみつき、空に向かって大きく枝を広げている。緑の葉はやや肉厚で、一枚一枚がかなり大きい。そして、まだ細い若木のように見えるにもかかわらず、高い梢こずえの先にはピンポン球サイズの実が房ふさをなして垂れ下がっている。

　東ひがしが不思議そうに首を傾かしげた。

「何だろ、この木……。見た事ない……」

　もっと良く見てみようと手を伸のばす。

　それを見たしばさんが、慌あわてた顔で遮さえぎった。

「かいぬしさん、これはぷろびでんすだよ！」

「えっ？」

　ビクッとして手を引ひっ込こめる東ひがし。

　南みなみが、ぷろびでんすだと言われた木を根元から上まで眺ながめ回す。

「根を張るってどういう事かと思ったら、そのまんまの意味だったのね……」

　千ち秋あきが目を丸くした。

「動物にも植物にもなれるって事ですか……」

　東ひがしが、高いところに生なっている実を指さしてしばさんに尋たずねた。

「しばさん、あれはなぁに？」

「あれはぷろびでんすの卵だよ！　あれが大きくなると、あたらしいぷろびでんすになるの！」

　しばさんが説明する。

　南みなみがなるほどとうなずいた。

「つまり、これが繁はん殖しよく時の形態って事なのかしら。動物みたいに動いてるのは、昆こん虫ちゆうで言えば幼虫時代で、繁はん殖しよく時にはこういう樹木っぽい状態に変わるとか……」

「元は植物だったのが、自力でも動けるように進化したって感じなんでしょうかね……？」

　不思議そうに首を傾かしげる千ち秋あき。

　カワネズミが、たわわに実った卵を見上げて溜ため息いきを漏もらす。

「もうちょっと低いところに生なってたら、サカナとらなくてもおいしいごはんがいつでも食べられるんだけどねぇ……」

　それを聞いた南みなみが、卵を見上げた。

「とりあえず、あの卵だけでも落としちゃうか。あれがなくなればとりあえず当面の危険はなくなるわけでしょ？」

「私たちも食料が手に入りますしね」

　千ち秋あきも同意する。

　東ひがしが、先が二ふた又またに枝分かれした棒を拾ってきた。

「これで落とせないかな」

「よっしゃ。貸してみて」

　南みなみが枝を受け取ると、ぷろびでんすの木に近づいた。

　しばさんが心配して吠ほえる。

「みなみんさん！　近づいたら危ないよ！　がぶーってされるよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。東ひがし、しばさん押おさえてて」

　南みなみはひらひらと手を振ふってあしらうと、木のすぐ下に立った。

　そして、先が二ふた又またになった棒をそっと伸のばした。

　房ふさになった卵のぶら下がっている枝を、二ふた又またになった部分で挟はさむ。そして、グイッと棒を捻ひねった。挟はさみ込こまれた枝が少しずつ曲がっていく。

　カワネズミがその様子を眺ながめて、不思議そうに言った。

「あれぇ？　届かないのに届いちゃったよぅ……」

「ね！　ふしぎでしょ！」

　得意満面のしばさん。でもまたすぐ心配そうな顔に戻もどって南みなみを見る。

「でも気を付けて！　危ないからね！」

「もうちょいで折れそう……！」

　見上げながら力を込こめる南みなみ。

　眺ながめているほうも、思わず釣つられて全身に力が入る。

　その時、風もないのに不意に葉がざわめいた。

　次の瞬しゆん間かん、ぷろびでんすの枝先の一部が急激に伸のび、まるでヘビか何かのようにうねって、二ふた又またの棒に絡からみついた。

「危ないよ！」

　しばさんが飛び出すと、南みなみにぶつかって突つき飛とばす。そのまま一いつ緒しよに転がっていく二人。

　しばさんは素す早ばやく立ち上がって振ふり返かえると、倒たおれた南みなみを庇かばうように身構えて唸うなる。

　ぷろびでんすは枝という枝の先からウネウネとした触しよく手しゆを伸のばしてきた。だが、伸のびる長さに限界があるのか、それ以上攻こう撃げきはしてこない。やがて、棒を絡からめとったまま動きを止めた。

　南みなみが起きあがって、パンパンと砂を払はらった。

「あー、びっくりした。この状態で動くとは思わなかったわ。木みたいになった殻からの中に本体が潜ひそんでるって感じかしら。珊さん瑚ごとかチューブワームみたいな感じ？」

　絡からめ取られた枝を見上げながら呟つぶやく。

　そこへ、東ひがし、千ち秋あき、カワネズミの三人が駆かけ寄よってきた。

「みなみん！　大だい丈じよう夫ぶだった？」

　心配する東ひがし。

　南みなみは心配無用と笑って応じる。

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。それにどうやらあの触しよく手しゆ、あれ以上伸のびないみたいだし。根元でしゃがんでればどうって事ないわ」

　千ち秋あきがそれを聞いて慌あわててしゃがみ込こみながら、絡からめ取られた棒を見上げる。

「でも今の感じだと、棒で卵を落とすってのは難しそうですね」

「そうねー。いっそ、根元で火ぃ焚たいて丸ごと燃やしちゃおっか」

　ぷろびでんすを除去するだけなら、焼いてしまったほうが手っ取り早い。

　だが東ひがしがもったないなさそうにぷろびでんすの枝先を見た。

「でも、卵が焦こげちゃったりしないかな……？」

「そうですよね。せっかく貴重なタンパク源がゲット出来るチャンスなのに」

　千ち秋あきも火を使うのには反対だ。

　確かに二人の言う通り、下手に燃やすと火力が強すぎてせっかくの卵が焼やけ焦こげてしまう可能性がある。当面の食料としては一応クルミがあるとはいえ、栄養素としてはほとんどが脂し質しつである。長期に亘わたるかもしれないサバイバルを生いき抜ぬくための健康維い持じを考えたら、クルミとは別に、タンパク質の補給は欠かせない。

　南みなみは少し考えてから、ポンと手を打った。

「おっし。それじゃ、昨日の晩作ったコレ、試ためしてみよっか」

　そう言って取り出したのは、昨夜クルミを割るために作った石器である。断面を綺き麗れいに研といで、石いし斧おの同然にしたものだ。

「コイツを使ってまずは幹ごと伐きり倒たおしてさ。横よこ倒だおしにして卵を川に沈しずめた状態にしてから焼けばいいんじゃない？」

「なるほど！　それなら卵が燃えちゃう心配はないよね！」

「根元でしゃがんでいる分には一応安全なわけですしね……！」

　東ひがしと千ち秋あきもうなずいた。二人だって、この石いし斧おののような石器が果たしてちゃんと石いし斧おのとして使えるのかどうか、試ためしてみたくてウズウズしているのである。

　ただ割っただけの石では木には歯が立たないという事は、千ち秋あきが初日にたっぷり経験済みだが、綺き麗れいに磨みがき上あげた石であればきっと話は違ちがうはず。そもそも昔の人はこういうもので木を伐きっていたのだ。だったら自分たちにだって出来ない道理はないはずだ。

　かくして、この世界に来た初日にはまるで歯が立たず惨ざん敗ぱいに終わった石器ＶＳ木は、ここで第二幕を開ける事と相成った。
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　カワネズミの巣の上で木になっていたぷろびでんすを何とかして欲ほしいと頼たのまれた一行は、昨晩作ったくるみ割り用の石器を石いし斧おのとして使ってみる事にした。

　もしこれが上手うまくいけば、単にぷろびでんすの卵を手に入れられるだけでなく、今後の生活も様々な可能性が拓ひらける事になる。

　大きすぎて運べない枝が落ちていた場合、これまでは見過ごすしかなかったが、斧おので切れるのなら分ぶん割かつして運んで薪たきぎに出来る。

　木を切って紐ひもで縛しばれば、背負しよい子こなどを作る事も出来る。

　太い木をくり抜ぬく事が出来るなら、桶おけやボウルを作る事だって出来るかもしれない。

　石器で木を加工出来るようになるかどうかで、この先の暮らしはまるで変わるのだ。

「私からやってみていいですか？」

　名乗りを上げて、木の根元にしゃがみ込こむ千ち秋あき。

　南みなみと東ひがしはうなずいて見守る。

　しばさんとカワネズミは、一体何をするのかと不思議そうな顔で見つめた。

　千ち秋あきは確かめるようにぷろびでんすの幹に手を触ふれた。

「触さわった感じ、固さは普ふ通つうの木と変わらない感じですね。太さは直径およそ五センチ……」

　そう呟つぶやくと、チラリと見上げて枝先を確かめる。

　ヘビのように動く先せん端たん部分は、今は鳴りを潜ひそめているようだ。もっとも、動いていたとしても根元までは届かないのだが、それでも動き回っているよりはじっとしていてくれたほうが気分的には安心出来る。

　千ち秋あきはスーッと息を吸うと、刃はを磨みがき上あげた石器を手に握にぎって振ふりかぶった。握にぎったまま使う、いわゆる「握あく斧ふ」、ハンドアックスである。

　高々と頭上に振ふりかぶられた握あく斧ふが、力ちから一いつ杯ぱいぷろびでんすの幹に叩たたきつけられた。

　カッという音が響ひびく。

　息を吞のんで見守る南みなみと東ひがし。

　果たして効果のほどは？

　石の刃はで、果たしてどの程度切きり込こめるのか？

「どう？」

「千ち秋あきちゃん、いけそう？」

　しかし。

　千ち秋あきは振ふり向むくと、肩かたを竦すくめて首を左右に振ふった。

「ダメですこれ……」

　情けない顔で、握あく斧ふを叩たたきつけたところを指さす。

　見ると、幹はただほんの僅わずかにへこんでいるだけだ。表面の樹皮にも傷一つ付いていない。

「ちょっと変わんなさい。私がやってみる」

　南みなみが千ち秋あきを押おしのけて、自分の石を叩たたきつけた。

　しかし結果は変わらず。やっぱり幹はほんの僅わずかにへこむだけで、刃は先さきが切きり込こみすらしない。

　続いて東ひがしも試ためしてみたが、やっぱり同じだ。

　千ち秋あきが溜ため息いきを漏もらした。

「やっぱり、斧おのとしては使えないって事ですかね……」

「でも昔の人は石の斧おので木を伐きってたんでしょ？　出来ないって事はないはずじゃない？」

　腕うでを組む南みなみ。

　東ひがしが自分の握あく斧ふを見て首を傾かしげる。

「石いし斧おのに使う石はこういう石とは違ちがうのかな～……？」

「石の種類は割と何でも良かったみたいですけどね。研といで磨ま製せい石せつ器きに出来るっていうのが大事で、砂岩、泥でい岩がん、安山岩あたりの石なら何だって使われてたはずですけど」

「私たちの石も泥でい岩がんとか安山岩なんだっけ」

「ええ。多分ですけど」

　うなずく千ち秋あき。

　南みなみは石いし斧おのの刃は先さきを睨にらんだ。

「って事は、研とぎが足りないのかしらね……」

「確かに、もう少し鋭するどく研とげるかも知れませんよね、これ」

　千ち秋あきも刃は先さきに指を当てながらうなずいた。そのままスッと指を動かしてみても、皮ひ膚ふが切れてケガをするような怖こわさはない。これを、力を入れたら切れるくらいまで研とぎ澄すましてやれば、さすがに少しは違ちがうはず。

　東ひがしが川辺にある大きくて平らな岩を見つけて指さした。

「あれで研といでみたらどうかな」

「おっ。良さそうな石ね」

「やってみましょう」

　というわけで、早さつ速そく広い岩の上で石いし斧おのの刃はを研とぎ直なおし始める。

　大きく広い岩の上で上半身全体を使いながら研とぐのは、圧あつ倒とう的てきによく削けずれる感じがする。昨晩のように座すわって足の裏で石を押おさえながら研とぐのとは違ちがって、腰こしの負担も軽い。これなら、本当に刃はが付くところまで研とぎきってしまうのも、難しくは無さそうだ。

　いきなり石を研とぎ出したのを見て、カワネズミが残念そうな顔でしばさんに言った。

「ちがうあそびを始めちゃったねぇ。もうあきちゃったのかなぁ……」

　しばさんは自信たっぷりに答える。

「だいじょうぶ！　あれはきっと『じゅんび』だよ！」

「じゅんび……？」

「そう！　かいぬしさんたちは『じゅんび』をすると、ふしぎな事ができるんだよ！　ごはんの前に穴をほって『じゅんび』をすると、お肉があつあつでふしぎな味になったりするんだよ！」

「へぇ～。それじゃあ、待ってたらふしぎな事が起きて、ぷろびでんすがいなくなったりするのかなぁ？」

「きっとそうだよ！　カワネズミもずっとここがナワバリのまんまでいられるよ！」

「そっかぁ」

　嬉うれしそうな顔になるカワネズミ。

「……それじゃあ、おわるまでちょっとねてくるね」

「うん！　分かったー！　私は『じゅんび』のおてつだいしてくる！」

　ピョコピョコと日の当たらない岩いわ陰かげに入ると、そのまま眠ねむり始めるカワネズミ。

　しばさんは尻尾しつぽを振ふり振ふり東ひがしのもとへ走っていく。

「かいぬしさんかいぬしさん！　『じゅんび』？　『じゅんび』？　私、穴ほるよ！」

　楽しそうに吠ほえながら、得意気な顔で穴を掘ほり出だすしばさん。肉を蒸むした時も、葛くずから糸を取った時も、「じゅんび」においてしばさんに求められた仕事は穴掘ほりである。じゅんびといえば穴掘ほりと、しばさんの中では決まっているのだ。

　東ひがしは困った顔で曖あい昧まいに微笑ほほえむ。

「あ～……えっと、準備は準備なんだけど、今は穴は掘ほらなくても大だい丈じよう夫ぶでね……」

　やる気満々のしばさんをやめさせるのにも気が引けてしまい、何とも煮にえ切きらない態度の東ひがし。

　気付いた南みなみが声をかける。

「しばさんしばさん！　今は穴掘ほりよりも、ぷろびでんすをしっかり見張って！　そっちのほうが重要だから！　危ない時はすぐに吠ほえて知らせてちょうだい！」

　別の仕事を与あたえる事で、無む駄だな穴掘ほりをやめさせる南みなみ。

「そうなの？」

「そうなの！　任せたわよ！　大事な仕事だからね！」

「分かったー！　みはってる！」

　しばさんはシャキーンと気合いの入った表情になると、穴掘ほりをやめて直立不動でぷろびでんすを見つめる。

　南みなみと東ひがしはこれで良しとホッと安あん堵ど。

　そして三人は、カワネズミが一ひと眠ねむりしに行った事にも気付かず、順番交代で石を研とぎ続けた。




　ジリジリと太陽が照りつける中、一時間近くかけてとりあえず千ち秋あきの石いし斧おの一つだけ研とぎ終わった。

「こ、これでどうでしょう……」

　全身汗あせだくになりながら、ゼェハァと肩かたで息をしつつ、研とぎ上がった石いし斧おのを差し出す千ち秋あき。

　順番に研といでいた南みなみと東ひがしも同じように息を切らしながら、差し出された石いし斧おのの刃はを確かめる。

「……いいんじゃないかしら」

「さっきよりかなり刃は物ものって感じになってきたよね」

　刃は先さきに指を当てると、非常にエッジが立っている感じがする。そのままそっと指をスライドさせてもさすがに傷は付かないが、それでもグッと押おしつけながら引けばどうなるか分からない程度には鋭するどくなっている。少なくともペーパーナイフよりは鋭するどく感じる。

　南みなみが試ためしにその辺の草を切ってみると、思った以上にスパッと切れた。切り口もかなり綺き麗れいだ。これはもう充じゆう分ぶんに、刃は物ものと呼んで差さし支つかえないレベルである。

　三人は思わず顔を見合わせ、期待に胸を膨ふくらませた。

　これならいけるかもしれない。

　一いつ旦たん川で水を飲み、汗あせを搔かいて失った水分を補給すると、三人はぷろびでんすの根元に戻もどった。

「それじゃ、いきますよ……！」

　この石いし斧おのの持ち主である千ち秋あきが一番手。

　右手に握にぎった石いし斧おのを頭上高く振ふりかぶる。

　見張り役のしばさんが、背後から無言で枝の上を見つめた。両の耳が揃そろって前を向く。

　南みなみと東ひがしも、見守りながらゴクリと生なま唾つばを飲んだ。

　これだけ研といだのだ。これだけ鋭するどい刃はを付けたのだ。

　さっきのなまくら刃はとは違ちがう。

　今度は、いけるはず。

　もしかしたら普ふ通つうの鉄の斧おののように、刃は先さきがザクッと幹に切きり込こんで、そのまま食くい込こむかもしれない。たとえそこまではいかずとも、少なくとも樹皮を切きり裂さいて幹に傷を付ける程度の事は最低でも出来るはず。何と言っても、今度は「刃は物もの」の域にまで研とぎ上げたのだから。

　皆みなの夢と期待を乗せて、千ち秋あきの手が勢いよく振ふり下ろされた。

　カッ。

　乾かわいた音が再び河原に響ひびく。

　その大きな音に、しばさんの耳が一いつ瞬しゆんビクッと外を向く。

　そして千ち秋あきの手は、石いし斧おのを握にぎったまま大きく跳はね返かえった。

　さすがに、鉄の斧おののように刃は先さきが幹に食くい込こむところまでは行かなかった。

　だが、傷くらいは付けられたか？　切り傷の一つくらい刻む事は出来たのか？

　グッと身を乗り出す南みなみと東ひがし。

　千ち秋あきも、自分が切り付けた箇か所しよをまじまじと眺ながめる。

　だが。

　木の様子を目にした瞬しゆん間かん、希望は絶望に変わった。

　変化無し。

　叩たたきつけられた石いし斧おのの刃はは、相変わらず樹皮を僅わずかにへこませただけで、傷らしい傷など一つも付いていなかった。

　たった一回の試行。

　だが、皆みなの心を折るにはそれで充じゆう分ぶんだった。

　表面の樹皮にさえ傷が付かない体ていたらくでは、幹を切る事など出来るはずもない。

　誰だれからともなく、呻うめきにも似た深い溜ため息いきが漏もれた。

　千ち秋あきが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「これは……無理ですね……」

　南みなみも項うな垂だれた。

「そうね。石いし斧おので木が伐きれるなんて考えは所しよ詮せん幻げん想そうだったのよ……」

　その言葉に首を傾かしげる東ひがし。

「でも、石いし斧おのって遺い跡せきとかから発はつ掘くつされてるんじゃないの？」

　空むなしい希望にまだ縋すがり続けようとする東ひがしを宥たしなめるように、千ち秋あきが静かに首を振ふった。

「きっと用よう途とが違ちがうんですよ。斧おのみたいな形してるから石いし斧おのって呼んでるだけで、きっと本当は斧おのじゃなかったんですよ……。そもそも石器の名前って、実際の用よう途ととは無関係に見た目が似てるからって感じで付いてるものが結構ありますからね。石いし匙さじとか」

「そっか……。実際の石いし斧おのの用よう途とって何だったんだろ……」

「何だっていいわ……。それが分かったところでこの石いし斧おのが斧おのとして使えるようになるわけじゃないんだし……」

　ガックリと肩かたを落とす南みなみ。

　千ち秋あきは、未練がましく石いし斧おのの刃はを指で触さわった。

　刃はこぼれはしていない。そして、こうして触さわってみる限り、やっぱりほとんど刃は物ものと呼んで差さし支つかえないレベルとしか思えない。もちろんしっかり研といだ鉄の刃は物ものほどではないけれど、それでも鈍なまったナイフならこんなものじゃないだろうか。長年手入れしていなくて切れなくなった包丁でも、頑がん張ばれば木を削けずるくらいは出来るだろうに。

　そこまで考えて、千ち秋あきはふと思いついて顔を上げた。

「あの、これ……斧おのとしてはダメでも、ナイフとして使ってみたらどうなんでしょう……？」

　キョトンとする南みなみと東ひがし。

「どういう事？」

「ですから、叩たたきつけるんじゃなくて、ナイフ的な使い方で切ったら切れるって可能性はないですかね……。こう、刃はを押おし当あてて切るような……」

　千ち秋あきのその説明に、東ひがしと南みなみは顔を見合わせる。

「どうなんだろ……？」

「う～ん。分かんないけど、でもまあ考えてるより試ためした方が早いんじゃない？」

　南みなみがそう言うと、千ち秋あきはうなずいた。

「そう言われればそうですね。じゃあやってみます」

　ぷろびでんすの根元に戻もどり、両手で石を持つと幹に押おし当あてた。そして、体重をかけながら刃はを押おしてスライドさせる。

　同じ事を何度か繰くり返かえしてから、千ち秋あきは驚おどろきに目を見開いた。

　振ふり返かえると、興奮した声で叫さけぶ。

「切れた！　切れましたよ南みなみさん！　東ひがしさん！　ほら！　見て下さい早く！」

　慌あわてて駆かけ寄よる二人。

　見てみると、確かに樹皮が切れている。そして樹皮の下から、白い木き肌はだが覗のぞいた。

「切れてる……！　切れてるよ千ち秋あきちゃん！」

「すごいわ千ち秋あき！　いけるわよ！　このままやっちゃいなさい！」

　声を弾はずませてはしゃぐ東ひがしと南みなみ。

　再び、希望が湧わいてきた。

　千ち秋あきも俄が然ぜんやる気を出すと、体重をかけて何度も何度も同じ場所に切り付ける。

　切り付けるたびに傷は深くなっていく。

　最初は一筋の切り跡あとに過ぎなかった物が、幅はば一ミリほどに広がり、二ミリ、三ミリと広がっていく。それに連れて傷の深さも同じように一ミリ、二ミリ、三ミリと深くなっていく。

　幹の太さは五センチ以上ある事を思えば遅ち々ちとした進み具合ではある。だが、確実に進んでいるのだ。これを続けていれば、その内必ず切きり倒たおせる。千里の道も一歩からだ。

　と思っていたら。

　一時間ほど経たったところで、急に千ち秋あきの動きが止まった。

　東ひがしが心配して声をかける。

「どうしたの千ち秋あきちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？」

　千ち秋あきは、ついさっきまでとは打って変わって苦く悩のうと絶望に満ちた顔で振ふり向むいた。

「ダメです……。これ以上刃はが進みません……」

　南みなみが切り口を覗のぞき込こむ。

「進まないって何で？」

「これ、見ての通り切り口がＶ字になってるじゃないですか。それで、こっちの斧おのっていうかナイフの刃はも、分厚い蛤はまぐり刃ばじゃないですか。そうすると、切り口のＶ字の斜しや面めんに刃はの腹が当たって止まってしまって、刃は先さきがＶ字の底まで届かないんですよ……」

　そう言って首を振ふる千ち秋あき。

　切り口の深さは精々で四ミリほど。幹の直径は五センチか六センチくらいはありそうだというのに、たったの四ミリである。これでは切きり倒たおすどころではない。かすり傷もいいところだ。

「疲つかれてパワー不足になってるだけじゃないの？　ちょっと代わんなさい」

　南みなみがバトンタッチすると、同じ箇か所しよに切り付けてみた。だが、確かに千ち秋あきの言う通り。刃は先さきが切り口の奥おくまで届かないで空から振ぶっている感じがする。Ｖ字の斜しや面めんで刃はが止まっているのだ。

「……確かに、これは無理ね」

　全く手応えを感じられないままギブアップする南みなみ。

　東ひがしも念のためやってみたが、早々に諦あきらめた。

「Ｖ字の角度を広げたらいいのかな……」

　東ひがしが、切り口につっかえてしまう石器を見て首を傾かしげた。

「なるほど。斜しや面めんの部分を削けずって広げれば、刃はの腹がつっかえる心配もないわね」

　南みなみはうなずくと、切り口の斜しや面めん部分を集中的に削けずり出す。

　ところがこれが意外と削けずれない。刃はが滑すべってどうにもうまく削けずれないのだ。どうも、これまでの間に散々石ナイフの腹で押おしつけられ擦すられてきたせいで、表面が締しまって固くなっているようである。

「ダメだわ。これ以上削けずれない……」

　肩かたを竦すくめる南みなみ。力無く呟つぶやく。

「……火切り杵ぎねの先を削けずった時のほうがまだ楽だった気がするわ」

　その時、千ち秋あきがハッと顔を上げた。

「そうだ！　それですよ！」

「ん？」

「何か閃ひらめいたの千ち秋あきちゃん!?」

　振ふり返かえる二人。

　千ち秋あきは足元から石を拾うと、別の石に叩たたきつけて割った。昨夜使えないと言っていたチャートである。その破は片へんを手に取ると、自分の石いし斧おのの刃は先さきを引ひっ搔かき始めた。

「ちょっと千ち秋あき、一体何するつもり？」

　南みなみが聞くと、千ち秋あきは興奮した声で答えた。

「刃はの腹に溝みぞを掘ほるんです！　そうやって刃はの腹をザラザラにしてやれば、ヤスリ代わりになって、切り口を削けずりながら広げてくれるはず！　南みなみさんが火切り杵ぎねの先を削けずった石も、ざらついてヤスリみたいだったって言ってたじゃないですか！」

「なるほどそういう事か！」

「確かに！　千ち秋あきちゃん賢かしこい！」

　南みなみと東ひがしは、千ち秋あきのアイディアに思わず手を打った。

　唯ゆい一いつの心配は、そんな簡単に石に溝みぞなんて掘ほれるのかという事だったが、やってみると特にこれといった問題もなく、二〇分ほどで呆気あつけなく終わった。チャートの硬かたさ、恐おそるべしである。

　幅はば一ミリほどの溝みぞが、およそ二ミリ間かん隔かくで付いている。溝みぞの深さは〇・五ミリほどだろうか。見ても分かるし触さわれば一層はっきり分かる深さで、しっかりと刻まれている。更さらには、刃は先さきもギザギザになるように削けずって、ノコギリ刃ばにしてある。ただし刃は先さきのギザギザは深すぎると石が負けて割れてしまうかもしれないので、触さわって僅わずかに感じる程度だ。

　その石を、川の水で濡ぬらす。南みなみが火切り杵ぎねを削けずった時も、濡ぬらした方がふやけて削けずりやすかったと言っていた。ならばここでも同じ事が言えるはずだ。

「さあ、これで再チャレンジですよ！」

　川の水を飲んで一息入れると、額の汗あせをキラキラと払はらい、爽さわやかな表情でぷろびでんすの根元に向かう千ち秋あき。

　先さき程ほどまでの切り口に、濡ぬれたノコギリ刃はを当てると、ギコギコと前後させる。

　千ち秋あきの表情がパッと明るくなった。

　手応えがある。

　明らかにさっきまでとは違ちがい、切り進んでいる実感がある。刃はの両りよう脇わきに付けた溝みぞがヤスリとなって切り口の斜しや面めんを削けずりながら押おし広ひろげ、更さらに深く刃はが届くのを助けているのだ。

　また、刃は自体もノコギリ刃ばになった事で性能が上がっている。手応えも違ちがうし、一回のストロークで搔かき出だす木くずが明らかに増えた。

　更さらに、刃はを水で濡ぬらした事による効果。石ノコギリで削けずられてささくれた繊せん維いに水がスーッと染しみ込こんで、切った先からふやけていく。ふやけた組織は簡単に削けずり取とられて、更さらにその先がふやける。素す晴ばらしい好循じゆん環かんだ。

　鉄のノコギリ並みとまではさすがにいかないが、しかし鉄ヤスリで木を切っているのに近い手応えには届いているんじゃないだろうか。これは想像以上である。

「いける！　いけますよこれ！」

　時折川で刃はを濡ぬらし直しながら、歓かん喜きの表情で作業に没ぼつ頭とうする千ち秋あき。

　さっきまで四ミリ程度の深さで留まっていた切り口の深さが、見る見るうちに五ミリを突とつ破ぱし、濡ぬれてショウガのすり下ろしみたいになった木くずをモリモリと撒まき散ちらしながら、六ミリ、七ミリ、八ミリと切り進んでいく。

「すごいよ千ち秋あきちゃん！　ノコギリ大成功だね！」

　東ひがしが手を打って喜んだ。

「そのまま一気に両断しちゃいなさい！」

　南みなみも大喜びで声せい援えんを送る。

　ところが。

　喜んだのも束つかの間ま、深さ八ミリを超こえたあたりから、またしても刃はが進まなくなってきた。切れなくなっているわけではないのだが、明らかに刃はの進みが遅おそい。

　切り口の斜しや面めん部分が邪じや魔まになっているのははっきりしているので、ノコギリを斜ななめに傾かたむけて斜しや面めんを優先的に削けずり、切り口を広げながら何とか切り進めていくのだが、切り口を広げるのにも偉えらく時間が掛かかる。切り進むほどに斜しや面めんの面積も大きくなり、削けずるのに必要な力も増えていくからだ。

　南みなみや東ひがしらと入いれ替かわり立ち替かわり休きゆう憩けいを取りながらギコギコと一時間以上やっていたが、それでも何とか深さ一センチ程度まで切きり込こんだ辺りで、ほとんど切り進めなくなった。

　仮に反対側からも同じように切り進んだとして、合計で二センチ分しか切きり込こめない。幹の太さは五センチはある。三センチも直径が残るようでは、女の子の力でへし折るのは難しい。

　これは無理だ……。

　三人の顔に、絶望の色が浮うかんだ。

　疲ひ労ろうの色も濃こい。

　石を研とぎ、ナイフとしての使用を試ためし、ノコギリを試ためして、ここまでですでに三時間近く動き続けている。

　全身汗あせまみれで、服も髪かみもまるで水に浸つかったかのようにびっしょり。

　呼吸は乱れ、腕うでや肩かたは痛くてこれ以上動かしたくない。

　太陽が高さを増すと共に日差しも一層強まり、隠かくれる場所のない三人を容よう赦しやなくジリジリと炙あぶる。

　暑さと疲つかれで、頭が朦もう朧ろうとしてきた。

　南みなみが、ぐったりした声で独り言のように愚ぐ痴ちる。

「あーもう……。こんな程度の木、ビーバーだったら五分もかからず囓かじり倒たおしちゃうってのに……」

　東ひがしがフラフラしながら尋たずねる。

「ビーバーの歯ってそんなにすごいの？」

「そりゃ齧げつ歯し目もくだからねアイツら。リスと同じ歯を持った奴やつが小学生くらいのサイズになったところを想像してみなさいよ」

「そっか。クルミの殻からもあっさり割っちゃうような歯だもんね……。それが、小学生サイズまで大きくって考えたら、確かにこのくらいの木なんてあっさり倒たおせそう……」

　想像して、改めてビーバーのすごさに呆ぼう然ぜんとする東ひがし。

　千ち秋あきがもうこれ以上何もしたくないといった声で泣き言を漏もらした。

「っていうか、この世界の動物はみんな人間サイズなんですから、私たちに頼たのまなくたってカワネズミさんの歯で囓かじり倒たおせばいいんじゃないですか……！　どうして何の能力もないホモサピエンスの私たちがこんな苦行を……」

　南みなみが手をひらひらと振ふって否定する。

「あー、無理無理。カワネズミはネズミっつっても齧げつ歯し目もくじゃないから。確かにカワネズミは前歯デカいけど、リスみたいにアゴの関節近くまで根っこがあるわけじゃないし、歯の形も杭くいみたいな感じだし。そもそもモグラとかと近いグループなのよ」

　東ひがしが驚おどろいて振ふり返かえる。

「え？　そうなの？」

「うん。食虫目っていってね。あ、いや、最近分類変わって今は一応トガリネズミ形目になったんだっけか。それまで同じ食虫目に入ってたアフリカのキンモグラとかがＤＮＡ調べたら全然別系統だったとかで、分類再編する事になって」

　記き憶おくを辿たどるように呟つぶやく南みなみ。

　それを聞いた千ち秋あきが、ぐったりしたまま顔も上げずに言う。

「そういえば最近はＤＮＡ解かい析せきが進んだせいで、動植物の分類が従来と大きく変わって大変みたいですね。偶ぐう蹄てい目にクジラが入ってクジラ偶ぐう蹄てい目になったりとか。食肉目も最近はネコ目とか言うみたいですし」

　その言葉に肩かたを竦すくめる南みなみ。

「ああ、クジラ偶ぐう蹄てい目はその通りだけどネコ目はＤＮＡ関係ないわよ。昔、文科省が文部省だった頃ころに、『目の分類名にも動物の名前付けたい』とか言い出して付けられた名前だから」

　驚おどろいて振ふり返かえる千ち秋あき。

「え？　ちょ、ちょっと待って下さい。文部省が言い出してって事はじゃあつまり、『ネコ目』ってのが通用するのは日本国内だけなんですか？」

「そうよ。国際的には今も昔も　Carnivora　のまんまだし、国内でも学者は基本的にその訳語の『食肉目』で通してるわ」

　その説明に、東ひがしが意外そうな顔で尋たずねる。

「でも、ネコ目にしたのは一応ちゃんと理由はあるんだよね？」

　再び肩かたを竦すくめる南みなみ。

「呼び方決めるのに招集された人の話だと、集められた学者の間でイヌ派よりもネコ派のほうが多かったんだって」

　千ち秋あきが思わず素すっ頓とん狂きような声を出した。

「それだけ？　それだけなんですか!?　そんな適当な理由で!?　やる気あるんですか!?」

　南みなみは困った顔でぽりぽりと頭を搔かく。

「だって、そもそも『イヌ科』とか『ネコ科』みたいに一種類の動物で代表させられるレベルが『科』で、『目』ってのはそれよりも上の分類なわけじゃない？　つまり一見全然違ちがう動物たちをまとめた分類なんだから、それを一つの動物で代表させるなんて無理なのよ。何でこの動物にするのか、他のじゃダメなのか、なんて納なつ得とく出来る理由付けらんないわけ。まあ、集められた学者さんたちも無理難題押おしつけられた被ひ害がい者だから」

「つまり無む理り強じいした文部省が全ての悪の根源って事ですか？　っていうか、そんな適当に作ったモン未いまだに取りやめずに続けてるって、文科省バカなんですか？　一体どこの世界に、省庁が率そつ先せんしてイヌをネコだと教えるよう指導する国があるんですか！　文科省には国民の教育を担になう省庁としての責任感とかないんですか！」

　千ち秋あきは持って行き場のない怒いかりをぶつけるように、手にした石器をガンガンとぷろびでんすに叩たたきつけた。

「私に言われても知らんがな……」

　ヒートアップする千ち秋あきを冷めた横目で見る南みなみ。

　だが千ち秋あきはそこで突とつ然ぜんハッとして止まった。そして大おお慌あわてで振ふり返かえる。

「いや、ちょっと待って下さい南みなみさん！　私、元の世界に帰ったら手記書いて、文科省推すい薦せん図書になって、読書感想文コンクールの課題図書に選ばれてウッハウハな予定なんですよ！　なのに文科省の悪口とかやめてくださいよ！　推すい薦せんもらえなくなっちゃったらどうするんですか！」

「バカだの何だの言ってたのは千ち秋あきでしょ……。っていうかそもそもこんな会話書かなきゃいいだけでしょ……」

　南みなみは再び冷めた目で千ち秋あきを見やる。

　その時、ふと東ひがしが目を見開いた。じっとぷろびでんすの幹を見つめて指を指す。

「ちょっと待ってみなみん、千ち秋あきちゃん！　それ……！」

「え……？」

　キョトンとした顔で東ひがしを見つめ、そして指さしたところを見る二人。

　そして、二人は同時にハッと息を吞のんだ。

「これ……！」

「傷が付いてる……!?」

　そう。

　ついさっき千ち秋あきが八つ当たりでガンガン石器を叩たたきつけたところが、ささくれたようになっているのだ。しかも、傷の深さはパッと見ただけですでに二ミリくらいある。

　信じられない顔で幹の傷を確かめる南みなみ。

「さっきは表面がちょっとへこむだけで傷一つ付かなかったのに……」

「繰くり返かえし叩たたきつけたのが良かったんでしょうか……」

　千ち秋あきも同じく傷を確かく認にんしながら首を傾かしげる。

　東ひがしが嬉うれしそうにぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

「そういう事だよきっと！　何度も叩たたきつけたら幹の組織が弱っていって、切れようになるんだよ！」

「ちょ、ちょっと、もう一回試ためしてみますね！」

　改めて、千ち秋あきが石器を叩たたきつけ始めた。確かに、一発叩たたきつけただけではほとんど変化は分からないが、二度、三度と同じ場所に叩たたきつけていると、その内に、ささくれるようにして小さな木くずが剝はがれ、切り飛ばされていく。

「ホントだ！　何度も叩たたきつければいけます！　切れますよこれ！」

　そうと分かればこっちのもんである。

　千ち秋あきが石いし斧おのを叩たたきつけるスピードが、グンと加速した。

「これ、振ふりかぶる高さが変わるとてきめんに威い力りよくが変わりますよ！　耳元程度の高さと、頭の上まで振ふりかぶった時とじゃ、倍は違ちがいます！　高さこそパワー！　位置エネルギーってものを本当に体で理解出来ますよこれ！」

「千ち秋あきちゃん千ち秋あきちゃん！　切り付ける時に、斜ななめから切り下ろすのと、真横から水平に叩たたくのとを交こう互ごにやってみたらもっと効率良くならない？　試ためしてみて！」

「確かに！　斜ななめに削そいだ薄うすいささくれを、水平に叩たたいて切り飛ばす感じになって、このほうが早い感じがします！」

　高く振ふりかぶる。

　Ｖ字の切り口になるようにする。

　この二つを意識する事で、切り進む効率は更さらに上がった。この短い会話を交かわす間にも、すでに五ミリまで切り進んでいる。しかも、五ミリを過ぎても全然進みが遅おそくなるような事はないのだ。何という圧あつ倒とう的てきな性能。これが斧おのの持つ本来の力だ。

　見ていた南みなみがウズウズしたように叫さけぶ。

「ちょっと千ち秋あき！　私にも替かわりなさいよ！」

「嫌いやですよ！　南みなみさんは反対側から切り付ければいいじゃないですか！」

「なるほど！　確かにその方が早いわね！」

　早さつ速そく反対側に回り込こむと、自分の石器で叩たたきつける南みなみ。

「うおほほほ！　切れる切れる！　こんな簡単な事だったのね！　石いし斧おのは石いし斧おの！　鉄の斧おのみたいな性能を期待しなけりゃ、これはこれで充じゆう分ぶんに使えるんだわ！」

　高笑いをしながらもの凄すごい勢いで削けずっていく。南みなみの石器は昨晩研といだ状態のままで、千ち秋あきの物ほど研とぎ澄すまされてはいないが、それでもちゃんと削けずれるのだ。

　三十分もしない内に、両側から一センチ以上ずつの切り口が出来た。

　叩たたきつける際、僅わずかに手前に引くようにしてやると、更さらに効率がいい。

　斧おのとして使う場合も、やっぱり濡ぬらしてやった方が効率はいい。

　ギュッと握にぎったままだと手が痛くなるので、打ち付ける瞬しゆん間かんにグリップを緩ゆるめて手の中で遊ばせるようにしたほうが、長時間続けるにはいい。

　叩たたくたびにちょっとずつコツが分かってきて、切り進むスピードは確実に上がっていく。

　ぷろびでんすが異変を感じたらしく、頭上で触しよく手しゆを激しく動かすが、長さが足りず根元までは届かない。

　一時間経たつ頃ころにはもう、幹は中央部に僅わずか一センチ程度を残すのみとなった。あと一息である。

　その時、ぷろびでんすの動きが変わった。それまでの、届かない触しよく手しゆを無む駄だに動かすのをやめて、幹の先せん端たん部分が丸く膨ふくらんだかと思うと急激に萎しぼむのを繰くり返かえす。その度に大きな風が起きて、枝先の葉が激しく揺ゆれる。

　見張り役のしばさんが大声で吠ほえた。

「かいぬしさん！　危ないよ！　はなれて！」

　東ひがしはハッと顔を上げ、異変に気付いた。

「みなみん、千ち秋あきちゃん！　何か変だよ！」

　手を止めて頭上を見る千ち秋あき。

「呼吸してる……!?」

　南みなみがハッとした。

「これ、最初に出会った奴やつが足を生やした時に似てるわ！　何かヤバいかも！」

　そう叫さけぶと立ち上がり、千ち秋あきを引っ張って一いつ緒しよに離はなれる。

　東ひがしも、駆かけ寄よってきたしばさんと共に距きよ離りを取った。

　その直後。

　幹全体が、大きく震しん動どうを始めた。
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　樹木化したぷろびでんすを握あく斧ふで切きり倒たおすまで後一センチに迫せまった時、ぷろびでんすの枝先から伸のびていた触しよく手しゆが激しく動き出した。

　更さらに、枝先に丸く膨ふくらんだ部分が現れて、それがあたかも呼吸をするかのように激しく収縮と膨ぼう張ちようを繰くり返かえし始める。

　それに合わせるようにして、幹に付いた傷から、水が大量に溢あふれ出だした。

　慌あわてて距きよ離りを取った千ち秋あきが、冷ひや汗あせを浮うかべながら凝ぎよう視しした。

「何ですかあれ……？」

「根から水を吸い上げてるんじゃないかな……。それが切り口から漏もれてるんじゃ……」

　東ひがしが不安そうな顔でそう推測する。

　その内、触しよく手しゆの長さがどんどんと伸のびてきた。

　見る見るうちに地面まで届く長さになり、太さも二回りほど太くなる。

　まだまだ大きくなりそうだ。

　南みなみはいつでも投げつけられるようにと足元の石を拾い、しばさんは警けい戒かいして大声で吠ほえ続ける。東ひがしと千ち秋あきは為なす術すべもなく、ただ目を見開いて目の前のぷろびでんすの変容を凝ぎよう視しするばかり。

　その時、ミシミシと音がした。

　そして、ぷろびでんすの幹がゆっくりと傾かたむく。

　すでに残すところ一センチばかりとなっていた幹が、肥大化した上部の重さを支えきれなくなったのだ。

　そのまま音を立てて倒たおれるぷろびでんす。幹は切り口からへし折れて、完全に両断された。

　それと同時に触しよく手しゆの巨きよ大だい化も止まる。

　南みなみが叫さけんだ。

「千ち秋あきと東ひがしは火を起こして！　しばさんは吠ほえながら向こう側でアイツの気を引いて！　近づき過ぎちゃダメよ！」

　そう指示を出すと、自らは投とう擲てき用の河原の石を更さらに拾い集める。

　すぐさま火起こしにかかる千ち秋あきと東ひがし。

　しばさんはその二人とは逆方向へと走って吠ほえる。

　ぷろびでんすの触しよく手しゆが、枝から分ぶん離りした。

　石を手に身構える南みなみ。

　前回のパターンだと、この後激しく呼吸をしたと思ったら本体部分から足が生えてきた。機動力が上がると面めん倒どうだ。今回、本体部分に当たるのは幹の先せん端たんに出来た丸い膨ふくらみだろう。サッカーボールほどの大きさで、前回と比べるとかなり小さいとはいえ、咬かみつかれでもしたら大変だ。医者も薬もないこの世界では、傷口が化か膿のうしたら為なす術すべがない。咬かみ傷一つが命取りである。

　しかし、前回のような激しい呼吸は始まらない。さっきまで呼吸していた本体部分とおぼしき丸い箇か所しよは、幹が折れた後は萎しぼんでしまってピクリとも動かない。

　緊きん張ちようしながらじっと対たい峙じしていると、南みなみの背後から焦こげたような匂においが漂ただよってきた。そして、煙けむりが漂ただよってくる。東ひがしと千ち秋あきが火を起こしたのだ。

「みなみん！　火だよ！」

　東ひがしが叫さけんで、燃えた枝を南みなみに手て渡わたした。東ひがしと千ち秋あきもそれぞれ一本ずつ火の点ついた枝を握にぎっている。

　南みなみは燃える枝を手に、しばさんを呼よび戻もどした。

「しばさん！　戻もどって！」

　しばさんが三人の背後に駆かけ戻もどった。

　南みなみは手に持った石を投げつけてぷろびでんすの反応を見る。

「動かないわね……」

　石が当たっても動きがないのを確かく認にんすると、東ひがしと千ち秋あきに言った。

「二人はここで待機してて。ちょっと火を近付けてみるわ」

　そっと近寄ると、手に持った枝を差し出して火を近付ける。

　すると、本体ではなく触しよく手しゆのほうがブルブルと震ふるえだした。

　そして、火を嫌いやがるように身をくねらせながら、枝から分ぶん離りする。そしてそのままヘビのようにスルスルと岩を這はって、あっという間に見えなくなってしまった。

「あーくそ！　逃にげられた！」

　思わず毒づく南みなみ。

　危険な生物ではあるが、同時に貴重なタンパク源でもある。誰も怪我せずに済んだのは良かったが、出来る事なら捕まえたかった。

　東ひがしが後ろから声をかける。

「みなみん、卵は無事？」

　それを聞いて、卵の事を思い出す南みなみ。

「どうかしら。パッと見、かなり割れてそうだけど……」

「ごはん！　ごはん！」

　しばさんが、枝先に生なっていた卵のところへ駆かけていった。そして、岩の上に割れて零こぼれた中身をぺろぺろと美味おいしそうに舐なめ始めた。

　その後ろから覗のぞき込こむ三人。

　だが、無事な卵は一つもなし。残らず割れてしまっている。

　千ち秋あきがガックリと肩かたを落とす。

「全部割れちゃいましたね……」

　たわわにぶら下がっていたぷろびでんすの卵だったが、倒たおれた時の衝しよう撃げきで一つ残らず割れている。

　南みなみが溜ため息いきを漏もらした。

「卵が生なっているほうを下にして倒たおれちゃったのね」

「逆だったら枝がクッションになって少しは無事だったかもしれなかったのにね」

　残念そうに言う東ひがし。

　南みなみが気を取り直して割れた卵を見下ろす。

「仕方ない。私たちもしばさんみたいに舐なめるか」

「ちょっと待ってみなみん。お腹なか壊こわしちゃうよ～」

「それもそうね……」

　南みなみだけならまず平気だが、東ひがしや千ち秋あきは確かにお腹なかを壊こわしかねない。常に栄養補給がギリギリなサバイバルな状態で、腹を下して栄養の吸収力が落ちるというのは、そのまま死に直結しかねない。

　困ったわね、と頭を搔かく南みなみ。

　その時、千ち秋あきが突とつ然ぜん両手で顔を覆おおって膝から崩れ落ちた。

「あああ……！　やっぱりもうダメなんですよ……！」

「ど、どうしたの千ち秋あきちゃん？」

　唐とう突とつに泣き出す千ち秋あきに、東ひがしが慌あわてて寄より添そうと肩かたを抱だく。

　千ち秋あきは何だか呂ろ律れつの回らない声で、メソメソと泣き言を続けた。

「こんなに苦労して、こんなに汗あせだくになって、こんなに手の平血豆だらけにして、こんなに頑がん張ばったって言うのに、結局卵も肉も手に入らず……。これが現実なんですよ……。今までが上手うまく行きすぎてたんですよ……。これから先はずっとこういう事が続くんですよ……。頑がん張ばって、大量にカロリー消費して、それでも食べ物は手に入らなくて、無む駄だな消しよう耗もうばっかりが増えて、消しよう耗もうするほどにますます食べ物は手に入らなくなって、悪あく循じゆん環かんに陥おちいって、それで結局どうしようもなくなっちゃうんです……！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ千ち秋あきちゃん！　ニホンリスさんからもらったクルミだってまだいっぱいあるし、食べられる野草だってあちこちにたくさん生えてるし！」

　必死で励はげまそうとする東ひがし。

　だが千ち秋あきは泣き上戸の酔よっぱらいみたいにその言葉を否定した。

「無理ですよ！　だって今だって結局ダメだったじゃないですか。これだけ時間かけて、これだけ頑がん張ばって、持てる力の全てを注つぎ込こみましたよ私……。これ以上の事はもうやれないですよ……。それで結局何一つ得る物がなくて……。これが私の限界なんですよ……。私はこうやって無力なまま惨みじめにこの異世界で野垂れ死んでいくんですよ……」

　元から千ち秋あきはパニックになりやすいところがあったが、どうにも様子が変だ。どこか嚙かみ合あっていない会話といい、酔よっぱらっているような声といい、正常ではない。

　千ち秋あきは続ける。

「……多分あの怪かい物ぶつ、水と空気だけでいくらでも巨きよ大だい化するんですよ。空気から窒ちつ素そと炭素と酸素を補給して、水からも水素と酸素が得られますから、それでアミノ酸の材料は揃そろうんですよ。アミノ基は-NH2ですし、カルボキシ基は-COOHですから。根から水を吸い上げて、あの丸い器官で空気を吸って、それでタンパク質を合成して巨きよ大だい化も足を生やしたりするのも自由自在なんですよ。つまりそれって、私たちに狩かれるような手て頃ごろなサイズの怪かい物ぶつに遭そう遇ぐう出来るチャンスなんて、滅めつ多たにないって事なんですよ。その千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがしたんですよ。もうダメなんですよ。これから先、タンパク質の補給は永遠に出来ないんですよ。筋肉も内臓も血管も全部タンパク質が材料なんですよ。タンパク質の補給が出来なきゃ生き物は生きていけないんですよ。オートファジーだけじゃ縮小再生産でいつか破は綻たんするんですよ……」

　膝ひざを抱かかえ、虚うつろな目をして、譫うわ言ごとのようにブツブツと呟つぶやき続ける千ち秋あき。その陰いん鬱うつな暗い声は、まるで地の底から響ひびく亡もう者じやの呻うめきだ。聞いている方まで気が滅め入いってくる。

　東ひがしが不安そうに南みなみを見上げた。

　南みなみはじっと千ち秋あきの様子を観察していたが、やがて眉み間けんに皺しわを寄せて困ったように言った。

「多分これ、塩分不足だわ……」

「塩分不足……？」

「暑いところで汗あせだくになって長時間動いてると、汗あせで塩分が失われるでしょ。その状態で水分だけ補給してると、血液中の塩分濃のう度どが下がってきて、そういう時、急に何もかも放り出したくなるような悲観的な気分に囚とらわれる事があるのよ。理由もなく、ものすごい絶望感だけが襲おそってきて、何をやってもダメだっていう気持ちになるの。そして、何やってもひたすら泣きたくなるのよ。もう死ぬしかないって」

「みなみんでもそうなるの……？」

　ゴクリと唾つばを吞のむ東ひがし。

　真しん剣けんな表情でうなずく南みなみ。

「なるわ。原因は気の持ちようじゃなくて塩分不足だから」

「でも、塩分補給しないで水だけ飲んでたのは私やみなみんも一いつ緒しよだよ。何で千ち秋あきちゃんだけ……」

「日ひ頃ごろあんまり汗あせ搔かいてない人は汗かん腺せんが鈍なまってて、必要なミネラルを再吸収する能力が落ちるのよ」

「ああ。千ち秋あきちゃん、インドア派だから……」

「後は日ひ頃ごろの食事よね。千ち秋あきって意識高いとこあって、若い癖くせに日ひ頃ごろから塩分控ひかえめで健康に気を遣つかった食生活してるでしょ。私らが気にせずしょっぱいもの食べてると、小こ姑じゆうとみたいに小言言ってきたりして。でもそのせいで千ち秋あきは体内に余分な塩分の蓄たくわえが少なくて、私たちより先に限界が来ちゃったんだわ」

「そっか。私、結構梅干しとかお漬つけ物好きだから……」

　東ひがしはそう呟つぶやいてから、不安そうに千ち秋あきの顔を見た。

「でも、それじゃどうしよう……。このままじゃ、アナグマさんの巣まで旅するなんて出来そうにないし、それにこれからも汗あせを搔かけば搔かくほど塩分は出て行っちゃうし……」

「そうね。今はまだ軽けい症しようだけど、このままだといずれメンタルだけじゃなく体にも影えい響きよう出てきて洒落しやれにならなくなるわ。何とかして塩分を補給させないと」

「でも、こんな山の中でお塩なんて手に入らないよ……」

「汗あせで出た塩分は、汗あせを舐なめて回収するしかないわ」

　南みなみはそう言うと、千ち秋あきの前にしゃがみ込こんだ。

「千ち秋あき！　汗あせよ！　汗あせ、舐なめなさい！」

　大声でそう命じる。

「何なんですかぁ。汗あせなんて舐なめたってしょうがないじゃないですか……」

　千ち秋あきは相変わらず泣きそうな声でそう言ったが、しかし南みなみが千ち秋あきの腕うでを摑つかんで口元へ持っていくと、思ったよりも素す直なおに舐なめた。塩気のある汗あせの味が今の千ち秋あきには美味おいしいのか、一度舐なめ始めると夢中で舐なめ続ける。

　それを見てちょっと安あん堵どする南みなみと東ひがし。

　だが、自分で舐なめられるのは、精々で肩かたから指先まで。胸や腹、背中なども自分では舐なめられない。これでは、搔かいた汗あせの量に対して、回収出来る量が余りに少ない。

　東ひがしはじっとその様子を心配そうに見つめていたが、やがて意を決したように顔を上げると、着ていたブラウスを脱ぬぎ始めた。

「千ち秋あきちゃん！　私の汗あせも舐なめていいよ！」

　白い肌はだも顕あらわに、上半身裸はだかになって千ち秋あきの前にしゃがむ。

　元来恥はずかしがり屋の東ひがしだ。顔は羞しゆう恥ちで真っ赤である。だが、千ち秋あきの命がかかっているのだ。裸はだかになって舐なめられるくらい、恥はずかしがっている場合ではない。

　千ち秋あきはまるで夢遊病のように、東ひがしの体にしゃぶりついた。胸も腹も背中も首筋も、余すところなく舐なめ尽つくす。

　くすぐったさにプルプル震ふるえ、頰ほおを紅に染めながらながら、唇くちびるを嚙かんでじっと我が慢まんする東ひがし。その姿はまさしく慈じ愛あいの権ごん化げ。その尊さたるや、幽ゆう閉へいされた頻びん婆ば娑しや羅ら王の飢かつえを救わんと、その身に蜜みつを塗ぬって密ひそかに舐なめさせた韋い提だい希け夫ぶ人にんの如ごときである。

　千ち秋あきは東ひがしの全身余すところなく舐なめ尽つくしてもまだ足りない様子で、すでに舐なめたところを何度も何度も繰くり返かえし舐なめる。

　南みなみがやれやれと首を振ふると、自分も服を脱ぬいだ。

「千ち秋あき。こっちも舐なめなさい」

　それを聞くや否いなや、千ち秋あきはガバッと南みなみにむしゃぶりつく。

　そして、またしても全身しゃぶり尽つくし、ねぶり尽くす。

　それを、手のかかる子ね、といった顔で見下ろす南みなみ。

　千ち秋あきが不意に、南みなみに言った。

「南みなみさん、もうちょっとこう、色っぽい反応してくださいよ」

「いきなり何言い出してんの、この子は」

「考えてみて下さいよ！　女子高生が、裸はだかで舐なめられてるんですよ！　これ以上のサービスシーンはないじゃないですか！　帰って手記が出版された暁あかつきには、少年読者が一番胸ときめかせる重要シーンですよ！　ここで最大限のサービスしとかなくてどうするんです！」

「んなもん、文章書く時に適当に盛ればいいでしょーが」

「そしたら噓うそになっちゃうじゃないですか！　ノンフィクションが売りなんですよ！　私が書く予定の物は！　少年少女向けに、噓うそ偽いつわりのない誠実な内容で勝負してこそ、推すい薦せん図書にも課題図書にも選ばれるんじゃないですか！」

　そう言いながら南みなみの首筋を舐なめる千ち秋あき。

「ほら、もっといやらしく喘あえいでみせてください！　そんなんで、お色気担当としての自覚あるんですか！」

「いつから私がお色気担当になったのよ」

「私の視点で書く物で私自身がお色気担当やるわけにはいかないですし、清く優やさしく愛らしい東ひがしさんをそんな汚よごれ役やくにするのは罪悪感があるじゃないですか！　だったら消去法で南みなみさんしかいないんですよ！」

「そこはせめて、校内一の美女だからとか何とか言っときなさいよ！」

「だから噓うそはＮＧなんですってば！　大だい丈じよう夫ぶですよ！　挿さし絵えではちゃんとおっぱいボインボインに描えがいてくれるよう頼たのんであげますから！　そこら辺は絵え柄がらの問題で何とでもなりますから噓うそを吐ついた事にはなりませんし、心配要いりません！」

「ちょっと待ちなさい！　少なくともこの中じゃ私が一番ナイスバディでしょうが！」

「噓うそはＮＧだって言ってるじゃないですか！　とにかく、もうこの際、語ご尾びに全部ハート付けるだけでいいですから！　それで妥だ協きようしますから！」

「アンタ、ホントにそんなんで文科省ご推すい薦せんとかもらえると思ってんの？」

　そんなやりとりを横で見ながら、東ひがしがオロオロと狼狽うろたえる。

「どうしよう……！　千ち秋あきちゃん、ますます錯さく乱らんがひどくなってる……！　このままじゃ……！」

「いや、千ち秋あきはこれで正常よ……」

　呆あきれ顔がおで言う南みなみ。

　そして千ち秋あきを引ひき剝はがす。

「とにかく、もう元気になったんだから離はなれなさい。それから、アンタの汗あせは私たちに舐なめさせなさいよ」

「えっ？」

「当然でしょ。こっちだって今は大だい丈じよう夫ぶでも確実に塩分失ってるんだから。どうせ自分じゃ胴どう体たい部分は舐なめられないんだから、無む駄だにするくらいなら有効利用させなさい」

　そう言って千ち秋あきを押おし倒たおすと服を脱ぬがす南みなみ。

「ほら、東ひがしも！　背中のほう舐なめなさい！　舐なめとかないと後でぶっ倒たおれてみんなの迷めい惑わくよ！」

「あ、う、うん……」

　みんなの迷めい惑わくだと言われると、東ひがしとしても舐なめざるを得ない。

「じゃ、じゃあ、失礼して……」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　ま、まだ心の準備が……！　ひゃあん！」

　恥はずかしがって身をよじる千ち秋あき。だが南みなみはガッチリ摑つかまえて離はなさない。

「オラどうした千ち秋あき！　大事なサービスシーンでしょ！　もっとエロい声で鳴きなさいよ！」

「いやっ！　いやあぁっ！」

「語尾のハートはどうしたぁ！」

「だめぇぇぇ♥」

　そこへしばさんもやってきた。

[image: ]

「私も舐なめ合いっこするー！」

　かくして、全員素すっ裸ぱだかできゃーきゃー騒ぎながら組んずほぐれつラブ・オン・ザ・ビーチな有あり様さまとなってしまうのだった。




　一通りすったもんだし終えて落ちつくと、みんなで川に入って唾だ液えきまみれの体を洗う。

　冷たい水が、火ほ照てった肌はだに気持ちいい。

　さっきまでの大おお騒さわぎが噓うそのように、みんな水の中で静かにくつろぐ。流れは急で、岩にしがみついていないと水に攫さらわれてしまいそうだが、その代わりじっとしていても汚よごれが洗い流されていく感じがする。まるでジャグジーのようだ。

　ところが、しばさんだけは水が怖こわいのか入ってこない。岸辺に立って、心配そうにウロウロしている。

「しばさんもおいで。冷たくて気持ちいいよ」

　東ひがしがそう声を掛かけたが、しばさんは不安顔で言い返す。

「水は危ないよ！　かいぬしさんも出た方がいいよ！」

　今度は南みなみが声を掛かけた。

「洗わないと臭くさくなるわよ！　アンタ、全身アポクリン腺せんなんだから！　水で流してすっきりしなさい！」

　千ち秋あきが尋たずねる。

「アポクリン腺せんって体たい臭しゆうの元になる奴やつですよね？　犬ってそんなにアポクリン腺せんだらけなんですか？」

「そうよ。普ふ通つうの汗あせを出すエクリン腺せんは肉球くらいにしかなくて、あとは全身アポクリン腺せん」

「全身ワキガ状態じゃないですか！」

「そうよ。だから洗ってない犬ってすぐ臭くさくなるのよ。まあ、全身エクリン腺せんだらけのヒトのほうが動物の中じゃ珍めずらしいんだけど」

　南みなみは千ち秋あきにそう言うと、しばさんのほうに向き直る。

「ほら、ちゃんと洗わないと臭くさくなって大変よ！」

　しかししばさんも強ごう情じようだ。

「でも、臭くさい方が強いよ！」

「なるほど。それもそうか」

　しばさんの言葉に南みなみはぽりぽりと頭を搔かくと、あっさり引き下がる。

「それもそうかって、どういう強さ判定なんですか……」

　困こん惑わく顔で南みなみとしばさんを見比べる千ち秋あき。

　しかし南みなみは何でもない様子で軽く肩かたを竦すくめる。

「いいのよ。無理に水に入らせて流されたり溺おぼれたりしたら、二度と水に入ろうとしなくなっちゃうし。犬は元々水に入るの苦手な子が多いからね。もうちょっと流れが緩ゆるくて浅いところで、自分から入る気になるのを待つほうがいいわ」

　それを聞いた東ひがしがうんうんと同意する。

「ここじゃ何かに摑つかまってないと流されちゃいそうだしね。しばさん、摑つかまるのあんまり得意じゃなさそうだし」

「確かに、岩も水の流れに削けずられてツルツルになってますから、危ないっちゃ危ないですけど」

　千ち秋あきも南みなみの言い分には一応納なつ得とくしつつ、それはそれとして臭くさい方が強いっていうのはどういう理り屈くつなんだろうと首を傾かしげる。

　その時、背後でぱしゃっと水音がした。

　そして、驚おどろいたような歓かん声せい。

「ホントだすごい！　ぷろびでんす、たおされてる！」

　振ふり向むくと、カワネズミがそこにいた。
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　一行が裸はだかで組んずほぐれつ舐なめ合いっこをした後、川で体を洗っていたら、突とつ然ぜんカワネズミが戻もどってきた。

　反射的に水から出ると、服を取って体を隠かくす千ち秋あきと東ひがし。相手は動物だという認にん識しきだから別に平気な南みなみ。

　しばさんが不思議そうに尋たずねる。

「あれ？　カワネズミ、ねてたんじゃないの？」

「さっきおきたからサカナとってたんだよぅ」

　カワネズミはそう言うと、岸に上がってしばさんのほうへ小走りに駆かけ寄よった。

「ホントにたおしちゃった！　『じゅんび』すごいね！」

　そう言って小こ躍おどりするカワネズミ。

「そうだよ！　かいぬしさんたちはすごいんだよ！」

　得意満面にそう言って鼻はな面づらを上に向けるしばさん。

　大急ぎで服を着ながら、今いま更さらのように思い出す東ひがし。

「そういえば、そもそもカワネズミさんの巣を何とかしてあげるためにここに来たんだったっけ……」

「何かもう、石いし斧おので切きり倒たおすのに夢中で途と中ちゆうからすっかり忘れてたわね」

　濡ぬれた肌はだに悠ゆう々ゆうとブラウスを羽織りながら苦く笑しようして肩かたを竦すくめる南みなみ。

　千ち秋あきも南みなみの背後に隠かくれて慌あわててパンツを穿はきながらうなずいた。

「そもそも私たちとしたら、あの卵を手に入れたいってのもありましたしね。燃やさずに切きり倒たおしたいってのは完全にこっちの都合でしたし……」

　結果的にはちゃんと巣の上に根を張ったぷろびでんすを取り除いたのだからいいのだけれど、勝手な都合で時間を食いすぎてしまったのは事実なので、ちょっと申し訳ないような気分になる三人。

　しかしカワネズミからすれば、自分では取り除けなかったぷろびでんすの脅きよう威いを取り除いてもらえただけで大喜びである。

「これねぇ、さっきおきてからすぐとってきたんだけど、食べる？」

　そう言って、魚を差し出した。

　千ち秋あきが驚おどろいて声を上げる。

「うわ、大きい！　何ですかこれ？　鮭さけ？」

　見た感じ、五〇センチはありそうだ。

　南みなみがチラリと見て言う。

「これはサツキマスね。……ってことは、ここら辺は気候的には本州の太平洋側に近いのかしら」

　サツキマスの分布域は中部地方以西の太平洋側だ。もしそうなら、十月くらいまでなら一応今のような野宿生活でも気温的には何とかなる。

「まだまだとるよぉ。ちょっと待っててねぇ」

　カワネズミはそう言うと、岩の上からドボンと川に飛とび込こむ。

「え？　ちょっと！　危ないですよ！」

　千ち秋あきが思わず叫さけんだ。

　さっきまで川の中にいたから分かるが、何かに摑つかまっていないとあっという間に流されてしまうような急な流れなのだ。泳いだり出来るような川ではない。

　東ひがしも心配そうに南みなみを見た。

「みなみん、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　だが南みなみは落ち着いた顔。

「大だい丈じよう夫ぶよ。カワネズミは水中は大得意だもん。ほら、見てみなさいあの動き」

　流れの急な渓けい流りゆうにもかかわらず、カワネズミは全身を銀色に光らせながら驚おどろくほど俊しゆん敏びんな身のこなしで水中を自在に泳ぎ、敏びん感かんなヒゲで水流を読み魚の匂においを察知すると、さっと身を翻ひるがえして鋭するどく尖とがった大きな前歯を獲え物ものの頭にガブリ突つき刺さす。

　千ち秋あきが驚おどろいて声を上げる。

「捕つかまえた!?　っていうかカワネズミさん、水中でめっちゃ光ってるんですけど何なんですか？」
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「毛の間の空気が気き泡ほうになって、光を反射するの。だからカワネズミはギンネズミって別名があるのよ」

　南みなみがそう解説しているところへ、悠ゆう々ゆうと水から上がってくるカワネズミ。

　捕つかまえた魚を見ると、今度は七〇センチクラスの大物だ。

「はい、これ」

　南みなみが受け取って、怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

「変ね。今度はサクラマスだわ……」

　東ひがしがキョトンとした顔をする。

「サクラマスだとおかしいの？」

「うん。サクラマスはサツキマスよりも寒い地方にいるのが自然で、本来だと生息域は重ならないはずなのよ。私らの世界だと人が勝手に他所に放流したのが定着しちゃって問題になってる川もあったりするけど……」

「つまりこっちの世界でも本来分布してない川に魚を放流してる存在がいるって事ですか？」

「それと『かいぬしさん』とも、何か関係あったりするのかな……？」

　首を傾かしげる千ち秋あきと東ひがし。

　南みなみはう～んと腕うでを組む。

「もしかしたら関係あるかもしれないけど……」

　全然別の川まで魚を生きた状態で連れていって放流するなんて真似まねは、水みず漏もれしない容器が作れなければ不可能だ。元いた世界ではともかく、この世界では相当に難しい行こう為いである。とはいえ、海に出たサクラマスが何かの間ま違ちがいで別の川に上ってしまう事もゼロではないので、偶ぐう然ぜんという可能性もある。

　カワネズミは考かんがえ込こむ南みなみたちを尻しり目めに、またしても川の中へ躍おどり込こんだ。

　千ち秋あきが水中で自在に泳ぐ姿に目を奪うばわれたように、考えるのを中断して川の中を見つめる。

「……カワネズミさんって、何で水中であんなに機き敏びんに動けるんでしょうね。ヒレがあるわけでもないのに」

　南みなみはそれを聞くと、自分の手を広げながら説明した。

「あの子らは手足の指の両りよう脇わきに剛ごう毛もうが生えててね。水の中だとそれが水かきの代わりをするのよ。しかもヒレと違ちがって地上でも素す早ばやく動けるし。水陸両用の仕様なの」

　なるほどとうなずく東ひがしと千ち秋あき。

「へぇ～。便利だね～」

「そういや、不ふ釣つり合あいに手が大きく見えて、グローブでも嵌はめてるのかと思ってましたけど、そういうふうになってるんですか」

「あと尻尾しつぽも下にだけ毛が生えてて、これも舵かじのような役目をしてるっていうわね」

　そんな会話をしている間にも、カワネズミはスイスイと泳いでは、大物を次々と捕とらえてくる。

　そして、あっという間に人数分の魚を捕とってくると、カワネズミはようやく陸に上がって一ひと息いき吐ついた。

「よ～し、それじゃ食べるか」

　早さつ速そく、ウロコを取って食べる準備をする三人。

　樹木化したぷろびでんすを切るのに使った石いし斧おのが、ウロコ取りにも丁度いい。

　更さらに、石いし斧おのをナイフとして使う事で腹を割さく事も出来た。適当に割っただけの石と比べれば遙はるかに使い勝手がいい。もう少し薄うすい石で作れば、もっと使いやすいナイフが作れそうだ。

「私、穴ほるよ！」

　三人がマスのウロコを取って三枚に下ろしている間に、しばさんは今度こそ「じゅんび」として穴を掘ほる。

　カワネズミは、三人が捨てた魚の内臓をもったいないと言って拾っては食べる。頭もあげたら大喜びでかぶりついた。

　一通り魚を捌さばき終わったところで、半分はいつものように葉っぱで包んで蒸むし焼やきにし、残りの半分は遠火で炙あぶって食べた。

　朝から何も食べずに何時間も肉体労働を続けたので、三人ともお腹なかはぺこぺこ。

　そこへ焦こげたマスの皮の香こうばしい匂においが漂ただよってくると、待ちきれなくなった胃がギュルルと音を鳴らす。

　ジュワ～っと脂あぶらを滴したたらせたマスにかぶりつくと、もう止まらない。パリパリに焼けた香こうばしい皮と、ホロホロと崩くずれて口の中いっぱいに広がる香かおり高たかく柔やわらかい身は、究極のコンビネーションだ。

　普ふ通つうなら半分でも多すぎる大物のマスを、一人一匹ぴきずつペロリと平らげてしまった。

　カワネズミは、初めて口にする焼いたマスに不思議そうな顔。

「これが『じゅんび』したサカナかぁ。おもしろい味だねぇ」

　そのそばをウロウロしながら感想を急せかすしばさん。

「おいしい!?　いつもの味と、どっちが好き!?」

「ん～、どっちも好き」

「私もどっちも好きー！」

　しばさんはご機き嫌げんそうにワンと吠ほえて跳はね回まわった。

　カワネズミは食事を終えて満足そうにお腹なかをさすると、眠ねむそうな顔で大きく欠伸あくびをした。

「ふぅ。おなかいっぱいになったし、またねようかなぁ」

　それを聞いた千ち秋あきがヒソヒソと南みなみに尋たずねる。

「……さっきまで寝ねてたような事言ってませんでしたっけ」

「ホントは夜行性なのかな……？」

　東ひがしも首を傾かしげた。自分たちのせいで無理して起きてるんじゃないかと心配する。

　だが南みなみはひらひらと手を振ふった。

「カワネズミはちょっと起きて活動したらすぐまた寝ねて、一日の内に七、八回も寝ねたり起きたりするっていう生活スタイルだから」

「そうなんだ」

「昼とか夜とかの区別はないんですか」

「ないって事もないみたいだけど、それよりも獲え物ものがいるかどうかのほうが重要なんじゃないかしら。ナワバリ内の魚がいなくなったら起きててもしょうがないから、逃にげたのが戻もどってきたり外から新しい魚が来るまで寝ねて待つ、みたいな」

「なるほど～」

「そう言われると、合理的なライフスタイルなんですかね……？」

　感心してうなずく東ひがしと千ち秋あき。

　カワネズミはそこでふと思い出したように、しばさんに尋たずねた。

「そういえばしばいぬは、どこへ行くところだったの？」

　しばさんは元気よく答える。

「アナグマのところへ行くんだよ！　かいぬしさんが巣に戻もどるために、ふしぎな穴の事をききに行くの！」

「ふしぎな穴ぁ？」

「ふしぎな穴は、見た事のない物が出てきたりするんだよ！　ニホンリスのナワバリにもあったけど、風で木がたおれてなくなっちゃったの！」

　それを聞いたカワネズミは、心当たりがあるような顔をした。そして、ごそごそと巣の中を漁あさると、平べったい物を取ってくる。

「ちょっと前に、巣の奥おくからこんなの出てきたよぉ。これまで見た事ない物ってこんなの？」

　見ると、百円玉である。

　思わず南みなみが身を乗り出す。

「ちょっとこれ！　百円じゃない！」

「これ、知ってるの？　まだ他にもあるんだよぉ」

　そう言って、更さらにいくつもの小こ銭ぜにを出してくる。

　一円玉、五円玉、十円玉、百円玉と、種類は様々だ。結構な枚数である。

「こういうのが出てくるようになって、なんだろって思ってたら、その内ぷろびでんすが来て根っこをはっちゃったんだよぅ」

　その言葉に、南みなみ、千ち秋あき、東ひがしは顔を見合わせる。

「ひょっとして、ぷろびでんすは私らのいた世界との通路に根を張りたがるって事……？」

「単なる偶ぐう然ぜんならいいですけど、もしかして異世界との通路を塞ふさぎに来る門番的な存在だったりするんでしょうか……？」

「そうだとしたら困るよね。帰り道を見つけても、ぷろびでんすに邪じや魔まされて帰れないなんて事もあるかも……」

　南みなみがカワネズミに頼たのんだ。

「もし良かったら、ちょっと巣穴の中を見せてもらえないかしら」

「ん～、いいよぉ」

　カワネズミの許可を得て、ぷろびでんすが根を張っていた岩の下にある巣穴の中を覗のぞき込こむ三人。

　葉っぱが敷しき詰つめてあり、寝ね床どこはフカフカだ。川の側にもかかわらず、よく乾かわいている。

　カワネズミの体たい臭しゆうなのか、香こう水すいを付けすぎたケバいおばさんと狭せまいエレベーターで乗り合わせた時のような、独特のむせかえる匂においが籠こもっている。

　穴の奥おくまでは光が差さし込こまず、暗くてよく見えない。

　南みなみが棒を差さし込こんで突つっついてみたが、触ふれるのは岩の壁かべだけ。どうやら、穴があるとしても硬こう貨かが一枚通とおり抜ぬけるのが精々の小さな物らしい。

　それでも何かもっと情報がないかと突つっつき回していると、不意に穴の奥おくから低い唸うなりのような音が聞こえてきた。地鳴りのようでもあるが、それよりもバスやトラックなど大型の車が近づいてくる時のエンジン音に近い。

　そして次の瞬しゆん間かん、微かすかに排はい気きガスの匂においがした。

「なにこの匂におい？」

　鼻をクンクンさせながら不思議そうな顔のしばさん。

　カワネズミはヒゲを小刻みに動かしながらちょっと困った顔。

「時々こういう匂においがするんだよぉ。何だかわかんないけど」

　だが、三人にははっきりと分かる。

　間ま違ちがいなく、これは大型の自動車が、穴の近くを通ったのだ。自分たちのいた世界とこちらの世界とを繫つなぐ穴が道路脇わきに小さく空いていて、そこから排はいガスが通ってきたのだ。この岩いわ壁かべのすぐ向こうに、自分たちがいた世界があるのだ。

　そう思うと、いても立ってもいられない気分になる。

「この穴って、無理矢理こじ開けて広げる事は出来ないのかしら」

　南みなみが匂においの元を辿たどって排はい気きガスが漏もれてくる場所の見当を付けると、棒でガツガツと突ついてみた。続いて今度は石で叩たたく。最後には研といだ石いし斧おのの刃はをこじ入れようとしてみた。

　だが、いずれも手応えはなし。力ちから尽ずくでこじ開けられるような性質の物ではないらしい。

　今度は千ち秋あきが穴の奥おくに向かった。
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　石いし壁かべを叩たたきながら大声で呼びかける。

　それを見たしばさんが、何かの遊びと思ったらしく、一いつ緒しよになって「わお──ん」と遠とお吠ぼえをする。

　だが、帰ってくるのは静せい寂じやくだけ。

　こちらの声は向こうに届いていないのか。それとも届いてはいるが人がいないだけなのか。それすらも分からない。

　結局、手て掛がかりというほどの物は何も得られなかった。

　だが、こちらの世界と元いた世界とが何らかの形で繫つながっている事は、この間のニホンリスの時以上にはっきりと確かめられた。それだけでも収しゆう穫かくだ。

　人が通れる大きさの通路さえ見つかれば、きっと帰れる。そして、自分たちがこの世界に来たからには、人が通れる大きさの穴も必ず存在する。

　その確信は、一層堅けん固ごになった。

　穴から出ると、明るい表情で礼を述べる三人。

「ありがとう。ここに来て良かったわ」

「色々と参考になりました」

「ありがとうカワネズミさん」

「こっちこそ、ありがとねぇ。おかげでまた元のナワバリでくらせるようになって、助かったよぉ。あと、ふしぎな味のサカナもおいしかったよぉ」

　カワネズミはナワバリのギリギリ端はしまで一いつ緒しよに見送りにきてくれて、その間にもたくさんの魚を捕とっては一行に持たせてくれた。結局、罠わなを仕し掛かけるよりも遙はるかに大量の魚を手に入れて、一行は新たに旅を続けた。
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　カワネズミのところで大きなマスをたっぷりともらった一行は、再び当面の食しよく糧りよう問題も解決して意い気き揚よう々ようと先を目指していた。

　傾けい斜しやは緩ゆるやかになり、河原も石より土の地面が増えてきた。

　木はあまり生えず、草原が広々と広がっている。

　丈たけの低い草ならいいが、腰こしより高い草が隙すき間まなく生えた草原だと、森の中を進むよりもずっと大変だ。草を刈かる道具もないので、一歩一歩靴くつの裏で草を踏ふみ倒たおしながら、ジリジリと進むしかない。

　東ひがしがふと、前を歩く南みなみのスカートに目を留とめた。

「みなみん。お尻しりのとこ、破けてる」

「え？　あ、ホントだ」

　ぷろびでんすの根元にしゃがみ込こんでいた時に、岩場で切ったのだろうか。数センチに亘わたってざっくりと切れている。

　南みなみは足を止めると、破れたところを摘つまんで困った顔をした。

「あちゃー。マズいわね。服はこれしかないってのに」

　今は小さな破れ目でも、放っておくとあっという間に大きくなってボロボロになってしまう。こんなところで着き替がえなど手に入らないから、このスカートが穿はけなくなったら大変だ。

　千ち秋あきが枝に巻いた葛くず糸を見ながら溜ため息いきを吐つく。

「早めに繕つくろえばどうってことない破れ目ですけど、残念ながら糸はあっても針がないですからね……」

　どうしたものかと腕うで組ぐみをする千ち秋あき。

　南みなみもしばし考かんがえ込こんでいたが、やがて顔を上げた。

「よし。それじゃ、作るか。針」

「ええっ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げる千ち秋あき。

　東ひがしもびっくりして南みなみを見る。

「作るって……？　縫ぬい針を……？」

「うん。一応さっきマスを捌さばいてる時に、いい感じの骨取っといたのよ。これで何とかならないかしら」

　そう言って、長さ五センチほどの白くて細い骨をずらりと取り出す南みなみ。二十本近くある。

　千ち秋あきはそれをまじまじと見つめて、眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。

「これ、太さ一ミリあるかどうかってとこですよね……。この細い骨に、糸が通る小さな針穴をあけるってのは……」

　どう考えても無理だ。そもそも、そんな小さい穴を空ける道具がない。

　針と糸があって破れた服の修しゆう繕ぜんが出来るようになれば、この先非常に安心出来るのは確かだが、さすがに縫ぬい針は作れる気がしない。

　だが南みなみはいつものように気楽な顔だ。

「まあ、出来るかどうかなんて、やってみれば分かるわよ。確かに骨は細いけど、その分厚みもないわけだから、ほんの一ミリほどの深さで足りるわけでしょ。だったらこの辺の破は片へんでいけそうな気がしない？」

　そう言って、胸ポケットから今度は小さな石の破は片へんをいくつか取りだした。昨晩、クルミをこじ開けるために石を割っていた時に出た破は片へんである。どれも小さく、先は鋭するどく尖とがっている。その先せん端たんだけなら、確かに骨よりも細いかもしれない。だが、先せん端たんから一ミリ上がればもう明らかに骨の倍以上の厚みがある。

「これで開けるんですか……。まあ、やってみますけど……」

　石の破は片へんと骨を渡わたされて、渋しぶ々しぶうなずく千ち秋あき。

　東ひがしも自信なさげに破は片へんと骨を受け取ると、とりあえず川で骨を洗いに行く。

　南みなみは自分も骨を一本平らな石の上に置くと、破は片へんの先せん端たんで引ひっ搔かき始めた。

「思ったより削けずれる感じがするわよ……」

「とりあえず、両面から削けずって薄うすく平らな面を出して、それから石の一番尖とがったところで貫かん通つうさせるって感じですかね……。薄うすくなればなるほど穴は浅くて済むわけですから、石の先せん端たんの一番細い部分だけを使えるわけで……」

　千ち秋あきも息を潜ひそめながら慎しん重ちように作業に入る。

　しばさんは、その様子を不思議そうに見つめる。

「また『じゅんび』かな？」

　そう呟つぶやいて小首を傾かしげていたが、やがてハッとしたようにシャキーンと気合いの入った表情に変わるしばさん。

「穴ほらなきゃ！」

　そして意い気き揚よう々ようと穴を掘ほり始める。相変わらずしばさんにとって「じゅんび」といえば穴掘ほりだ。

　その横で、千ち秋あきの悲鳴が響ひびいた。

「ああ！　折れた！」

「くそっ！　こっちも折れたわ！」

　南みなみも悔くやしそうに毒づく。

　二人の大声に、びくっとして穴掘ほりの手を止めるしばさん。

　千ち秋あきと南みなみの手元には、端はしが折れてしまった骨。さすがに、一ミリあるかどうかという細さの骨に石で穴を空けるというのは余りにも無理難題過ぎる。石いし斧おので木を切るのとはまた別の難しさだ。とてもじゃないが、出来る気がしない。

　ところがそこへ、東ひがしが大声を上げた。

「出来た!?　出来たよみなみん！　千ち秋あきちゃん！」

「ええ？　マジで？」

「ホントですか東ひがしさん!?」

　信じられない顔で振ふり返かえる南みなみと千ち秋あき。いくら何でもあっさり過ぎる。そんな簡単な作業のはずがない。

　だが、東ひがしは自分でも信じられない顔で、震ふるえる指先に摘つままれた骨を二人に差し出した。

「ほら、これ……！」

「ホントだ……」

「ちゃんと穴空いてますね……」

　呆ぼう然ぜんとして見つめる南みなみと千ち秋あき。

　信じられないが、確かに穴が空いている。僅わずか一ミリもない細い骨に、それよりも小さな穴が通っているのだ。

　千ち秋あきは思わず東ひがしの両りよう肩かたを摑つかみ、大きな声を上げた。

「どうやったんですか東ひがしさん！　一体どんな魔ま法ほうを使ったらこんな事が……！」

「わ、分かんないけど、ただギューって押おしつけたら上手うまくいった感じがしたから、反対側からもギューってして、最後に別の骨で貫かん通つうさせたんだよ～……。特に難しい事は何にも……」

　東ひがしもどうして上手うまくいったのか分からない顔で、しどろもどろに説明する。

　南みなみが再び骨に向かった。

「下手な小細工はせず、ただ押おしつけるだけでいいって事ね？　よっしゃ！　そういうのなら得意よ！」

　意い気き揚よう々ようと骨に石の先せん端たんを押おしつけて力を込こめる。

　だが、ペチッと小さな音がして骨はあっさりと折れた。

「ダメじゃん！」

　骨と石を地面に叩たたきつけると、両手で頭を抱かかえる南みなみ。

　千ち秋あきも同じように試ためしてみたが、やっぱり折れる。

「上手うまくいかないんですけど……」

「あれ～？　私は上手うまくいったんだけど……」

　東ひがしは申し訳なさそうな顔をしながら、二人の見ている前でもう一度やってみる。

　すると確かに、ギューっと力を入れると石の先せん端たんが骨の真ん中に食くい込こんでいく。骨は折れたり割れたりすることなく柔じゆう軟なんに広がって、石の先はそのまま貫かん通つうした。貫かん通つうしたところを反対側からもう一度ギューッとやって、仕上げに別の骨を穴に通して広げてやる。これで完成だ。

　首を傾かしげる千ち秋あきと南みなみ。

「なんか、私たちの骨と違ちがって粘ねばりがありますね……」

「同じ骨のはずなんだけど、何が違ちがうのかしら」

　出来たばかりの骨に触ふれた南みなみが、ふと気付いた。

「分かった！　洗ったからよ！」

　驚おどろいて振ふり返かえる千ち秋あき。

「え？　洗っただけで骨の性質変わるんですか？」

「そうじゃなくて、濡ぬらしたのが良かったのよ！　濡ぬれたら粘ねばりが出るんだわ！　骨ってカルシウムだけじゃなくて、カルシウムをコラーゲンで固めて出来てるから！」

「なるほど、そういう事ですか！　コラーゲンが濡ぬれて柔やわらかくなるんですね！」

　コラーゲンは要するにゼラチンである。それが濡ぬれた事で粘ねばりと柔じゆう軟なん性せいを取とり戻もどし、割れるのを防いでいたのだ。

　そうと分かれば話は早い。早さつ速そく二人も骨を濡ぬらして再チャレンジである。

「おおー!?　出来た！　出来たわ！」

「こっちも出来ました！　縫ぬい針なんて代しろ物ものがこんな簡単に出来ちゃっていいんでしょうかね!?」

　しっかり濡ぬらした骨に石の先をギューッと押おしつけると、東ひがしと同じように割れずに石が貫かん通つうした。後はその穴を広げていってやるだけで、見事に針穴の完成である。

　予想外に簡単に出来た針を見て、思わずガッツポーズの南みなみと千ち秋あき。

　一ミリにも満たない細い細い骨。市し販はんの縫ぬい針と変わらない太さの骨に、しっかりと穴が空いている。こんな信じがたいほど精せい巧こうな細工が、ここまで短時間であっさり作れてしまうなんて、まさに予想外だ。余りに簡単すぎて拍ひよう子し抜ぬけというか、どこか現実感がないような感じすらある。かけた手間の少なさと、達成された成果のとんでもなさとが、釣つり合あわない気分になる。

　苦労した実感がないせいか、もう一度作れと言われたらちゃんと作れる自信がない。でも、やってみるとやっぱり何度でもちゃんと出来る。この奇き妙みようなちぐはぐさ、戸と惑まどい混じりの喜びは、これまでやってきた火起こしや葛くず糸取り、あるいは石いし斧おの作りなどの「どっしりとした達成感」とはまるで違ちがっている。だが、「信じられない気持ち」という事では圧あつ倒とう的てきにこちらが大きい。

　だがまあとにかく、穴を空ける事に成功したなら後は先せん端たんを石で研といで尖とがらせてやればいいだけ。これは濡ぬれたままだと柔やわらかすぎて上手うまく研とげないので、太陽に当てて乾かん燥そうさせてから仕上げた。研とぐといっても石いし斧おのとは違ちがう。石よりずっと柔やわらかい骨、しかも細い細い針だ。一分もかからずに、非常に鋭するどい尖せん端たんが研とぎ上がった。

　早さつ速そく、東ひがしが葛くず糸を細く割さいて指先で縒よりを掛かけると、完成した針の穴に通す。

　そして、破れた南みなみのスカートを縫ぬい始めた。

「すごい！　全然引っかからない！　すっごくスムーズに通るよ！　普ふ通つうの縫ぬい針と全然変わらないくらい！」

　驚おどろきと喜びに声を上げ、大はしゃぎで破れ目を縫ぬい合あわせる東ひがし。そのまま持ち前の高い女子力を発揮して、あっという間に綺き麗れいに繕つくろってしまった。

「糸の色が違ちがうから目立っちゃうけど、これでひとまず大だい丈じよう夫ぶだよ～」

「ありがと。助かったわ。いくら針と糸が手に入っても、それをちゃんと使いこなせる人がいないと持もち腐ぐされだからね」

　修しゆう繕ぜんの終わったスカートを見て、ホッと安あん堵どする南みなみ。

　千ち秋あきが興奮の収まらない声ではしゃぐ。

「いや～、それにしてもすごいですよね！　針まで自作出来ちゃうなんて！　服が破れて使い物にならなくなるっていうのはノンフィクション漂ひよう流りゆうものだとよくある話ですけど、繕つくろい物が出来たら全然心配要いらないじゃないですか！　無敵過ぎますよ私たち！」

「まあでも破らないに越こした事はないけどね」

　そう言って頭を搔かく南みなみ。

　東ひがしが思いついて提案する。

「そうだ。ここ、イネ科の雑草がいっぱいあるし、これで敷しくもの作らない？　座ざ蒲ぶ団とんサイズでいいからゴザかムシロみたいなのがあれば、それだけでもお尻しり破いちゃう心配は減ると思うの」

　この辺りは日当たりの良よい拓ひらけた場所になっていて、町中でもよく見かけるイネ科の雑草がわんさか生えている。春から初夏にかけて花期を迎むかえるので今の時期はもう大半が立たち枯がれているが、どのみち普ふ通つうは干してから使うのでむしろ丁度いい。稲いな藁わらに比べると細かったり短かったりするが、使えない事はない。

　南みなみがいち早く同意した。

「それ、いいアイディアね。座ざ蒲ぶ団とんサイズなんてけちくさい事言わないで、いっそ寝ねっ転がっても使えるサイズにしちゃえば？　野宿する時も便利だし」

「上に掛かける物も作れば風よけにもなりますしね。草をかけただけだとどうしても寝ね返がえり打った時に落ちちゃいますし」

　千ち秋あきもノリノリで同意する。

　二人とも今いま更さら「敷しき物ものなんて作れるの？」なんて事は言わない。すでに自分たちは糸を作り、石いし斧おのを作り、縫ぬい針まで作ったのだ。ゴザやムシロくらい、どうして出来ないわけがあろうか。

「それじゃ、とりあえず草を集めよう」

　東ひがしがそう言って、みんなで草をむしる事になった。

　最初は石いし斧おのを鎌かまの代わりに使ってみたりしたが、形状が正直草くさ刈かりには向かず、結局みんな手でむしり出す。

　最初の内は意外と簡単に千切れると思ったが、何度もやっている内にだんだん手が痛くなってきた。

　手の平や指を真っ赤にしながら、それでもみんなで協力すると、あっという間にこんもりとした草の山が積み上がる。周囲数メートル四方の草が綺き麗れいさっぱり無くなった。

　東ひがしが草の山を前にして言った。

「それじゃ、まずはこれを使って細い縄なわを何本か作ります。とりあえずは二本くらいあればいいかな」

「これを二束、同じ向きに捻ひねってから、捻ひねったのと逆向きに撚より合わせるんですよね」

　千ち秋あきが早さつ速そく集めた草を手に取って、慣れない手つきで縒よりをかける。

　ところが、全然上手うまくかからない。

　予想以上に固くて捻ひねりにくく、その上無理に捻ひねろうとすると千切れてしまったりする。

　縫ぬい針まで作ったほどの者が、縄なわ如ごときにまさかの大苦戦だ。

　東ひがしが気付いて、慌あわてて言った。

「千ち秋あきちゃん、ちょっと待って。濡ぬらして叩たたいてからじゃないと無理だよ～」

「濡ぬらして叩たたくんですか？」

「うん。しっかり叩たたくと、クタッてなって柔やわらかくなるの」

　集めた草の一部を川の水で濡ぬらすと、叩たたきやすいよう束にして軽く捻ひねった状態で押おさえる千ち秋あきと東ひがし。そこを南みなみが棒でまんべんなく叩たたく。

「東ひがしさん、これ濡ぬらすのは何の意味が……？」

　草の束を押おさえながら尋たずねる千ち秋あき。

「乾かわいた状態だと、叩たたいただけでもすぐ折れちゃうの。でもしっかり濡ぬらしておけば折れにくくなるんだよ～」

　それを聞いた南みなみが、試ためしに濡ぬらしていない草を一ひと摑つかみ棒で叩たたいてみる。

　すると、叩たたいた先からどんどん折れて千切れてしまった。

　驚おどろいた顔の南みなみ。

「ホントね。濡ぬらしたのと乾かわいたままとじゃ全然違ちがうわ」

「葛くずの皮も、乾かわいたら千切れやすくなりますもんね」

　確かに濡ぬらすのは大事なんだと納なつ得とくする千ち秋あき。

　そんな会話をしている間にも、草の束は叩たたかれて次し第だいに柔やわらかくなってくる。

　そろそろ良さそうだと見た東ひがしが、南みなみにストップをかけた。

「みなみん、もう叩たたくのやめて大だい丈じよう夫ぶかも」

　そして、数本を手に取ると二束に分ける。

「これをこうして、さっき千ち秋あきちゃんが言ったみたいに同じ方向に縒よりをかけて……」

　指先で草を摘つんで転がしながら一ひと捻ひねりする東ひがし。

「……そしたらそれを、今縒よりをかけたのとは逆向きに縒より合あわせます」

　一ひと捻ひねりした草束同士を縒より合あわせる。

　そしてまた指先で捻ひねっては、縒より合あわせ。

　何度か繰くり返かえすと、細い縄なわが出来てきた。

　真似まねをしていた千ち秋あきも、自分の手元の縄なわを見せる。

「これでいいんですよね？」

　今度は千ち秋あきもちゃんと出来た。

　南みなみも見よう見まねでやってみると、それらしい物が出来てくる。

「まあ、火を起こし紐ひもを作り石いし斧おのを作り針まで作れてしまう今の私たちには、この程度の事は簡単すぎるわね」

　フフンと調子に乗った顔で笑う南みなみ。

　それを見た東ひがしは安心した表情を浮うかべると、座すわり込こんで足の裏で草束を押おさえた。

「それでね、今みたいに指で転がしてると疲つかれて大変だから、こうやって手の平で転がしながらやると楽なんだよ～」

　そう言って、手慣れた手つきで縄なわを綯ない始めた。余りにもスムーズかつスピーディ過ぎて、まるでただ手を擦すり合あわせるだけでどんどん縄なわが出来ていくかのようである。ほとんど手品の域だ。途と中ちゆうで草を継つぎ足たす時以外は手を止めず、あっという間に二メートルほどの縄なわを完成させてしまった。

「こんな感じ」

　ニッコリ微笑ほほえむ東ひがし。

　ポカーンとなる南みなみと千ち秋あき。

「あの、いきなりハードル上がったんですけど……」

「めっちゃ難しそうなんですけど……」

　簡単だと思った縄なわ綯ないだったが、結局、東ひがしがもう一本の縄なわを綯なうまでの間に、二人は四苦八苦しながら三十センチ綯なうのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　それはともかく。

　東ひがしが綯ない上げた細ほそ縄なわを手に取って、千ち秋あきが感動の声を上げた。

「おお！　これは完全に藁わら縄なわですね！」

　南みなみはやれやれと安あん堵どする。

「火起こし用の紐ひもがいるって事になった時、こういう縄なわが作れる草がなくて良かったわ。最初からこんなの作られてたら、葛くず糸作ろうって話にもならなかっただろうから、スカートの破れ目も繕つくろえなかったもんね」

「確かに。何が幸いするか分かんないね～」

　東ひがしはうんうんとうなずくと、作った縄なわを二つ折りにした。

「それじゃ、二人ともこうやって一本ずつ持ってくれる？」

　折り目が地面に付くような状態で、南みなみと千ち秋あきに持たせる東ひがし。

　そして、叩たたいていない草を一束取ると、折った縄なわの間に置いた。

「縄なわ、交差させて、この束をギュって縛しばるみたいにしてくれる？　結ばなくていいから交差させるだけ」

　東ひがしが言って草の束を押おさえ、南みなみと千ち秋あきは言われた通り、手にした縄なわを交差させる。

　その上に、あらたな束を乗せる東ひがし。

　また縄なわを交差させて草の束を締しめる。

　その上に、更さらに新たな束。

　ひたすら繰くり返かえしていくと、草の束で作ったすだれのような物が出来てきた。

　どんどん束ねられてシート状になっていく草を、しばさんは不思議そうな顔で見つめる。

　千ち秋あきが言った。

「東ひがしさん。これって、冬場に松の幹に巻いたりする奴やつですよね」

「うん。コモって言う、一番簡単なムシロだよ～。昔は材料にマコモの葉っぱを使ったからコモって言うんだって」

　うなずく東ひがし。

　今度は南みなみが言う。

「でも冬場に木に巻いてる奴やつって、縄なわの間かん隔かくもうちょっと細かくない？　これ、二箇か所しよしか入れてないけど大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ホントはもうちょっと細かい間かん隔かくで縄なわを入れたいんだけど、とりあえず一いつ旦たんこうやって粗あらいコモを作っちゃえば、もっと縄なわを縫ぬい込こんで丈じよう夫ぶにしたりするのは後から一人でも出来るから」

「なるほど。まあ、この粗あらいコモでも、尻しりに敷しいてスカート破れるのを防ぐくらいは出来るしね」

　うなずく南みなみ。まずは実用に適かなう最低限の物をさっさと作ってしまって、後からしっかりした物に改良していくというのは良よい判断だ。

　三人がかりで編み上げると、最後に東ひがしが縁ふちを綺き麗れいに編あみ込こんで仕上げ、あっという間に座ざ蒲ぶ団とんサイズの粗あらいコモが一つ出来上がった。

　南みなみが早さつ速そく座すわってみる。

「ちょっと固いわね。あと、縄なわが意外とチクチクするわ」

　叩たたき方が足りなかったのか、縄なわは結構固くて、縄なわ目めが尖とがっているのだ。

　東ひがしが申し訳なさそうな顔をする。

「ゴメンね。草の叩たたき方、まだ足りなかったかも。使ってる内に柔やわらかくなってくると思うけど、気になるようなら今からもう一回濡ぬらして叩たたけばマシになると思うよ」

　千ち秋あきが思いついて提案した。

「これも灰で蒸むしたら柔やわらかくなりませんかね」

「あ、なるかも」

「今晩、野営する時に試ためしてみるか」

　そんな事を言いながら、同じ要領で二つ目を作る。

　ところが、集めておいた草がそこで尽つきてしまった。山のようにあったと思っていた草が、こうしてコモにしてしまうと僅わずか座ざ蒲ぶ団とん二枚分。

　寝ねる時に敷しいたり、体に掛かけたり出来るサイズのものを作ろうと思ったら、どれだけの草が必要になる事か。

　啞あ然ぜんとした顔で呟つぶやく千ち秋あき。

「思った以上に使いますね、草」

「叩たたくと縮むし、束ねるともっと縮むからね～」

　東ひがしが困った顔をする。

「カゴ作った時も、もの凄すごい量の蔓つる草くさ集めたつもりだったのが、編んだらあっという間になくなったしね」

　南みなみも思い出すようにそう言ってうなずいてから、気を取り直して腕うでを振ふり上あげた。

「まあ、何にせよとりあえず後一枚。一気にやっちゃうわよ」

　赤くなった手の痛みを堪こらえながら、再び草むしりを始める三人。

「……やっぱり、もっと刃は渡わたりが長くて扱あつかいやすい鎌かまかナイフを作ったほうがいいですね」

　ヒイヒイ言いながら草をむしる千ち秋あき。

　南みなみもうなずく。

「そうね。そういうのに使えそうな石があったら拾っといた方が、後々助かりそうね」

「あと、出来たら軍手の代わりになる物も欲ほしいよね。藁わら縄なわで何とか作れないかな～……」

　そう呟つぶやいて作り方をあれこれ考える東ひがし。

　しばさんは何か気になる匂においでもあるのか、東ひがしについて歩きながらしきりにクンクンと鼻を動かす。とはいえ警けい戒かいしている様子ではないので、ぷろびでんすが近くにいるわけではなさそうだ。

　そして、更さらに数メートル四方の草が丸まる坊ぼう主ずになった時。

　小さな地面の盛り上がりの下に、ぽっかりと穴が空いているのが見つかった。これまでは草むらに隠かくれていたのだ。

「ん？　この穴……」

　南みなみが動きを止め、じっと穴の様子を見つめる。

「どうしたのみなみん？」

　東ひがしが気付いて声を掛かける。

「いや、この穴、最近誰だれかが掘ほった穴だわ。搔かき出だされた新しい土が入り口の手前に溜たまってる」

　そう言って、穴の前に小さな山を作っている土を指さす南みなみ。土の色は周囲と違ちがって明るく、ふんわりと柔やわらかい。明らかに最近掘ほり出だされた物だ。

「誰だれかって、誰だれです……？」

　千ち秋あきが怪け訝げんそうに尋たずねる。

　その時、少し離はなれた場所でしばさんが地面にうずくまった。

「あれ～？　やっぱり。どうしてこんなとこにいるんだろ……？」

　しきりに匂においを嗅かぎながら、不思議そうに首を傾かしげる。

　その目の前には、何者かの糞ふん。少し地面を掘ほり下さげた浅い穴に、トイレのようにして糞ふんが溜たまっている。

　南みなみがそれを見て、確信したようにうなずいた。

「やっぱりだわ。これって……」

　そう呟つぶやいて、穴の方へ視線を戻もどす。

　その時、穴の奥おくから誰だれかがひょっこりと顔を出した。

「だれだい？　さっきからうるさいよ……」

　眠ねむそうに目を擦すりながら出てきたのは、小さな丸い耳でのっぺりした体つき。

　しばさんが、バッと顔を上げた。

[image: ]

「やっぱり！　アナグマだー！」

「おや？　しばいぬかい？」

　キョトンとした顔でしばさんを見る。

　そう。

　この穴にいたのは、探し求めた穴のスペシャリスト。まだまだ遠くにいるはずの、ニホンアナグマだった。
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あとがき




　お久しぶり、あるいは初めまして。佐さ藤とうケイです。

　やせいのいしおの！、いかがでしたでしょうか。今回は「親子で一いつ緒しよに楽しめる、教きよう育いく的てきかつ健全な冒ぼう険けん小しよう説せつ」というコンセプトで書かせて頂いただきましたが、狙ねらい通どおりに楽しんで頂いただければ幸さいわいです。

　何故なぜこのお話を書く事になったかというと、元々は担当さんに「どういうのやりたい？」って聞いたら「異い世せ界かい転てん生せいものがやりたい！」とか言い出したのがきっかけでして。でも異い世せ界かいものなんて飽ほう和わして久しいのに、一いつ体たい今いま更さらどういう切り口でやりたいのか尋たずねると、どうもゴリゴリにリアル路線に寄せたいような感じの事を言うので、「でもガチでリアル路線でやったらそもそも言葉すら通じない状じよう態たいで身分を保証するものも知り合いもなくて、そしたらどこへ行っても不ふ審しん者しやとして追われて、結局ただのサバイバルものにしかならないかもしれないけどそれでもいいの？」って聞いたら「いい」って言うんですよ。

　で、その時ふと思ったんです。「町中を歩いてていきなり異い世せ界かいでサバイバルする事になったら、漂ひよう流りゆうして無人島暮らしするより遙はるかにハードなんでは？」と。

　どういう事かというと、無人島に漂ひよう流りゆうする話って、基本的に直ちよく前ぜんまで船に乗ってる事が多くて、大たい抵ていはそれが難なん破ぱして島に流されるわけですよ。フィクションでもノンフィクションでも。で、そういう場合って大たい抵ていは何かしら船に積んであった道具を持ち出したり、あるいは一いつ緒しよに流されてきたりする事が多いわけです。更さらに、人が流されつくような島は海流や風向き的に何かが流れ着きやすい場所って事ですから、人以外の漂ひよう流りゆう物ぶつも流れ着きます。つまり、浜はま辺べに打ち上げられた様々な文明の利器の残ざん骸がいが利用出来るんですよ。ノンフィクションものだと特に。

　ところが、普ふ通つうに町中を歩いているところからいきなり異い世せ界かいに飛ばされたらどうか。これだと船に積んである道具を持ち出す事も不可能だし、使える物が流れ着く事も期待出来ない。ナイフ一本すら持ってないわけです。ナイフ持って町中歩いてたら銃じゆう刀とう法ほうに引っかかりますからね。しかも浜はま辺べに打ち上げられたガラス瓶びんを割って刃は物ものの代わりにするとか、打ち上げられた板に付いていた釘くぎを打うち伸のばして刃は物ものにするなんて事さえも出来ないわけです。もう、石を割って石器でも作る以外にどうしようもない。

　また、異い世せ界かいものっていったらＲＰＧめいた中ちゆう世せい～近きん世せいヨーロッパ風の世界にしてある事が大半ですが、それをやめて獣じゆう人じんしかいない野生の世界にでもしてしまえば、道具を盗ぬすんで使うという選せん択たく肢しも封ふうじてしまえる。

　更さらに、無人島暮らしなら一ヶ所に定てい住じゆう出来ますから、頑がん張ばって少しずつ暮らしを快適にしていく事も出来ますが、異い世せ界かいから戻る手立てを探す話になったら定てい住じゆうは出来ません。何かを作っても、持ち運べる量しか持って行けない。いや、そもそも持ち運ぶ手段すらない。

　こりゃあハードだ。面おも白しろくなりそうじゃないか。そんな思いが沸ふつ々ふつと沸わいてきたわけですよ。

　しかもですよ。登とう場じよう人じん物ぶつを全部女の子にして、無人島ではなく山の中に放り出すと、もう一つ素す晴ばらしい事があるんです。それは何かというと、女の子同士の裸はだかの舐なめ合あいが発生するんですよ。昔から多くの作家が何とかして作中に盛もり込こもうとして、しかしどうしたって取って付けたような見みえ透すいた読者サービスにしかならなかった裸はだかの舐なめ合あいが、これ以上ないほどの必要性に迫せまられて発生するんです。ここまで論理的かつ必然的に、裸はだかの舐なめ合あいが生じる事を納なつ得とくさせられるシチュエーションは、そうそうありません。お堅かたいＰＴＡの皆みなさんも思わずニッコリするＪＫの裸はだかの舐なめ合あいというものを実現しうる可能性が、「ある日突とつ然ぜん異い世せ界かいに飛ばされる」という設定には潜ひそんでいるんですよ。こうなればもう、書くしかない。

　立ち読みで、本文より先にこれを読んでいる読者さんは「お前は何を言っているんだ？」「気でも狂くるったのか」と思われるかもしれませんが、その場合は今すぐレジへ行ってこの本を購こう入にゆうし、家に帰って家族と一いつ緒しよに最後まで読んでみてください。そうすれば「これは確かにとても教きよう育いく的てきで、安心して親子で楽しめる健全な裸はだかの舐なめ合あいだ」とうなずいて頂いただけるでしょう。（※個人の感想です。全ての親子関係を保証するものではありません）




　とまあそんなわけで意い気き揚よう々ようと引き受けたわけですが、一つ心配な事がありました。

　というのは、もし私の書いた本を読んでくれた読者さんが、将しよう来らい何かの事故で漂ひよう流りゆうしたり遭そう難なんしたりして、そこで生き延びるためにこの本の内容を思い出して試ためしてみる、なんて事があるかもしれない。その時にもし間ま違ちがった事を書いてて、そのせいで上手うまくいかなくて死んじゃったりしたらどうしよう、って事ですよ。

　それを回かい避ひするためには、サバイバルに関わる事については全部自分で実際に試ためして確かめるしかない。登とう場じよう人じん物ぶつたちは複数人なのに対してこちらは一人ひとりですから百パーセント同じ事は出来ませんが、少なくとも基本的な事だけでも実際にやってみて、自分自身の経験から「これはこうすれば出来る」、と自信を持って言えるようになるしかない。私はそう考えました。そして、そう決意した日から、ひたすら石を割る暮らしが始まったのです。

　その日々がどんな感じだったかは、本文の方を読んでいただければ大体分かるので、というかぶっちゃけ本文のかなりの部分はその時の記録ノートをそのままキャラの台詞せりふに振ふり分わけたような物なので、ここでは省略しますが、まあとにかく辛つらい事苦しい事も多かった代わりにやり遂とげた時の感動というか達成感というのも想像以上にすごくて、「これは物を作るために試し行こう錯さく誤ごする過程を描えがくだけで充じゆう分ぶんにドラマになるぞ」という確信が日を追うごとに深まっていったのでした。




　まあそんなわけなので、作中に出てくる火起こしや葛くずからの糸作り、石器作りに針作りなど、どれも実際にやれる事は確かく認にん済ずみなので、興きよう味みがある人は是ぜ非ひ自分でも試ためしてみてください。

　現代社会では灰はバーベキューでもしないとなかなか手に入りませんが、茶さ道どう用品を扱あつかっているお店に行けば、「生き灰ばい」といって木を焼いただけの灰が売られています。洗ってアク抜ぬきされた灰も売られていますがアルカリとしての効果が弱いので、必ず生き灰ばいを選んでください。また、ホームセンターなどの園えん芸げい用品売り場にも、「木もく草そう灰ばい」というものが肥料として売られています。こちらは蠣かき殻がらなども入っている事が多いので、純じゆん粋すいな植しよく物ぶつの灰だけではありませんが。また、灰の代わりに重じゆう曹そうを使っても代用になりますよ。重じゆう曹そうならスーパーでも買えるので、一番手っ取り早いかもしれません。

　なお、石器作りに関しては今回書いたのはまだ初歩の初歩なのですが、もしこの本がそれなりにヒットしてある程度長くシリーズ化出来れば、もっといいやり方が紹しよう介かい出来るはずなので、その内容が読みたい人は是ぜ非ひとも友人知人への宣伝をよろしくお願いします。また、実は皮なめしとか土器作りなんかもやっていて、出来る事ならその話もじっくり書きたいので、そっちに興きよう味みがある人も是ぜ非ひご家族親しん戚せきご友人に勧すすめてくださいね。




　それでは最後に謝辞を。

　まず、イラストレーターのかみやまねきさん。今回も素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。特に、地味な姿の多い日本の哺ほ乳にゆう類るいを可愛かわいく擬ぎ人じん化かするという無理難題に見事に応えて頂いただいて、感激しかありません。大だい胆たんな擬ぎ人じん化かとさりげない細部のこだわり。「元が元だし、頑がん張ばってもこんな感じかなぁ」というこちらの予想を軽々と超こえていってくれました。やっぱりプロは違うなぁ……。

　そして担当さん。ただでさえ原げん稿こうが遅おくれがちだった上に、体たい調ちよう不ふ良りようで大おお幅はばに予定を狂くるわせてしまったりと、色々とご迷めい惑わくをおかけしましたが、完成するまでしっかり付き合ってくださって本当にありがとうございます。

　そして、最後まで読んでくださった読者の皆みな様さま。本当にありがとうございました。楽しんで頂いただけたなら幸さいわいです。

　それでは、また次の本でお会いしましょう。





佐さ藤とうケイ
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